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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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改訂一覧は改訂箇所をまとめたものであり、 
詳細については必ず本文の内容をご確認ください。





１．  本資料は、お客様に用途に応じた適切な弊社製品をご購入いただくための参考資料であり、本資料
      中に記載の技術情報について弊社または第三者の知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾また
      は保証するものではありません。
２．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例など全ての情報
      の使用に起因する損害、第三者の知的財産権その他の権利に対する侵害に関し、弊社は責任を負い
      ません。
３．  本資料に記載の製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいはその他
      軍事用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替および外国貿易法」
      その他輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。
４．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの全ての
      情報は本資料発行時点のものであり、弊社は本資料に記載した製品または仕様等を予告なしに変更 
      することがあります。弊社の半導体製品のご購入およびご使用に当たりましては、事前に弊社営業
      窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、弊社ホームページ(http://www.renesas.com)
      などを通じて公開される情報に常にご注意ください。
５．  本資料に記載した情報は、正確を期すため慎重に制作したものですが、万一本資料の記述の誤りに
      起因する損害がお客様に生じた場合においても、弊社はその責任を負いません。
６．  本資料に記載の製品データ、図、表などに示す技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他
      応用回路例などの情報を流用する場合は、流用する情報を単独で評価するだけでなく、システム
      全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。弊社は、適用可否に
      対する責任は負いません。
７．  本資料に記載された製品は、各種安全装置や運輸・交通用、医療用、燃焼制御用、航空宇宙用、
      原子力、海底中継用の機器・システムなど、その故障や誤動作が直接人命を脅かしあるいは人体に
      危害を及ぼすおそれのあるような機器・システムや特に高度な品質・信頼性が要求される機器・
      システムでの使用を意図して設計、製造されたものではありません（弊社が自動車用と指定する
      製品を自動車に使用する場合を除きます）。これらの用途に利用されることをご検討の際には、
      必ず事前に弊社営業窓口へご照会ください。なお、上記用途に使用されたことにより発生した損害 
      等について弊社はその責任を負いかねますのでご了承願います。
８．  第７項にかかわらず、本資料に記載された製品は、下記の用途には使用しないでください。これら  
      の用途に使用されたことにより発生した損害等につきましては、弊社は一切の責任を負いません。
        １）生命維持装置。
        ２）人体に埋め込み使用するもの。
        ３）治療行為（患部切り出し、薬剤投与等）を行うもの。
        ４）その他、直接人命に影響を与えるもの。
９．  本資料に記載された製品のご使用につき、特に最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件
      およびその他諸条件につきましては、弊社保証範囲内でご使用ください。弊社保証値を越えて製品
      をご使用された場合の故障および事故につきましては、弊社はその責任を負いません。
１０．弊社は製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、特に半導体製品はある確率で故障が
      発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。弊社製品の故障または誤動作
      が生じた場合も人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないよう、お客様の責任において
      冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計（含むハードウェアおよびソフトウェ
      ア）およびエージング処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に
      マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システム
      としての安全検証をお願いいたします。
１１．本資料に記載の製品は、これを搭載した製品から剥がれた場合、幼児が口に入れて誤飲する等の
      事故の危険性があります。お客様の製品への実装後に容易に本製品が剥がれることがなきよう、
      お客様の責任において十分な安全設計をお願いします。お客様の製品から剥がれた場合の事故に
      つきましては、弊社はその責任を負いません。
１２．本資料の全部または一部を弊社の文書による事前の承諾なしに転載または複製することを固く
      お断りいたします。
１３．本資料に関する詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点等がございましたら弊社営業
      窓口までご照会ください。

本資料ご利用に際しての留意事項
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製品に関する一般的注意事項 
 

1. NC端子の処理 

【注意】NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

NC(Non-Connection)端子は、内部回路に接続しない場合の他、テスト用端子やノイズ軽減などの

目的で使用します。このため、NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

接続された場合については保証できません。 

2. 未使用入力端子の処理 

【注意】未使用の入力端子は、ハイまたはローレベルに固定してください。 

CMOS製品の入力端子は、一般にハイインピーダンス入力となっています。未使用端子を開放状

態で動作させると、周辺ノイズの誘導により中間レベルが発生し、内部で貫通電流が流れて誤動

作を起こす恐れがあります。 

未使用の入力端子は、ハイまたはローレベルに固定してください。 

3. 初期化前の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

すべての電源に電圧が印加され、リセット端子にローレベルが入力されるまでの間、内部回路は

不確定であり、レジスタの設定や各端子の出力状態は不定となります。この不定状態によってシ

ステムが誤動作を起こさないようにシステム設計を行ってください。 

リセット機能を持つ製品は、電源投入後は、まずリセット動作を実行してください。 

4. 未定義・リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】未定義・リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

未定義・リザーブアドレスは、将来の機能拡張用の他、テスト用レジスタなどが割り付けられて

いる場合があります。 

これらのレジスタをアクセスしたときの動作および継続する動作については、保証できませんの

で、アクセスしないようにしてください。 

5. 各レジスタリザーブビットの読み出し／書き込み 

各モジュールで使用されるレジスタのリザーブビットは、その説明記述中に読み出し／書き込み

値の指定が特にない限り以下のように取り扱ってください。 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む場合は、0を書き込むか、直前に読み出した値を書

き込むかいずれかにしてください。 

直前に読み出した値を書き込むようにしておくと、将来このビットに拡張機能を割り当てること

がある場合、その拡張機能に影響を与えない利点があります。 

 



 

本書の構成 

 
 

本書は、以下の構成で作成しています。 

 

1. 本書の構成 

2. はじめに 

3. 目次 

4. CPUの説明 

5. 各命令の説明 

       各命令の説明は、 

       ①ニーモニック 

       ②フルネーム 

       ③分類 

       ④アセンブラフォーマット 

       ⑤オペレーション 

       ⑥オペランドサイズ 

       ⑦説明 

       ⑧コンディションコード 

       ⑨使用可能な汎用レジスタ 

       ⑩使用可能なアドレッシングモード 

       ⑪注意事項 

       等で構成されています。 

   6. 処理状態 

   7. 基本タイミング 

 



はじめに 

 H8SX CPUは、H8/300 CPU、H8/300H CPUおよび H8S CPUの上位互換のアーキテクチャを持つ内部 32ビッ

ト構成の高速 CPUです。H8SX CPUは、16ビット×16本の汎用レジスタを持ち、4Gバイトのリニアなアドレス

空間を扱うことができ、リアルタイム制御に最適です。 
 

対象者 このマニュアルは、H8SXシリーズを用いた応用システムを設計するユーザを対象としています。 

    このマニュアルを使用される読者には、マイクロコンピュータに関する基本的な知識を必要とします。 
 

目的  このマニュアルは、H8SX CPUの命令についてユーザに理解して頂くことを目的にしています。 

    なお、ハードウェアついては、当該製品のハードウェアマニュアルを御覧ください。 
 

読み方 

• H8SX CPUを理解しようとするとき 

 → 目次にしたがって読んでください。 

  本書は、大きく分類すると、CPU、各命令の説明、処理状態、基本タイミングの順に構成されています。 

• 命令の詳細を理解したいとき 

 → 「2. 各命令の説明」を読んでください。 

  各命令の説明の形式は、①ニーモニック、②フルネーム、③分類、④アセンブラフォーマット、     

  ⑤オペレーション、⑥オペランドサイズ、⑦説明、⑧コンディションコード、 

  ⑨使用可能な汎用レジスタ、⑩使用可能なアドレッシングモード、 

  ⑪注意事項等で構成されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【登録商標・商標】 

 すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 
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1. CPU 

H8SX CPUは、H8/300 CPU、H8/300H CPUおよび H8S CPUの上位互換のアーキテクチャを持つ内部 32ビット

構成の高速 CPUです。 

H8SX CPUは、16ビット×16本の汎用レジスタを持ち、4Gバイトのリニアなアドレス空間を扱うことができ、

リアルタイム制御に最適です。 

1.1 特長 

• H8/300 CPU、H8/300H CPUおよびH8S CPUの上位互換 

これらのCPUのオブジェクトプログラムを実行可能 

• 汎用レジスタ：16ビット×16本 

8ビット×16本、32ビット×8本としても使用可能 

• 基本命令：87種類 

8/16/32ビット演算命令 

乗除算命令 

ビットフィールド転送命令 

強力なビット操作命令 

ビット条件分岐命令 

積和演算命令 

• アドレッシングモード：11種類 

レジスタ直接 Rn 

レジスタ間接 ＠ERn 

ディスプレースメント付レジスタ間接 ＠(d:2,ERn)/＠(d:16,ERn)/＠(d:32,ERn) 

ディスプレースメント付インデックスレジスタ間接 ＠(d:16,RnL.B)/＠(d:32,RnL.B)/＠(d:16,Rn.W)/ 

                        ＠(d:32,Rn.W)/＠(d:16,ERn.L)/＠(d:32,ERn.L) 

プリ／ポストインクリメント／デクリメントレジスタ間接 ＠ERn+/＠-ERn/＠+ERn/＠ERn- 

絶対アドレス ＠aa:8/＠aa:16/＠aa:24/＠aa:32 

イミディエイト #xx:3/#xx:4/#xx:8/#xx:16/#xx:32 

プログラムカウンタ相対 ＠(d:8,PC)/＠(d:16,PC) 

プログラムカウンタインデックス相対 ＠(RnL.B,PC)/＠(Rn.W,PC)/＠(ERn.L,PC) 

メモリ間接 @@aa:8 

拡張メモリ間接 ＠＠vec:7 
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• ベースレジスタ：2本 

ベクタベースレジスタ 

ショートアドレスベースレジスタ 

• アドレス空間：4Gバイト 

プログラム ：4Gバイト 

データ ：4Gバイト 

• 高速動作 

頻出命令をすべて1～2ステートで実行 

8/16/32ビットレジスタ間加減算 ：1ステート 

8×8ビットレジスタ間乗算 ：1ステート （乗算器サポート時） 

16÷8ビットレジスタ間除算 ：10ステート （除算器サポート時） 

16×16ビットレジスタ間乗算 ：1ステート （乗算器サポート時） 

32÷16ビットレジスタ間除算 ：18ステート （除算器サポート時） 

32×32ビットレジスタ間乗算 ：5ステート （乗算器サポート時） 

32÷32ビットレジスタ間除算 ：18ステート （除算器サポート時） 

• CPU動作モード：4種類 

ノーマルモード 

ミドルモード 

アドバンストモード 

マキシマムモード 

• 低消費電力状態 

SLEEP命令により低消費電力状態に遷移 

CPU動作クロックを選択可能 
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1.2 CPU動作モード 

H8SX CPUは、アドレス空間について、ノーマルモード、ミドルモード、アドバンストモードおよびマキシマ

ムモードの 4種類の CPU動作モードを持っています。各モードは LSIのモード端子などによって選択されます。 

CPU動作モード

ノーマルモード プログラム領域、データ領域合計で
最大64kバイトまでサポート

プログラム領域、データ領域合計で
最大4Gバイトまでサポート

プログラム領域最大16Mバイト、データ領域最大64kバイトで
合計最大16Mバイトまでサポート

プログラム領域最大16Mバイト、データ領域最大4Gバイトで
合計最大4Gバイトまでサポート

ミドルモード

アドバンストモード

マキシマムモード
 

図 1.1 CPU動作モード 

1.2.1 ノーマルモード 

ノーマルモードでは例外処理ベクタ、スタックの構造が H8/300 CPUと同一です。 

• アドレス空間 

最大 64kバイトをアクセス可能です。 

• 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または 32ビットレジスタの上位 16ビットとして使用

できます。 

拡張レジスタ Enは、対応する汎用レジスタ Rnをアドレスレジスタとして使用している場合でも、16ビットレ

ジスタとして任意の値を設定することができます（プリ／ポストインクリメント／デクリメントレジスタ間接に

より汎用レジスタ Rnが参照された場合、キャリ／ボローが発生すると、対応する拡張レジスタ Enの内容に伝播

しますので注意してください）。 

• 命令セット 

命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。実効アドレス（EA）の下位 16ビットのみが有効と

なります。 

• 例外処理ベクタテーブルおよびメモリ間接の分岐アドレス 

ノーマルモードでは、H'0000から始まる先頭領域に例外処理ベクタテーブル領域が割り当てられており、各 16

ビットの分岐先アドレスを格納します。例外処理ベクタテーブルの構造を図 1.2に示します。 
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H'0000
H'0001
H'0002
H'0003

リセット例外処理ベクタ

リセット例外処理ベクタ 例外処理ベクタテーブル

 

図 1.2 例外処理ベクタテーブル（ノーマルモード） 

 

メモリ間接（@@aa:8）および拡張メモリ間接（@@ vec:7）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コ

ードに含まれる 8ビット絶対アドレスによりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなり

ます。 

• スタック構造 

サブルーチン分岐時の PCのスタック構造と、例外処理時の PCと CCRのスタック構造を図 1.3に示します。

PCは 16ビットで退避／復帰されます。 

SP→ PC
(16ビット)

SP→

（SP*2→）

EXR*1

CCR
CCR*3

予約*1、*3

EXRを使用しないときはスタックされません。
EXRを使用しないときのSPです。
リターン時には無視されます

（a）サブルーチン分岐時 （b）例外処理時

*1
*2
*3

【注】

PC
(16ビット)

 

図 1.3 スタック構造（ノーマルモード） 
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1.2.2 ミドルモード 

ノーマルモードに対して、プログラム領域を 16Mバイトに拡張しています。 

• アドレス空間 

プログラム領域最大 16Mバイト、データ領域最大 64kバイトで合計最大 16Mバイトをアクセス可能です。 

• 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または 32ビットレジスタの上位 16ビットとして使用

できます。 

拡張レジスタ Enは、対応する汎用レジスタ Rnをデータ用のアドレスレジスタとして使用している場合でも、

16ビットレジスタとして任意の値を設定することができます（JMPおよび JSR命令は除きます。また、プリ／ポ

ストインクリメント／デクリメントレジスタ間接により汎用レジスタ Rnが参照された場合、キャリ／ボローが発

生すると、対応する拡張レジスタ Enの内容に伝播しますので注意してください）。 

• 命令セット 

命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。データ用の実効アドレス（EA）は下位 16ビットの

みが有効となり、上位 8ビットは符号拡張されます。 

• 例外処理ベクタテーブルおよびメモリ間接の分岐アドレス 

ミドルモードでは、H'000000から始まる先頭領域に 32ビット単位で例外処理ベクタテーブル領域が割り当てら

れており、上位 8ビットは無視され、24ビットの分岐先アドレスを格納します。例外処理ベクタテーブルの構造

を図 1.4に示します。 

メモリ間接（＠＠aa:8）および拡張メモリ間接（＠＠vec:7）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コ

ードに含まれる 8ビット絶対アドレスによりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなり

ます。 

ミドルモードでは、オペランドは 32ビット（ロングワード）となり、この 32ビットが分岐先アドレスとなり

ます。このうち上位 8ビットは予約領域となっており、H'00と見なされます。 

• スタック構造 

サブルーチン分岐時の PCのスタック構造と、例外処理時の PCと CCRのスタック構造を図 1.5に示します。

PCは 24ビットで退避／復帰されます。 
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1.2.3 アドバンストモード 

ミドルモードに対して、データ領域を 4Gバイトに拡張しています。 

• アドレス空間 

プログラム領域最大 16Mバイト、データ領域最大 4Gバイト、合計最大 4Gバイトをリニアにアクセス可能で

す。 

• 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または 32ビットレジスタあるいはアドレスレジスタ

の上位 16ビットとして使用できます。 

• 命令セット 

命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。 

• 例外処理ベクタテーブル、メモリ間接の分岐アドレス 

アドバンストモードでは、H'00000000から始まる先頭領域に 32ビット単位で例外処理ベクタテーブル領域が割

り当てられており、上位 8ビットは無視され、24ビットの分岐先アドレスを格納します。例外処理ベクタテーブ

ルの構造を図 1.4に示します。 

H'00000000
H'00000001
H'00000002
H'00000003
H'00000004
H'00000005
H'00000006
H'00000007

予約

予約
例外処理ベクタテーブル

リセット例外処理ベクタ

 

図 1.4 例外処理ベクタテーブル（ミドルモード、アドバンストモード） 

メモリ間接（＠＠aa:8）および拡張メモリ間接（＠＠vec:7）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コ

ードに含まれる 8ビット絶対アドレスによりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなり

ます。 

アドバンストモードでは、オペランドは 32ビット（ロングワード）となり、この 32ビットが分岐先アドレス

となります。このうち上位 8ビットは予約領域となっており、H'00と見なされます。 
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• スタック構造 

アドバンストモード時のサブルーチン分岐時の PCのスタック構造と、例外処理時の PCと CCRのスタック構

造を図 1.5に示します。PCは 24ビットで退避／復帰されます。 

SP→

PC
(24ビット)

SP→

（SP*2→）

EXR*1

CCR
予約*1、*3

予約

EXRを使用しないときはスタックされません。
EXRを使用しないときのSPです。
リターン時には無視されます。

（a）サブルーチン分岐時 （b）例外処理時

PC
(24ビット)

*1
*2
*3

【注】

 

図 1.5 スタック構造（ミドルモード、アドバンストモード） 
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1.2.4 マキシマムモード 

アドバンストモードに対して、プログラム領域を 4Gバイトに拡張しています。 

• アドレス空間 

最大 4Gバイトをリニアにアクセス可能です。 

• 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または 32ビットレジスタあるいはアドレスレジスタ

の上位 16ビットとして使用できます。 

• 命令セット 

命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。 

• 例外処理ベクタテーブル、メモリ間接の分岐アドレス 

マキシマムモードでは、H'00000000から始まる先頭領域に 32ビット単位で例外処理ベクタテーブル領域が割り

当てられており、32ビットの分岐先アドレスを格納します。例外処理ベクタテーブルの構造を図 1.6に示します。 

H'00000000
H'00000001
H'00000002
H'00000003
H'00000004
H'00000005
H'00000006
H'00000007

例外処理ベクタテーブル

リセット例外処理ベクタ

 

図 1.6 例外処理ベクタテーブル（マキシマムモード） 

メモリ間接（＠＠aa:8）および拡張メモリ間接（＠＠vec:7）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コ

ードに含まれる 8ビット絶対アドレスによりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなり

ます。 

マキシマムモードでは、オペランドは 32ビット（ロングワード）となり、この 32ビットが分岐先アドレスと

なります。 
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• スタック構造 

マキシマムモード時のサブルーチン分岐時の PCのスタック構造と、例外処理時の PCと CCRのスタック構造

を図 1.7に示します。PCは 32ビットで退避／復帰されます。EXRの使用／不使用によらず、EXRは退避／復帰

されます。 

SP→
PC

(32ビット)

SP→ EXR
CCR

（a）サブルーチン分岐時 （b）例外処理時

PC
(32ビット)

 

図 1.7 スタック構造（マキシマムモード） 

1.3 命令フェッチ 

H8SX CPUは、命令フェッチについて、16ビットモードと 32ビットモードの 2つのモードを持っています。プ

ログラムを格納するメモリのバス幅に合わせて設定することを推奨します。 

命令フェッチの 16ビットモード／32ビットモードの選択は、命令フェッチ以外のデータアクセスなどには影響

しません。詳細は当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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1.4 アドレス空間 

H8SX CPUのメモリマップを図 1.8に示します。H8SX CPUのアドレス空間は、CPU動作モードによって異な

ります。 

H'0000 H'000000

H'007FFF

H'FF8000

H'FFFFFF

H'00000000

H'00FFFFFF

H'FFFFFFFF

H'00000000

H'FFFFFFFF

H'FFFF

ノーマルモード

プログラム領域
データ領域
（64kバイト）

プログラム領域
データ領域
（4Gバイト）

プログラム領域
（16Mバイト）

プログラム領域
（16Mバイト）

データ領域
（64kバイト）

データ領域
（4Gバイト）

ミドルモード アドバンストモード マキシマムモード

 

図 1.8 メモリマップ 
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1.5 レジスタ構成 

H8SX CPUの内部レジスタ構成を図 1.9に示します。これらのレジスタは、汎用レジスタとコントロールレジ

スタの 2つに分類することができます。コントロールレジスタには、32ビットのプログラムカウンタ（PC）、8

ビットのエクステンドレジスタ（EXR）、8ビットのコンディションコードレジスタ（CCR）、32ビットのベク

タベースレジスタ（VBR）、32ビットのショートアドレスベースレジスタ（SBR）、および 64ビットの積和レジ

スタ（MAC）があります。 

ER0

PC

CCR

MACH

MACL
MAC

EXR

15 0 7 0 0

31

31

31

0

07

T - - - - I2 I1 I0

7

ER1

ER2

ER3

ER4

ER5

ER6

ER7(SP)

SP
PC
CCR
I
UI
H
U
N

：スタックポインタ
：プログラムカウンタ
：コンディションコードレジスタ
：割り込みマスクビット
：ユーザビット／割り込みマスクビット
：ハーフキャリフラグ
：ユーザビット
：ネガティブフラグ

：ゼロフラグ
：オーバフロークフラグ
：キャリフラグ
：エクステンドレジスタ
：トレースビット
：割り込みマスクビット
：ベクタベースレジスタ
：ショートアドレスベースレジスタ
：積和レジスタ

Z
V
C
EXR
T
I2～I0
VBR
SBR
MAC

E0

E1

E2

E3

E4

E5

E6

E7

R0H

R1H

R2H

R3H

R4H

R5H

R6H

R7H

R0L

R1L

R2L

R3L

R4L

R5L

R6L

R7L

汎用レジスタと拡張レジスタ

コントロールレジスタ

【記号説明】

（符号拡張）

VBR

0

SBR

0

12
（予約）

（予約）
8

63

31 0

3241

07

6

6

5

5

4

4

3

3

2

2

1

1

I UI H U N Z V C

 

図 1.9 CPU内部レジスタ構成 



1. CPU 

Rev.4.00  2008.09.02  1-12 

RJJ09B0048-0400  

1.5.1 汎用レジスタ 

H8SX CPUは、32ビット長の汎用レジスタを 8本持っています。汎用レジスタは、すべて同じ機能を持ってお

り、アドレスレジスタまたはデータレジスタとして使用することができます。データレジスタとしては 32ビット、

16ビット、または 8ビットレジスタとして使用できます。汎用レジスタの使用方法を図 1.10に示します。 

アドレスレジスタまたは 32ビットレジスタの場合は、一括して汎用レジスタ ER（ER0～ER7）として使用しま

す。 

16ビットレジスタの場合は、汎用レジスタ ERを分割して汎用レジスタ E（E0～E7）、汎用レジスタ R（R0～

R7）として使用します。これらは同等の機能を持っており、16ビットレジスタを最大 16本まで使用することが

できます。なお、汎用レジスタ E（E0～E7）を特に拡張レジスタと呼ぶ場合があります。 

8ビットレジスタの場合は、汎用レジスタ Rを分割して汎用レジスタ RH（R0H～R7H）、汎用レジスタ RL（R0L

～R7L）として使用します。これらは同等の機能を持っており、8ビットレジスタを最大 16本まで使用すること

ができます。 

インデックスレジスタとしては、汎用レジスタ ER（ER0～ER7）、汎用レジスタ R（R0～R7）、汎用レジスタ

RL（R0L～R7L）を使用します。これらはアドレッシングモード中のインデックスレジスタのサイズで指定しま

す。 

各レジスタ独立に使用方法を選択することができます。 

・アドレスレジスタ
・32ビットレジスタ
・32ビットインデックスレジスタ

・16ビットレジスタ

汎用レジスタE
（E0～E7）

・8ビットレジスタ

汎用レジスタRH
（R0H～R7H）・16ビットレジスタ

・16ビットインデックスレジスタ

汎用レジスタR
（R0～R7） ・8ビットレジスタ

・8ビットインデックスレジスタ

汎用レジスタRL
（R0L～R7L）

汎用レジスタER
（ER0～ER7）

 

図 1.10 汎用レジスタの使用方法 
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汎用レジスタ ER7には、汎用レジスタとしての機能に加えて、スタックポインタ（SP）としての機能が割り当

てられており、例外処理やサブルーチン分岐などで暗黙的に使用されます。スタックの状態を図 1.11に示します。 

空
領
域

ス
タ
ッ
ク
領
域

SP（ER7）

 

図 1.11 スタックの状態 

1.5.2 プログラムカウンタ（PC） 

PCは 32ビットのカウンタで、CPUが次に実行する命令のアドレスを示しています。CPUの命令は、すべて 2

バイト（ワード）を単位としているため、最下位ビットは無効です。 
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1.5.3 コンディションコードレジスタ（CCR） 

CCRは、8ビットのレジスタで、CPUの内部状態を示しています。割り込みマスクビット（I）、ユーザビット

（UI、U）とハーフキャリ（H）、ネガティブ（N）、ゼロ（Z）、オーバフロー（V）、キャリ（C）の各フラグ

を含む 8ビットで構成されています。 

CCRは、LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令で操作することができます。また、N、Z、V、Cの各フラグ

は、条件分岐命令（Bcc）で使用されます。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 I 1 R/W 割り込みマスクビット 

このビットが 1にセットされると、割り込みがマスクされます。例外処理の実

行が開始されたときに 1にセットされます。 

6 UI 不定 R/W ユーザビット／割り込みマスクビット 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード／ライトで

きます。割り込みマスクビットとしても使用可能です。 

5 H 不定 R/W ハーフキャリフラグ 

ADD.B、ADDX.B、SUB.B、SUBX.B、CMP.B、NEG.B命令の実行により、ビ

ット 3にキャリまたはボローが生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき

0にクリアされます。また、ADD.W、SUB.W、CMP.W、NEG.W命令の実行に

より、ビット 11にキャリまたはボローが生じたとき、もしくは ADD.L、SUB.L、

CMP.L、NEG.L命令の実行により、ビット 27にキャリまたはボローが生じた

とき 1にセットされ、生じなかったとき 0にクリアされます。 

4 U 不定 R/W ユーザビット 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード／ライトで

きます。 

3 N 不定 R/W ネガティブフラグ 

データの最上位ビットを符号ビットとみなし、最上位ビットの値を格納します。 

2 Z 不定 R/W ゼロフラグ 

データがゼロのとき 1にセットされ、ゼロ以外のとき 0にクリアされます。 

1 V 不定 R/W オーバフローフラグ 

算術演算命令の実行により、オーバフローが生じたとき 1にセットされます。

それ以外のとき 0にクリアされます。 

0 C 不定 R/W キャリフラグ 

演算の実行により、キャリが生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき 0

にクリアされます。キャリには次の種類があります。 

• 加算結果のキャリ 

• 減算結果のボロー 

• シフト／ローテートのキャリ 

また、キャリフラグにはビットアキュムレータ機能があり、ビット操作命令で

使用されます。 
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1.5.4 エクステンドレジスタ（EXR） 

EXRは、8ビットのレジスタで、トレースビット（T）、割り込みマスクビット（I2～I0）を含んでいます。 

EXRは、LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令で操作することができます。詳細は当該製品のハードウェア

マニュアルを参照してください。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 T 0 R/W トレースビット 

このビットが 1にセットされているときは、1命令実行するごとにトレース例

外処理を開始します。0にクリアされているときは、命令を順次実行します。 

6～3 － すべて 1 R/W リザーブビットです。リードすると常に 1がリードされます。 

2～0 I2 

I1 

I0 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

割り込み要求マスクレベル（0～7）を指定します。 

 

1.5.5 ベクタベースレジスタ（VBR） 

VBRは 32ビットのレジスタで、上位 20ビットが有効です。リードすると下位 12ビットは 0が読み出されま

す。リセットと CPUアドレスエラー以外の例外処理のベクタ領域のベースアドレスになります（拡張メモリ間接

は対象外です）。VBRの初期値は、H'00000000です。 

VBRは、LDC、STC命令で操作することができます。 

1.5.6 ショートアドレスベースレジスタ（SBR） 

SBRは 32ビットのレジスタで、上位 24ビットが有効です。リードすると下位 8ビットは 0が読み出されます。

絶対アドレス 8ビット（＠aa:8）使用時の上位アドレスになります。SBRの初期値は、H'FFFFFF00です。 

SBRは、LDC、STC命令で操作することができます。 

1.5.7 積和レジスタ（MAC） 

MACは 64ビットのレジスタで、積和演算結果を格納します。32ビットのMACH、MACLから構成されます。

MACHは下位 10ビットが有効で、上位は符号拡張されています。 

MACは、MAC、CLRMAC、LDMAC、STMAC命令で操作することができます。 

1.5.8 CPU内部レジスタの初期値 

CPU内部レジスタのうち PCは、リセット例外処理によってベクタアドレスからスタートアドレスをロードす

ることにより初期化されます。また、EXRの Tビットは 0にクリアされ、EXR、CCRの Iビットは 1にセットさ

れますが、汎用レジスタ、MAC、CCRの他のビットは初期化されません。SP（ER7）の初期値も不定です。した

がって、リセット直後にMOV.L命令を使用して、SPの初期化を行ってください。 
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1.6 データ形式 

H8SX CPUは、1ビット、4ビット BCD、8ビット（バイト）、16ビット（ワード）、および 32ビット（ロン

グワード）のデータを扱うことができます。 

1ビットデータはビット操作命令で扱われ、オペランドデータ（バイト）の第 nビット（n＝0、1、2……、7）

という形式でアクセスされます。なお、DAAおよび DASの 10進補正命令では、バイトデータは 2桁の 4ビット

BCDデータとなります。 

1.6.1 汎用レジスタのデータ形式 

汎用レジスタのデータ形式を図 1.12に示します。 

【記号説明】

ワードデータ

ERn
En
Rn
RnH

：汎用レジスタER
：汎用レジスタE
：汎用レジスタR
：汎用レジスタRH

RnL
MSB
LSB

：汎用レジスタRL
：最上位ビット
：最下位ビット

Rn 15 0

MSB LSB

15 0

MSB LSB

31 16

MSB En

15 0

Rn LSB

ロングワードデータ ERn

ワードデータ En

1ビットデータ RnH 7 Don't care6 5 4 3 2 1 0

7 0

バイトデータ RnH Don't care

7 0

MSB LSB

バイトデータ RnL Don't care

7 0

MSB LSB

4ビットBCDデータ RnH 上位桁 Don't care下位桁

4 37 0

4ビットBCDデータ RnL 上位桁Don't care 下位桁

4 37 0

1ビットデータ RnL 7Don't care 6 5 4 3 2 1 0

7 0

 

図 1.12 汎用レジスタのデータ形式 
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1.6.2 メモリ上でのデータ形式 

メモリ上でのデータ形式を図 1.13に示します。 

H8SX CPUは、メモリ上のワードデータ／ロングワードデータをアクセスすることができます。これらは、任

意のアドレスに配置することができます。ワードデータが偶数番地、ロングワードデータが 4の倍数番地から始

まらない場合は、複数回に分割してアクセスします。例えば、奇数番地から始まる場合、ロングワードデータは、

バイト－ワード－バイトに分割されてバスサイクルが生成されます。この場合、バス制御においては別々のバス

サイクルとして認識されます。 

また、命令リード、スタック操作、分岐テーブル、およびブロック転送命令、MAC命令におけるワードデータ

／ロングワードデータは、偶数番地から配置してください。 

なお、SP（ER7）をアドレスレジスタとしてスタックをアクセスするときは、必ずワードサイズまたはロング

ワードサイズでアクセスしてください。 

1ビットデータ

7

3 2 1 07

LSBMSB

6 5 4

0

バイトデータ

ワードデータ

ロングワードデータ

データ形 データイメージ

アドレス

L番地

L番地

2M番地

2M＋1番地

2N番地

2N＋1番地

2N＋2番地

2N＋3番地

MSB

LSB

MSB

LSB

 

図 1.13 メモリ上でのデータ形式 
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1.7 命令セット 

H8SX CPUの命令は合計 87種類あり、各命令のもつ機能によって表 1.1に示すように分類されます。 

【注】 算術演算命令、論理演算命令、シフト命令、ビット操作命令を総称して演算命令と呼ぶ場合があります。 

表 1.1 命令の分類 

分類 命令 サイズ 種類 

データ転送命令 MOV B/W/L 6 

 MOVFPE、MOVTPE B  

 POP、PUSH*1 W/L  

 LDM、STM L  

 MOVA B/W*2  

ブロック転送命令 EEPMOV B 3 

 MOVMD B/W/L  

 MOVSD B  

算術演算命令 ADD、ADDX、SUB、SUBX、CMP、NEG、INC、DEC B/W/L 27 

 DAA、DAS B  

 ADDS、SUBS L  

 MULXU、DIVXU、MULXS、DIVXS B/W  

 MULU、DIVU、MULS、DIVS W/L  

 MULU/U*6、MULS/U*6 L  

 EXTU、EXTS W/L  

 TAS B  

 MAC*6 －  

 LDMAC*6、STMAC*6 －  

 CLRMAC*6 －  

論理演算命令 AND、OR、XOR、NOT B/W/L 4 

シフト命令 SHLL、SHLR、SHAL、SHAR、ROTL、ROTR、ROTXL、ROTXR B/W/L 8 

ビット操作命令 BSET、BCLR、BNOT、BTST、BAND、BIAND、BOR、BIOR、BXOR、

BIXOR、BLD、BILD、BST、BIST 

B 20 

 BSET/EQ、BSET/NE、BCLR/EQ、BCLR/NE、BSTZ、BISTZ B  

 BFLD、BFST B  

分岐命令 BRA/BS、BRA/BC、BSR/BS、BSR/BC B*3 9 

 Bcc*4、JMP、BSR、JSR、RTS －  

 RTS/L L*5  

 BRA/S －  

システム制御命令 TRAPA、RTE、SLEEP、NOP － 10 

 RTE/L L*5  

 LDC、STC、ANDC、ORC、XORC B/W/L  

  合計 87 
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【記号説明】 

B：バイトサイズ 

W：ワードサイズ 

L：ロングワードサイズ 

【注】 *1 POP.W Rn、PUSH.W RnはMOV.W ＠SP+,Rn、MOV.W Rn, ＠-SPと同一です。また、POP.L ERn、PUSH.L ERn

はMOV.L ＠SP+,ERn、MOV.L ERn, ＠-SPと同一です。 

 *2 ディスプレースメントに加算するデータの指定方法 

 *3 条件として指定するデータのサイズ 

 *4 Bccは条件分岐命令の総称です。 

 *5 復帰する汎用レジスタのサイズ 

 *6 乗算器サポート時のみ 
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1.7.1 命令とアドレッシングモードの組み合わせ 

H8SX CPUで使用できる命令とアドレッシングモードの組み合わせを表 1.2に示します。 

表 1.2 命令とアドレッシングモードの組み合わせ（1） 

分類 命令 サイズ アドレッシングモード 

   #xx Rn ＠ERn ＠

(d,ERn)

＠(d, 

RnL.B/

Rn.W/

ERn.L)

＠-ERn/

＠ERn+/

＠ERn-/

＠+ERn

＠aa:8 ＠aa:16/ 

＠aa:32 

－ 

データ MOV B/W/L S SD SD SD SD SD  SD  

転送命令  B  S/D     S/D   

 MOVFPE,MOVTPE B  S/D      S/D*1
  

 POP,PUSH W/L  S/D    S/D*2
    

 LDM,STM L  S/D    S/D*2
    

 MOVA*4
 B/W  S S S S S  S  

ブロック EEPMOV B         SD*3
 

転送命令 MOVMD B/W/L         SD*3
 

 MOVSD B         SD*3
 

算術演算命令 ADD,CMP B S D D D D D D D  

  B  S D D D D D D  

  B  D S S S S S S  

  B   SD SD SD SD  SD  

  W/L S SD SD SD SD SD  SD  

 SUB B S  D D D D D D  

  B  S D D D D D D  

  B  D S S S S S S  

  B   SD SD SD SD  SD  

  W/L S SD SD SD SD SD  SD  

 ADDX,SUBX B/W/L S SD        

  B/W/L S  SD       

  B/W/L S     SD*5
    

 INC,DEC B/W/L  D        

 ADDS,SUBS L  D        

 DAA,DAS B  D        

 MULXU,DIVXU B/W S：4 SD        

 MULU,DIVU W/L S：4 SD        

 MULXS,DIVXS B/W S：4 SD        

 MULS,DIVS W/L S：4 SD        
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分類 命令 サイズ アドレッシングモード 

   #xx Rn ＠ERn ＠

(d,ERn)

＠(d, 

RnL.B/

Rn.W/

ERn.L)

＠-ERn/

＠ERn+/

＠ERn-/

＠+ERn

＠aa:8 ＠aa:16/ 

＠aa:32 

－ 

算術演算命令 NEG B  D D D D D D D  

  W/L  D D D D D  D  

 EXTU,EXTS W/L  D D D D D  D  

 TAS B   D       

 MAC*12
 －          

 CLRMAC*12
 －         〇 

 LDMAC*12
 －  S        

 STMAC*12
 －  D        

論理演算命令 AND,OR,XOR B  S D D D D D D  

  B  D S S S S S S  

  B   SD SD SD SD  SD  

  W/L S SD SD SD SD SD  SD  

 NOT B  D D D D D D D  

  W/L  D D D D D  D  

シフト命令 SHLL,SHLR B  D D D D D D D  

  W/L*6
  D D D D D  D  

  B/W/L*7
  D        

 SHAL,SHAR,ROTL, B  D D D D D D D  

 ROTR,ROTXL, 

ROTXR 

W/L  D D D D D  D  

ビット 

操作命令 

BSET,BCLR,BNOT,

BTST,BSET/cc, 

BCLR/cc 

B  D D    D D  

 BAND,BIAND,BOR,

BIOR,BXOR, 

BIXOR, BLD,BILD,

BST,BIST,BSTZ, 

BISTZ 

B  D D    D D  

 BFLD B  D S    S S  

 BFST B  S D    D D  

分岐命令 BRA/BS,BRA/BC*8
B   S    S S  

 BSR/BS,BSR/BC*8
B   S    S S  

システム制御 LDC（CCR,EXR） B/W*9
 S S S S  S*10

  S  

命令 LDC（VBR,SBR） L  S        

 STC（CCR,EXR） B/W*9
  D D D  D*11

  D  
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分類 命令 サイズ アドレッシングモード 

   #xx Rn ＠ERn ＠

(d,ERn)

＠(d, 

RnL.B/

Rn.W/

ERn.L)

＠-ERn/

＠ERn+/

＠ERn-/

＠+ERn

＠aa:8 ＠aa:16/ 

＠aa:32 

－ 

システム制御 STC（VBR,SBR） L  D        

命令 ANDC,ORC,XORC B S         

 SLEEP －         〇 

 NOP －         〇 

【記号説明】 

 d： d：16または d：32 

 S： ソースとして指定可能 

 D： デスティネーションとして指定可能 

 SD： ソースまたはデスティネーションの一方または両方として指定可能 

 S/D： ソースまたはデスティネーションの一方として指定可能 

 S:4： ソースとして 4ビットイミディエイトデータを指定可能 

【注】 *1 @aa:16のみ 

 *2 ソースのとき＠ERn+、デスティネーションのとき＠-ERn 

 *3 データ転送のソースのアドレスは ER5、デスティネーションのアドレスは ER6 

 *4 ディスプレースメントに加算するデータの指定方法 

 *5 ＠ERn-のみ 

 *6 シフトビット数が 1、2、4、8または 16ビットのとき 

 *7 シフトビット数を 5ビットイミディエイトデータまたは汎用レジスタで指定するとき 

 *8 条件として指定するデータの指定方法 

 *9 イミディエイトまたはレジスタ直接のときバイト、そのほかのときワード 

 *10 ＠ERn+のみ 

 *11 ＠-ERnのみ 

 *12 乗算器サポート時のみ 
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表 1.2 命令とアドレッシングモードの組み合わせ（2） 

分類 命令 サイズ アドレッシングモード 

   ＠ERn ＠(d,PC) ＠(RnL.B/

Rn.W/ 

ERn.L,PC)

＠aa:24 ＠aa:32 ＠＠aa:8 ＠＠vec:7 － 

分岐命令 BRA/BS、BRA/BC －  〇       

 BSR/BS、BSR/BC －  〇       

 Bcc －  〇       

 BRA －  〇 〇      

 BRA/S －  〇*1
       

 JMP － 〇   〇 〇 〇 〇  

 BSR －  〇       

 JSR － 〇   〇 〇 〇 〇  

 RTS、RTS/L －        〇 

システム制御 TRAPA －        〇 

命令 RTE、RTE/L －        〇 

【記号説明】 

 d: d:8または d:16 

【注】 *1 @(d:8,PC)のみ 

 



1. CPU 

Rev.4.00  2008.09.02  1-24 

RJJ09B0048-0400  

1.7.2 命令の機能別一覧 

各命令の機能を表 1.4～表 1.11に示します。各表で使用しているオペレーションの記号の意味を表 1.3に示し

ます。 
 

表 1.3 オペレーションの記号 

記号 説   明 

Rd 汎用レジスタ（デスティネーション側）* 

Rs 汎用レジスタ（ソース側）* 

Rn 汎用レジスタ* 

ERn 汎用レジスタ（32ビットレジスタ） 

(EAd) デスティネーションオペランド 

(EAs) ソースオペランド 

EXR エクステンドレジスタ 

CCR コンディションコードレジスタ 

VBR ベクタベースレジスタ 

SBR ショートアドレスベースレジスタ 

N CCRの N（ネガティブ）フラグ 

Z CCRの Z（ゼロ）フラグ 

V CCRの V（オーバフロー）フラグ 

C CCRの C（キャリ）フラグ 

PC プログラムカウンタ 

SP スタックポインタ 

#IMM イミディエイトデータ 

disp ディスプレースメント 

+ 加算 

－ 減算 

× 乗算 

÷ 除算 

∧ 論理積 

∨ 論理和 

⊕ 排他的論理和 

→ 転送 

～ 反転論理（論理的補数） 

:8/:16/:24/:32 8/16/24/32ビット長 

【注】 * 汎用レジスタは、8ビット（R0H～R7H、R0L～R7L）、16ビット（R0～R7、E0～E7）、または 32ビットレジスタ（ER0

～ER7）です。 
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表 1.4 データ転送命令 

命令 サイズ 機   能 

MOV B/W/L #IMM→（EAd）、（EAs）→（EAd） 

イミディエイトデータ、汎用レジスタ、またはメモリの間でデータ転送を行います。 

MOVFPE B （EAs）→ Rd 

MOVTPE B Rs →（EAs） 

POP W/L @SP+→Rn 

スタックから汎用レジスタへその内容を復帰します。 

PUSH W/L Rn→＠-SP 

汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 

LDM L ＠SP+→Rn（レジスタ群） 

スタックから複数の汎用レジスタへその内容を復帰します。連続した番号の 2、3または 4本の

汎用レジスタを指定できます。 

STM L Rn（レジスタ群）→＠-SP 

複数の汎用レジスタの内容をスタックに退避します。連続した番号の 2、3または 4本の汎用レ

ジスタを指定できます。 

MOVA B/W EA→Rd 

指定した汎用レジスタまたはメモリのデータをゼロ拡張およびシフトして、ディスプレースメン

トに加算し、結果を汎用レジスタに格納します。 

 

表 1.5 ブロック転送命令 

命令 サイズ 機   能 

EEPMOV.B 

EEPMOV.W 

B ブロック転送命令です。ER5で示されるアドレスから始まり、R4または R4Lで指定される数

のバイトデータを、ER6で示されるアドレスへ転送します。 

MOVMD.B B ブロック転送命令です。ER5で示されるアドレスから始まり、R4で指定される数のバイトデー

タを、ER6で示されるアドレスへ転送します。 

MOVMD.W W ブロック転送命令です。ER5で示されるアドレスから始まり、R4で指定される数のワードデー

タを、ER6で示されるアドレスへ転送します。 

MOVMD.L L ブロック転送命令です。ER5で示されるアドレスから始まり、R4で指定される数のロングワー

ドデータを、ER6で示されるアドレスへ転送します。 

MOVSD.B B ゼロデータ検出付きのブロック転送命令です。ER5で示されるアドレスから始まり、R4で指定

される数のバイトデータを、ER6で示されるアドレスへ転送します。途中でゼロデータが検出

されると、データ転送を打ち切り、指定したアドレスに分岐します。 
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表 1.6 算術演算命令 

命令 サイズ 機   能 

ADD 

SUB 

B/W/L （EAd）±#IMM→（EAd）、（EAd）±（EAs）→（EAd） 

イミディエイトデータ、汎用レジスタ、またはメモリの間でデータの加減算を行います。バイト

サイズでの汎用レジスタとイミディエイトデータの減算はできません。 

ADDX 

SUBX 

B/W/L （EAd）±#IMM±C→（EAd）、（EAd）±（EAs）±C→（EAd） 

イミディエイトデータ、汎用レジスタ、またはメモリの間でデータのキャリ付きの加減算を行い

ます。メモリを指定するアドレッシングモードは、レジスタ間接、ポストデクリメントレジスタ

間接です。 

INC 

DEC 

B/W/L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd 

汎用レジスタに 1または 2を加減算します（バイトサイズでは 1の加減算のみ可能です）。 

ADDS 

SUBS 

L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd、Rd±4→Rd 

汎用レジスタに 1、2または 4を加減算します。 

DAA 

DAS 

B Rd（10進補正）→Rd 

汎用レジスタ上の加減算結果を CCRを参照して 4ビット 2桁 BCDデータに補正します。 

MULXU B/W Rd×Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタの間の符号なし乗算を行います。 

8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

MULU W/L Rd×Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタの間の符号なし乗算を行います。 

16ビット×16ビット→16ビット、32ビット×32ビット→32ビットの乗算が可能です。 

MULU/U* 

 

L Rd×Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタの間の 32ビット×32ビットの符号なし乗算を行い、結果の上位

32ビットを得ます。 

MULXS B/W Rd×Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタの間の符号付き乗算を行います。 

8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

MULS W/L Rd×Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタの間の符号付き乗算を行います。 

16ビット×16ビット→16ビット、32ビット×32ビット→32ビットの乗算が可能です。 

MULS/U* 

 

L Rd×Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタの間の 32ビット×32ビットの符号付き乗算を行い、結果の上位

32ビットを得ます。 

DIVXU B/W Rd÷Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタの間の符号なし除算を行います。 

16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット、32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16

ビットの除算が可能です。 
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命令 サイズ 機   能 

DIVU W/L Rd÷Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタの間の符号なし除算を行います。 

16ビット÷16ビット→商 16ビット、32ビット÷32ビット→商 32ビットの除算が可能です。 

DIVXS B/W Rd÷Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタの間の符号付き除算を行います。 

16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット、32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16

ビットの除算が可能です。 

DIVS W/L Rd÷Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタの間の符号付き除算を行います。 

16ビット÷16ビット→商 16ビット、32ビット÷32ビット→商 32ビットの除算が可能です。 

CMP B/W/L （EAd）－#IMM、（EAd）－（EAs） 

イミディエイトデータ、汎用レジスタ、またはメモリの間でデータの比較を行い、その結果を

CCRに格納します。 

NEG B/W/L 0－（EAd）→（EAd） 

汎用レジスタまたはメモリの内容の 2の補数（算術的補数）を取ります。 

EXTU W/L （EAd）（ゼロ拡張）→（EAd） 

汎用レジスタまたはメモリの下位 8ビットまたは 16ビットを、ワードサイズまたはロングワー

ドサイズにゼロ拡張します。 

下位 8ビット→ワードサイズ、下位 8ビット→ロングワードサイズ、下位 16ビット→ロングワ

ードサイズのゼロ拡張が可能です。 

EXTS W/L （EAd）（符号拡張）→（EAd） 

汎用レジスタまたはメモリの下位 8ビットまたは 16ビットを、ワードサイズまたはロングワー

ドサイズに符号拡張します。 

下位 8ビット→ワードサイズ、下位 8ビット→ロングワードサイズ、下位 16ビット→ロングワ

ードサイズの符号拡張が可能です。 

TAS B @ERd－0、1→（<ビット 7>of@EAd） 

メモリの内容をテストした後、最上位ビット（ビット 7）を 1にセットします。 

MAC* － （EAd）×（EAs）＋MAC→MAC 

メモリとメモリの間の符号付乗算を行い、結果を MACに加算します。 

CLRMAC* － 0→MAC 

MACをゼロクリアします。 

LDMAC* － Rs→MAC 

汎用レジスタの内容をMACに転送します。 

STMAC* － MAC→Rd 

MACの内容を汎用レジスタに転送します。 

【注】 * 乗算器サポート時のみ 
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表 1.7 論理演算命令 

命令 サイズ 機   能 

AND B/W/L （EAd）∧ # IMM→（EAd）、（EAd）∧（EAs）→（EAd） 

イミディエイトデータ、汎用レジスタ、またはメモリの間でデータの論理積を取ります。 

OR B/W/L （EAd）∨ # IMM→（EAd）、（EAd）∨（EAs）→（EAd） 

イミディエイトデータ、汎用レジスタ、またはメモリの間でデータの論理和を取ります。 

XOR B/W/L （EAd）⊕ #IMM→（EAd）、（EAd）⊕（EAs）→（EAd） 

イミディエイトデータ、汎用レジスタ、またはメモリの間でデータの排他的論理和を取ります。 

NOT B/W/L ～（EAd）→（EAd） 

汎用レジスタまたはメモリの内容の 1の補数（論理的補数）を取ります。 

 

表 1.8 シフト命令 

命令 サイズ 機   能 

SHLL 

SHLR 

B/W/L （EAd）（シフト処理）→（EAd） 

汎用レジスタまたはメモリの内容を論理的にシフトします。汎用レジスタまたはメモリに対して

1、2、4、8または 16ビットのシフトが可能です。汎用レジスタに対しては、任意ビットのシ

フトが可能です。この場合、シフトビット数は、5ビットのイミディエイトデータまたは汎用レ

ジスタの内容下位 5ビットで指定します。 

SHAL 

SHAR 

B/W/L （EAd）（シフト処理）→（EAd） 

汎用レジスタまたはメモリの内容を算術的にシフトします。1または 2ビットのシフトが可能で

す。 

ROTL 

ROTR 

B/W/L （EAd）（ローテート処理）→（EAd） 

汎用レジスタまたはメモリの内容をローテートします。1または 2ビットのシフトが可能です。 

ROTXL 

ROTXR 

B/W/L （EAd）（ローテート処理）→（EAd） 

汎用レジスタまたはメモリの内容をキャリフラグを含めてローテートします。1または 2ビット

のシフトが可能です。 
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表 1.9 ビット操作命令 

命令 サイズ 機   能 

BSET B 1→（<ビット番号>of<EAd>） 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットを 1にセットします。ビット番号は、3ビット

のイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定します。 

BSET/cc B if cc, 1→（<ビット番号>of<EAd>） 

指定した条件が成立しているとき、メモリの指定された 1ビットを 1にセットします。ビット

番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位3ビットで指定します。

条件は、Z＝1、Z＝0が指定可能です。 

BCLR B 0→（<ビット番号>of<EAd>） 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットを 0にクリアします。ビット番号は、3ビット

のイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定します。 

BCLR/cc B if cc, 0→（<ビット番号>of<EAd>） 

指定した条件が成立しているとき、メモリの指定された 1ビットを 0にクリアします。ビット

番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位3ビットで指定します。

条件は、Z＝1、Z＝0が指定可能です。 

BNOT B ～（<ビット番号>of<EAd>）→（<ビット番号>of<EAd>） 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットを反転します。ビット番号は、3ビットのイミ

ディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定します。 

BTST B ～（<ビット番号>of<EAd>）→Z 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットをテストし、ゼロフラグに反映します。ビッ

ト番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定しま

す。 

BAND B C∧（<ビット番号>of<EAd>）→C 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットとキャリフラグとの論理積をとり、結果をキ

ャリフラグに格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定します。 

BIAND B C∧[～（<ビット番号>of<EAd>）]→C 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグとの論理積をとり、

結果をキャリフラグに格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定しま

す。 

BOR B C∨（<ビット番号>of<EAd>）→C 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットとキャリフラグとの論理和をとり、結果をキ

ャリフラグに格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定します。 

BIOR B C∨[～（<ビット番号>of<EAd>）]→C 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグとの論理和をとり、

結果をキャリフラグに格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定しま

す。 

BXOR B C⊕（<ビット番号>of<EAd>）→C 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットとキャリフラグとの排他的論理和をとり、結

果をキャリフラグに格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定します。 
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命令 サイズ 機   能 

BIXOR B C⊕ [～（<ビット番号>of<EAd>）]→C 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグとの排他的論理和を

とり、結果をキャリフラグに格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指

定します。 

BLD B （<ビット番号>of<EAd>）→C 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットをキャリフラグに転送します。ビット番号は、

3ビットのイミディエイトデータで指定します。 

BILD B ～（<ビット番号>of<EAd>）→C 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグに転送します。ビッ

ト番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定します。 

BST B C→（<ビット番号>of<EAd>） 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットに、キャリフラグの内容を転送します。ビッ

ト番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定します。 

BSTZ B Z→（<ビット番号>of<EAd>） 

メモリの指定された 1ビットに、ゼロフラグの内容を転送します。ビット番号は、3ビットのイ

ミディエイトデータで指定します。 

BIST B ～C→（<ビット番号>of<EAd>） 

汎用レジスタまたはメモリの指定された 1ビットに、キャリフラグを反転して転送します。ビ

ット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定します。 

BISTZ B ～Z→（<ビット番号>of<EAd>） 

メモリの指定された 1ビットに、ゼロフラグを反転して転送します。ビット番号は、3ビットの

イミディエイトデータで指定します。 

BFLD B （EAs）（ビットフィールド）→Rd 

メモリのオペランドの指定したビットフィールドを、指定した汎用レジスタの下位側に転送しま

す。 

BFST B Rs→（EAd）（ビットフィールド） 

メモリのオペランドの指定したビットフィールドへ、指定した汎用レジスタの下位側を転送しま

す。 
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表 1.10 分岐命令 

命令 サイズ 機   能 

BRA/BS 

BRA/BC 

B メモリのオペランドの指定したビットをテストし、指定した条件が成立しているとき、指定され

たアドレスへ分岐します。 

BSR/BS 

BSR/BC 

B メモリのオペランドの指定したビットをテストし、指定した条件が成立しているとき、指定され

たアドレスへサブルーチン分岐します。 

Bcc － 指定した条件が成立しているとき、指定されたアドレスへ分岐します。 

BRA/S － 次の命令を実行した後、指定されたアドレスに無条件に分岐します。次の命令は 1ワード命令

で、かつブロック転送命令、分岐命令以外に限定されます。 

JMP － 指定されたアドレスへ無条件に分岐します。 

BSR － 指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

JSR － 指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

RTS － サブルーチンから復帰します。 

RTS/L － スタックから複数の汎用レジスタへその内容を復帰し、サブルーチンから復帰します。 
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表 1.11 システム制御命令 

命令 サイズ 機   能 

TRAPA － 命令トラップ例外処理を行います。 

RTE － 例外処理ルーチンから復帰します。 

RTE/L － スタックから複数の汎用レジスタへその内容を復帰し、例外処理ルーチンから復帰します。 

SLEEP － 低消費電力状態に遷移します。 

B/W #IMM→CCR、（EAs）→CCR、#IMM→EXR、（EAs）→EXR 

イミディエイトデータ、汎用レジスタまたはメモリの内容を CCR、EXRへ転送します。CCR、

EXRは 8ビットですが、メモリとの転送はワードサイズで行われ、上位 8ビットが有効です。 

LDC 

L Rs→VBR、Rs→SBR 

汎用レジスタの内容を VBR、SBRへ転送します。 

B/W CCR→（EAd）、EXR→（EAd） 

CCR、EXRの内容を汎用レジスタまたはメモリへ転送します。 

CCR、EXRは 8ビットですが、メモリとの転送はワードサイズで行われ、上位 8ビットが有効

です。 

STC 

L VBR→Rd、SBR→Rd 

VBR、SBRの内容を汎用レジスタへ転送します。 

ANDC B CCR∧#IMM→CCR、EXR∧#IMM→EXR 

CCR、EXRとイミディエイトデータの論理積をとります。 

ORC B CCR∨#IMM→CCR、EXR∨#IMM→EXR 

CCR、EXRとイミディエイトデータの論理和をとります。 

XORC B CCR ⊕ #IMM→CCR、EXR ⊕ #IMM→EXR 

CCR、EXRとイミディエイトデータの排他的論理和をとります。 

NOP － PC+2→PC 

PCのインクリメントだけを行います。 
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1.7.3 命令の基本フォーマット 

H8SX CPUの命令は、2バイト（ワード）を単位にしています。各命令はオペレーションフィールド（op）、レ

ジスタフィールド（r）、EA拡張部（EA）、およびコンディションフィールド（cc）から構成されています。  

図 1.14に命令フォーマットの例を示します。 

（1）オペレーションフィールドのみ

op NOP、RTSなど

ADD.B Rn, Rmなど

MOV.B＠（d:16,Rn）, Rmなど

BRA d:16など

op rn rm

op

op cc

EA（disp）

EA（disp）

rn rm

（2）オペレーションフィールドとレジスタフィールド

（3）オペレーションフィールド、レジスタフィールドおよびEA拡張部

（4）オペレーションフィールド、EA拡張部およびコンディションフィールド

 

図 1.14 命令フォーマットの例 

• オペレーションフィールド 

命令の機能を表し、アドレッシングモードの指定、オペランドの処理内容を指定します。命令の先頭 4ビット

を必ず含みます。2つのオペレーションフィールドを持つ場合もあります。 

• レジスタフィールド 

汎用レジスタを指定します。アドレスレジスタのとき 3ビット、データレジスタのとき 3ビットまたは 4ビッ

トです。2つのレジスタフィールドを持つ場合、またはレジスタフィールドを持たない場合もあります。 

• EA拡張部 

イミディエイトデータ、絶対アドレスまたはディスプレースメントを指定します。8ビット、16ビット、また

は 32ビットです。 

• コンディションフィールド 

Bcc命令の分岐条件を指定します。 
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1.8 アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法 

H8SX CPUは表 1.12に示すように、11種類のアドレッシングモードをサポートしています。命令ごとに、使用

できるアドレッシングモードは異なります。 

ビット操作命令では、オペランドの指定にレジスタ直接、レジスタ間接、および絶対アドレスが使用できます。

さらに、オペランド中のビット番号を指定するためにレジスタ直接（BSET、BCLR、BNOT、BTSTの各命令）、

およびイミディエイト（3ビット）が独立して使用できます。 
 

表 1.12 アドレッシングモード一覧表 

No. アドレッシングモード 記号 

1 レジスタ直接 Rn 

2 レジスタ間接 @ERn 

3 ディスプレースメント付レジスタ間接 @(d:2,ERn)/@(d:16,ERn)/@(d:32,ERn) 

4 ディスプレースメント付インデックスレジスタ間接 @(d:16,RnL.B)/@(d:16,Rn.W)/@(d:16,ERn.L) 

@(d:32,RnL.B)/@(d:32,Rn.W)/@(d:32,ERn.L) 

5 ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

 プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

 プリインクリメントレジスタ間接 @+ERn 

 ポストデクリメントレジスタ間接 @ERn- 

6 絶対アドレス @aa:8/@aa:16/@aa:24/@aa:32 

7 イミディエイト #xx:3/#xx:4/#xx:8/#xx:16/#xx:32 

8 プログラムカウンタ相対 @(d:8,PC)/@(d:16,PC) 

9 プログラムカウンタインデックスレジスタ相対 @(RnL.B,PC)/@(Rn.W,PC)/@(ERn.L,PC) 

10 メモリ間接 @@aa:8 

11 拡張メモリ間接 @@ vec:7 

 

1.8.1 レジスタ直接 Rn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるレジスタ（8ビット、16ビットまたは 32ビット）が、オペラン

ドとなります。 

8ビットレジスタとしては、R0H～R7H、R0L～R7Lを指定可能です。 

16ビットレジスタとしては、R0～R7、E0～E7を指定可能です。 

32ビットレジスタとしては、ER0～ER7を指定可能です。 
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1.8.2 レジスタ間接 @ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容を、アドレスとしてメモリ上の

オペランドを指定します。 

アドバンストモードのとき、分岐命令では下位 24ビットが有効になり、上位 8ビットはすべて 0（H'00）と見

なされます。 

1.8.3 ディスプレースメント付レジスタ間接 @（d:2,ERn）/@（d:16,ERn）/ 

@（d:32,ERn） 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容に、命令コード中に含まれる

16ビットディスプレースメント、または 32ビットディスプレースメントを加算した内容をアドレスとしてメモリ

上のオペランドを指定します。加算に際して、16ビットディスプレースメントは符号拡張されます。 

また、データのサイズがバイトの場合は、ディスプレースメントが 1、2、3のとき短縮形@（d:2,ERn）が用意

されています。同様に、ワードの場合は 2、4、6のとき、ロングワードの場合は 4、8、12のとき、それぞれ短縮

形@（d:2,ERn）が用意されています。 

1.8.4 ディスプレースメント付インデックスレジスタ間接 ＠(d:16,RnL.B)/ 

＠(d:32,RnL.B)/＠(d:16,Rn.W)/＠(d:32,Rn.W)/＠(d:16,ERn.L)/＠(d:32,ERn.L) 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタの指定されたビット数（RnL、Rn、ERn）の内

容を 32ビットにゼロ拡張し、1、2または 4を乗算し、乗算結果と命令コード中に含まれる 16ビットディスプレ

ースメント、または 32ビットディスプレースメントを加算した内容を、アドレスとしてメモリ上のオペランドを

指定します。指定するメモリ上のオペランドサイズに応じて、バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロング

ワードサイズでは 4が、それぞれ乗算されます。加算に際して、16ビットディスプレースメントは符号拡張され

ます。 

1.8.5 プリ/ポストインクリメント/デクリメントレジスタ間接 @ERn+/ 

@-ERn/@+ERn/@ERn- 

（1） ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容を、アドレスとしてメモリ上の

オペランドを指定します。その後、アドレスレジスタの内容に 1、2または 4が加算され、加算結果がアドレスレ

ジスタに格納されます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4が、それぞれ加算

されます。 

（2） プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容から、1、2または 4を減算し

た内容を、アドレスとしてメモリ上のオペランドを指定します。その後、減算結果がアドレスレジスタに格納さ

れます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4、がそれぞれ減算されます。 

（3） プリインクリメントレジスタ間接 @+ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容から、1、2または 4を加算し

た内容を、アドレスとしてメモリ上のオペランドを指定します。その後、加算結果がアドレスレジスタに格納さ
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れます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4が、それぞれ加算されます。 

（4） ポストデクリメントレジスタ間接 @ERn- 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容を、アドレスとしてメモリ上の

オペランドを指定します。その後、アドレスレジスタの内容に 1、2または 4が減算され、減算結果がアドレスレ

ジスタに格納されます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4が、それぞれ減算

されます。 
 

以上の(1)～(4)の場合、アドレスレジスタで指定した汎用レジスタをデータレジスタとして、メモリへのライト

を行う場合、実効アドレス計算後の汎用レジスタの内容がライトされます。また、同一の汎用レジスタを指定し

て 2つの実効アドレス計算を行う場合、1回目の実効アドレス計算後の汎用レジスタの内容が、2回目の実効アド

レス計算に用いられます。 

例 1  MOV.W R0, @ER0+ 

実行前のER0がH'12345678のときH'12345678番地にH'567Aがライトされます。 

例 2  MOV.B @ER0+, @ER0+ 

実行前のER0がH'00001000のときH'00001000番地をリードし、H'00001001番地へライトします。 

実行後のER0はH'00001002です。 

例 3  XOR.B R0L, @ER0+ 

実行前のER0がH'00001234のときH'00001234番地をリードし、リードデータとH'35の排他的論理和をとり、結

果をH'00001234番地へライトします。 

実行後のER0はH'00001235です。 

 

1.8.6 絶対アドレス @aa:8/@aa:16/@aa:24/@aa:32 

命令コード中に含まれる絶対アドレスで、メモリ上のオペランドを指定します。 

絶対アドレスは 8ビット（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、24ビット（@aa:24）、または 32ビット（@aa:32）

です。 

データ領域としては、8ビット（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、または 32ビット（@aa:32）を使用します。8

ビット絶対アドレスの場合、上位 24ビットは SBRで指定されます。16ビット絶対アドレスの場合、上位 16ビッ

トは符号拡張されます。32ビット絶対アドレスの場合、全アドレス空間をアクセスできます。 

プログラム領域としては 24ビット（@aa:24）、または 32ビット（@aa:32）を使用します。24ビット（@aa:24）

のとき上位 8ビットはすべて 0（H'00）となります。 

絶対アドレスのアクセス範囲を表 1.13に示します。 
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表 1.13 絶対アドレスのアクセス範囲 

絶対アドレス ノーマルモード ミドルモード アドバンストモード マキシマムモード 

データ領域 8ビット 

（@aa:8） 

SBRを上位アドレスとした任意の連続した 256バイト 

 16ビット 

（@aa:16）

H'0000～H'FFFF H'000000～

H'007FFF、 

H'FF8000～

H'FFFFFF 

H'00000000～H'00007FFF、 

H'FFFF8000～H'FFFFFFFF 

 

 32ビット 

（@aa:32）

  H'00000000～H'FFFFFFFF 

プログラム領域 24ビット 

（@aa:24）

 H'000000～

H'FFFFFF 

H'00000000～H'00FFFFFF 

 32ビット 

（@aa:32）

  H'00000000～

H'00FFFFFF 

H'00000000～

H'FFFFFFFF 

 

1.8.7 イミディエイト #xx 

命令コード中に含まれる 8ビット（#xx:8）、16ビット（#xx:16）、または 32ビット（#xx:32）のデータを直接

オペランドとして使用します。 

短縮形として、3ビットまたは 4ビットのイミディエイトデータを使用可能な場合があります。 

データのサイズ（バイト／ワード／ロングワード）より、イミディエイトデータのビット数が小さい場合には

ゼロ拡張されます。 

なお、ADDS、SUBS、INC、DEC命令では、イミディエイトデータが命令コード中に暗黙的に含まれます。ビ

ット操作命令では、ビット番号を指定するための 3ビットのイミディエイトデータが命令コード中に含まれる場

合があります。BFLD、BFST命令では、ビットフィールドを指定するための 8ビットのイミディエイトデータが

命令コードの中に含まれます。また、TRAPA命令では、ベクタアドレスを指定するための 2ビットのイミディエ

イトデータが命令コードの中に含まれます。 

1.8.8 プログラムカウンタ相対 @（d:8, PC）/@（d:16, PC） 

Bcc、BSR命令で使用されます。PCの内容で指定される 32ビットのアドレスに、命令コード中に含まれる 8ビ

ット、または 16ビットディスプレースメントを加算して、32ビットの分岐アドレスを生成します。加算に際して、

ディスプレースメントは 32ビットに符号拡張されます。また、加算される PCの内容は、次の命令の先頭アドレ

スとなっていますので、分岐可能範囲は分岐命令に対して、－126～＋128バイト（－63～＋64ワード）、または

－32766～＋32768バイト（－16383～＋16384ワード）です。このとき、加算結果が偶数となるようにしてくださ

い。アドバンストモードのとき、加算結果は下位 24ビットが有効になり、上位 8ビットはすべて 0（H'00）と見

なされます。 
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1.8.9 プログラムカウンタインデックス相対 @（RnL.B, PC）/@（Rn.W, PC）/ 

@（ERn.L, PC） 

Bcc、BSR命令で使用されます。命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタの指定された

ビット数（RnL、Rn、ERn）の内容を 32ビットにゼロ拡張し、2を乗算し、乗算結果と PCの内容で指定される

32ビットのアドレスを加算して、32ビットの分岐アドレスを生成します。加算される PCの内容は、次の命令の

先頭アドレスとなっています。アドバンストモードのとき、加算結果は下位 24ビットが有効になり、上位 8ビッ

トはすべて 0（H'00）と見なされます。 

1.8.10 メモリ間接 @@aa:8 

JMP、JSR命令で使用されます。命令コード中に含まれる 8ビット絶対アドレスでメモリ上のオペランドを指定

し、この内容を分岐アドレスとして分岐します。 

8ビット絶対アドレスの上位ビットはすべて 0となりますので、分岐アドレスを格納できるのは、0～255（ノー

マルモードのとき H'0000～H'00FF、ノーマルモード以外のとき H'000000～H'0000FF）番地です。 

ノーマルモードの場合は、メモリ上のオペランドはワードサイズで指定し、16ビットの分岐アドレスを生成し

ます。 

そのほかの場合は、メモリ上のオペランドはロングワードサイズで指定します。ミドルモードとアドバンスト

モードの場合は、このうち先頭の 1バイトはすべて 0（H'00）とみなされます。 

ただし、分岐アドレスを格納可能なアドレスの先頭領域は、例外処理ベクタ領域と共通になっていますので注

意してください。なお、リセットおよび CPUアドレスエラー以外の例外処理ベクタのアドレスは VBRで変更で

きます。 

メモリ間接による分岐アドレスの指定を図 1.15に示します。 

＠aa:8で指定 予　　約

分岐アドレス

＠aa:8で指定

（a）ノーマルモード （b）アドバンストモード

分岐アドレス

 

図 1.15 メモリ間接による分岐アドレスの指定 
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1.8.11 拡張メモリ間接 @@vec:7 

JMP、JSR命令で使用されます。命令コード中に含まれる 7ビットのデータに H'80を加算し、2または 4を乗

算し、乗算結果でメモリ上のオペランドを指定し、この内容を分岐アドレスとして分岐します。 

分岐アドレスを格納できるのは、ノーマルモードのとき H'0100～H'01FF、ノーマルモード以外のとき H'000200

～H'0003FF番地です。なお、アセンブラ表記上は、分岐アドレスを格納するアドレスを指定します。 

ノーマルモードの場合は、メモリ上のオペランドはワードサイズで指定し、16ビットの分岐アドレスを生成し

ます。 

そのほかの場合は、メモリ上のオペランドはロングワードサイズで指定します。ミドルモードとアドバンスト

モードの場合は、このうち先頭の 1バイトはすべて 0（H'00）と見なされます。 

1.8.12 実効アドレスの計算方法 

各アドレッシングモードにおける実効アドレス（EA：Effective Address）の計算法を表 1.14、表 1.15に示しま

す。 

CPU動作モードに応じて、実効アドレス計算結果の下位ビットが有効になり、上位ビットは無視（ゼロ拡張、

または符号拡張）されます。 

例えばミドルモードのとき、 

1. 転送命令、演算命令の実効アドレスの下位16ビットが有効になり、上位16ビットは符号拡張されます。 

2. 分岐命令では、実効アドレスの下位24ビットが有効になり、上位8ビットはゼロ拡張されます。 
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表 1.14 転送／演算命令の実効アドレスの計算方法 

汎用レジスタの内容

31 0 31 0

31 0

31 0

31 0

31 0

31 0

31 0

31 0

31 0

31 0

31 15

31 15

0

31 0

31 0

0

31 15 0

31 0

1 or 2 or 4

31

31 0

0

31 0

31

1 or 2 or 4

1 or 2 or 4

31 07

汎用レジスタの内容

汎用レジスタの内容

汎用レジスタの内容

汎用レジスタRL/R/ERの内容

0拡張

SBR

汎用レジスタRL/R/ERの内容

0拡張

符号拡張

符号拡張

イミディエイト

No. アドレッシングモード・命令フォーマット 実効アドレスの計算方法 実効アドレス（EA）

op

op

rm rn

IMM

レジスタ直接

レジスタ間接

・16ビットディスプレースメント付きレジスタ間接

・32ビットディスプレースメント付きレジスタ間接

・16ビットディスプレースメントインデックスレジスタ間接

・32ビットディスプレースメントインデックスレジスタ間接

・ポストインクリメント／デクリメントレジスタ間接

・プリインクリメント／デクリメントレジスタ間接

・8ビット絶対アドレス

・16ビット絶対アドレス

・32ビット絶対アドレス

1

2

3

4

5

6

7

op r

op

disp disp

disp

disp

aa

符号拡張 aa

aa

disp

r

op

disp

r

op

aa

op

disp

r

op

disp

r

op

aa

op r

op r

op aa

＋

＋

＋

＋

×

×

±

31 00

1 or 2 or 4

汎用レジスタの内容
±
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表 1.15 分岐命令の実効アドレスの計算方法 

31 0

31 0

31 0

31 0

31

31 23 0

0

31

31 0

0

31 0

2 or 4

7

1
7

vec

メモリの内容

メモリの内容

0拡張

0拡張

0拡張

レジスタ間接

op disp

・プログラムカウンタ相対ディスプレースメント8ビット

・プログラムカウンタ相対ディスプレースメント16ビット

プログラムカウンタインデックスレジスタ相対

・24ビット絶対アドレス

・32ビット絶対アドレス

メモリ間接

拡張メモリ間接

1

2

3

4

5

6

op
disp

op r

op

aa

op r

op aa aa

aa

op aa aa

31 0

31 0

op vec

汎用レジスタの内容

31 0 31 0

31 0

31 0

31 7 0

PCの内容

符号拡張 disp

31 0

31 0

31 15 0

PCの内容

符号拡張 disp

31 0
31

31 0

2

0

汎用レジスタRL/R/ERの内容

0拡張

PCの内容

×

×

＋

＋

＋

No. アドレッシングモード・命令フォーマット 実効アドレスの計算方法 実効アドレス（EA）

 
 

1.8.13 MOVA命令 

MOVA命令は、実効アドレスを汎用レジスタに格納します。 

1. 表1.14のNo.2のアドレッシングモードでデータを取得します。 

2. 次に、このデータを表1.14のNo.5の汎用レジスタの代わりにインデックスとした実効アドレス計算を行い、

その結果を汎用レジスタに格納します。 

詳細は、「2.2.66 MOVA」を参照してください。 
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2. 各命令の説明 

2.1 「各命令の説明」形式の見方 

「2.2 各命令の説明」の形式の見方について説明します。 

（5）コンディションコード

ニーモニック 分類

（1）アセンブラフォーマット

（2）オペレーション

（3）オペランドサイズ

（命令のニーモニックを示します。）

フルネーム

（命令のフルネームを示します。） （命令の機能を示します。）

命令のアセンブラフォーマットを示します。（「2.1.1　アセンブラフォーマット」を参照）

命令の操作を簡潔に示します。（「2.1.2　オペレーション」を参照）

使用できるオペランドのサイズを示します。

命令実行後のコンディションコードレジスタ（CCR）の各ビットの変化を示します。
（「2.1.3　コンディションコード」を参照）

（4）説明

（6）使用可能な汎用レジスタ

（7）使用可能なアドレッシングモード

（8）注意事項

命令の動作について詳細に説明します。

命令コードのレジスタフィールドで指定できるレジスタを示します。

使用可能なアドレッシングモードを示します。

命令を実行する上での注意事項などを示します。 
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2.1.1 アセンブラフォーマット 
 

例）ADD.Sz <EAs>,<EAd>

デスティネーションオペランド
ソースオペランド

サイズ
ニーモニック  

 

オペランドサイズは、バイト（B）、ワード（W）、ロングワード（L）があります。命令によって、使用でき

るオペランドサイズは異なります。 

<EA>は、複数のアドレッシングモードが使用できることを示します。本 CPUがサポートするアドレッシング

モードは、次の 11種類です。実効アドレスの計算方法については「1.8 アドレッシングモードと実効アドレス

の計算方法」を参照してください。 
 

記号 アドレッシングモード 

Rn レジスタ直接 

@ERn レジスタ間接 

@(d:2,ERn)/@(d:16,ERn)/@(d:32,ERn) ディスプレースメント付レジスタ間接 

@(d:16,RnL.B)/@(d:16,Rn.W)/@(d:16,ERn.L) 

@(d:32,RnL.B)/@(d:32,Rn.W)/@(d:32,ERn.L) 

ディスプレースメント付インデックスレジスタ間接 

@ERn+ ポストインクリメントレジスタ間接 

@-ERn プリデクリメントレジスタ間接 

@+ERn プリインクリメントレジスタ間接 

@ERn- ポストデクリメントレジスタ間接 

@aa:8/@aa:16/@aa:24/@aa:32 絶対アドレス 

#xx:3/#xx:4/#xx:8/#xx:16/#xx:32 イミディエイト 

@(d:8,PC)/@(d:16,PC) プログラムカウンタ相対 

@(RnL.B,PC)/@(Rn.W,PC)/@(ERn.L,PC) プログラムカウンタインデックスレジスタ相対 

@@aa:8 メモリ間接 

@@vec:7 拡張メモリ間接 

 

なお、:8／:16／:24／:32は省略することができます。特に絶対アドレス、およびディスプレースメントについ

ては:8／:16／:24／:32を省略すると、値の範囲に応じてアセンブラが最適化を行います。 

【注】 #xx (:2)、#xx (:3)の:2、:3は指定可能なビット長を表しています。 

 アセンブラ表記上は (:2)、(:3)を付けないでください。 

 （例）  TRAPA  #3 
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2.1.2 オペレーション 

オペレーションの欄で使用されている記号と動作記号を以下に示します。 
 

記号 説   明 

Rd 汎用レジスタ（デスティネーション側）* 

Rs 汎用レジスタ（ソース側）* 

Rn 汎用レジスタ* 

ERn 汎用レジスタ（32ビットレジスタ） 

(EAd) デスティネーションオペランド 

(EAs) ソースオペランド 

EXR エクステンドレジスタ 

CCR コンディションコードレジスタ 

VBR ベクタベースレジスタ 

SBR ショートアドレスベースレジスタ 

N CCRの N（ネガティブ）フラグ 

Z CCRの Z（ゼロ）フラグ 

V CCRの V（オーバフロー）フラグ 

C CCRの C（キャリ）フラグ 

PC プログラムカウンタ 

SP スタックポインタ 

#IMM イミディエイトデータ 

disp ディスプレースメント 

+ 加算 

－ 減算 

× 乗算 

÷ 除算 

∧ 論理積 

∨ 論理和 

⊕ 排他的論理和 

→ 転送 

～ 反転論理（論理的補数） 

:8/:16/:24/:32 8/16/24/32ビット長 

【注】 * 汎用レジスタは、8ビット（R0H～R7H、R0L～R7L）、16ビット（R0～R7、E0～E7）、または 32ビットレジスタ（ER0

～ER7）です。 
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2.1.3 コンディションコード 

コンディションコードの欄で使用されている記号を以下に示します。 
 

記 号 内   容 

↔
 

実行結果にしたがって変化することを表します。 

＊ 不確定であることを表します（値を保証しません）。 

0 常に 0にクリアされることを表します。 

1 常に 1にセットされることを表します。 

－ 実行結果に影響を受けないことを表します。 

△ 条件によって異なります。注意事項を参照してください。 

 

2.1.4 インストラクションフォーマット 

インストラクションフォーマットの欄で使用されている記号を以下に示します。 
 

記 号 内   容 

IMM イミディエイトデータ（2、3、8、16、32ビット） 

abs 絶対アドレス（8、16、24、32ビット） 

disp ディスプレースメント（8、16、32ビット） 

rs、rd、rn レジスタフィールド（4ビット） 

rs、rd、rnはそれぞれオペランドの形式の Rs、Rd、Rnに対応 

ers、erd、ern レジスタフィールド（3ビット） 

ers、erd、ernはオペランドの形式の ERs、ERd、ERnに対応 
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2.1.5 レジスタの指定方法 
 

（1） アドレスレジスタの指定 

汎用レジスタをアドレスレジスタとして使用するときは、3ビットのレジスタフィールド（ers、erd）で指定さ

れます。 

（2） データレジスタの指定 

汎用レジスタは、データレジスタとして使用するとき、32ビット、16ビットまたは 8ビットレジスタです。 

32ビットレジスタとして使用するとき、3ビットレジスタフィールド（ers、erd、ern）で指定されます。 

16ビットレジスタとして使用するとき、4ビットのレジスタフィールド（rs、rd、rn）で指定されます。このと

きレジスタフィールドの下位 3ビットがレジスタ番号を示し、上位 1ビットが 1のとき汎用レジスタ Enが指定さ

れ、0のとき汎用レジスタ Rnが指定されます。 

また、8ビットレジスタとして使用するとき、4ビットのレジスタフィールド（rs、rd、rn）で指定されます。

また、このときレジスタフィールドの下位 3ビットがレジスタ番号を示し、上位 1ビットが 1のとき汎用レジス

タ RnLが指定され、0のとき汎用レジスタ RnHが指定されます。 

この対応を以下に示します。 
 

アドレスレジスタ 

32ビットレジスタ 

16ビットレジスタ 8ビットレジスタ 

レジスタ 

フィールド 

汎用レジスタ レジスタ 

フィールド 

汎用レジスタ レジスタ 

フィールド 

汎用レジスタ 

000 

001 

： 

： 

： 

： 

111 

ER0 

ER1 

： 

： 

： 

： 

ER7 

0000 

0001 

： 

： 

： 

： 

0111 

1000 

1001 

： 

： 

： 

： 

1111 

R0 

R1 

： 

： 

： 

： 

R7 

E0 

E1 

： 

： 

： 

： 

E7 

0000 

0001 

： 

： 

： 

： 

0111 

1000 

1001 

： 

： 

： 

： 

1111 

R0H 

R1H 

： 

： 

： 

： 

R7H 

R0L 

R1L 

： 

： 

： 

： 

R7L 
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2.1.6 ビット操作命令におけるビットデータのアクセス方法 

ビットデータは、レジスタまたはメモリ上のオペランドデータ（バイト）の第 nビット（n＝0, 1, 2, 3, …7）と

いう形でアクセスされます。このとき、ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内

容（下位 3ビットのみ有効）によって指定されます。 
 

• （例1）R2Hのビット3を1にセットする場合 

 
BSET R1L, R2H

R1L 0 1 1Don’t care

0 0 1R2H 10110

ビット番号指定

1にセット  
 

• （例2）H'FFFF02番地のビット5をビットアキュムレータに転送する場合 

 
BLD #5, @H'FFFF02

H'FFFF02 1 1 000101

#5

転送

C

 
 

なお、ビット操作命令のオペランドサイズおよびアドレス形式は、レジスタまたはメモリ上のオペランドデー

タについて示しています。 

 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-7 

  RJJ09B0048-0400 

2.2 各命令の説明 

2.2.1 ADD ADD binary 2進加算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ADD.Sz ＜EAs＞,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞＋＜EAs＞→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）とソースオペランド

＜EAs＞を加算し、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － ↔
 

－ ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

H ：最上位ビットから4ビットめ（ビット27、ビット11、ビット3）にキャリが発生したとき1にセットされ、

それ以外のときは0にクリアされます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したときは1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：最上位ビット（ビット31、ビット15、ビット7）にキャリが発生したとき1にセットされ、それ以外の

ときは0にクリアされます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

#x：3(1-7)

#x：8

#x：16

#x：32

Rs

@ERs

@(d：2,ERs)

@(d：16,ERs)

@(d：32,ERs)

@ERs+

@ERs-

@+ERs

@-ERs

@(d：16,RsL.B)

@(d：16,Rs.W)

@(d：16,ERs.L)

@(d：32,RsL.B)

@(d：32,Rs.W)

@(d：32,ERs.L)

@aa：8

@aa：16

@aa：32

WL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

BWL

BWL

W

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

B

B

W

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

W

B

WL

L

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

BWL

ソース

デスティネーション

R
d

@
E

R
d

@
(d
：

2,
E

R
d)

@
(d
：

16
,E

R
d)

@
(d
：

32
,E

R
d)

@
E

R
d+

@
E

R
d-

@
+

E
R

d

@
-E

R
d

@
(d
：

16
,R

dL
.B

)

@
(d
：

16
,R

d.
W

)

@
(d
：

16
,E

R
d.

L)

@
(d
：

32
,R

dL
.B

)

@
(d
：

32
,R

d.
W

)

@
(d
：

32
,E

R
d.

L)

@
aa
：

8

@
aa
：

16

@
aa
：

32
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2.2.2 ADDS ADD with Sign extention アドレスデータ 2進加算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ADDS #1,ERd 

ADDS #2,ERd 

ADDS #4,ERd 

（2） オペレーション 

ERd＋1→ERd 

ERd＋2→ERd 

ERd＋4→ERd 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

32ビットレジスタ ERdの内容（デスティネーションオペランド）に 1、2または 4を加算します。 

ADD命令とは異なり、コンディションコードは実行前の値を保持します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.3 ADDX ADD with eXtend carry キャリ付き加算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ADDX.Sz ＜EAs＞,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞＋＜EAs＞＋C→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）とソースオペランド

＜EAs＞とキャリフラグの値を加算し、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － ↔
 

－ ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

H ：最上位ビットから4ビットめ（ビット27、ビット11、ビット3）にキャリが発生したとき1にセットされ、

それ以外のときは0にクリアされます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき実行前の値が保持され、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したときは1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：最上位ビット（ビット31、ビット15、ビット7）にキャリが発生したとき1にセットされ、それ以外の

ときは0にクリアされます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース アドレスレジスタ ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

#x：3(1-7)

#x：8

#x：16

#x：32

Rs

@ERs

@(d：2,ERs)

@(d：16,ERs)

@(d：32,ERs)

@ERs+

@ERs-

@+ERs

@-ERs

@(d：16,RsL.B)

@(d：16,Rs.W)

@(d：16,ERs.L)

@(d：32,RsL.B)

@(d：32,Rs.W)

@(d：32,ERs.L)

@aa：8

@aa：16

@aa：32

B

W

L

BWL

BWL

BWL

B

W

L

BWL

BWL

B

W

L

BWL

BWL

ソース

デスティネーション
R

d

@
E

R
d

@
(d
：

2,
E

R
d)

@
(d
：

16
,E

R
d)

@
(d
：

32
,E

R
d)

@
E

R
d+

@
E

R
d-

@
+

E
R

d

@
-E

R
d

@
(d
：

16
,R

dL
.B

)

@
(d
：

16
,R

d.
W

)

@
(d
：

16
,E

R
d.

L)

@
(d
：

32
,R

dL
.B

)

@
(d
：

32
,R

d.
W

)

@
(d
：

32
,E

R
d.

L)

@
aa
：

8

@
aa
：

16

@
aa
：

32
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2.2.4 AND AND logical 論理積 

 

（1） アセンブラフォーマット 

AND.Sz ＜EAs＞,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞∧＜EAs＞→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）とソースオペランド

＜EAs＞の論理積をとり、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

#x：3(1-7)

#x：8

#x：16

#x：32

Rs

@ERs

@(d：2,ERs)

@(d：16,ERs)

@(d：32,ERs)

@ERs+

@ERs-

@+ERs

@-ERs

@(d：16,RsL.B)

@(d：16,Rs.W)

@(d：16,ERs.L)

@(d：32,RsL.B)

@(d：32,Rs.W)

@(d：32,ERs.L)

@aa：8

@aa：16

@aa：32

B
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2.2.5 ANDC AND Control register CCRとの論理積 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ANDC #xx:8,CCR 

（2） オペレーション 

CCR∧#IMM→CCR 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

CCRの内容とイミディエイトデータの論理積をとり、結果をCCRに格納します。 

なお、本命令の実行終了時点では、NMIを含めてすべての割り込みは受け付けられません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

I ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

UI ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

H ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

U ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

N ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

Z ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

V ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

C ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

（6） 使用可能なアドレッシングモード 

イミディエイト 
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2.2.6 ANDC AND Control register EXRとの論理積 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ANDC #xx:8,EXR 

（2） オペレーション 

EXR∧#IMM→EXR 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

EXRの内容とイミディエイトデータの論理積をとり、結果をEXRに格納します。 

なお、本命令の実行終了時点では、NMIを含めてすべての割り込みは受け付けられません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能なアドレッシングモード 

イミディエイト 
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2.2.7 BAND Bit AND ビット論理積 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BAND #xx:3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

C∧（＜ビット番号＞of＜EAd＞）→C 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットとキャリフラグとの論理積をとり、結果をキャリフラグ

に格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。デスティネーションの内容

は変化しません。 

 

CC

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行結果が格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.8 Bcc Branch conditionary 条件付き分岐 

 

（1） アセンブラフォーマット 

Bcc disp 

（cc：コンディションフィールド） 

（2） オペレーション 

if condition is true,then  

 PC＋disp→PC 

else 

 next 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

コンディションフィールド（cc）で指定された条件が成立していると、PCにディスプレースメントを加えた

アドレスに分岐し、条件が不成立の場合は次の命令を実行します。アドレス計算に用いられるPCの値は本命

令の直後の命令の先頭アドレスです。ディスプレースメントは符号付き8ビットまたは16ビットデータで、分

岐できる範囲は本命令に対して－126～＋128、－32766～＋32768バイトです。 

 
ニーモニック 説明 cc 条件 符号と条件の対応* 

BRA(BT) Always(True) 0000 True  

BRN(BF) Never(False) 0001 False  

BHI HIgh 0010 C∨Z=0 X＞Y 符号なし 

BLS Low or Same 0011 C∨Z=1 X≦Y 符号なし 

BCC(BHS) Carry Clear(High or Same) 0100 C=0 X≧Y 符号なし 

BCS(BLO) Carry Set(LOw) 0101 C=1 X＜Y 符号なし 

BNE Not Equal 0110 Z=0 X≠Y 符号なし・あり 

BEQ EQual 0111 Z=1 X＝Y 符号なし・あり 

BVC oVerflow Clear 1000 V=0  

BVS oVerflow Set 1001 V=1  

BPL PLus 1010 N=0  

BMI MInus 1011 N=1  

BGE Greater or Equal 1100 N⊕V=0 X≧Y 符号あり 

BLT Less Than 1101 N⊕V=1 X＜Y 符号あり 

BGT Greater Than 1110 Z∨(N⊕V)=0 X＞Y 符号あり 

BLE Less or Equal 1111 Z∨(N⊕V)=1 X≦Y 符号あり 

【注】 * 直前の命令が CMP命令のとき、Xは汎用レジスタの内容（デスティネーションオペランド）、Yはソースオペランドで

す。 
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（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：演算前の値が保持されます。 

N ：演算前の値が保持されます。 

Z ：演算前の値が保持されます。 

V ：演算前の値が保持されます。 

C ：演算前の値が保持されます。 

（6） 注意事項 

1. 分岐先アドレスは、必ず偶数になるようにしてください。 

2. BRA、BRN、BCC、BCSの機械語はそれぞれBT、BF、BHS、BLOと同一です。 
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2.2.9 BCLR Bit CLeaR ビットクリア 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BCLR #xx:3,＜EAd＞ 

BCLR Rn,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

0→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットを0にクリアします。ビット番号は、3ビットのイミディ

エイトデータまたは8ビットレジスタRnの内容の下位3ビットで指定されます。指定された1ビットのテスト

は行いません（コンディションコードは変化しません）。 

 

7 0

＃xx:3またはRnで指定

＜EAd＞

ビット番号

0  
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ビット番号指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

 レジスタ直接 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.10 BCLR/EQ Bit CLeaR if EQual 条件付きビットクリア 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BCLR/EQ #xx:3,＜EAd＞ 

BCLR/EQ Rn,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

if equal（Z=1）,0→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

指定した条件が成立しているとき、デスティネーションオペランドの指定された1ビットを0にクリアします。

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは8ビットレジスタRnの内容下位3ビットで指定されま

す（コンディションコードは変化しません）。 

 

7 0

＃xx:3またはRnで指定

＜EAd＞

ビット番号

0  
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ビット番号指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

 レジスタ直接 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.11 BCLR/NE Bit CLeaR if Not Equal 条件付きビットクリア 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BCLR/NE #xx:3,＜EAd＞ 

BCLR/NE Rn,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

if not equal（Z=0）,0→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

指定した条件が成立しているとき、デスティネーションオペランドの指定された1ビットを0にクリアします。

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは8ビットレジスタRnの内容下位3ビットで指定されま

す（コンディションコードは変化しません）。 

 

7 0

＃xx:3またはRnで指定

＜EAd＞

ビット番号

0  
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ビット番号指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

 レジスタ直接 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.12 BFLD Bit Field LoaD ビットフィールド転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BFLD #xx:8,＜EAs＞,Rd 

（2） オペレーション 

（＜ビットフィールド＞of＜EAs＞）→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

ソースオペランドの指定されたフィールドを、下位詰めで8ビットレジスタRdに転送します（上位ビットは0

になります）。ビットフィールドは、8ビットのイミディエイトデータの1がセットされているビットで指定

されます（コンディションコードは変化しません）。 

 

7 0

指定ビット（＃xx:8）

0にクリア

ソースデータ（メモリ）

デスティネーション（汎用レジスタ）

7 0

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

ソース レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 

ビットフィールドを指定するイミディエイトデータは、1が連続するものに限定します。 
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2.2.13 BFST Bit Field STore ビットフィールド転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BFST Rs,#xx:8,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

Rs→（＜ビットフィールド＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定されたフィールドへ8ビットレジスタRsの内容（下位詰め）を転送し

ます。ビットフィールドは、8ビットのイミディエイトデータの1がセットされているビットで指定されます

（コンディションコードは変化しません）。 

 
7 0

指定ビット（＃xx:8）

保持 保持

Don't careソースデータ（汎用レジスタ）

デスティネーション（メモリ）

7 0

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

ソース レジスタ直接 

デスティネーション レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 

ビットフィールドを指定するイミディエイトデータは、1が連続するものに限定します。 
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2.2.14 BIAND Bit Invert AND ビット論理積 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BIAND #xx:3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

C∧〔～（＜ビット番号＞of＜EAd＞）〕→C 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットを反転し、これとキャリフラグとの論理積をとり、結果

をキャリフラグに格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。デスティネ

ーションの内容は変化しません。 

 

CC

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

反転

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。  

C ：実行結果が格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.15 BILD Bit Invert LoaD ビット転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BILD #xx:3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

～（＜ビット番号＞of＜EAd＞）→C 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットを反転し、これをキャリフラグに転送します。ビット番

号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。デスティネーションの内容は変化しません。 

 

C

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

反転
 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：指定ビットの内容が反転されて格納されま す。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.16 BIOR Bit Invert inclusive OR ビット論理和 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BIOR #xx:3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

C∨〔～（＜ビット番号＞of＜EAd＞）〕→C 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットを反転し、これとキャリフラグとの論理和をとり、結果

をキャリフラグに格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。デスティネ

ーションの内容は変化しません。 

 

CC

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

反転

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行結果が格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 

 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-36 

RJJ09B0048-0400  

2.2.17 BIST Bit Invert STore ビット転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BIST #xx:3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

～C→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットのロケーションに、キャリフラグの内容を反転して転送

します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。なお、デスティネーションオペラ

ンドの指定されない他のビットの内容は変化しません。 

 

C

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

反転
 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.18 BISTZ Bit Invert STore Zero flag 条件ビット転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BISTZ #xx:3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

～Z→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットのロケーションに、ゼロフラグの内容を反転して転送し

ます。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。なお、デスティネーションオペラン

ドの指定されない他のビットの内容は変化しません。 

 

Z

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

反転
 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.19 BIXOR Bit Invert eXclusive OR ビット排他的論理和 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BIXOR #xx：3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

C⊕〔～（＜ビット番号＞of＜EAd＞）〕→C 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットを反転し、これとキャリフラグとの排他的論理和をと

り、結果をキャリフラグに格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。デ

スティネーションの内容は変化しません。 

 

CC

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

反転

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行結果が格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8／@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.20 BLD Bit LoaD ビット転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BLD #xx：3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

（＜ビット番号＞of＜EAd＞）→C 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットをキャリフラグに転送します。ビット番号は、3ビット

のイミディエイトデータで指定されます。デスティネーションの内容は変化しません。 

 

C

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：指定ビットの内容が格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8／@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.21 BNOT Bit NOT ビット転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BNOT #xx：3,＜EAd＞ 

BNOT Rn ,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

～（＜ビット番号＞of＜EAd＞）→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットを反転します。ビット番号は、3ビットのイミディエイ

トデータまたは8ビットレジスタRnの内容の下位3ビットで指定されます。指定された1ビットのテストは行

いません（コンディションコードは変化しません）。 

 

7 0

＃xx:3またはRnで指定

＜EAd＞

ビット番号

反転  
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ビット番号指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

 レジスタ直接 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8／@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.22 BOR Bit inclusive OR ビット論理和 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BOR #xx：3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

C∨（＜ビット番号＞of＜EAd＞）→C 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットとキャリフラグとの論理和をとり、結果をキャリフラグ

に格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。デスティネーションの内容

は変化しません。 

 

CC

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行結果が格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8／@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.23 BRA BRAnch always 無条件分岐 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BRA Rn.Sz 

［例］ BRA R0L.B 

        BRA R0.W 

        BRA ER0.L 

（2） オペレーション 

PC ＋Rn→PC 

（3） オペランドサイズ 

－ 

（4） 説明 

PCにレジスタRnを加えたアドレスに無条件に分岐します。アドレス計算に用いられるPCの値は、本命令の

直後の命令の先頭アドレスです。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

データレジスタ バイト R0L～R7L 

 ワード R0～R7 

 ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 注意事項 

1. 分岐先アドレスは、必ず偶数になるようにしてください。 

2. BRA dispについては、「2.2.8 Bcc」を参照してください。 
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2.2.24 BRA/S BRAnch always with delay Slot 遅延分岐 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BRA/S disp 

（2） オペレーション 

PC ＋disp→PC 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

次（遅延スロット）の命令を実行した後、指定されたアドレスに無条件に分岐します。次の命令は1ワード命

令で、かつブロック転送命令、分岐を行う命令（分岐命令およびTRAPA、RTE、RTE/L、SLEEP命令）以外

に限定されます。ディスプレースメントは符号付8ビットデータで、分岐できる範囲は本命令に対して-126

～+128バイトです。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 注意事項 

1. 分岐先アドレスは、必ず偶数になるようにしてください。 

2. 本命令と次の命令の間には、割り込みを受け付けません。 
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2.2.25 BRA/BC BRAnch if Bit Clear ビット条件分岐 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BRA/BC #xx:3,＜EAs＞,disp 

（2） オペレーション 

if bit clear 

 PC＋disp→PC 

else 

 next 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

ソースオペランドの指定された1ビットが0にクリアされているとき、PCにディスプレースメントを加えたア

ドレスに分岐し、1にセットされているとき、次の命令を実行します。アドレス計算に用いられるPCの値は

本命令の直後の命令の先頭アドレスです。ディスプレースメントは符号付8ビットまたは16ビットデータで、

分岐できる範囲は本命令の次のアドレスに対して-128～+126バイト、-32768～+32766バイトです。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 

 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

ソース レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 
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2.2.26 BRA/BS BRAnch if Bit Set ビット条件分岐 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BRA/BS #xx:3,＜EAs＞,disp 

（2） オペレーション 

if bit set 

 PC＋disp→PC 

else 

 next 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

ソースオペランドの指定された1ビットが1にセットされているとき、PCにディスプレースメントを加えたア

ドレスに分岐し、0にクリアされているとき、次の命令を実行します。アドレス計算に用いられるPCの値は

本命令の直後の命令の先頭アドレスです。ディスプレースメントは符号付8ビットまたは16ビットデータで、

分岐できる範囲は本命令の次のアドレスに対して-128～+126バイト、-32768～+32766バイトです。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 

 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

ソース レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 
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2.2.27 BSET Bit SET ビットセット 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BSET #xx：3,＜EAd＞ 

BSET Rn ,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

1→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットを1にセットします。ビット番号は、3ビットのイミディ

エイトデータまたは8ビットレジスタRnの内容の下位3ビットで指定されます。指定された1ビットのテスト

は行いません（コンディションコードは変化しません）。 

 

7 0

＃xx:3またはRnで指定

＜EAd＞

ビット番号

1  
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ビット番号指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

 レジスタ直接 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8／@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.28 BSET/EQ Bit SET if EQual 条件付きビットセット 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BSET/EQ #xx：3,＜EAd＞ 

BSET/EQ Rn ,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

if equal（Z=1）,1→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

指定した条件が成立しているとき、デスティネーションオペランドの指定された1ビットを1にセットします。

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは8ビットレジスタRnの内容下位3ビットで指定されま

す。指定された1ビットのテストは行いません（コンディションコードは変化しません）。 

 

7 0

＃xx:3またはRnで指定

＜EAd＞

ビット番号

1  
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ビット番号指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

 レジスタ直接 

デスティネーション レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8／@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.29 BSET/NE Bit SET if Not Equal 条件付きビットセット 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BSET/NE #xx:3,＜EAd＞ 

BSET/NE Rn ,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

if not equal（Z=0）,1→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

指定した条件が成立しているとき、デスティネーションオペランドの指定された1ビットを1にセットします。

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは8ビットレジスタRnの内容下位3ビットで指定されま

す。指定された1ビットのテストは行いません（コンディションコードは変化しません）。 

 

7 0

＃xx:3またはRnで指定

＜EAd＞

ビット番号

1  
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ビット番号指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

 レジスタ直接 

デスティネーション レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8／@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.30 BSR Branch to SubRoutine サブルーチンジャンプ 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BSR ＜EA＞ 

［例］ BSR ラベル 

    BSR R0L.B 

（2） オペレーション 

 PC→@-SP 

 実効アドレス→PC 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

PCの内容をリスタートアドレスとしてスタックに退避し、指定された実効アドレスに分岐します。アドレス計

算に用いられる PCの値は本命令の直後の命令の先頭アドレスです。退避される PC値は本命令の直後の命令の先

頭アドレスになります。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

データレジスタ バイト R0L～R7L 

 ワード R0～R7 

 ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

分岐アドレス プログラムカウンタ相対（8ビットディスプレースメント） 

 プログラムカウンタ相対（16ビットディスプレースメント） 

 プログラムカウンタインデックスレジスタ相対（8ビットインデックス） 

 プログラムカウンタインデックスレジスタ相対（16ビットインデックス） 

 プログラムカウンタインデックスレジスタ相対（32ビットインデックス） 
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2.2.31 BSR/BC Branch to SubRoutine if Bit Clear ビット条件サブルーチン分岐 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BSR/BC #xx:3,＜EAs＞,disp 

（2） オペレーション 

if bit clear 

  PC→@-SP 

  PC+disp→PC 

else  

 next 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

ソースオペランドの指定された1ビットが0にクリアされているときPCにディスプレースメントを加えたア

ドレスにサブルーチン分岐し、1にセットされているとき次の命令を実行します。アドレス計算に用いられる

PCの値は本命令の直後の命令の先頭アドレスです。ディスプレースメントは符号付16ビットデータで、分岐

できる範囲は本命令に対して-32766～+32768バイトです。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

ソース レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 
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2.2.32 BSR/BS Branch to SubRoutine if Bit Set ビット条件サブルーチン分岐 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BSR/BS #xx:3,＜EAs＞,disp 

（2） オペレーション 

if bit set 

 PC→@-SP 

 PC+disp→PC 

else  

 next 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

ソースオペランドの指定された1ビットがセットされているときPCにディスプレースメントを加えたアドレ

スにサブルーチン分岐し、0にクリアされているとき次の命令を実行します。アドレス計算に用いられるPC

の値は本命令の直後の命令の先頭アドレスです。ディスプレースメントは符号付16ビットデータで、分岐で

きる範囲は本命令に対して-32766～+32768バイトです。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

ソース レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 
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2.2.33 BST Bit STore ビット転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BST #xx:3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

C→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットのロケーションに、キャリフラグの内容を転送します。

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。なお、デスティネーションオペランドの指

定されない他のビットの内容は変化しません。 

 

C

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-67 

  RJJ09B0048-0400 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8／@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.34 BSTZ Bit STore Zero flag 条件ビット転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BSTZ #xx:3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

Z→（＜ビット番号＞of＜EAd＞） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットのロケーションに、ゼロフラグの内容を転送します。ビ

ット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。なお、デスティネーションオペランドの指定

されない他のビットの内容は変化しません。 

 

Z

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-69 

  RJJ09B0048-0400 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8／@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.35 BTST  Bit TeST ビットテスト 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BTST #xx：3,＜EAd＞ 

BTST Rn ,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

～（＜ビット番号＞of＜EAd＞）→Z 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットの状態を調べて、その結果をゼロフラグに反映します。

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは8ビットレジスタの内容の下位3ビットで指定されま

す。デスティネーションの内容は変化しません。 

 

7 0

＃xx:3またはRnで指定

＜EAd＞

ビット番号

テスト  
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － ↔
 

－ － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：指定したビットが0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ビット番号指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-71 

  RJJ09B0048-0400 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa:8／@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.36 BXOR Bit eXclusive OR ビット排他的論理和 

 

（1） アセンブラフォーマット 

BXOR #xx：3,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

C⊕（＜ビット番号＞of＜EAd＞）→C 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

デスティネーションオペランドの指定された1ビットとキャリフラグとの排他的論理和をとり、結果をキャリ

フラグに格納します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。デスティネーション

の内容は変化しません。 

 

CC

7 0

＃xx:3で指定

＜EAd＞

ビット番号

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行結果が格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 レジスタ間接 

 絶対アドレス（8ビット） 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 

（8） 注意事項 

@aa：8／@aa：16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.37 CLRMAC CLeaR MAC register MACレジスタ初期化 

 

（1） アセンブラフォーマット 

CLRMAC 

（2） オペレーション 

0→MACH,MACL 

（3） オペランドサイズ 

－ 

（4） 説明 

MACH、MACLレジスタを同時にクリアします。 

【乗算器サポート時のみ】 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 注意事項 

本命令を実行することで、乗算器内部のオーバフローフラグは0にクリアされます。 
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2.2.38 CMP CoMPare 比較 

 

（1） アセンブラフォーマット 

CMP.Sz ＜EAs＞,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞－＜EAs＞,CCRセット／クリア 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）とソースオペランド

＜EAs＞を減算し、その結果にしたがってコンディションコードをセットまたはクリアします。デスティネ

ーションのロケーションの内容は変化しません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － ↔
 

－ ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

H ：最上位ビットから4ビットめ（ビット27、ビット11、ビット3）にボローが発生したとき1にセットされ、

それ以外のときは0にクリアされます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：最上位ビット（ビット31、ビット15、ビット7）にボローが発生したとき1にセットされ、それ以外の

ときは0にクリアされます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

 ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

#x：3(1-7)

#x：8

#x：16

#x：32

Rs

@ERs

@(d：2,ERs)

@(d：16,ERs)

@(d：32,ERs)

@ERs+

@ERs-

@+ERs

@-ERs

@(d：16,RsL.B)

@(d：16,Rs.W)

@(d：16,ERs.L)

@(d：32,RsL.B)

@(d：32,Rs.W)

@(d：32,ERs.L)

@aa：8

@aa：16

@aa：32
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2.2.39 DAA Decimal Adjust Add 10進補正 

 

（1） アセンブラフォーマット 

DAA Rd 

（2） オペレーション 

Rd（10進補正）→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

ADD.B、ADDX.B命令で、4ビットBCDデータを加算した結果が8ビットレジスタRdおよびキャリフラグおよ

びハーフキャリフラグにあるとき、下表にしたがって8ビットレジスタRdの内容（デスティネーションオペ

ランド）を補正（00、06、60、66を加算）します。 

 

補正前の 

Cフラグ 

補正前の 

上位４ビット 

補正前の 

Hフラグ 

補正前の 

下位 4ビット 

加算される数（16

進数） 

補正後の 

Cフラグ 

0 0～9 0 0～9 00 0 

0 0～8 0 A～F 06 0 

0 0～9 1 0～3 06 0 

0 A～F 0 0～9 60 1 

0 9～F 0 A～F 66 1 

0 A～F 1 0～3 66 1 

1 0～2 0 0～9 60 1 

1 0～2 0 A～F 66 1 

1 0～3 1 0～3 66 1 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － ＊ － ↔
 

↔
 

＊ ↔
 

 

H ：値を保証しません。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：値を保証しません。 

C ：ビット7にキャリが発生したとき1にセットされ、それ以外のときは実行前の値が保持されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

上記以外の場合について本命令を実行したときの結果（8ビットレジスタRdの内容、およびC、V、Z、N、H

の各フラグ）は保証しません。 

 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-79 

  RJJ09B0048-0400 

2.2.40 DAS Decimal Adjust Subtract 10進補正 

 

（1） アセンブラフォーマット 

DAS Rd 

（2） オペレーション 

Rd（10進補正）→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

SUB.B、SUBX.BおよびNEG.B命令で、4ビットBCDデータを減算した結果が8ビットレジスタRd、キャリフ

ラグおよびハーフキャリフラグにあるとき、下表にしたがって8ビットレジスタRd（デスティネーションオ

ペランド）の内容を補正（00、FA、A0、9Aを加算）します。 

 

補正前の 

Cフラグ 

補正前の 

上位４ビット 

補正前の 

Hフラグ 

補正前の 

下位 4ビット 

加算される数 

（16進数） 

補正後の 

Cフラグ 

0 0～9 0 0～9 00 0 

0 0～8 1 6～F FA 0 

1 7～F 0 0～9 A0 1 

1 6～F 1 6～F 9A 1 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － ＊ － ↔
 

↔
 

＊ － 

 

H ：値を保証しません。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：値を保証しません。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

上記以外の場合について本命令を実行したときの結果（8ビットレジスタRdの内容、およびC、V、Z、N、H

の各フラグ）は保証しません。 
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2.2.41 DEC (B) DECrement デクリメント 

 

（1） アセンブラフォーマット 

DEC.B Rd 

（2） オペレーション 

Rd－1→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

8ビットレジスタRdの内容（デスティネーションオペランド）から1を減算し、結果を8ビットレジスタRdに

格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

↔
 

－ 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

オーバフローは、H'80－1→H'7Fのとき発生します。 
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2.2.42 DEC (W) DECrement デクリメント 

 

（1） アセンブラフォーマット 

DEC.W #1,Rd 

DEC.W #2,Rd 

（2） オペレーション 

Rd－1→Rd 

Rd－2→Rd 

（3） オペランドサイズ 

ワード 

（4） 説明 

16ビットレジスタRdの内容（デスティネーションオペランド）から1または2を減算し、結果を16ビットレジ

スタRdに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

↔
 

－ 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0～R7、E0～E7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

オーバフローは、H'8000－1→H'7FFF、H'8000－2→H'7FFE、 H'8001－2→H'7FFF のとき発生します。 
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2.2.43 DEC (L) DECrement デクリメント 

 

（1） アセンブラフォーマット 

DEC.L #1,ERd 

DEC.L #2,ERd 

（2） オペレーション 

ERd－1→ERd 

ERd－2→ERd 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

32ビットレジスタERdの内容（デスティネーションオペランド）から1または2を減算し、結果を32ビットレ

ジスタERdに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

↔
 

－ 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

オーバフローは、H'80000000－1→H'7FFFFFFF、 H'80000000－2→H'7FFFFFFE、 H'80000001－2→H'7FFFFFFF 

のとき発生します。 
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2.2.44 DIVS DIVide as Signed 符号付き除算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

DIVS.W/L Rs,Rd 

DIVS.W/L #xx:4,Rd 

（2） オペレーション 

Rd÷Rs→Rd 

Rd÷#IMM→Rd 

（3） オペランドサイズ 

ワード、ロングワード 

（4） 説明 

16/32ビットレジスタRdの内容を、16/32ビットレジスタRsの内容または4ビットイミディエイトで符号付き除

算し、商を16/32ビットレジスタRdに格納します。ゼロ除算またはオーバフローが発生した場合、結果は保証

されません。ソースのアドレッシングモードが4ビットイミディエイトの場合は、16ビットまたは32ビットに

符号なし拡張されます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

－ － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：商が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：除数が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 4ビットイミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

Nフラグは、被除数と除数の符号が異なるとき1にセットされ、符号が同じとき0にクリアされます。したが

って、商が0（ゼロ）でNフラグが1にセットされる場合があります。 
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2.2.45 DIVU  DIVide as Unsigned 符号なし除算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

DIVU.W/L Rs,Rd 

DIVU.W/L #xx:4,Rd 

（2） オペレーション 

Rd÷Rs→Rd 

Rd÷#IMM→Rd 

（3） オペランドサイズ 

ワード、ロングワード 

（4） 説明 

16/32ビットレジスタRdの内容を、16/32ビットレジスタRsの内容または4ビットイミディエイトで符号なし除

算し、商を16/32ビットレジスタRdに格納します。ゼロ除算の結果は保証されません。ソースのアドレッシン

グモードが4ビットイミディエイトの場合は、16ビットまたは32ビットに符号なし拡張されます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

－ － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：除数が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：除数が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 4ビットイミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

Nフラグは、被除数と除数の符号が異なるとき1にセットされ、符号が同じとき0にクリアされます。したが

って、商が0（ゼロ）でNフラグが1にセットされる場合があります。 
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2.2.46 DIVXS DIVide eXtend as Signed 符号付き除算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

DIVXS.B/W Rs,Rd 

DIVXS.B/W #xx:4,Rd 

（2） オペレーション 

Rd÷Rs→Rd 

Rd÷#IMM→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード 

（4） 説明 

デスティネーションレジスタRdの内容の下位16ビットまたは32ビットとソースオペランドを符号付き除算

し、結果（16または32ビット）をデスティネーションレジスタに格納します。除算は、バイトサイズのとき

16ビット÷8ビット→商8ビット、余り8ビット、ワードサイズのとき32ビット÷16ビット→商16ビット、余り

16ビットとして行われます。商はデスティネーションレジスタRdの下位（8ビットまたは16ビット）に、余

りは上位（8ビットまたは16ビット）に格納されます。余りの符号は、被除数の符号に一致しています。ソー

スのアドレッシングモードが4ビットイミディエイトの場合は、8ビットまたは16ビットに符号なし拡張され

ます。なお、ゼロ除算またはオーバフローが発生した場合の結果は保証されません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

－ － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：商が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：除数がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

 ワード R0～R7、E0～E7 

デスティネーション バイト R0～R7、E0～E7 

 ワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 4ビットイミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.47 DIVXU DIVide eXtend as Unsigned 除算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

DIVXU.B/W Rs,Rd 

DIVXU.B/W #xx:4,Rd 

（2） オペレーション 

Rd÷Rs→Rd 

Rd÷#IMM→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード 

（4） 説明 

デスティネーションレジスタRdの内容の下位16ビットまたは32ビットとソースオペランドを符号なし除算

し、結果（16または32ビット）をデスティネーションレジスタに格納します。 

除算は、バイトサイズのとき16ビット÷8ビット→商8ビット、余り8ビット、ワードサイズのとき32ビット÷

16ビット→商16ビット、余り16ビットとして行われます。 

商はデスティネーションレジスタRdの下位（8ビットまたは16ビット）に、余りは上位（8ビットまたは16ビ

ット）に格納されます。 

ソースのアドレッシングモードが4ビットイミディエイトの場合は、8ビットまたは16ビットに符号なし拡張

されます。 

なお、ゼロ除算またはオーバフローが発生した場合の結果は保証されません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

－ － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：除数が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：除数がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

 ワード R0～R7、E0～E7 

デスティネーション バイト R0～R7、E0～E7 

 ワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 4ビットイミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.48 EEPMOV (B) MOVe data to EEPROM ブロック転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

EEPMOV.B 

（2） オペレーション 

if R4L≠0 then 

   Repeat ＠ER5＋→＠ER6＋ 

      R4L－1→R4L 

   Until R4L＝0 

else  

   next 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

ブロック転送命令です。ER5で示されるメモリ上のデータをER6で示されるメモリへ転送し、ER5、ER6の値

をインクリメント、R4Lの値をデクリメントします。R4Lの内容が0（ゼロ）になるまでこの動作を繰り返し

ます。その後、次の命令を実行します。本命令でのデータ転送は、バイトサイズデータの連続転送となりま

す。転送バイト数はR4Lで示されます。アセンブラフォーマットのバイト表示は、8ビットレジスタR4Lを示

します（最大転送バイト数は255バイトとなります）。データ転送中は割り込みの検出を行いません。本命令

の実行終了時には、R4Lは0（ゼロ）を、またER5、ER6はそれぞれ（最終アドレス＋1）の内容を保持してい

ます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 
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2.2.49 EEPMOV (W) MOVe data to EEPROM ブロック転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

EEPMOV.W 

（2） オペレーション 

if R4≠0 then 

   Repeat ＠ER5＋→＠ER6＋ 

        R4－1→R4 

   Until R4＝0 

else  

   next 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

ブロック転送命令です。ER5で示されるメモリ上のデータをER6で示されるメモリへ転送し、ER5、ER6の値

をインクリメント、R4の値をデクリメントします。R4の内容が0（ゼロ）になるまでこの動作を繰り返しま

す。その後、次の命令を実行します。本命令でのデータ転送は、バイトサイズデータの連続転送となります。

転送バイト数はR4で示されます。アセンブラフォーマットのワード表示は、16ビットレジスタR4を示します

（最大転送バイト数は65535バイトとなります）。データ転送中はすべての割り込みの検出を行います。 

割り込みが発生しない状態での本命令の実行終了時には、R4は0（ゼロ）を、またER5、ER6はそれぞれ（最

終アドレス＋1）の内容を保持しています。割り込みが発生すると、転送中の1バイトの転送終了後、割り込

み例外処理を行います。このときR4は残りの転送バイト数を、またER5、ER6はそれぞれ次の転送アドレス

を示しています。割り込み例外処理で退避されるPCは直後の命令の先頭アドレスです。 
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（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

 

（6） EEPMOV.W命令と割り込み 

EEPMOV.W命令実行中に割り込み要求が発生すると、転送中の1バイトの転送終了後、割り込み例外処理を

実行します。このときのレジスタの内容は次のようになっています。 

 

ER5 ：残りの転送元アドレスの先頭 

ER6 ：残りの転送先アドレスの先頭 

R4：残りの転送バイト数 

 

また、この割り込み例外処理時にスタックされるPCの値は本命令の直後の命令の先頭アドレスになっていま

す。したがって、EEPMOV.W命令実行中に割り込み要求が発生する場合には以下のようなプログラムで対策

を行ってください。 

 

（例） 

 L1: EEPMOV.W 

     MOV.W       R4,R4 

     BNE          L1 

 

なお、NMI以外の割り込み要求で、CPU側で割り込みがマスクされている場合は受け付けられません。また、

EEPMOV. B命令では、NMI割り込みを含めてすべての割り込みを受け付けません。 
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2.2.50 EXTS EXTend as Signed 符号拡張 

 

（1） アセンブラフォーマット 

EXTS.W/L ＜EAd＞ 

EXTS.L #2,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

符号拡張＜EAd＞→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）を符号拡張します。 

EXTS.W＜EAd＞はワードサイズのデスティネーションオペランドの下位8ビットの符号ビット（ビット7）

を上位方向にコピーし、ワードサイズに符号拡張します。 

EXTS.L＜EAd＞はロングワードサイズのデスティネーションオペランドの下位16ビットの符号ビット（ビッ

ト15）を、EXTS.L #2,＜EAd＞はロングワードサイズのデスティネーションオペランドの下位8ビットの符

号ビット（ビット7）を上位方向にコピーし、ロングワードサイズに符号拡張します。 

 

EXTS.W

don't care

don't care

don't care

符号ビット

符号ビット

符号ビット

符号拡張

符号拡張

符号拡張

↑

↑

↑

Rd

EXTS.L

EXTS.L #2

ビット15 7

15

0

7 0

0ビット31

ビット31

Rd

ビット15 7

15

0

7 0

0ビット31

ビット31

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

－ WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL

ソース

デスティネーション

R
d

@
E

R
d

@
(d
：

2,
E

R
d)

@
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：

16
,E

R
d)

@
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：

32
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R
d)

@
E

R
d+

@
E

R
d-

@
+E

R
d

@
-E
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d
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：

16
,R

dL
.B

)

@
(d
：

16
,R

d.
W

)

@
(d
：

16
,E

R
d.

L)

@
(d
：

32
,R
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.B

)
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：

32
,R

d.
W

)

@
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：

32
,E

R
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L)
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aa
：

8

@
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：

16

@
aa
：

32
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2.2.51 EXTU EXTend as Unsigned ゼロ拡張 

 

（1） アセンブラフォーマット 

EXTU.W/L ＜EAd＞ 

EXTU.L #2,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

0拡張＜EAd＞→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）を0拡張します。 

EXTU.W＜EAd＞はワードサイズのデスティネーションオペランドの上位8ビットに、EXTU.L＜EAd＞はロ

ングワードサイズのデスティネーションオペランドの上位16ビットに、EXTU.L #2,＜EAd＞はロングワー

ドサイズのデスティネーションオペランドの上位24ビットにそれぞれ0が入ります。 

 

EXTU.W

don't care

don't care

don't care ゼロ拡張

ゼロ拡張

ゼロ拡張

Rd

EXTU.L

EXTU.L #2

ビット15 7

15

0

7 0

0ビット31

ビット31

Rd

ビット15 7

15

0

7 0

0ビット31

ビット31

 
 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － 0 ↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：常に0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

－ WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL WL

ソース

デスティネーション
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2.2.52 INC(B) INCrement インクリメント 

 

（1） アセンブラフォーマット 

INC.B Rd 

（2） オペレーション 

Rd＋1→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

8ビットレジスタRdの内容（デスティネーションオペランド）に1を加算し、結果を8ビットレジスタRdに格

納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

↔
 

－ 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

オーバフローはH'7F＋1→H'80のとき発生します。 
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2.2.53 INC (W) INCrement インクリメント 

 

（1） アセンブラフォーマット 

INC.W #1,Rd 

INC.W #2,Rd 

（2） オペレーション 

Rd＋1→Rd 

Rd＋2→Rd 

（3） オペランドサイズ 

ワード 

（4） 説明 

16ビットレジスタRdの内容（デスティネーションオペランド）に1または2を加算し、結果を16ビットレジス

タRdに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

↔
 

－ 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0～R7、E0～E7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

オーバフローはH'7FFF＋1→H'8000、 H'7FFF＋2→H'8001、 H'7FFE＋2→H'8000のとき発生します。 
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2.2.54 INC (L) INCrement インクリメント 

 

（1） アセンブラフォーマット 

INC.L #1,ERd 

INC.L #2,ERd 

（2） オペレーション 

ERd＋1→ERd 

ERd＋2→ERd 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

32ビットレジスタERdの内容（デスティネーションオペランド）に1または2を加算し、結果を32ビットレジ

スタERdに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

↔
 

－ 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

オーバフローはH'7FFFFFFF＋1→H'80000000, H'7FFFFFFF＋2→H'80000001, H'7FFFFFFE＋2→H'80000000の

とき発生します。 
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2.2.55 JMP JuMP 無条件ジャンプ 

 

（1） アセンブラフォーマット 

JMP ＜EA＞ 

［例］ JMP @ラベル：24 

    JMP @@ラベル：7 

（2） オペレーション 

実効アドレス→PC 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

指定された実効アドレスに無条件に分岐します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

分岐アドレス レジスタ間接 

 絶対アドレス（24ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 メモリ間接 

 拡張メモリ間接 

 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-103 

  RJJ09B0048-0400 

2.2.56 JSR Jump to SubRoutine サブルーチンジャンプ 

 

（1） アセンブラフォーマット 

JSR ＜EA＞ 

［例］ JSR @ラベル：32 

    JSR @@ラベル：8 

（2） オペレーション 

PC→＠－SP 

実効アドレス→PC 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

PCの内容をリスタートアドレスとしてスタックに退避し、指定された実効アドレスに分岐します。退避され

るPC値は本命令の直後の命令の先頭アドレスになります。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

分岐アドレス レジスタ間接 

 絶対アドレス（24ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 

 メモリ間接 

 拡張メモリ間接 
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2.2.57 LDC(B) LoaD to Control register CCR転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

LDC.B ＜EAs＞,CCR 

（2） オペレーション 

（EAs）→CCR 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

ソースオペランドをCCRに転送します。なお、本命令の実行終了時点では、NMIを含めてすべての割り込み

は受け付けられません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

I ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

H ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

N ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

Z ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

V ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

C ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース R0L～R7L、R0H～R7H 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 8ビットイミディエイト 
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2.2.58 LDC(B) LoaD to Control register EXR転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

LDC.B ＜EAs＞,EXR 

（2） オペレーション 

（EAs）→EXR 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

ソースオペランドをEXRに転送します。なお、本命令の実行終了後3ステートの間は、NMIを含めてすべての

割り込みは受け付けられません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース R0L～R7L、R0H～R7H 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 8ビットイミディエイト 
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2.2.59 LDC(W) LoaD to Control register CCR転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

LDC.W ＜EAs＞,CCR 

（2） オペレーション 

（EAs）→CCR 

（3） オペランドサイズ 

ワード 

（4） 説明 

ソースオペランドをCCRに転送します。CCRはバイトサイズですが転送はワードサイズで行われ、先頭アド

レスの内容がCCRに格納されます。なお、本命令の実行終了時点では、NMIを含めてすべての割り込みは受

け付けられません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

I ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

H ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

N ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

Z ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

V ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

C ：ソースオペランドの対応するビットの値が格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ間接 

 ディスプレースメント付レジスタ間接 

 ポストインクリメントレジスタ間接 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 
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2.2.60 LDC(W) LoaD to Control register EXR転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

LDC.W ＜EAs＞,EXR 

（2） オペレーション 

（EAs）→EXR 

（3） オペランドサイズ 

ワード 

（4） 説明 

ソースオペランドをEXRに転送します。EXRはバイトサイズですが転送はワードサイズで行われ、先頭アド

レスの内容がEXRに格納されます。なお、本命令の実行終了時点では、NMIを含めてすべての割り込みは受

け付けられません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ間接 

 ディスプレースメント付レジスタ間接 

 ポストインクリメントレジスタ間接 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 
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2.2.61 LDC(L) Load to Control register ベースレジスタ転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

LDC.L ERs,VBR 

LDC.L ERs,SBR 

（2） オペレーション 

ERs→VBR 

ERs→SBR 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

32ビットレジスタERsの内容をベースレジスタ（VBR,SBR）に転送します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.62 LDM LoaD to Multiple register スタックよりデータ復帰 

 

（1） アセンブラフォーマット 

LDM.L @SP+,＜レジスタリスト＞ 

（2） オペレーション 

@SP+→ERn（レジスタ群） 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

退避されたデータを、スタックからレジスタリストで指定した複数のレジスタに復帰します。復帰はレジス

タ番号の大きい順に行われます。1命令で復帰できるレジスタ数は2本、3本、4本です。連続した番号のもの

に限定されます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

レジスタ群 ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

レジスタ群 レジスタ直接（ERn－ERn+1） 

 レジスタ直接（ERn－ERn+2） 

 レジスタ直接（ERn－ERn+3） 

 

（8） 注意事項 

1. ER7を指定した場合、スタックからのリードは行われますが、ER7へは格納されません。 

2. ER0とER7は連続した番号と見なしません。 
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2.2.63 LDMAC LoaD to MAC register MACレジスタ転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

LDMAC ERs,MACレジスタ 

（2） オペレーション 

ERs→MACH 

または 

ERs→MACL 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

汎用レジスタの内容をMACレジスタ（MACH、MACL）に転送します。 

MACHへの転送では、汎用レジスタの下位10ビットのみ転送されます。 

【乗算器サポート時のみ】 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

本命令を実行することで、乗算器内部のオーバフローフラグは0にクリアされます。 
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2.2.64 MAC Multiply and ACcumulate 積和演算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MAC @ERn+,@ERm+ 

（2） オペレーション 

（EAn）×（EAm）＋MACレジスタ→MACレジスタ 

ERn＋2→ERn 

ERm＋2→ERm 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

汎用レジスタERnとERmの内容をアドレスとする16ビットオペランドを符号付きで乗算し、結果の32ビット

とMACレジスタの内容とを加算し、結果をMACレジスタに格納します。演算後ERnとERmの内容をともに＋

2します。また、システムコントロールレジスタ（SYSCR）のMACSビットにより、飽和／非飽和演算を切り

替えることができます。 

非飽和演算のときは、連結したMACH、MACLレジスタに結果の42ビットを格納します。MACHレジスタの

上位22ビットにはビット41の内容を転送（符号拡張）します。 

飽和演算のときは、MACLレジスタのみ有効となり、結果の範囲をH'80000000（最小値）からH'7FFFFFFF（最

大値）までに制限します。結果が負の方向にオーバフローしたときはH'80000000（最小値）を、正の方向に

オーバフローしたときはH'7FFFFFFF（最大値）をMACLレジスタに格納します。MACHレジスタの最下位ビ

ットは、乗算器内部のオーバフローフラグ（V-MULT）を示します。その他のビットは保持されます。 

詳細は、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 

【乗算器サポート時のみ】 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

汎用レジスタ ポストインクリメントレジスタ間接 

 

（8） 注意事項 

1. MAC命令の演算結果を示すフラグ（N、Z、V）はSTMAC命令によりCCRに反映できます。 

2. ERnとERmが同じレジスタの場合、実行アドレスはERnとERn＋2になります。また演算後のERnの値は

ERn＋4になります。 

3. MAC命令実行中にMACSビットを書き替えた場合、演算結果は保証されません。 

 

（9） MAC命令のフラグ変化について 

乗算器内部にはCCRとは別にMAC命令の結果を反映するN-MULT、Z-MULT、V-MULTフラグを持っていま

す。これらのフラグはSTMAC命令の実行でのみ、CCRのN、Z、Vフラグに反映されます。 

N-MULT、Z-MULTはMAC命令でのみ更新されます。V-MULTはCLRMACまたはLDMAC命令実行まで、過

去にオーバフローしたかどうかを保持します。 

以下にフラグのセット／クリア条件を示します。 
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N-MULT（ネガティブフラグ） 

飽和演算 （セット条件） MAC命令の結果、MACLレジスタのビット 31が 1のとき 

 （クリア条件） MAC命令の結果、MACLレジスタのビット 31が 0のとき 

非飽和演算 （セット条件） MAC命令の結果、MACHレジスタのビット 41が 1のとき 

 （クリア条件） MAC命令の結果、MACHレジスタのビット 41が 0のとき 

 

Z-MULT（ゼロフラグ） 

飽和演算 （セット条件） MAC命令の結果、MACLレジスタがゼロのとき 

 （クリア条件） MAC命令の結果、MACLレジスタがゼロでないとき 

非飽和演算 （セット条件） MAC命令の結果、MACH、MACLレジスタがともにゼロのとき 

 （クリア条件） MAC命令の結果、MACH、MACLレジスタの少なくともどちらかがゼロでないとき 

 

V-MULT（オーバフローフラグ） 

飽和演算 （セット条件） MAC命令の結果が範囲 H'80000000（最小値）～H'7FFFFFFF（最大値）を超えたと

き 

 （クリア条件） CLRMACまたは LDMAC命令を実行したとき* 

非飽和演算 （セット条件） MAC命令の結果が範囲 H'20000000000（最小値）～H'1FFFFFFFFFF（最大値）を

超えたとき 

 （クリア条件） CLRMACまたは LDMAC命令を実行したとき* 

【注】 * MAC命令の結果が範囲内に収まったとしても、クリアはされません。 

 

なお、飽和／非飽和演算の切り替え、および乗算命令（MULXU, MULXS）実行によるN-MULT、Z-MULT、

V-MULTフラグの変化はありません。 

 

（動作例） 

CLRMAC 

MAC  @ER1+,@ER2+ 

MAC  @ER1+,@ER2+    ←オーバフロー発生 

： 

MAC  @ER1+,@ER2+    ←演算結果＝0 

NOP 

STMAC MACH,ER3       ←CCR（N=0, Z=1, V=1） 

CLRMAC 

STMAC MACH,ER3      ←CCR（N=0, Z=1, V=0） 
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2.2.65 MOV MOVe data 転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MOV.Sz ＜EAs＞,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAs＞→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

ソースオペランド＜EAs＞をデスティネーションのロケーションに格納します。このとき、転送するデータ

を検査し、その結果をCCRに反映します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：転送データが負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：転送データがゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

 ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

#x：3(1-7)

#x：4

#x：8

#x：16

#x：32

Rs

@ERs

@(d：2,ERs)

@(d：16,ERs)

@(d：32,ERs)

@ERs+

@ERs-

@+ERs

@-ERs

@(d：16,RsL.B)

@(d：16,Rs.W)

@(d：16,ERs.L)

@(d：32,RsL.B)

@(d：32,Rs.W)

@(d：32,ERs.L)

@aa：8

@aa：16

@aa：32
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2.2.66 MOVA MOVe effective Address 実効アドレス転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MOVA/Sz @（d,＜EAs＞）, ERd 

（2） オペレーション 

d＋＜EAs＞→ERd 

（3） オペランドサイズ 

インデックス：バイト、ワード 

（4） 説明 

ソースオペランド（インデックス）をゼロ拡張し、指定されたビット数左シフトして、ディスプレースメン

トと加算し、実効アドレスを生成します。結果を32ビットレジスタERdに格納します。 

MOVA/Bは、生成した実効アドレスに対しバイトサイズでアクセスする場合に使用し、上記左シフトは行い

ません。 

MOVA/Wは、生成した実効アドレスに対しワードサイズでアクセスする場合に使用し、上記左シフトは1ビ

ットです。 

MOVA/Lは、生成した実効アドレスに対しロングワードサイズでアクセスする場合に使用し、上記左シフト

は2ビットです。 

［使用例］ 

  MOV A/L @(H'FFFFFF00,R0L.B), ER1 

  MOV.L @ER1,ER2 

ソースオペランドはバイト／ワードの指定が可能であり、これはMOVA/B,W,Lと独立です。以下に例を示し

ます。 

［例］ 

MOVA/L       @(H'FFFFFF00, @(H'FFFFF000,R0.W).B),ER1

実効アドレスを
使用する場合の
サイズを指定します。

ソースオペランドを
指定します。

ソースオペランドの
サイズを指定します。

 

この例の場合、 

  MOV.B @(H'FFFFF000,R0.W),R1L 

  MOVA/L @(H'FFFFFF00,R1L.B),ER1 

と同じ動作になります。 
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（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース アドレスレジスタ ER0～ER7 

（インデックス） インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

（インデックス） レジスタ間接 

 ディスプレースメント付レジスタ間接 

 ディスプレースメント付インデックスレジスタ間接 

 ポストインクリメントレジスタ間接 

 ポストデクリメントレジスタ間接 

 プリインクリメントレジスタ間接 

 プリデクリメントレジスタ間接 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

ソース（インデックス）のアドレッシングモードがレジスタ直接の場合、ソースとデスティネーションの汎用

レジスタ番号が同一であると、短縮形の命令コードを使用することができます。詳細は、「2.4 命令コード一覧」

を参照してください。 

［例］ MOVA/W @(H’FFFF8000,R1L.B),ER1 
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2.2.67 MOVFPE MOVe From Peripheral with E clock E同期データ転送 
 

（1） アセンブラフォーマット 

MOVFPE ＠aa:16,Rd 

（2） オペレーション 

（EAs）→ Rd 

   E同期 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

16ビット絶対アドレスで指定されるメモリの内容を、Eクロックに同期したタイミングで汎用レジスタRdに

転送します。このとき転送するデータを検査し、結果をCCRに反映します。 

【注】 Eクロック出力端子を備えていない製品およびシングルチップモードでは、本命令を使用しないでください。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：転送データが負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：転送データが0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース 絶対アドレス（16ビット） 

デスティネーション レジスタ直接 
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（8） 注意事項 

1. 本命令では、上記以外のアドレッシングモードおよびワードサイズ／ロングワードサイズのデータは扱

えません。 

2. 本命令のデータ転送についての詳細は、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.68 MOVMD(B) MOVe Multiple Data ブロック転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MOVMD.B 

（2） オペレーション 

Repeat @ER5＋→@ER6＋ 

   R4－1→R4 

Until  R4＝0 

（3） オペランドサイズ 

転送データ：バイト 

（4） 説明 

ブロック転送命令です。データ転送は バイトサイズデータの連続転送です。ER5で示されるメモリ上のデー

タをER6で示されるメモリへ転送し、ER5、ER6の値をインクリメント、R4の値をデクリメントします。R4

の内容が0（ゼロ）になるまでこの動作を繰り返します。その後、次の命令を実行します。転送数は、R4で

指定します（0は65536回と見なします）。MOVMD命令実行中に割り込み要求が発生すると、転送中の1バイ

トの転送終了後、割り込み例外処理を実行します。この割り込み例外処理時にスタックされるPCの値は、本

命令のアドレスになっています。割り込み処理ルーチンからの復帰後に残りの転送を継続します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます 
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2.2.69 MOVMD(W) MOVe Multiple Data ブロック転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MOVMD.W 

（2） オペレーション 

Repeat @ER5＋→@ER6＋ 

   R4－1→R4 

Until  R4＝0 

（3） オペランドサイズ 

転送データ：ワード 

（4） 説明 

ブロック転送命令です。データ転送はワードサイズデータの連続転送です。ER5で示されるメモリ上のデー

タをER6で示されるメモリへ転送し、ER5、ER6の値を＋2インクリメント、R4の値をデクリメントします。

R4の内容が0（ゼロ）になるまでこの動作を繰り返します。その後、次の命令を実行します。転送数は、R4

で指定します（0は65536回と見なします）。MOVMD命令実行中に割り込み要求が発生すると、転送中の1

ワードの転送終了後、割り込み例外処理を実行します。この割り込み例外処理時にスタックされるPCの値は、

本命令のアドレスになっています。割り込み処理ルーチンからの復帰後に残りの転送を継続します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 
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2.2.70 MOVMD(L) MOVe Multiple Data ブロック転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MOVMD.L 

（2） オペレーション 

Repeat @ER5＋→@ER6＋ 

   R4－1→R4 

Until R4＝0 

（3） オペランドサイズ 

転送データ：ロングワード 

（4） 説明 

ブロック転送命令です。データ転送はロングワードサイズデータの連続転送です。ER5で示されるメモリ上

のデータをER6で示されるメモリへ転送し、ER5、ER6の値を＋4インクリメント、R4の値をデクリメントし

ます。R4の内容が0（ゼロ）になるまでこの動作を繰り返します。その後、次の命令を実行します。転送数

は、R4で指定します（0は65536回と見なします）。MOVMD命令実行中に割り込み要求が発生すると、転送

中の1ロングワードの転送終了後、割り込み例外処理を実行します。この割り込み例外処理時にスタックされ

るPCの値は、本命令のアドレスになっています。割り込み処理ルーチンからの復帰後に残りの転送を継続し

ます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 
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2.2.71 MOVSD MOVe String Data ブロック転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MOVSD disp 

（2） オペレーション 

  Repeat @ER5＋→@ER6 

   if @ER6==0 then｛ 

      ER6＋1→ER6 

         R4－1→R4 

         goto next ＋disp 

     ｝ 

     ER6＋1→ER6 

   R4－1→R4 

  Until R4＝0 

（3） オペランドサイズ 

転送データ：バイト 

（4） 説明 

ブロック転送命令です。データ転送はバイトサイズデータの連続転送です。ER5で示されるメモリ上のデー

タをER6で示されるメモリへ転送し、ER5、ER6の値をインクリメント、R4の値をデクリメントします。その

後、次の命令を実行します。ゼロ（H'00）データを転送した時点で転送を終了し、PCにディスプレースメン

トを加えたアドレスに分岐します。アドレス計算に用いられるPCの値は本命令の直後の命令の先頭アドレス

です。ディスプレースメントは符号付16ビットデータです。最大の転送数は、R4で指定します（0は65536回

と見なします）。R4の内容が0（ゼロ）になるまで上記の動作を繰り返します。MOVSD命令実行中に割り込

み要求が発生すると、転送中の1バイト転送終了後、割り込み例外処理を実行します。この割り込み例外処理

時にスタックされるPCの値は、本命令のアドレスになっています。割り込み処理ルーチンからの復帰後に残

りの転送を継続します。 
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（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-126 

RJJ09B0048-0400  

2.2.72 MOVTPE MOVe To Peripheral with E clock E同期データ転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MOVTPE Rs,＠aa:16 

（2） オペレーション 

Rs →（EAd） 

 E同期 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

汎用レジスタRsの内容（ソースオペランド）を、Eクロックに同期したタイミングで、16ビット絶対アドレ

スで指定されるデスティネーションオペランドのロケーションに転送します。このとき転送するデータを検

査し、結果をCCRに反映します。 

【注】 Eクロック出力端子を備えていない製品およびシングルチップモードでは、本命令を使用しないでください。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：転送データが負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：転送データが0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース R0L～R7L、R0H～R7H 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

デスティネーション 絶対アドレス（16ビット） 
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（8） 注意事項 

1. 本命令では、上記以外のアドレッシングモードおよびワードサイズ／ロングワードサイズのデータは扱

えません。 

2. 本命令のデータ転送についての詳細は、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.73 MULS MULtiply as Signed 符号付き乗算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MULS.W/L Rs,Rd 

MULS.W/L #xx:4,Rd 

（2） オペレーション 

Rd×Rs→Rd 

Rd×#IMM→Rd 

（3） オペランドサイズ 

ワード、ロングワード 

（4） 説明 

16/32ビットレジスタRdの内容と、16/32ビットレジスタRsの内容または4ビットイミディエイトを符号付き乗

算し、結果（下位16/32ビットのみ）を16/32ビットレジスタRdに格納します（上位16/32ビットは無視されま

す。Z、Nフラグも上位16/32ビットの内容は無視して、下位16/32ビットの内容に従って変化します）。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

－ － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果（Rdに格納される内容）が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果（Rdに格納される内容）が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされ

ます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 4ビットイミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 

 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-130 

RJJ09B0048-0400  

2.2.74 MULS/U MULtiply as Signed 符号付き乗算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MULS/U.L Rs,Rd 

MULS/U.L #xx:4,Rd 

（2） オペレーション 

Rd×Rs→Rd（上位32ビット） 

Rd×#IMM→Rd（上位32ビット） 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

32ビットレジスタRdの内容と、32ビットレジスタRsの内容または4ビットイミディエイトを符号付き乗算し、

結果の上位32ビットを32ビットレジスタRdに格納します（下位32ビットは無視されます。Z、Nフラグも下位

32ビットの内容は無視して、上位32ビットの内容に従って変化します）。 

【乗算器サポート時のみ】 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

－ － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果（Rdに格納される内容）が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果（Rdに格納される内容）が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされ

ます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース ER0～ER7 

デスティネーション ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 4ビットイミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.75 MULU MULtiply as Unsigned 符号なし乗算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MULU.W/L Rs,Rd 

MULU.W/L #xx:4,Rd 

（2） オペレーション 

Rd×Rs→Rd 

Rd×#IMM→Rd 

（3） オペランドサイズ 

ワード、ロングワード 

（4） 説明 

16/32ビットレジスタRdの内容と、16/32ビットレジスタRsの内容または4ビットイミディエイトを符号なし乗

算し、結果（下位16/32ビットのみ）を16/32ビットレジスタRdに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 4ビットイミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.76 MULU/U MULtiply as Unsigned 符号なし乗算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MULU/U.L Rs,Rd 

MULU/U.L #xx:4,Rd 

（2） オペレーション 

Rd×Rs→Rd（上位32ビット） 

Rd×#IMM→Rd（上位32ビット） 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

32ビットレジスタRdの内容と、32ビットレジスタRsの内容または4ビットイミディエイトを符号なし乗算し、

結果の上位32ビットを32ビットレジスタRdに格納します。 

【乗算器サポート時のみ】 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース ER0～ER7 

デスティネーション ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 4ビットイミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.77 MULXS MULtiply eXtend as Signed 符号付き乗算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MULXS.B/W Rs,Rd 

MULXS.B/W #xx:4,Rd 

（2） オペレーション 

Rd×Rs→Rd 

Rd×#IMM→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード 

（4） 説明 

デスティネーションレジスタRdの内容の下位8ビットまたは16ビットと、ソースオペランドを符号付き乗算

し、結果（16または32ビット）をデスティネーションレジスタに格納します。乗算は、バイトサイズのとき、

8ビット×8ビット→16ビット、ワードサイズのとき、16ビット×16ビット→32ビットで行われます。ソース

のアドレッシングモードが4ビットイミディエイトの場合は、8ビットまたは16ビットに符号なし拡張されま

す。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

－ － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

 ワード R0～R7、E0～E7 

デスティネーション バイト R0～R7、E0～E7 

 ワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 4ビットイミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.78 MULXU MULtiply eXtend as Unsigned 符号なし乗算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

MULXU.B/W Rs,Rd 

MULXU.B/W #xx:4,Rd 

（2） オペレーション 

Rd×Rs→Rd 

Rd×#IMM→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード 

（4） 説明 

デスティネーションレジスタRdの内容の下位8ビットまたは16ビットと、ソースオペランドを符号なし乗算

し、結果（16または32ビット）をデスティネーションレジスタに格納します。乗算は、バイトサイズのとき、

8ビット×8ビット→16ビット、ワードサイズのとき、16ビット×16ビット→32ビットで行われます。ソース

のアドレッシングモードが4ビットイミディエイトの場合は、8ビットまたは16ビットに符号なし拡張されま

す。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

 ワード R0～R7、E0～E7 

デスティネーション バイト R0～R7、E0～E7 

 ワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接 

 4ビットイミディエイト 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.79 NEG NEGate 2進符号反転 

 

（1） アセンブラフォーマット 

NEG.Sz ＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

0－＜EAd＞→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）を2の補数をとり、結

果をデスティネーションのロケーションに格納します。ただし、実行前のデスティネーションオペランドが、

H'80、H'8000、H'80000000の場合の結果は、H'80、H'8000、H'80000000となり、オーバフローが発生します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － ↔
 

－ ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

H ：最上位ビットから4ビット目（ビット27、ビット11、ビット3）にボローが発生したとき1にセットされ、

それ以外のときは0にクリアされます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したときは1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：最上位ビット（ビット31、ビット15、ビット7）にボローが発生したとき1にセットされ、それ以外のと

きは0にクリアされます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
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2.2.80 NOP No OPeration 無操作 

 

（1） アセンブラフォーマット 

NOP 

（2） オペレーション 

PC＋2→PC 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

PCのインクリメントのみを行い、次の命令に実行が移ります。CPUの内部状態には影響を与えません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 
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2.2.81 NOT NOT=logical complement 論理反転 

 

（1） アセンブラフォーマット 

NOT.Sz ＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

～＜EAd＞→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）を1の補数をとり、結

果をデスティネーションのロケーションに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
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2.2.82 OR inclusive OR logical 論理和 

 

（1） アセンブラフォーマット 

OR.Sz ＜EAs＞,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞∨＜EAs＞→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）とソースオペランド 

＜EAs＞の論理和をとり、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

 ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
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2.2.83 ORC inclusive OR Control register CCRとの論理和 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ORC #xx:8,CCR 

（2） オペレーション 

CCR∨#IMM→CCR 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

CCRの内容とイミディエイトデータの論理和をとり、結果をCCRに格納します。なお、本命令の実行終了時

点では、NMIを含めてすべての割り込みは受け付けられません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

I ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

UI ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

H ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

U ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

N ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

Z ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

V ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

C ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

（6） 使用可能なアドレッシングモード 

イミディエイト 
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2.2.84 ORC inclusive OR Control register EXRとの論理和 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ORC #xx:8,EXR 

（2） オペレーション 

EXR∨#IMM→EXR 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

EXRの内容とイミディエイトデータの論理和をとり、結果をEXRに格納します。なお、本命令の実行終了時

点では、NMIを含めてすべての割り込みは受け付けられません。 

（5） コンディションコード 

 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能なアドレッシングモード 

イミディエイト 
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2.2.85 POP (W) POP data スタックよりデータ復帰 

 

（1） アセンブラフォーマット 

POP.W Rn 

（2） オペレーション 

＠SP＋→Rn 

（3） オペランドサイズ 

ワード 

（4） 説明 

スタックから16ビットレジスタRnへデータを復帰します。このとき復帰するデータを検査し、その結果を

CCRに反映します。 

（5） コンディションコード 

 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：転送データが負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：転送データが0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0～R7、E0～E7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

本命令は、MOV.W ＠SP＋,Rnと同一です。 
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2.2.86 POP (L) POP data スタックよりデータ復帰 

 

（1） アセンブラフォーマット 

POP.L ERn 

（2） オペレーション 

＠SP＋→ERn 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

スタックから32ビットレジスタERnへデータを復帰します。このとき復帰するデータを検査し、その結果を

CCRに反映します。 

（5） コンディションコード 

 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：転送データが負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：転送データが0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

本命令は、MOV.L ＠SP＋,ERnと同一です。 
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2.2.87 PUSH (W) PUSH data スタックへデータ退避 

 

（1） アセンブラフォーマット 

PUSH.W Rn 

（2） オペレーション 

Rn→＠－SP 

（3） オペランドサイズ 

ワード 

（4） 説明 

16ビットレジスタRnの内容をスタックに退避します。このとき退避するデータを検査し、その結果をCCRに

反映します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：転送データが負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：転送データが0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0～R7、E0～E7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

1. 本命令は、MOV.W Rn,＠－SPと同一です。 

2. PUSH.W R7または、PUSH.W E7を実行すると実効アドレス計算（ER7－2→ER7実行）後のR7またはE7

がスタックに退避されます。 
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2.2.88 PUSH (L) PUSH data スタックへデータ退避 

 

（1） アセンブラフォーマット 

PUSH.L ERn 

（2） オペレーション 

ERn→＠－SP 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

32ビットレジスタERnの内容をスタックに退避します。このとき退避するデータを検査し、その結果をCCR

に反映します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：転送データが負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：転送データが0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

1. 本命令は、MOV.L ERn,＠－SPと同一です。 

2. PUSH.L ER7を実行すると実効アドレス計算（ER7－4→ER7実行）後のER7がスタックに退避されます。 
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2.2.89 ROTL ROTate Left ローテート 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ROTL.Sz ＜EAd＞ 

ROTL.Sz #2,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞（左ローテート）→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）のビット群を、左方

向に1ビットまたは2ビットローテートし、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。ローテ

ートしてシフトアウトしたビットは下位ビットに戻り、最後にシフトアウトしたビットはキャリフラグに格

納されます。 

 

MSB

C

LSB

EAd
 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 

ローテートビット数：イミディエイト 
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（8） 注意事項 

@aa:8/@aa:16のアクセス範囲については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.90 ROTR ROTate Right ローテート 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ROTR.Sz ＜EAd＞ 

ROTR.Sz #2,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞（右ローテート）→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）のビット群を、右方

向に1ビットまたは2ビットローテートし、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。ローテ

ートしてシフトアウトしたビットは上位ビットに戻り、最後にシフトアウトしたビットはキャリフラグに格

納されます。 

 

MSB

C

LSB

EAd
 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 

ローテートビット数：イミディエイト 
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2.2.91 ROTXL ROTate with eXtend carry Left キャリ付ローテート 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ROTXL.Sz ＜EAd＞ 

ROTXL.Sz #2,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞（キャリ付き左ローテート）→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）のビット群を、キャ

リフラグを含めて左方向に1ビットまたは2ビットローテートし、結果をデスティネーションのロケーション

に格納します。キャリフラグと、2ビットローテートの場合はシフトアウトしたビットが下位ビットに戻り、

最後にシフトアウトしたビットはキャリフラグに格納されます。 

 

MSB

C

LSB

EAd
 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-155 

  RJJ09B0048-0400 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 

ローテートビット数：イミディエイト 
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2.2.92 ROTXR ROTate with eXtend carry Right キャリ付ローテート 

 

（1） アセンブラフォーマット 

ROTXR.Sz ＜EAd＞ 

ROTXR.Sz #2,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞（キャリ付き右ローテート）→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）のビット群を、キャ

リフラグを含めて右方向に1ビットまたは2ビットローテートし、結果をデスティネーションのロケーション

に格納します。キャリフラグと、2ビットローテートの場合はシフトアウトしたビットが上位ビットに戻り、

最後にシフトアウトしたビットはキャリフラグに格納されます。 

 

MSB

C

LSB

EAd
 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 

ローテートビット数：イミディエイト 
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2.2.93 RTE ReTurn from Exception 例外処理からのリターン 

 

（1） アセンブラフォーマット 

RTE 

（2） オペレーション 

• EXRが有効のとき、またはマキシマムモードのとき 

＠SP＋→EXR 

＠SP＋→CCR 

＠SP＋→PC 

 

• 上記以外のとき 

＠SP＋→CCR 

＠SP＋→PC 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

例外処理ルーチンから復帰します。スタックからEXR、CCRとPCを復帰し、復帰したPCが示すアドレスから

処理を行います。本命令を実行する直前のCCRおよびPCの内容は失われます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

I ：スタックの内容の対応するビットの値が格 納されます。 

UI ：スタックの内容の対応するビットの値が格 納されます。 

H ：スタックの内容の対応するビットの値が格 納されます。 

U ：スタックの内容の対応するビットの値が格 納されます。 

N ：スタックの内容の対応するビットの値が格 納されます。 

Z ：スタックの内容の対応するビットの値が格 納されます。 

V ：スタックの内容の対応するビットの値が格 納されます。 

C ：スタックの内容の対応するビットの値が格 納されます。 
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2.2.94 RTE/L Load to registers and ReTurn from Exception データ復帰付き例外処理からのリターン 

 

（1） アセンブラフォーマット 

RTE/L ＜レジスタリスト＞ 

（2） オペレーション 

• EXRが有効のとき、またはマキシマムモードのとき 

＠SP＋→ERn（レジスタ群） 

＠SP＋→EXR 

＠SP＋→CCR 

＠SP＋→PC 

 

• 上記以外のとき 

＠SP＋→ERn（レジスタ群） 

＠SP＋→CCR 

＠SP＋→PC 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

スタックから退避したデータをレジスタリストで指定した複数のレジスタに復帰し、更にスタックからEXR、

CCR、PCを復帰し、復帰したPCが示すアドレスから処理を行います。複数の汎用レジスタを復帰する場合、

レジスタ番号の大きい順に復帰を行います。復帰できるレジスタ数は、1～4本です。連続した番号のものに

限定されます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － ↔
 

－ ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

H ：スタックの内容の対応するビットの値が格納されます。 

N ：スタックの内容の対応するビットの値が格納されます。 

Z ：スタックの内容の対応するビットの値が格納されます。 

V ：スタックの内容の対応するビットの値が格納されます。 

C ：スタックの内容の対応するビットの値が格納されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

レジスタ群 ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

レジスタ群 レジスタ直接（ERn） 

 レジスタ直接（ERn－ERn+1） 

 レジスタ直接（ERn－ERn+2） 

 レジスタ直接（ERn－ERn+3） 

 

（8） 注意事項 

1. ER7を指定した場合、スタックからのリードは行われますが、ER7へは格納されません。 

2. ER0とER7は連続した番号と見なしません。 
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2.2.95 RTS ReTurn from Subroutine サブルーチンリターン 

 

（1） アセンブラフォーマット 

RTS 

（2） オペレーション 

＠SP＋→PC 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

サブルーチンから復帰します。スタックからPCを復帰し、復帰したPCが示すアドレスから処理を行います。

本命令を実行する直前のPCの内容は失われます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 
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2.2.96 RTS/L Load to registers and ReTurn from Subroutine データ復帰付きサブルーチンリターン 

 

（1） アセンブラフォーマット 

RTS/L ＜レジスタリスト＞ 

（2） オペレーション 

＠SP＋→ERn（レジスタ群） 

＠SP＋→PC 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

スタックから退避したデータを、レジスタリストで指定した複数のレジスタに復帰し、更に、スタックから

PCを復帰し、復帰したPCが示すアドレスから処理を行います。複数の汎用レジスタを復帰する場合、レジス

タ番号の大きい順に復帰を行います。復帰できるレジスタ数は1～4本です。連続した番号のものに限定され

ます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

レジスタ群 ER0～ER6 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

レジスタ群 レジスタ直接（ERn） 

 レジスタ直接（ERn－ERn+1） 

 レジスタ直接（ERn－ERn+2） 

 レジスタ直接（ERn－ERn+3） 
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（8） 注意事項 

1. ER7を指定した場合、スタックからのリードは行われますが、ER7へは格納されません。 

2. ER0とER7は連続した番号と見なしません。 
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2.2.97 SHAL SHift Arithmetic Left 算術シフト 

 

（1） アセンブラフォーマット 

SHAL.Sz ＜EAd＞ 

SHAL.Sz #2,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞（左算術シフト）→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）のビット群を、算術

的に左方向へ1ビットまたは2ビットシフトし、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。下

位ビットには0が格納されます。最後にシフトアウトしたビットはキャリフラグに格納されます。 

 

MSB

C
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0EAd
 

 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したときは1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 

シフトビット数：イミディエイト 
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2.2.98 SHAR SHift Arithmetic Right 算術シフト 

 

（1） アセンブラフォーマット 

SHAR.Sz ＜EAd＞ 

SHAR.Sz #2,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞（右算術シフト）→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）のビット群を、算術

的に右方向へ1ビットまたは2ビットシフトし、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。上

位ビットには、シフト前の最上位ビット（符号ビット）が格納され、符号変化は起こりません。最後にシフ

トアウトしたビットはキャリフラグに格納されます。 

 

MSB
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（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 
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（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 

シフトビット数：イミディエイト 
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2.2.99 SHLL（1） SHift Logical Left 論理シフト 

 

（1） アセンブラフォーマット 

SHLL.Sz Rn,Rd 

SHLL.Sz #xx:5,Rd 

（2） オペレーション 

Rd（左論理シフト）→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションレジスタRdの内容（デスティネーションオペランド）のビット群を、左方向へ指定され

たビット数シフトし、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。下位ビットには0が格納され

ます。最後にシフトアウトしたビットはキャリフラグに格納されます。シフトビット数は、イミディエイト

データまたは汎用レジスタRnの内容で指定され、下位5ビットが有効です。シフトビット数を汎用レジスタ

Rnで指定する場合、8ビットレジスタとして指定します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

シフトビット数指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

デスティネーション バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

 ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

シフトビット数 イミディエイト 

 レジスタ直接 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

シフトビット数により、実行ステート数が異なります。 
 

シフトビット数 実行ステート数* 

0、1、2、4、5、6、8、9、10、16、17、18 2 

3、7、11、12、13、14、15、19、20、21、22、23、24、25、26、27 3 

28、29、30、31 4 

【注】 * 命令コードが内蔵メモリに存在するときの値 
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2.2.100 SHLL（2） SHift Logical Left 論理シフト 

 

（1） アセンブラフォーマット 

SHLL.Sz ＜EAd＞ 

SHLL.Sz #n,＜EAd＞    （n＝2、4、8、16） 

（2） オペレーション 

＜EAd＞（左論理シフト）→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）のビット群を、左方

向へ1ビットまたは指定されたビット数シフトし、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。

下位ビットには0が格納されます。最後にシフトアウトしたビットはキャリフラグに格納されます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 

シフトビット数：イミディエイト 

 

－ BWL BWL BWL BWL BWL BWL BWL BWL BWL BWL BWL BWL BWL BWL BWL B BWL BWL

ソース

デスティネーション

R
d

@
E

R
d

@
(d
：

2,
E

R
d)

@
(d
：

16
,E

R
d)

@
(d
：

32
,E

R
d)

@
E

R
d+

@
E

R
d-

@
+E

R
d

@
-E

R
d

@
(d
：

16
,R

dL
.B

)

@
(d
：

16
,R

d.
W

)

@
(d
：

16
,E

R
d.

L)

@
(d
：

32
,R

dL
.B

)

@
(d
：

32
,R

d.
W

)

@
(d
：

32
,E

R
d.

L)

@
aa
：

8

@
aa
：

16

@
aa
：

32

 
 



2. 各命令の説明 

Rev.4.00  2008.09.02  2-172 

RJJ09B0048-0400  

2.2.101 SHLR（1） SHift Logical Right 論理シフト 

 

（1） アセンブラフォーマット 

SHLR.Sz Rn,Rd 

SHLR.Sz #xx:5,Rd 

（2） オペレーション 

Rd（右論理シフト）→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションレジスタRdの内容（デスティネーションオペランド）のビット群を、右方向へ指定され

たビット数シフトし、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。上位ビットには0が格納され

ます。最後にシフトアウトしたビットはキャリフラグに格納されます。シフトビット数は、イミディエイト

データまたは汎用レジスタRnの内容で指定され、下位5ビットが有効です。シフトビット数を汎用レジスタ

Rnで指定する場合、8ビットレジスタとして指定します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

シフトビット数指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

デスティネーション バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

 ワード R0～R7、E0～E7 

 ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

シフトビット数 イミディエイト 

 レジスタ直接 

デスティネーション レジスタ直接 

 

（8） 注意事項 

シフトビット数により、実行ステート数が異なります。 
 

シフトビット数 実行ステート数* 

0、1、2、4、5、6、8、9、10、16、17、18 2 

3、7、11、12、13、14、15、19、20、21、22、23、24、25、26、27 3 

28、29、30、31 4 

【注】 * 命令コードが内蔵メモリに存在するときの値 
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2.2.102 SHLR（2） SHift Logical Right 論理シフト 

 

（1） アセンブラフォーマット 

SHLR.Sz ＜EAd＞ 

SHLR.Sz #n,＜EAd＞    （n＝2、4、8、16） 

（2） オペレーション 

＜EAd＞（右論理シフト）→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）のビット群を、右方

向へ1ビットまたは指定されたビット数シフトし、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。

上位ビットには0が格納されます。最後にシフトアウトしたビットはキャリフラグに格納されます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 

シフトビット数：イミディエイト 
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2.2.103 SLEEP SLEEP 低消費電力状態命令 

 

（1） アセンブラフォーマット 

SLEEP 

（2） オペレーション 

プログラム実行状態→低消費電力状態 

（3） オペランドサイズ 

― 

（4） 説明 

SLEEP命令を実行すると、CPUは低消費電力状態に入ります。低消費電力状態では、CPUの内部状態は保持

され、命令の実行を停止し、例外処理要求の発生を待ち続けます。例外処理要求が発生すると、低消費電力

状態は解除され、CPUは例外処理を開始します。このときNMI以外の割り込み要求では、CPU側で割り込み

がマスクされている場合、低消費電力状態は解除されません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 注意事項 

低消費電力状態については、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
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2.2.104 STC(B) STore from Control register CCR転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

STC.B CCR,Rd 

（2） オペレーション 

CCR→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

CCRの内容を8ビットレジスタRdに転送します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.105 STC(B) STore from Control register EXR転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

STC.B EXR,Rd 

（2） オペレーション 

EXR→Rd 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

EXRの内容を8ビットレジスタRdに転送します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション R0L～R7L、R0H～R7H 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.106 STC(W) STore from Control register CCR転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

STC.W CCR,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

CCR→（EAd） 

（3） オペランドサイズ 

ワード 

（4） 説明 

CCRの内容をデスティネーションのロケーションに転送します。CCRはバイトサイズですが転送はワードサ

イズで行われ、上位バイトにCCRの内容が格納されます。下位バイトは不定値が格納されます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ間接 

 ディスプレースメント付レジスタ間接 

 プリデクリメントレジスタ間接 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 
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2.2.107 STC(W) STore from Control register EXR転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

STC.W EXR,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

EXR→（EAd） 

（3） オペランドサイズ 

ワード 

（4） 説明 

EXRの内容をデスティネーションのロケーションに転送します。EXRはバイトサイズですが転送はワードサ

イズで行われ、上位バイトにEXRの内容が格納されます。下位バイトは不定値が格納されます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ間接 

 ディスプレースメント付レジスタ間接 

 プリデクリメントレジスタ間接 

 絶対アドレス（16ビット） 

 絶対アドレス（32ビット） 
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2.2.108 STC(L) STore from Control register ベースレジスタ転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

STC.L VBR,ERd 

STC.L SBR,ERd 

（2） オペレーション 

VBR→ERd 

SBR→ERd 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

ベースレジスタ（VBR、SBR）の内容を32ビットレジスタERdに転送します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.109 STM STore from Multiple register スタックへデータ退避 

 

（1） アセンブラフォーマット 

STM.L ＜レジスタリスト＞,@-SP 

（2） オペレーション 

ERn（レジスタ群）→@-SP 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

レジスタリストで指定した複数のレジスタを、スタックに退避します。退避はレジスタ番号の小さい順に行

われます。1命令で退避できるレジスタ数は2本、3本、4本です。連続した番号のものに限定されます。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ソース レジスタ直接（ERn－ERn+1） 

 レジスタ直接（ERn－ERn+2） 

 レジスタ直接（ERn－ERn+3） 

 

（8） 注意事項 

1. ER7の退避を行うときは、実行アドレス計算（ER7-4→ER7実行）後のER7がスタックに退避されます。 

2. ER0とER7は連続した番号と見なしません。 
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2.2.110 STMAC STore from MAC register MACレジスタ転送 

 

（1） アセンブラフォーマット 

STMAC MACレジスタ,ERd 

（2） オペレーション 

MACH→ERd 

または 

MACL→ERd 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

MACレジスタ（MACH、MACL）の内容を汎用レジスタに転送します。MACHからの転送では、上位22ビッ

トが符号拡張されて汎用レジスタに転送されます。 

【乗算器サポート時のみ】 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

* ↔
 

* ↔
 

* － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：MAC命令の結果、MACレジスタの値が負のとき 1にセットされ、それ以外のときは 0にクリアされま

す。 

Z ：MAC命令の結果、MACレジスタの値が 0（ゼロ）のとき 1にセットされ、それ以外のときは 0にクリ

アされます。 

V ：MAC命令の結果、オーバフローが発生していれば 1にセットされ、それ以外のときは 0にクリアされ

ます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

【注】 * 本命令を実行することで、乗算器内部のフラグ（N、Z、V）を CCRに反映します。 

  ただし、CLRMACまたは LDMAC命令実行後、MAC命令を行わずに STMACを実行した場合は Vフラグは 0、N、Z

フラグは不定となります。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.111 SUB SUBtract binary 2進減算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

SUB.Sz ＜EAs＞,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞－＜EAs＞→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）からソースオペラン

ド＜EAs＞を減算し、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － ↔
 

－ ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

H ：最上位ビットから4ビットめ（ビット27、ビット11、ビット3）にボローが発生したとき1にセットされ、

それ以外のときは0にクリアされます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したときは1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：最上位ビット（ビット31、ビット15、ビット7）にボローが発生したとき1にセットされ、それ以外のと

きは0にクリアされます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

#x：3(1-7)

#x：8

#x：16

#x：32

Rs

@ERs
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2.2.112 SUBS SUBtract with Sign extention アドレスデータ 2進減算 
 

（1） アセンブラフォーマット 

SUBS #1,ERd 

SUBS #2,ERd 

SUBS #4,ERd 

（2） オペレーション 

ERd－1→ERd 

ERd－2→ERd 

ERd－4→ERd 

（3） オペランドサイズ 

ロングワード 

（4） 説明 

32ビットレジスタERdの内容（デスティネーションオペランド）から1、2または4を減算します。SUB命令と

は異なり、コンディションコードは実行前の値を保持します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

デスティネーション ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ直接 
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2.2.113 SUBX SUBtract with eXtend carry キャリ付減算 

 

（1） アセンブラフォーマット 

SUBX.Sz ＜EAs＞,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞－＜EAs＞－C→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）からソースオペラン

ド＜EAs＞とキャリフラグの値を減算し、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － ↔
 

－ ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

H ：最上位ビットから4ビットめ（ビット27、ビット11、ビット3）にボローが発生したとき1にセットされ、

それ以外のときは0にクリアされます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき実行前の値が保持され、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：オーバフローが発生したときは1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

C ：最上位ビット（ビット31、ビット15、ビット7）にボローが発生したとき1にセットされ、それ以外のと

きは0にクリアされます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース アドレスレジスタ ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

#x：3(1-7)

#x：8

#x：16

#x：32
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@ERs

@(d：2,ERs)

@(d：16,ERs)

@(d：32,ERs)
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@(d：32,RsL.B)

@(d：32,Rs.W)

@(d：32,ERs.L)

@aa：8
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2.2.114 TAS Test And Set テストアンドセット 

 

（1） アセンブラフォーマット 

TAS @ERd 

（2） オペレーション 

@ERd－0→CCRセット 

1→（＜ビット7＞ of @ERd） 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

メモリの内容をテスト（0と比較）し、その結果をコンディションコードレジスタにセットします。その後、

オペランドの最上位ビット（ビット7）を1にセットします。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

アドレスレジスタ ER0～ER7 

 

（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

デスティネーション レジスタ間接 
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2.2.115 TRAPA TRAP Always 無条件トラップ 

 

（1） アセンブラフォーマット 

TRAPA #x:2 

（2） オペレーション 

• EXRが有効のとき、またはマキシマムモードのとき 

PC→＠－SP 

CCR→＠－SP 

EXR→＠－SP 

＜ベクタ＞→PC 

 

• 上記以外のとき 

PC→＠－SP 

CCR→＠－SP 

＜ベクタ＞→PC 

（3） オペランドサイズ 

－ 

（4） 説明 

プログラムカウンタ（PC）とコンディションコードレジスタ（CCR）をスタックに退避し、Iビットを1にセ

ットします。また、エクステンドレジスタ（EXR）が有効のときはEXRをスタックに退避しますが、I2～I0

ビットは書き換えられません。次に指定した番号に対応するベクタアドレスの内容によって示されるアドレ

スへ分岐します。退避するPCの値は本命令の直後の命令の先頭アドレスになります。 

 

ベクタアドレス #x 

ノーマルモード ノーマルモード以外 

0 H' 0010～H' 0011 H' 000020～H' 000023 

1 H' 0012～H' 0013 H' 000024～H' 000027 

2 H' 0014～H' 0015 H' 000028～H' 00002B 

3 H' 0016～H' 0017 H' 00002C～H' 00002F 
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（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

1 △* － － － － － － 

 

I ：常に1にセットされます。 

UI ：【注】を参照してください。 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：演算前の値が保持されます。 

Z ：演算前の値が保持されます。 

V ：演算前の値が保持されます。 

C ：演算前の値が保持されます。 

【注】 * 割り込みマスクビットとして使用しているとき 1にセットされます。ユーザビットとして使用しているときは実行

前の値が保持されます。詳細は、当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 

（6） 使用可能なアドレッシングモード 
 

使用方法 アドレッシングモード 

ビット番号指定 イミディエイト 

 

（7） 注意事項 

CPU動作モードおよびEXR有効と無効では、スタックおよびベクタの構造が異なりますので注意してくださ

い。 
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2.2.116 XOR eXclusive OR logical 排他的論理和 
 

（1） アセンブラフォーマット 

XOR.Sz ＜EAs＞,＜EAd＞ 

（2） オペレーション 

＜EAd＞⊕＜EAs＞→＜EAd＞ 

（3） オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード 

（4） 説明 

デスティネーションのロケーションの内容＜EAd＞（デスティネーションオペランド）とソースオペランド

＜EAs＞の排他的論理和をとり、結果をデスティネーションのロケーションに格納します。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行結果が負のとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

Z ：実行結果がゼロのとき1にセットされ、それ以外のときは0にクリアされます。 

V ：常に0にクリアされます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 
 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 

デスティネーション アドレスレジスタ ER0～ER7 

 インデックスレジスタ R0L～R7L、R0～R7、ER0～ER7 

 データレジスタ バイト R0L～R7L、R0H～R7H 

  ワード R0～R7、E0～E7 

  ロングワード ER0～ER7 
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（7） 使用可能なアドレッシングモード 
 

#x：3(1-7)

#x：8

#x：16

#x：32
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2.2.117 XORC eXclusive OR Control register CCRとの排他的論理和 
 

（1） アセンブラフォーマット 

XORC #xx:8,CCR 

（2） オペレーション 

CCR⊕#IMM→CCR 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

CCRの内容とイミディエイトデータとの排他的論理和をとり、結果をCCRに格納します。なお、本命令の実

行終了時点では、NMIを含めてすべての割り込みは受け付けられません。 

（5） コンディションコード 
 

I UI H U N Z V C 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 

I ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

UI ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

H ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

U ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

N ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

Z ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

V ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

C ：実行結果の対応するビットの値が格納され ます。 

（6） 使用可能なアドレッシングモード 

イミディエイト 
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2.2.118 XORC eXclusive OR Control register EXRとの排他的論理和 

 

（1） アセンブラフォーマット 

XORC #xx:8,EXR 

（2） オペレーション 

EXR⊕#IMM→EXR 

（3） オペランドサイズ 

バイト 

（4） 説明 

EXRの内容とイミディエイトデータとの排他的論理和をとり、結果をEXRに格納します。なお、本命令の実

行終了時点では、NMIを含めてすべての割り込みは受け付けられません。 

（5） コンディションコード 

 

I UI H U N Z V C 

－ － － － － － － － 

 

H ：実行前の値が保持されます。 

N ：実行前の値が保持されます。 

Z ：実行前の値が保持されます。 

V ：実行前の値が保持されます。 

C ：実行前の値が保持されます。 

（6） 使用可能なアドレッシングモード 

イミディエイト 
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2.3 命令セット一覧 

表 2.1に命令セット一覧を示します。 
 

表 2.1 命令セット一覧 

データ転送命令（1） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B #xx:8,Rd B 1 1 1 S D     #xx → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:4,@aa:16 B 2 1 3 S      D #xx:4 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:4,@aa:32 B 3 1 4 S      D #xx:4 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@ERd B 2 2 3 S  D    #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@ERd+ B 2 2 3 S     D #xx → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@ERd- B 2 2 3 S     D #xx → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@+ERd B 2 3 4 S     D ERd32+1→ERd32 #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@-ERd B 2 3 4 S     D ERd32-1→ERd32 #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@(d:2,ERd) B 2 3 4 S   D   #xx → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@(d:16,ERd) B 3 3 5 S   D   #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@(d:32,ERd) B 4 3 6 S   D   #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) B 3 3 5 S    D  #xx → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) B 3 3 5 S    D  #xx → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) B 3 3 5 S    D  #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) B 4 3 6 S    D  #xx → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) B 4 3 6 S    D  #xx → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) B 4 3 6 S    D  #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@aa:16 B 3 2 4 S      D #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B #xx:8,@aa:32 B 4 2 5 S      D #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,Rd B 1 1 1  SD     Rs8 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@ERd B 1 1 2  S D    Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@ERd+ B 2 2 3  S    D Rs8 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（2） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B Rs,@ERd- B 2 2 3  S    D Rs8 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@+ERd B 2 3 3  S    D ERd32+1→ERd32 Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@-ERd B 1 2 2  S    D ERd32-1→ERd32 Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@(d:2,ERd) B 2 3 3  S  D   Rs8 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@(d:16,ERd) B 2 2 3  S  D   Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@(d:32,ERd) B 4 3 5  S  D   Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@(d:16,Rd.B) B 3 3 4  S   D  Rs8 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@(d:16,Rd.W) B 3 3 4  S   D  Rs8 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@(d:16,ERd.L) B 3 3 4  S   D  Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@(d:32,Rd.B) B 4 3 5  S   D  Rs8 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@(d:32,Rd.W) B 4 3 5  S   D  Rs8 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@(d:32,ERd.L) B 4 3 5  S   D  Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@aa:8 B 1 1 2  S     D Rs8 → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@aa:16 B 2 1 3  S     D Rs8 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B Rs,@aa:32 B 3 1 4  S     D Rs8 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,Rd B 1 1 2   S    @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,Rd B 1 1 2  D    S @ERs → Rd8 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,Rd B 2 2 3  D    S @ERs → Rd8 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,Rd B 2 3 3  D    S ERs32+1→ERs32 @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,Rd B 2 3 3  D    S ERs32-1→ERs32 @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),Rd B 2 3 3  D  S   @(1/2/3+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),Rd B 2 2 3  D  S   @(d:16+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),Rd B 4 3 5  D  S   @(d:32+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),Rd B 3 3 4  D   S  @(d:16+RsL) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),Rd B 3 3 4  D   S  @(d:16+Rs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),Rd B 3 3 4  D   S  @(d:16+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),Rd B 4 3 5  D   S  @(d:32+RsL) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),Rd B 4 3 5  D   S  @(d:32+Rs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),Rd B 4 3 5  D   S  @(d:32+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（3） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B @aa:8,Rd B 1 1 2  D     S @aa:8 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,Rd B 2 1 3  D     S @aa:16 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,Rd B 3 1 4  D     S @aa:32 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@ERd B 2 3 4   S   D @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@ERd+ B 2 3 4   S   D @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@ERd- B 2 3 4   S   D @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@+ERd B 2 3 4   S   D ERd32+1→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@-ERd B 2 3 4   S   D ERd32-1→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@(d:2,ERd) B 2 3 4   S D   @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@(d:16,ERd) B 3 3 5   S D   @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@(d:32,ERd) B 4 3 6   S D   @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@(d:16,Rd.B) B 3 3 5   S  D  @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@(d:16,Rd.W) B 3 3 5   S  D  @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@(d:16,ERd.L) B 3 3 5   S  D  @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@(d:32,Rd.B) B 4 3 6   S  D  @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@(d:32,Rd.W) B 4 3 6   S  D  @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@(d:32,ERd.L) B 4 3 6   S  D  @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@aa:16 B 3 3 5   S    D @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs,@aa:32 B 4 3 6   S    D @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@ERd B 2 3 4   D   S @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@ERd+ B 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@ERd- B 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@+ERd B 2 3 4      SD ERd32+1→ERd32 @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@-ERd B 2 3 4      SD ERd32-1→ERd32 @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@(d:2,ERd) B 2 3 4    D  S @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@(d:16,ERd) B 3 3 5    D  S @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@(d:32,ERd) B 4 3 6    D  S @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) B 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) B 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（4） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) B 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) B 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) B 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) B 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@aa:16 B 3 3 5      S D @ERs → @aa:16 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs+,@aa:32 B 4 3 6      S D @ERs → @aa:32 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@ERd B 2 3 4   D   S @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@ERd+ B 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@ERd- B 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@+ERd B 2 3 4      SD ERd32+1→ERd32 @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@-ERd B 2 3 4      SD ERd32-1→ERd32 @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@(d:2,ERd) B 2 3 4    D  S @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@(d:16,ERd) B 3 3 5    D  S @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@(d:32,ERd) B 4 3 6    D  S @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) B 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) B 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) B 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) B 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) B 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) B 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@aa:16 B 3 3 5      S D @ERs → @aa:16 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @ERs-,@aa:32 B 4 3 6      S D @ERs → @aa:32 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@ERd B 2 4 4   D   S ERs32+1→ERs32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@ERd+ B 2 4 4      SD ERs32+1→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@ERd- B 2 4 4      SD ERs32+1→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@+ERd B 2 4 4      SD ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@-ERd B 2 4 4      SD ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@(d:2,ERd) B 2 4 4    D  S ERs32+1→ERs32 @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@(d:16,ERd) B 3 4 5    D  S ERs32+1→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（5） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B @+ERs,@(d:32,ERd) B 4 4 6    D  S ERs32+1→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) B 3 4 5     D S ERs32+1→ERs32 @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) B 3 4 5     D S ERs32+1→ERs32 @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) B 3 4 5     D S ERs32+1→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) B 4 4 6     D S ERs32+1→ERs32 @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) B 4 4 6     D S ERs32+1→ERs32 @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) B 4 4 6     D S ERs32+1→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@aa:16 B 3 4 5      S D ERs32+1→ERs32 @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @+ERs,@aa:32 B 4 4 6      S D ERs32+1→ERs32 @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@ERd B 2 4 4   D   S ERs32-1→ERs32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@ERd+ B 2 4 4      SD ERs32-1→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@ERd- B 2 4 4      SD ERs32-1→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@+ERd B 2 4 4      SD ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@-ERd B 2 4 4      SD ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@(d:2,ERd) B 2 4 4    D  S ERs32-1→ERs32 @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@(d:16,ERd) B 3 4 5    D  S ERs32-1→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@(d:32,ERd) B 4 4 6    D  S ERs32-1→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) B 3 4 5     D S ERs32-1→ERs32 @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) B 3 4 5     D S ERs32-1→ERs32 @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) B 3 4 5     D S ERs32-1→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) B 4 4 6     D S ERs32-1→ERs32 @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) B 4 4 6     D S ERs32-1→ERs32 @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) B 4 4 6     D S ERs32-1→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@aa:16 B 3 4 5      S D ERs32-1→ERs32 @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @-ERs,@aa:32 B 4 4 6      S D ERs32-1→ERs32 @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@ERd B 2 4 4   D S   @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@ERd+ B 2 4 4    S  D @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@ERd- B 2 4 4    S  D @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@+ERd B 2 4 4    S  D ERd32+1→ERd32 @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-202 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
データ転送命令（6） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B @(d:2,ERs),@-ERd B 2 4 4    S  D ERd32-1→ERd32 @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) B 2 4 4    SD   @(1/2/3+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) B 3 4 5    SD   @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) B 4 4 6    SD   @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) B 3 4 5    S D  @(1/2/3+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) B 3 4 5    S D  @(1/2/3+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) B 3 4 5    S D  @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) B 4 4 6    S D  @(1/2/3+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) B 4 4 6    S D  @(1/2/3+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) B 4 4 6    S D  @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@aa:16 B 3 4 5    S   D @(1/2/3+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:2,ERs),@aa:32 B 4 4 6    S   D @(1/2/3+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@ERd B 3 4 5   D S   @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@ERd+ B 3 4 5    S  D @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@ERd- B 3 4 5    S  D @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@+ERd B 3 4 5    S  D ERd32+1→ERd32 @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@-ERd B 3 4 5    S  D ERd32-1→ERd32 @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) B 3 4 5    SD   @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) B 4 4 6    SD   @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) B 5 4 7    SD   @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) B 4 4 6    S D  @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) B 4 4 6    S D  @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) B 4 4 6    S D  @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) B 5 4 7    S D  @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) B 5 4 7    S D  @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) B 5 4 7    S D  @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@aa:16 B 4 4 6    S   D @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs),@aa:32 B 5 4 7    S   D @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@ERd B 4 4 6   D S   @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（7） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B @(d:32,ERs),@ERd+ B 4 4 6    S  D @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@ERd- B 4 4 6    S  D @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@+ERd B 4 4 6    S  D ERd32+1→ERd32 @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@-ERd B 4 4 6    S  D ERd32-1→ERd32 @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) B 4 4 6    SD   @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) B 5 4 7    SD   @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) B 6 4 8    SD   @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) B 5 4 7    S D  @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) B 5 4 7    S D  @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) B 5 4 7    S D  @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) B 6 4 8    S D  @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) B 6 4 8    S D  @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) B 6 4 8    S D  @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@aa:16 B 5 4 7    S   D @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs),@aa:32 B 6 4 8    S   D @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@ERd B 3 4 5   D  S  @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ B 3 4 5     S D @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@ERd- B 3 4 5     S D @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@+ERd B 3 4 5     S D ERd32+1→ERd32 @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@-ERd B 3 4 5     S D ERd32-1→ERd32 @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) B 3 4 5    D S  @(d:16+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) B 4 4 6    D S  @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) B 5 4 7    D S  @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 4 4 6     SD  @(d:16+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 4 4 6     SD  @(d:16+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 4 4 6     SD  @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 5 4 7     SD  @(d:16+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 5 4 7     SD  @(d:16+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 5 4 7     SD  @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（8） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 B 4 4 6     S  D @(d:16+RsL) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 B 5 4 7     S  D @(d:16+RsL) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@ERd B 3 4 5   D  S  @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ B 3 4 5     S D @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@ERd- B 3 4 5     S D @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@+ERd B 3 4 5     S D ERd32+1→ERd32 @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@-ERd B 3 4 5     S D ERd32-1→ERd32 @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) B 3 4 5    D S  @(d:16+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) B 4 4 6    D S  @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) B 5 4 7    D S  @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 4 4 6     SD  @(d:16+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 4 4 6     SD  @(d:16+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 4 4 6     SD  @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 5 4 7     SD  @(d:16+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 5 4 7     SD  @(d:16+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 5 4 7     SD  @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 B 4 4 6     S  D @(d:16+Rs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 B 5 4 7     S  D @(d:16+Rs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@ERd B 3 4 5   D  S  @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ B 3 4 5     S D @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@ERd- B 3 4 5     S D @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@+ERd B 3 4 5     S D ERd32+1→ERd32 @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@-ERd B 3 4 5     S D ERd32-1→ERd32 @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) B 3 4 5    D S  @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) B 4 4 6    D S  @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) B 5 4 7    D S  @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 4 4 6     SD  @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 4 4 6     SD  @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 4 4 6     SD  @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（9） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 5 4 7     SD  @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 5 4 7     SD  @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 5 4 7     SD  @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 B 4 4 6     S  D @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 B 5 4 7     S  D @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@ERd B 4 4 6   D  S  @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ B 4 4 6     S D @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@ERd- B 4 4 6     S D @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@+ERd B 4 4 6     S D ERd32+1→ERd32 @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@-ERd B 4 4 6     S D ERd32-1→ERd32 @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) B 4 4 6    D S  @(d:32+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) B 5 4 7    D S  @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) B 6 4 8    D S  @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 5 4 7     SD  @(d:32+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 5 4 7     SD  @(d:32+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 5 4 7     SD  @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 6 4 8     SD  @(d:32+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 6 4 8     SD  @(d:32+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 6 4 8     SD  @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 B 5 4 7     S  D @(d:32+RsL) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 B 6 4 8     S  D @(d:32+RsL) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@ERd B 4 4 6   D  S  @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ B 4 4 6     S D @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@ERd- B 4 4 6     S D @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@+ERd B 4 4 6     S D ERd32+1→ERd32 @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@-ERd B 4 4 6     S D ERd32-1→ERd32 @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) B 4 4 6    D S  @(d:32+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) B 5 4 7    D S  @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) B 6 4 8    D S  @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（10） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 5 4 7     SD  @(d:32+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 5 4 7     SD  @(d:32+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 5 4 7     SD  @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 6 4 8     SD  @(d:32+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 6 4 8     SD  @(d:32+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 6 4 8     SD  @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 B 5 4 7     S  D @(d:32+Rs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 B 6 4 8     S  D @(d:32+Rs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@ERd B 4 4 6   D  S  @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ B 4 4 6     S D @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@ERd- B 4 4 6     S D @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@+ERd B 4 4 6     S D ERd32+1→ERd32 @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@-ERd B 4 4 6     S D ERd32-1→ERd32 @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) B 4 4 6    D S  @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) B 5 4 7    D S  @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) B 6 4 8    D S  @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 5 4 7     SD  @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 5 4 7     SD  @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 5 4 7     SD  @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 6 4 8     SD  @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 6 4 8     SD  @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 6 4 8     SD  @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 B 5 4 7     S  D @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 B 6 4 8     S  D @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@ERd B 3 4 6   D    S @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@ERd+ B 3 4 6      D S @aa:16 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@ERd- B 3 4 6      D S @aa:16 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@+ERd B 3 4 6      D S ERd32+1→ERd32 @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@-ERd B 3 4 6      D S ERd32-1→ERd32 @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（11） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.B @aa:16,@(d:2,ERd) B 3 4 6    D   S @aa:16 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@(d:16,ERd) B 4 4 7    D   S @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@(d:32,ERd) B 5 4 8    D   S @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@(d:16,Rd.B) B 4 4 7     D  S @aa:16 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@(d:16,Rd.W) B 4 4 7     D  S @aa:16 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@(d:16,ERd.L) B 4 4 7     D  S @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@(d:32,Rd.B) B 5 4 8     D  S @aa:16 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@(d:32,Rd.W) B 5 4 8     D  S @aa:16 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@(d:32,ERd.L) B 5 4 8     D  S @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@aa:16 B 4 4 7       SD @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:16,@aa:32 B 5 4 8       SD @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@ERd B 4 4 7   D    S @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@ERd+ B 4 4 7      D S @aa:32 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@ERd- B 4 4 7      D S @aa:32 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@+ERd B 4 4 7      D S ERd32+1→ERd32 @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@-ERd B 4 4 7      D S ERd32-1→ERd32 @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@(d:2,ERd) B 4 4 7    D   S @aa:32 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@(d:16,ERd) B 5 4 8    D   S @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@(d:32,ERd) B 6 4 9    D   S @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@(d:16,Rd.B) B 5 4 8     D  S @aa:32 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@(d:16,Rd.W) B 5 4 8     D  S @aa:32 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@(d:16,ERd.L) B 5 4 8     D  S @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@(d:32,Rd.B) B 6 4 9     D  S @aa:32 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@(d:32,Rd.W) B 6 4 9     D  S @aa:32 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@(d:32,ERd.L) B 6 4 9     D  S @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@aa:16 B 5 4 8       SD @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.B @aa:32,@aa:32 B 6 4 9       SD @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:3,Rd W 1 1 1 S D     #xx:3 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,Rd W 2 1 2 S D     #xx → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（12） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W #xx:4,@aa:16 W 2 1 3 S      D #xx:4 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:4,@aa:32 W 3 1 4 S      D #xx:4 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@ERd W 2 2 3 S  D    #xx:8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@ERd+ W 2 2 3 S     D #xx:8 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@ERd- W 2 2 3 S     D #xx:8 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@+ERd W 2 3 4 S     D ERd32+2→ERd32 #xx:8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@-ERd W 2 3 4 S     D ERd32-2→ERd32 #xx:8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@(d:2,ERd) W 2 3 4 S      #xx:8 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@(d:16,ERd) W 3 3 5 S   D   #xx:8 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@(d:32,ERd) W 4 3 6 S   D   #xx:8 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@(d:16,Rd.B) W 3 3 5 S    D  #xx:8 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@(d:16,Rd.W) W 3 3 5 S    D  #xx:8 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@(d:16,ERd.L) W 3 3 5 S    D  #xx:8 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@(d:32,Rd.B) W 4 3 6 S    D  #xx:8 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@(d:32,Rd.W) W 4 3 6 S    D  #xx:8 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@(d:32,ERd.L) W 4 3 6 S    D  #xx:8 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@aa:16 W 3 2 4 S      D #xx:8 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:8,@aa:32 W 4 2 5 S      D #xx:8 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@ERd W 3 2 4 S  D    #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@ERd+ W 3 2 4 S     D #xx → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@ERd- W 3 2 4 S     D #xx → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@+ERd W 3 3 5 S     D ERd32+2→ERd32 #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@-ERd W 3 3 5 S     D ERd32-2→ERd32 #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@(d:2,ERd) W 3 3 5 S   D   #xx → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@(d:16,ERd) W 4 3 6 S   D   #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@(d:32,ERd) W 5 3 7 S   D   #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@(d:16,Rd.B) W 4 3 6 S    D  #xx → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@(d:16,Rd.W) W 4 3 6 S    D  #xx → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@(d:16,ERd.L) W 4 3 6 S    D  #xx → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（13） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W #xx:16,@(d:32,Rd.B) W 5 3 7 S    D  #xx → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@(d:32,Rd.W) W 5 3 7 S    D  #xx → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@(d:32,ERd.L) W 5 3 7 S    D  #xx → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@aa:16 W 4 2 5 S      D #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W #xx:16,@aa:32 W 5 2 6  S     D #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,Rd W 1 1 1  SD     Rs16 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@ERd W 1 1 2  S D    Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@ERd+ W 2 2 3  S    D Rs16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@ERd- W 2 2 3  S    D Rs16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@+ERd W 2 3 3  S    D ERd32+2→ERd32 Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@-ERd W 1 2 2  S    D ERd32-2→ERd32 Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@(d:2,ERd) W 2 3 3  S  D   Rs16 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@(d:16,ERd) W 2 2 3  S  D   Rs16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@(d:32,ERd) W 4 3 5  S  D   Rs16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@(d:16,Rd.B) W 3 3 4  S   D  Rs16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@(d:16,Rd.W) W 3 3 4  S   D  Rs16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@(d:16,ERd.L) W 3 3 4  S   D  Rs16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@(d:32,Rd.B) W 4 3 5  S   D  Rs16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@(d:32,Rd.W) W 4 3 5  S   D  Rs16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@(d:32,ERd.L) W 4 3 5  S   D  Rs16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@aa:16 W 2 1 3  S     D Rs16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W Rs,@aa:32 W 3 1 4  S     D Rs16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,Rd W 1 1 2  D S    @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,Rd W 1 1 2  D    S @ERs → Rd16 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,Rd W 2 2 3  D    S @ERs → Rd16 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,Rd W 2 3 3  D    S ERs32+2→ERs32 @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,Rd W 2 3 3  D    S ERs32-2→ERs32 @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),Rd W 2 3 3  D  S   @(2/4/6+ERd) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),Rd W 2 2 3  D  S   @(d:16+ERd) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（14） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W @(d:32,ERs),Rd W 4 3 5  D  S   @(d:32+ERd) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),Rd W 3 3 4  D   S  @(d:16+RdL<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),Rd W 3 3 4  D   S  @(d:16+Rd<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),Rd W 3 3 4  D   S  @(d:16+ERd<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),Rd W 4 3 5  D   S  @(d:32+RdL<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),Rd W 4 3 5  D   S  @(d:32+Rd<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),Rd W 4 3 5  D   S  @(d:32+ERd<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,Rd W 2 1 3  D     S @aa:16 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,Rd W 3 1 4  D     S @aa:32 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@ERd W 2 3 4   SD    @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@ERd+ W 2 3 4   S   D @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@ERd- W 2 3 4   S   D @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@+ERd W 2 3 4   S   D ERd32+2→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@-ERd W 2 3 4   S   D ERd32-2→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@(d:2,ERd) W 2 3 4   S D   @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@(d:16,ERd) W 3 3 5   S D   @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@(d:32,ERd) W 4 3 6   S D   @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@(d:16,Rd.B) W 3 3 5   S  D  @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@(d:16,Rd.W) W 3 3 5   S  D  @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@(d:16,ERd.L) W 3 3 5   S  D  @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@(d:32,Rd.B) W 4 3 6   S  D  @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@(d:32,Rd.W) W 4 3 6   S  D  @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@(d:32,ERd.L) W 4 3 6   S  D  @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@aa:16 W 3 3 5   S    D @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs,@aa:32 W 4 3 6   S    D @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@ERd W 2 3 4   D   S @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@ERd+ W 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@ERd- W 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@+ERd W 2 3 4      SD ERd32+2→ERd32 @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（15） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W @ERs+,@-ERd W 2 3 4      SD ERd32-2→ERd32 @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@(d:2,ERd) W 2 3 4    D  S @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@(d:16,ERd) W 3 3 5    D  S @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@(d:32,ERd) W 4 3 6    D  S @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) W 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) W 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) W 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) W 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) W 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) W 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@aa:16 W 3 3 5      S D @ERs → @aa:16 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs+,@aa:32 W 4 3 6      S D @ERs → @aa:32 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@ERd W 2 3 4   D   S @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@ERd+ W 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@ERd- W 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@+ERd W 2 3 4      SD ERd32+2→ERd32 @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@-ERd W 2 3 4      SD ERd32-2→ERd32 @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@(d:2,ERd) W 2 3 4    D  S @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@(d:16,ERd) W 3 3 5    D  S @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@(d:32,ERd) W 4 3 6    D  S @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) W 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) W 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) W 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) W 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) W 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) W 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@aa:16 W 3 3 5      S D @ERs → @aa:16 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @ERs-,@aa:32 W 4 3 6      S D @ERs → @aa:32 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@ERd W 2 4 4   D   S ERs32+2→ERs32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（16） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W @+ERs,@ERd+ W 2 4 4      SD ERs32+2→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@ERd- W 2 4 4      SD ERs32+2→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@+ERd W 2 4 4      SD ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@-ERd W 2 4 4      SD ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@(d:2,ERd) W 2 4 4    D  S ERs32+2→ERs32 @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@(d:16,ERd) W 3 4 5    D  S ERs32+2→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@(d:32,ERd) W 4 4 6    D  S ERs32+2→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) W 3 4 5     D S ERs32+2→ERs32 @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) W 3 4 5     D S ERs32+2→ERs32 @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) W 3 4 5     D S ERs32+2→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) W 4 4 6     D S ERs32+2→ERs32 @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) W 4 4 6     D S ERs32+2→ERs32 @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) W 4 4 6     D S ERs32+2→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@aa:16 W 3 4 5      S D ERs32+2→ERs32 @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @+ERs,@aa:32 W 4 4 6      S D ERs32+2→ERs32 @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@ERd W 2 4 4   D   S ERs32-2→ERs32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@ERd+ W 2 4 4      SD ERs32-2→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@ERd- W 2 4 4      SD ERs32-2→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@+ERd W 2 4 4      SD ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@-ERd W 2 4 4      SD ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@(d:2,ERd) W 2 4 4    D  S ERs32-2→ERs32 @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@(d:16,ERd) W 3 4 5    D  S ERs32-2→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@(d:32,ERd) W 4 4 6    D  S ERs32-2→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) W 3 4 5     D S ERs32-2→ERs32 @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) W 3 4 5     D S ERs32-2→ERs32 @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) W 3 4 5     D S ERs32-2→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) W 4 4 6     D S ERs32-2→ERs32 @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) W 4 4 6     D S ERs32-2→ERs32 @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) W 4 4 6     D S ERs32-2→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（17） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W @-ERs,@aa:16 W 3 4 5      S D ERs32-2→ERs32 @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @-ERs,@aa:32 W 4 4 6      S D ERs32-2→ERs32 @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@ERd W 2 4 4   D S   @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@ERd+ W 2 4 4    S  D @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@ERd- W 2 4 4    S  D @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@+ERd W 2 4 4    S  D ERd32+2→ERd32 @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@-ERd W 2 4 4    S  D ERd32-2→ERd32 @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) W 2 4 4    SD   @(2/4/6+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) W 3 4 5    SD   @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) W 4 4 6    SD   @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) W 3 4 5    S D  @(2/4/6+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) W 3 4 5    S D  @(2/4/6+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) W 3 4 5    S D  @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) W 4 4 6    S D  @(2/4/6+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) W 4 4 6    S D  @(2/4/6+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) W 4 4 6    S D  @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@aa:16 W 3 4 5    S   D @(2/4/6+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:2,ERs),@aa:32 W 4 4 6    S   D @(2/4/6+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@ERd W 3 4 5   D S   @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@ERd+ W 3 4 5    S  D @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@ERd- W 3 4 5    S  D @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@+ERd W 3 4 5    S  D ERd32+2→ERd32 @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@-ERd W 3 4 5    S  D ERd32-2→ERd32 @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) W 3 4 5    SD   @(d:16+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) W 4 4 6    SD   @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) W 5 4 7    SD   @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) W 4 4 6    S D  @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) W 4 4 6    S D  @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) W 4 4 6    S D  @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（18） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) W 5 4 7    S D  @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) W 5 4 7    S D  @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) W 5 4 7    S D  @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@aa:16 W 4 4 6    S   D @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs),@aa:32 W 5 4 7    S   D @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@ERd W 4 4 6   D S   @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@ERd+ W 4 4 6    S  D @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@ERd- W 4 4 6    S  D @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@+ERd W 4 4 6    S  D ERd32+2→ERd32 @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@-ERd W 4 4 6    S  D ERd32-2→ERd32 @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) W 4 4 6    SD   @(d:32+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) W 5 4 7    SD   @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) W 6 4 8    SD   @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) W 5 4 7    S D  @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) W 5 4 7    S D  @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) W 5 4 7    S D  @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) W 6 4 8    S D  @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) W 6 4 8    S D  @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) W 6 4 8    S D  @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@aa:16 W 5 4 7    S   D @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs),@aa:32 W 6 4 8    S   D @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@ERd W 3 4 5   D  S  @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ W 3 4 5     S D @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@ERd- W 3 4 5     S D @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@+ERd W 3 4 5     S D ERd32+2→ERd32 @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@-ERd W 3 4 5     S D ERd32-2→ERd32 @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) W 3 4 5    D S  @(d:16+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) W 4 4 6    D S  @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) W 5 4 7    D S  @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（19） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 4 4 6     SD  @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 4 4 6     SD  @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 4 4 6     SD  @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 5 4 7     SD  @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 5 4 7     SD  @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 5 4 7     SD  @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 W 4 4 6     S  D @(d:16+RsL<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 W 5 4 7     S  D @(d:16+RsL<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@ERd W 3 4 5   D  S  @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ W 3 4 5     S D @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@ERd- W 3 4 5     S D @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@+ERd W 3 4 5     S D ERd32+2→ERd32 @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@-ERd W 3 4 5     S D ERd32-2→ERd32 @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) W 3 4 5    D S  @(d:16+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) W 4 4 6    D S  @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) W 5 4 7    D S  @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 4 4 6     SD  @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 4 4 6     SD  @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 4 4 6     SD  @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 5 4 7     SD  @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 5 4 7     SD  @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 5 4 7     SD  @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 W 4 4 6     S  D @(d:16+Rs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 W 5 4 7     S  D @(d:16+Rs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@ERd W 3 4 5   D  S  @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ W 3 4 5     S D @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@ERd- W 3 4 5     S D @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@+ERd W 3 4 5     S D ERd32+2→ERd32 @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@-ERd W 3 4 5     S D ERd32-2→ERd32 @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（20） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) W 3 4 5    D S  @(d:16+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) W 4 4 6    D S  @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) W 5 4 7    D S  @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 4 4 6     SD  @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 4 4 6     SD  @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 4 4 6     SD  @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 5 4 7     SD  @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 5 4 7     SD  @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 5 4 7     SD  @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 W 4 4 6     S  D @(d:16+ERs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 W 5 4 7     S  D @(d:16+ERs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@ERd W 4 4 6   D  S  @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ W 4 4 6     S D @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@ERd- W 4 4 6     S D @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@+ERd W 4 4 6     S D ERd32+2→ERd32 @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@-ERd W 4 4 6     S D ERd32-2→ERd32 @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) W 4 4 6    D S  @(d:32+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) W 5 4 7    D S  @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) W 6 4 8    D S  @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 5 4 7     SD  @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 5 4 7     SD  @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 5 4 7     SD  @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 6 4 8     SD  @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 6 4 8     SD  @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 6 4 8     SD  @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 W 5 4 7     S  D @(d:32+RsL<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 W 6 4 8     S  D @(d:32+RsL<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@ERd W 4 4 6   D  S  @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ W 4 4 6     S D @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（21） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W @(d:32,Rs.W),@ERd- W 4 4 6     S D @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@+ERd W 4 4 6     S D ERd32+2→ERd32 @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@-ERd W 4 4 6     S D ERd32-2→ERd32 @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) W 4 4 6    D S  @(d:32+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) W 5 4 7    D S  @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) W 6 4 8    D S  @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 5 4 7     SD  @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 5 4 7     SD  @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 5 4 7     SD  @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 6 4 8     SD  @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 6 4 8     SD  @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 6 4 8     SD  @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 W 5 4 7     S  D @(d:32+Rs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 W 6 4 8     S  D @(d:32+Rs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@ERd W 4 4 6   D  S  @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ W 4 4 6     S D @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@ERd- W 4 4 6     S D @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@+ERd W 4 4 6     S D ERd32+2→ERd32 @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@-ERd W 4 4 6     S D ERd32-2→ERd32 @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) W 4 4 6    D S  @(d:32+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) W 5 4 7    D S  @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) W 6 4 8    D S  @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 5 4 7     SD  @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 5 4 7     SD  @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 5 4 7     SD  @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 6 4 8     SD  @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 6 4 8     SD  @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 6 4 8     SD  @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 W 5 4 7     S  D @(d:32+ERs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（22） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 W 6 4 8     S  D @(d:32+ERs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@ERd W 3 4 6   D    S @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@ERd+ W 3 4 6      D S @aa:16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@ERd- W 3 4 6      D S @aa:16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@+ERd W 3 4 6      D S ERd32+2→ERd32 @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@-ERd W 3 4 6      D S ERd32-2→ERd32 @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@(d:2,ERd) W 3 4 6    D   S @aa:16 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@(d:16,ERd) W 4 4 7    D   S @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@(d:32,ERd) W 5 4 8    D   S @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@(d:16,Rd.B) W 4 4 7     D  S @aa:16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@(d:16,Rd.W) W 4 4 7     D  S @aa:16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@(d:16,ERd.L) W 4 4 7     D  S @aa:16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@(d:32,Rd.B) W 5 4 8     D  S @aa:16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@(d:32,Rd.W) W 5 4 8     D  S @aa:16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@(d:32,ERd.L) W 5 4 8     D  S @aa:16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@aa:16 W 4 4 7       SD @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:16,@aa:32 W 5 4 8       SD @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@ERd W 4 4 7   D    S @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@ERd+ W 4 4 7      D S @aa:32 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@ERd- W 4 4 7      D S @aa:32 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@+ERd W 4 4 7      D S ERd32+2→ERd32 @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@-ERd W 4 4 7      D S ERd32-2→ERd32 @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@(d:2,ERd) W 4 4 7    D   S @aa:32 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@(d:16,ERd) W 5 4 8    D   S @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@(d:32,ERd) W 6 4 9    D   S @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@(d:16,Rd.B) W 5 4 8     D  S @aa:32 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@(d:16,Rd.W) W 5 4 8     D  S @aa:32 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@(d:16,ERd.L) W 5 4 8     D  S @aa:32 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@(d:32,Rd.B) W 6 4 9     D  S @aa:32 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（23） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.W @aa:32,@(d:32,Rd.W) W 6 4 9     D  S @aa:32 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@(d:32,ERd.L) W 6 4 9     D  S @aa:32 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@aa:16 W 5 4 8       SD @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.W @aa:32,@aa:32 W 6 4 9       SD @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:3,ERd L 1 1 1 S D     #xx:3 → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,ERd L 2 1 2 S D     #xx → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,ERd L 3 1 3 S D     #xx → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@ERd L 2 2 3 S  D    #xx:8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@ERd+ L 2 2 3 S     D #xx:8 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@ERd- L 2 2 3 S     D #xx:8 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@+ERd L 2 3 4 S     D ERd32+4→ERd32 #xx:8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@-ERd L 2 3 4 S     D ERd32-4→ERd32 #xx:8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@(d:2,ERd) L 2 3 4 S   D   #xx:8 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@(d:16,ERd) L 3 3 5 S   D   #xx:8 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@(d:32,ERd) L 4 3 6 S   D   #xx:8 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@(d:16,Rd.B) L 3 3 5 S    D  #xx:8 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@(d:16,Rd.W) L 3 3 5 S    D  #xx:8 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@(d:16,ERd.L) L 3 3 5 S    D  #xx:8 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@(d:32,Rd.B) L 4 3 6 S    D  #xx:8 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@(d:32,Rd.W) L 4 3 6 S    D  #xx:8 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@(d:32,ERd.L) L 4 3 6 S    D  #xx:8 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@aa:16 L 3 2 4 S      D #xx:8 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:8,@aa:32 L 4 2 5 S      D #xx:8 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@ERd L 3 2 4 S  D    #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@ERd+ L 3 2 4 S     D #xx:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@ERd- L 3 2 4 S     D #xx:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@+ERd L 3 3 5 S     D ERd32+4→ERd32 #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@-ERd L 3 3 5 S     D ERd32-4→ERd32 #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@(d:2,ERd) L 3 3 5 S   D   #xx:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（24） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L #xx:16,@(d:16,ERd) L 4 3 6 S   D   #xx:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@(d:32,ERd) L 5 3 7 S   D   #xx:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@(d:16,Rd.B) L 4 3 6 S    D  #xx:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@(d:16,Rd.W) L 4 3 6 S    D  #xx:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@(d:16,ERd.L) L 4 3 6 S    D  #xx:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@(d:32,Rd.B) L 5 3 7 S    D  #xx:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@(d:32,Rd.W) L 5 3 7 S    D  #xx:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@(d:32,ERd.L) L 5 3 7 S    D  #xx:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@aa:16 L 4 2 5 S      D #xx:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:16,@aa:32 L 5 2 6 S      D #xx:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@ERd L 4 2 5 S  D    #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@ERd+ L 4 2 5 S     D #xx → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@ERd- L 4 2 5 S     D #xx → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@+ERd L 4 3 6 S     D ERd32+4→ERd32 #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@-ERd L 4 3 6 S     D ERd32-4→ERd32 #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@(d:2,ERd) L 4 3 6 S   D   #xx → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@(d:16,ERd) L 5 3 7 S   D   #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@(d:32,ERd) L 6 3 8 S   D   #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@(d:16,Rd.B) L 5 3 7 S    D  #xx → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@(d:16,Rd.W) L 5 3 7 S    D  #xx → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@(d:16,ERd.L) L 5 3 7 S    D  #xx → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@(d:32,Rd.B) L 6 3 8 S    D  #xx → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@(d:32,Rd.W) L 6 3 8 S    D  #xx → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@(d:32,ERd.L) L 6 3 8 S    D  #xx → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@aa:16 L 5 2 6 S      D #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L #xx:32,@aa:32 L 6 2 7 S      D #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,ERd L 1 1 1  SD     ERs → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@ERd L 2 2 3  S D    ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@ERd+ L 2 2 3  S D    ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（25） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L ERs,@ERd- L 2 2 3  S    D ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@+ERd L 2 3 3  S    D ERd32+4→ERd32 ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@-ERd L 2 3 3  S    D ERd32-4→ERd32 ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@(d:2,ERd) L 2 3 3  S  D   ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@(d:16,ERd) L 3 3 4  S  D   ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@(d:32,ERd) L 4 3 5  S  D   ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@(d:16,Rd.B) L 3 3 4  S   D  ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@(d:16,Rd.W) L 3 3 4  S   D  ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@(d:16,ERd.L) L 3 3 4  S   D  ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@(d:32,Rd.B) L 4 3 5  S   D  ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@(d:32,Rd.W) L 4 3 5  S   D  ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@(d:32,ERd.L) L 4 3 5  S   D  ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@aa:16 L 3 2 4  S     D ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L ERs,@aa:32 L 4 2 5  S     D ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,ERd L 2 2 3  D S    @ERs → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,ERd L 2 2 3  D S    @ERs → ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,ERd L 2 2 3  D    S @ERs → ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,ERd L 2 3 3  D    S ERs32+4→ERs32 @ERs → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,ERd L 2 3 3  D    S ERs32-4→ERs32 @ERs → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),ERd L 2 3 3  D  S   @(4/8/12+ERs) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),ERd L 3 3 4  D  S   @(d:16+ERs) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),ERd L 4 3 5  D  S   @(d:32+ERs) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),ERd L 3 3 4  D   S  @(d:16+RsL<<2) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),ERd L 3 3 4  D   S  @(d:16+Rs<<2) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),ERd L 3 3 4  D   S  @(d:16+ERs<<2) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),ERd L 4 3 5  D   S  @(d:32+RsL<<2) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),ERd L 4 3 5  D   S  @(d:32+Rs<<2) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),ERd L 4 3 5  D   S  @(d:32+ERs<<2) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,ERd L 3 2 4  D     S @aa:16 → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-222 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
データ転送命令（26） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L @aa:32,ERd L 4 2 5  D     S @aa:32 → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@ERd L 2 3 4   SD    @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@ERd+ L 2 3 4   S   D @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@ERd- L 2 3 4   S   D @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@+ERd L 2 3 4   S   D ERd32+4→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@-ERd L 2 3 4   S   D ERd32-4→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@(d:2,ERd) L 2 3 4   S D   @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@(d:16,ERd) L 3 3 5   S D   @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@(d:32,ERd) L 4 3 6   S D   @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@(d:16,Rd.B) L 3 3 5   S  D  @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@(d:16,Rd.W) L 3 3 5   S  D  @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@(d:16,ERd.L) L 3 3 5   S  D  @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@(d:32,Rd.B) L 4 3 6   S  D  @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@(d:32,Rd.W) L 4 3 6   S  D  @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@(d:32,ERd.L) L 4 3 6   S  D  @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@aa:16 L 3 3 5   S    D @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs,@aa:32 L 4 3 6   S    D @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@ERd L 2 3 4   D   S @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@ERd+ L 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@ERd- L 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@+ERd L 2 3 4      SD ERd32+4→ERd32 @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@-ERd L 2 3 4      SD ERd32-4→ERd32 @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@(d:2,ERd) L 2 3 4    D  S @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@(d:16,ERd) L 3 3 5    D  S @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@(d:32,ERd) L 4 3 6    D  S @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) L 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) L 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) L 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) L 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（27） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) L 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) L 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@aa:16 L 3 3 5      S D @ERs → @aa:16 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs+,@aa:32 L 4 3 6      S D @ERs → @aa:32 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@ERd L 2 3 4   D   S @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@ERd+ L 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@ERd- L 2 3 4      SD @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@+ERd L 2 3 4      SD ERd32+4→ERd32 @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@-ERd L 2 3 4      SD ERd32-4→ERd32 @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@(d:2,ERd) L 2 3 4    D  S @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@(d:16,ERd) L 3 3 5    D  S @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@(d:32,ERd) L 4 3 6    D  S @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) L 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) L 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) L 3 3 5     D S @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) L 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) L 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) L 4 3 6     D S @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@aa:16 L 3 3 5      S D @ERs → @aa:16 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @ERs-,@aa:32 L 4 3 6      S D @ERs → @aa:32 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@ERd L 2 4 4   D   S ERs32+4→ERs32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@ERd+ L 2 4 4      SD ERs32+4→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@ERd- L 2 4 4      SD ERs32+4→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@+ERd L 2 4 4      SD ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@-ERd L 2 4 4      SD ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@(d:2,ERd) L 2 4 4    D  S ERs32+4→ERs32 @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@(d:16,ERd) L 3 4 5    D  S ERs32+4→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@(d:32,ERd) L 4 4 6    D  S ERs32+4→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) L 3 4 5     D S ERs32+4→ERs32 @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（28） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) L 3 4 5     D S ERs32+4→ERs32 @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) L 3 4 5     D S ERs32+4→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) L 4 4 6     D S ERs32+4→ERs32 @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) L 4 4 6     D S ERs32+4→ERs32 @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) L 4 4 6     D S ERs32+4→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@aa:16 L 3 4 5      S D ERs32+4→ERs32 @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @+ERs,@aa:32 L 4 4 6      S D ERs32+4→ERs32 @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@ERd L 2 4 4   D   S ERs32-4→ERs32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@ERd+ L 2 4 4      SD ERs32-4→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@ERd- L 2 4 4      SD ERs32-4→ERs32 @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@+ERd L 2 4 4      SD ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@-ERd L 2 4 4      SD ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@(d:2,ERd) L 2 4 4    D  S ERs32-4→ERs32 @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@(d:16,ERd) L 3 4 5    D  S ERs32-4→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@(d:32,ERd) L 4 4 6    D  S ERs32-4→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) L 3 4 5     D S ERs32-4→ERs32 @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) L 3 4 5     D S ERs32-4→ERs32 @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) L 3 4 5     D S ERs32-4→ERs32 @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) L 4 4 6     D S ERs32-4→ERs32 @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) L 4 4 6     D S ERs32-4→ERs32 @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) L 4 4 6     D S ERs32-4→ERs32 @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@aa:16 L 3 4 5      S D ERs32-4→ERs32 @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @-ERs,@aa:32 L 4 4 6      S D ERs32-4→ERs32 @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@ERd L 2 4 4   D S   @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@ERd+ L 2 4 4    S  D @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@ERd- L 2 4 4    S  D @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@+ERd L 2 4 4    S  D ERd32+4→ERd32 @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@-ERd L 2 4 4    S  D ERd32-4→ERd32 @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) L 2 4 4    SD   @(4/8/12+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（29） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) L 3 4 5    SD   @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) L 4 4 6    SD   @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) L 3 4 5    S D  @(4/8/12+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) L 3 4 5    S D  @(4/8/12+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) L 3 4 5    S D  @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) L 4 4 6    S D  @(4/8/12+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) L 4 4 6    S D  @(4/8/12+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) L 4 4 6    S D  @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@aa:16 L 3 4 5    S   D @(4/8/12+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:2,ERs),@aa:32 L 4 4 6    S   D @(4/8/12+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@ERd L 3 4 5   D S   @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@ERd+ L 3 4 5    S  D @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@ERd- L 3 4 5    S  D @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@+ERd L 3 4 5    S  D ERd32+4→ERd32 @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@-ERd L 3 4 5    S  D ERd32-4→ERd32 @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) L 3 4 5    SD   @(d:16+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) L 4 4 6    SD   @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) L 5 4 7    SD   @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) L 4 4 6    S D  @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) L 4 4 6    S D  @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) L 4 4 6    S D  @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) L 5 4 7    S D  @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) L 5 4 7    S D  @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) L 5 4 7    S D  @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@aa:16 L 4 4 6    S   D @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs),@aa:32 L 5 4 7    S   D @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@ERd L 4 4 6   D S   @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@ERd+ L 4 4 6    S  D @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@ERd- L 4 4 6    S  D @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（30） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L @(d:32,ERs),@+ERd L 4 4 6    S  D ERd32+4→ERd32 @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@-ERd L 4 4 6    S  D ERd32-4→ERd32 @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) L 4 4 6    SD   @(d:32+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) L 5 4 7    SD   @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) L 6 4 8    SD   @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) L 5 4 7    S D  @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) L 5 4 7    S D  @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) L 5 4 7    S D  @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) L 6 4 8    S D  @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) L 6 4 8    S D  @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) L 6 4 8    S D  @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@aa:16 L 5 4 7    S   D @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs),@aa:32 L 6 4 8    S   D @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@ERd L 3 4 5   D  S  @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ L 3 4 5     S D @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@ERd- L 3 4 5     S D @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@+ERd L 3 4 5     S D ERd32+4→ERd32 @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@-ERd L 3 4 5     S D ERd32-4→ERd32 @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) L 3 4 5    D S  @(d:16+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) L 4 4 6    D S  @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) L 5 4 7    D S  @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 4 4 6     SD  @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 4 4 6     SD  @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 4 4 6     SD  @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 5 4 7     SD  @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 5 4 7     SD  @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 5 4 7     SD  @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 L 4 4 6     S  D @(d:16+RsL<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 L 5 4 7     S  D @(d:16+RsL<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（31） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L @(d:16,Rs.W),@ERd L 3 4 5   D  S  @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ L 3 4 5     S D @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@ERd- L 3 4 5     S D @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@+ERd L 3 4 5     S D ERd32+4→ERd32 @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@-ERd L 3 4 5     S D ERd32-4→ERd32 @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) L 3 4 5    D S  @(d:16+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) L 4 4 6    D S  @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) L 5 4 7    D S  @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 4 4 6     SD  @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 4 4 6     SD  @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 4 4 6     SD  @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 5 4 7     SD  @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 5 4 7     SD  @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 5 4 7     SD  @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 L 4 4 6     S  D @(d:16+Rs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 L 5 4 7     S  D @(d:16+Rs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@ERd L 3 4 5   D  S  @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ L 3 4 5     S D @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@ERd- L 3 4 5     S D @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@+ERd L 3 4 5     S D ERd32+4→ERd32 @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@-ERd L 3 4 5     S D ERd32-4→ERd32 @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) L 3 4 5    D S  @(d:16+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) L 4 4 6    D S  @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) L 5 4 7    D S  @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 4 4 6     SD  @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 4 4 6     SD  @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 4 4 6     SD  @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 5 4 7     SD  @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 5 4 7     SD  @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（32） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 5 4 7     SD  @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 L 4 4 6     S  D @(d:16+ERs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 L 5 4 7     S  D @(d:16+ERs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@ERd L 4 4 6   D  S  @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ L 4 4 6     S D @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@ERd- L 4 4 6     S D @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@+ERd L 4 4 6     S D ERd32+4→ERd32 @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@-ERd L 4 4 6     S D ERd32-4→ERd32 @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) L 4 4 6    D S  @(d:32+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) L 5 4 7    D S  @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) L 6 4 8    D S  @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 5 4 7     SD  @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 5 4 7     SD  @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 5 4 7     SD  @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 6 4 8     SD  @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 6 4 8     SD  @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 6 4 8     SD  @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 L 5 4 7     S  D @(d:32+RsL<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 L 6 4 8     S  D @(d:32+RsL<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@ERd L 4 4 6   D  S  @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ L 4 4 6     S D @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@ERd- L 4 4 6     S D @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@+ERd L 4 4 6     S D ERd32+4→ERd32 @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@-ERd L 4 4 6     S D ERd32-4→ERd32 @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) L 4 4 6    D S  @(d:32+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) L 5 4 7    D S  @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) L 6 4 8    D S  @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 5 4 7     SD  @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 5 4 7     SD  @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（33） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 5 4 7     SD  @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 6 4 8     SD  @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 6 4 8     SD  @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 6 4 8     SD  @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 L 5 4 7     S  D @(d:32+Rs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 L 6 4 8     S  D @(d:32+Rs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@ERd L 4 4 6   D  S  @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ L 4 4 6     S D @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@ERd- L 4 4 6     S D @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@+ERd L 4 4 6     S D ERd32+4→ERd32 @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@-ERd L 4 4 6     S D ERd32-4→ERd32 @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) L 4 4 6    D S  @(d:32+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) L 5 4 7    D S  @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) L 6 4 8    D S  @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 5 4 7     SD  @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 5 4 7     SD  @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 5 4 7     SD  @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 6 4 8     SD  @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 6 4 8     SD  @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 6 4 8     SD  @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 L 5 4 7     S  D @(d:32+ERs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 L 6 4 8     S  D @(d:32+ERs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@ERd L 3 4 6   D    S @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@ERd+ L 3 4 6      D S @aa:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@ERd- L 3 4 6      D S @aa:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@+ERd L 3 4 6      D S ERd32+4→ERd32 @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@-ERd L 3 4 6      D S ERd32-4→ERd32 @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@(d:2,ERd) L 3 4 6    D   S @aa:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@(d:16,ERd) L 4 4 7    D   S @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（34） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOV MOV.L @aa:16,@(d:32,ERd) L 5 4 8       S @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) L 4 4 7       S @aa:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) L 4 4 7       S @aa:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) L 4 4 7       S @aa:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) L 5 4 8       S @aa:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) L 5 4 8       S @aa:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) L 5 4 8       S @aa:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@aa:16 L 4 4 7       S @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:16,@aa:32 L 5 4 8       S @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@ERd L 4 4 7       S @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@ERd+ L 4 4 7       S @aa:32 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@ERd- L 4 4 7       S @aa:32 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@+ERd L 4 4 7       S ERd32+4→ERd32 @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@-ERd L 4 4 7       S ERd32-4→ERd32 @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@(d:2,ERd) L 4 4 7       S @aa:32 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@(d:16,ERd) L 5 4 8       S @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@(d:32,ERd) L 6 4 9       S @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) L 5 4 8       S @aa:32 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) L 5 4 8       S @aa:32 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) L 5 4 8       S @aa:32 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) L 6 4 9       S @aa:32 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) L 6 4 9       S @aa:32 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) L 6 4 9       S @aa:32 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@aa:16 L 5 4 8       S @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 MOV.L @aa:32,@aa:32 L 6 4 9       S @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

MOVFPE MOVFPE @aa:16,Rd B 2 1 3  D     S @aa:16 → Rd(Eクロック同期)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

MOVTPE MOVTPE Rs,@aa:16 B 2 1 3  S     D     Rs → @aa:16 

(Eクロック同期) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―
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データ転送命令（35） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
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#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

POP POP.W Rn W 1 1 2  S/D    S/D

*4 

  @SP   → Rn16 SP+2→SP  ― ― ↔
 

 

↔
 

 

0 ―

 POP.L ERn L 2 2 3  S/D    S/D

*4 

  @SP   → ERn SP+4→SP  ― ― ↔
 

 

↔
 

 

0 ―

PUSH PUSH.W Rn W 1 1 2  S/D    S/D

*4 

 SP-2→SP Rn16    → @SP   ― ― ↔
 

 

↔
 

 

0 ―

 PUSH.L ERn L 2 2 3  S/D    S/D

*4 

 SP-4→SP ERn    → @SP   ― ― ↔
 

 

↔
 

 

0 ―

LDM LDM.L @SP+,(ERn-ERn+1) L 2 4 4  S/D    S/D

*1 

  @SP+ 

@SP+ 

  → 

→ 

ERn+1 

ERn 

  ― ― ― ― ― ―

 LDM.L @SP+,(ERn-ERn+2) L 2 5 5  S/D    S/D

*1 

  @SP+ 

@SP+ 

@SP+ 

  → 

→ 

→ 

ERn+2 

ERn+1 

ERn 

  ― ― ― ― ― ―

 LDM.L @SP+,(ERn-ERn+3) L 2 6 6  S/D    S/D

*1 

  @SP+ 

@SP+ 

@SP+ 

@SP+ 

  → 

→ 

→ 

→ 

ERn+3 

ERn+2 

ERn+1 

ERn 

  ― ― ― ― ― ―

STM STM.L (ERn-ERn+1),@-SP L 2 4 5  S/D    S/D

*1 

  ERn 

ERn+1 
  → 

→ 

@-SP 

@-SP 
  ― ― ― ― ― ―

 STM.L (ERn-ERn+2),@-SP L 2 5 6  S/D    S/D

*1 

  ERn 

ERn+1 

ERn+2 

  → 

→ 

→ 

@-SP 

@-SP 

@-SP 

  ― ― ― ― ― ―

 STM.L (ERn-ERn+3),@-SP L 2 6 7  S/D    S/D

*1 

  ERn 

ERn+1 

ERn+2 

ERn+3 

  → 

→ 

→ 

→ 

@-SP 

@-SP 

@-SP 

@-SP 

  ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（36） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/B.L @(d:16,Rn.B),ERn B 2 1 2  SD     d:16 + Rn8 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,Rn.W),ERn W 2 1 2  SD     d:16 + Rn16 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,Rn.B),ERn B 2 1 2  SD     d:16 + Rn8<<1 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,Rn.W),ERn W 2 1 2  SD     d:16 + Rn16<<1 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,Rn.B),ERn B 2 1 2  SD     d:16 + Rn8<<2 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,Rn.W),ERn W 2 1 2  SD     d:16 + Rn16<<2 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,Rn.B),ERn B 3 1 3  SD     d:32 + Rn8 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,Rn.W),ERn W 3 1 3  SD     d:32 + Rn16 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,Rn.B),ERn B 3 1 3  SD     d:32 + Rn8<<1 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,Rn.W),ERn W 3 1 3  SD     d:32 + Rn16<<1 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,Rn.B),ERn B 3 1 3  SD     d:32 + Rn8<<2 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,Rn.W),ERn W 3 1 3  SD     d:32 + Rn16<<2 → ERn  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,Rs.B),ERd B 3 2 3  SD     d:16 + Rs8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,Rs.W),ERd W 3 2 3  SD     d:16 + Rs16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,Rs.B),ERd B 3 2 3  SD     d:16 + Rs8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,Rs.W),ERd W 3 2 3  SD     d:16 + Rs16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,Rs.B),ERd B 3 2 3  SD     d:16 + Rs8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,Rs.W),ERd W 3 2 3  SD     d:16 + Rs16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,Rs.B),ERd B 4 2 4  SD     d:32 + Rs8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,Rs.W),ERd W 4 2 4  SD     d:32 + Rs16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,Rs.B),ERd B 4 2 4  SD     d:32 + Rs8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,Rs.W),ERd W 4 2 4  SD     d:32 + Rs16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,Rs.B),ERd B 4 2 4  SD     d:32 + Rs8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,Rs.W),ERd W 4 2 4  SD     d:32 + Rs16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs.B),ERd B 3 3 4  D S    d:16 + (@ERs)8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs+.B),ERd B 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)8 → ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs-.B),ERd B 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)8 → ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@+ERs.B),ERd B 3 4 4  D    S ERs32+1→ERs32 d:16 + (@ERs)8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@-ERs.B),ERd B 3 4 4  D    S ERs32-1→ERs32 d:16 + (@ERs)8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:2,ERs).B),ERd B 3 4 4  D  S   d:16 + (@(1/2/3+ERs))8 → ERd  ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（37） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
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(d

,E
R
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@
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@
E

R
n+

/@
E

R
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/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/B.L @(d:16,@(d:16,ERs).B),ERd B 4 4 5  D  S   d:16 + (@(d:16+ERd))8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:32,ERs).B),ERd B 5 4 6  D  S   d:16 + (@(d:32+ERs))8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:16,Rs.B).B),ERd B 4 4 5  D  S   d:16 + (@(d:16+RsL))8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.W).B),ERd 

B 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+Rs))8 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

B 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:32+ERd))8 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:32,Rs.B).B),ERd B 5 4 6  D   S  d:16 + (@(d:32+RsL))8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.W).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+Rs))8 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+ERd))8 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@aa:16.B),ERd B 4 3 5  D     S d:16 + (@aa:16)8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@aa:32.B),ERd B 5 3 6  D     S d:16 + (@aa:32)8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs.W),ERd W 3 3 4  D S    d:16 + (@ERs)16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs+.W),ERd W 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)16 → ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs-.W),ERd W 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)16 → ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@+ERs.W),ERd W 3 4 4  D    S ERs32+2→ERs32 d:16 + (@ERs)16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@-ERs.W),ERd W 3 4 4  D    S ERs32-2→ERs32 d:16 + (@ERs)16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:2,ERs).W),ERd W 3 4 4  D  S   d:16 + (@(2/4/6+ERs))16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:16,ERs).W),ERd W 4 4 5  D  S   d:16 + (@(d:16+ERd))16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:32,ERs).W),ERd W 5 4 6  D  S   d:16 + (@(d:32+ERs))16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.B).W),ERd 

W 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+RsL<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

W 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+Rs<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

W 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+ERd<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（38） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値
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ビ
ッ
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命
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フ
ェ
ッ
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@
E

R
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R
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/@
+

E
R
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@
aa

:8
/@
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:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.B).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+RsL<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+Rs<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+ERd<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@aa:16.W),ERd W 4 3 5  D     S d:16 + (@aa:16)16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:16,@aa:32.W),ERd W 5 3 6  D     S d:16 + (@aa:32)16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs.B),ERd B 3 3 4  D S    d:16 + (@ERs)8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs+.B),ERd B 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)8<<1 → ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs-.B),ERd B 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)8<<1 → ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@+ERs.B),ERd B 3 4 4  D    S ERs32+1→ERs32 d:16 + (@ERs)8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@-ERs.B),ERd B 3 4 4  D    S ERs32-1→ERs32 d:16 + (@ERs)8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@(d:2,ERs).B),ERd B 3 4 4  D  S     d:16 + (@(1/2/3+ERs))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@(d:16,ERs).B),ERd B 4 4 5  D  S     d:16 + (@(d:16+ERd))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@(d:32,ERs).B),ERd B 5 4 6  D  S     d:16 + (@(d:32+ERs))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.B).B),ERd 

B 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+RsL))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.W).B),ERd 

B 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+Rs))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

B 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+ERd))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.B).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+RsL))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.W).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+Rs))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（39） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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@
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/@
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+ERd))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@aa:16.B),ERd B 4 3 5  D     S d:16 + (@aa:16)8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@aa:32.B),ERd B 5 3 6  D     S d:16 + (@aa:32)8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs.W),ERd W 3 3 4  D S    d:16 + (@ERs)16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs+.W),ERd W 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)16<<1 → ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs-.W),ERd W 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)16<<1 → ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@+ERs.W),ERd W 3 4 4  D    S ERs32+2→ERs32 d:16 + (@ERs)16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@-ERs.W),ERd W 3 4 4  D    S ERs32-2→ERs32 d:16 + (@ERs)16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@(d:2,ERs).W),ERd W 3 4 4  D  S     d:16 + (@(2/4/6+ERs))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,ERs).W),ERd 

W 4 4 5  D  S     d:16 + (@(d:16+ERd))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,ERs).W),ERd 

W 5 4 6  D  S     d:16 + (@(d:32+ERd))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.B).W),ERd 

W 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+RsL<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

W 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+Rs<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

W 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+ERd<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.B).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+RsL<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+Rs<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+ERd<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@aa:16.W),ERd W 4 3 5  D     S d:16 + (@aa:16)16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:16,@aa:32.W),ERd W 5 3 6  D     S d:16 + (@aa:32)16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（40） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/L.L @(d:16,@ERs.B),ERd B 3 3 4  D S    d:16 + (@ERs)8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs+.B),ERd B 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)8<<2 → ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs-.B),ERd B 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)8<<2 → ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@+ERs.B),ERd B 3 4 4  D    S ERs32+1→ERs32 d:16 + (@ERs)8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@-ERs.B),ERd B 3 4 4  D    S ERs32-1→ERs32 d:16 + (@ERs)8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:2,ERs).B),ERd B 3 4 4  D  S     d:16 + (@(1/2/3+ERs))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:16,ERs).B),ERd B 4 4 5  D  S     d:16 + (@(d:16+ERd))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:32,ERs).B),ERd B 5 4 6  D  S     d:16 + (@(d:32+ERs))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:16,Rs.B).B),ERd B 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+RsL))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:16,Rs.W).B),ERd B 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+Rs))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

B 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+ERd))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:32,Rs.B).B),ERd B 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+RsL))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:32,Rs.W).B),ERd B 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+Rs))8<<2 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+ERd))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@aa:16.B),ERd B 4 3 5  D     S d:16 + (@aa:16)8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@aa:32.B),ERd B 5 3 6  D     S d:16 + (@aa:32)8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs.W),ERd W 3 3 4  D S    d:16 + (@ERs)16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs+.W),ERd W 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)16<<2 → ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs-.W),ERd W 3 3 4  D    S d:16 + (@ERs)16<<2 → ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@+ERs.W),ERd W 3 4 4  D    S ERs32+2→ERs32 d:16 + (@ERs)16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@-ERs.W),ERd W 3 4 4  D    S ERs32-2→ERs32 d:16 + (@ERs)16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（41） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/L.L @(d:16,@(d:2,ERs).W),ERd W 3 4 4  D  S     d:16 + (@(2/4/6+ERs))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:16,ERs).W),ERd W 4 4 5  D  S     d:16 + (@(d:16+ERd))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:32,ERs).W),ERd W 5 4 6  D  S     d:16 + (@(d:32+ERs))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:16,Rs.B).W),ERd W 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+RsL<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

W 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+Rs<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

W 4 4 5  D   S    d:16 + (@(d:16+ERd<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:32,Rs.B).W),ERd W 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+RsL<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+Rs<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:16 + (@(d:32+ERd<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@aa:16.W),ERd W 4 3 5  D     S d:16 + (@aa:16)16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:16,@aa:32.W),ERd W 5 3 6  D     S d:16 + (@aa:32)16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs.B),ERd B 4 3 5  D S    d:32 + (@ERs)8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs+.B),ERd B 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)8 → ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs-.B),ERd B 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)8 → ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@+ERs.B),ERd B 4 4 5  D    S ERs32+1→ERs32 d:32 + (@ERs)8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@-ERs.B),ERd B 4 4 5  D    S ERs32-1→ERs32 d:32 + (@ERs)8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:2,ERs).B),ERd B 4 4 5  D  S   d:32 + (@(1/2/3+ERs))8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:16,ERs).B),ERd B 5 4 6  D  S   d:32 + (@(d:16+ERd))8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:32,ERs).B),ERd B 6 4 7  D  S   d:32 + (@(d:32+ERs))8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:16,Rs.B).B),ERd B 5 4 6  D   S  d:32 + (@(d:16+RsL))8 → ERd  ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（42） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+Rs))8 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+ERd))8 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:32,Rs.B).B),ERd B 6 4 7  D   S  d:32 + (@(d:32+RsL))8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).B),ERd 

B 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+Rs))8 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

B 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+ERd))8 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@aa:16.B),ERd B 5 3 6  D     S d:32 + (@aa:16)8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@aa:32.B),ERd B 6 3 7  D     S d:32 + (@aa:32)8 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs.W),ERd W 4 3 5  D S    d:32 + (@ERs)16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs+.W),ERd W 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)16 → ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs-.W),ERd W 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)16 → ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@+ERs.W),ERd W 4 4 5  D    S ERs32+2→ERs32 d:32 + (@ERs)16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@-ERs.W),ERd W 4 4 5  D    S ERs32-2→ERs32 d:32 + (@ERs)16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:2,ERs).W),ERd W 4 4 5  D  S   d:32 + (@(2/4/6+ERs))16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:16,ERs).W),ERd W 5 4 6  D  S   d:32 + (@(d:16+ERd))16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:32,ERs).W),ERd W 6 4 7  D  S   d:32 + (@(d:32+ERd))16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.B).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+RsL<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+Rs<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+ERd<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.B).W),ERd 

W 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+RsL<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

W 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+Rs<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（43） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

W 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+ERd<<1))16 → ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@aa:16.W),ERd W 5 3 6  D     S d:32 + (@aa:16)16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/B.L @(d:32,@aa:32.W),ERd W 6 3 7  D     S d:32 + (@aa:32)16 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs.B),ERd B 4 3 5  D S    d:32 + (@ERs)8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs+.B),ERd B 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)8<<1 → ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs-.B),ERd B 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)8<<1 → ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@+ERs.B),ERd B 4 4 5  D    S ERs32+1→ERs32 d:32 + (@ERs)8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@-ERs.B),ERd B 4 4 5  D    S ERs32-1→ERs32 d:32 + (@ERs)8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@(d:2,ERs).B),ERd B 4 4 5  D  S     d:32 + (@(1/2/3+ERs))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,ERs).B),ERd 

B 5 4 6  D  S     d:32 + (@(d:16+ERd))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,ERs).B),ERd 

B 6 4 7  D  S     d:32 + (@(d:32+ERd))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.B).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+RsL))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+Rs))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+ERd))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.B).B),ERd 

B 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+RsL))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).B),ERd 

B 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+Rs))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

B 6 4 7  D       d:32 + (@(d:32+ERd))8 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@aa:16.B),ERd B 5 3 6  D     S d:32 + (@aa:16)8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@aa:32.B),ERd B 6 3 7  D     S d:32 + (@aa:32)8<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（44） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/W.L @(d:32,@ERs.W),ERd W 4 3 5  D S    d:32 + (@ERs)16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs+.W),ERd W 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)16<<1 → ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs-.W),ERd W 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)16<<1 → ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@+ERs.W),ERd W 4 4 5  D    S ERs32+2→ERs32 d:32 + (@ERs)16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@-ERs.W),ERd W 4 4 5  D    S ERs32-2→ERs32 d:32 + (@ERs)16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@(d:2,ERs).W),ERd W 4 4 5  D  S     d:32 + (@(2/4/6+ERs))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,ERs).W),ERd 

W 5 4 6  D  S     d:32 + (@(d:16+ERd))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,ERs).W),ERd 

W 6 4 7  D  S     d:32 + (@(d:32+ERd))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.B).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+RsL<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+Rs<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+ERd<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.B).W),ERd 

W 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+RsL<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

W 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+Rs<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

W 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+ERd<<1))16 

<<1 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@aa:16.W),ERd W 5 3 6  D     S d:32 + (@aa:16)16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/W.L @(d:32,@aa:32.W),ERd W 6 3 7  D     S d:32 + (@aa:32)16<<1 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs.B),ERd B 4 3 5  D S    d:32 + (@ERs)8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs+.B),ERd B 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)8<<2 → ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs-.B),ERd B 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)8<<2 → ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（45） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/L.L @(d:32,@+ERs.B),ERd B 4 4 5  D    S ERs32+1→ERs32 d:32 + (@ERs)8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@-ERs.B),ERd B 4 4 5  D    S ERs32-1→ERs32 d:32 + (@ERs)8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:2,ERs).B),ERd B 4 4 5  D  S     d:32 + (@(1/2/3+ERs))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:16,ERs).B),ERd B 5 4 6  D  S     d:32 + (@(d:16+ERd))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:32,ERs).B),ERd B 6 4 7  D  S     d:32 + (@(d:32+ERd))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:16,Rs.B).B),ERd B 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+RsL))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+Rs))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

B 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+ERd))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:32,Rs.B).B),ERd B 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+RsL))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).B),ERd 

B 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+Rs))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

B 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+ERd))8 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@aa:16.B),ERd B 5 3 6  D     S d:32 + (@aa:16)8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@aa:32.B),ERd B 6 3 7  D     S d:32 + (@aa:32)8<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs.W),ERd W 4 3 5  D S    d:32 + (@ERs)16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs+.W),ERd W 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)16<<2 → ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs-.W),ERd W 4 3 5  D    S d:32 + (@ERs)16<<2 → ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@+ERs.W),ERd W 4 4 5  D    S ERs32+2→ERs32 d:32 + (@ERs)16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@-ERs.W),ERd W 4 4 5  D    S ERs32-2→ERs32 d:32 + (@ERs)16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:2,ERs).W),ERd W 4 4 5  D  S     d:32 + (@(2/4/6+ERs))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―
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データ転送命令（46） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVA MOVA/L.L @(d:32,@(d:16,ERs).W),ERd W 5 4 6  D  S     d:32 + (@(d:16+ERd))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:32,ERs).W),ERd W 6 4 7  D  S     d:32 + (@(d:32+ERd))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.B).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+RsL<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+Rs<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

W 5 4 6  D   S    d:32 + (@(d:16+ERd<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.B).W),ERd 

W 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+RsL<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

W 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+Rs<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

W 6 4 7  D   S    d:32 + (@(d:32+ERd<<1))16 

<<2 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@aa:16.W),ERd W 5 3 6  D     S d:32 + (@aa:16)16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MOVA/L.L @(d:32,@aa:32.W),ERd W 6 3 7  D     S d:32 + (@aa:32)16<<2 → ERd  ― ― ― ― ― ―
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ブロック転送命令（1） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

EEPMOV EEPMOV.B B 2 4+

2n 

4+

2n 

      SD

*5

 if R4L≠0 

 

 

 

 else 

Repeat 

 

 

Until R4L=0 

@ER5+ 

 

R4L 

 

next; 

 

 

-

 

(バイトサイズ転送） 

1 

→ 

 

→ 

@ER6+ 

 

R4L 

  ― ― ― ― ― ―

 EEPMOV.W B 2 4+

2n 

4+

2n 

      SD

*5

 if R4≠0 

 

 

 

 else 

Repeat 

 

 

Until R4=0 

@ER5+ 

 

R4 

 

next; 

 

 

-

 

(バイトサイズ転送) 

1 

→ 

 

→ 

@ER6+ 

 

R4 

  ― ― ― ― ― ―

MOVMD MOVMD.B B 1 1+

2n 

1+

2n 

      SD

*5

 Repeat 

 

 

Until R4=0 

@ER5+ 

 

R4 

 

 

-

 

(バイトサイズ転送) 

1 

→ 

 

→ 

@ER6+ 

 

R4 

  ― ― ― ― ― ―

 MOVMD.W W 1 1+

2n 

1+

2n 

      SD

*5

 Repeat 

 

 

Until R4=0 

@ER5+ 

 

R4 

 

 

-

 

(ワードサイズ転送) 

1 

→ 

 

→ 

@ER6+ 

 

R4 

  ― ― ― ― ― ―

 MOVMD.L L 1 1+

2n 

1+

2n 

      SD

*5

 Repeat 

 

 

 

Until R4=0 

@ER5+ 

 

 

R4 

 

 

 

-

 

(ロングワードサイズ

転送) 

1 

→ 

 

 

→ 

@ER6+ 

 

 

R4 

  ― ― ― ― ― ―
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ブロック転送命令（2） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

MOVSD MOVSD.B d:16 B 2 4+

2n 

4+

2n 

      SD

*5

 Repeat 

 

 

 

 

 

 

 

Until R4=0 

@ER5+                         →@ER6（バイトサイズ転送） 

        if @ER6==0 then {            

           ER6+1→ER6 

           R4-1→R4 

           goto next+disp   

        } 

        ER6+1→ER6 

        R4-1→R4 

  ― ― ― ― ― ―
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算術演算命令（1） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B #xx:8,Rd B 1 1 1 S D     Rd8 + #xx → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@ERd B 2 3 4 S  D    @ERd + #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@ERd+ B 3 4 5 S     D @ERd + #xx → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@ERd- B 3 4 5 S     D @ERd + #xx → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@+ERd B 3 5 5 S     D ERd32+1→ERd32 @ERd + #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@-ERd B 3 5 5 S     D ERd32-1→ERd32 @ERd + #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@(d:2,ERd) B 3 5 5 S   D   @(1/2/3+ERd) + #xx → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@(d:16,ERd) B 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) + #xx → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@(d:32,ERd) B 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) + #xx → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL) + #xx → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd) + #xx → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd) + #xx → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL) + #xx → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd) + #xx → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd) + #xx → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@aa:8 B 2 3 4 S      D @aa:8 + #xx → @aa:8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@aa:16 B 3 3 5 S      D @aa:16 + #xx → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B #xx:8,@aa:32 B 4 3 6 S      D @aa:32 + #xx → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,Rd B 1 1 1  SD     Rd8 + Rs8 → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@ERd B 2 3 4  S D    @ERd + Rs8 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@ERd+ B 2 4 4  S    D @ERd + Rs8 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@ERd- B 2 4 4  S    D @ERd + Rs8 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@+ERd B 2 5 5  S    D ERd32+1→ERd32 @ERd + Rs8 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@-ERd B 2 5 5  S    D ERd32-1→ERd32 @ERd + Rs8 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@(d:2,ERd) B 2 5 5  S  D   @(1/2/3+ERd) + Rs8 → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@(d:16,ERd) B 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) + Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@(d:32,ERd) B 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) + Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@(d:16,Rd.B) B 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL) + Rs8 → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@(d:16,Rd.W) B 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd) + Rs8 → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（2） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B Rs,@(d:16,ERd.L) B 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd) + Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@(d:32,Rd.B) B 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL) + Rs8 → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@(d:32,Rd.W) B 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd) + Rs8 → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@(d:32,ERd.L) B 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd) + Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@aa:8 B 2 3 4  S     D @aa:8 + Rs8 → @aa:8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@aa:16 B 3 3 5  S     D @aa:16 + Rs8 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B Rs,@aa:32 B 4 3 6  S     D @aa:32 + Rs8 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,Rd B 2 3 3  D S    Rd8 + @ERs → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 + @ERs → Rd8 ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 + @ERs → Rd8 ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs32+1→ERs32 Rd8 + @ERs → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs32-1→ERs32 Rd8 + @ERs → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),Rd B 2 4 4  D  S   Rd8 + @(1/2/3+ERs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),Rd B 3 4 4  D  S   Rd8 + @(d:16+ERs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),Rd B 4 4 5  D  S   Rd8 + @(d:32+ERs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 + @(d:16+RsL) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 + @(d:16+Rs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 + @(d:16+ERs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 + @(d:32+RsL) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 + @(d:32+Rs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 + @(d:32+ERs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:8,Rd B 2 3 3  D     S Rd8 + @aa:8 → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,Rd B 3 3 4  D     S Rd8 + @aa:16 → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,Rd B 4 3 5  D     S Rd8 + @aa:32 → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@ERd B 2 5 5   SD    @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@ERd+ B 2 4 5   S   D @ERd + @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@ERd- B 2 4 5   S   D @ERd + @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@+ERd B 2 5 6   S   D ERd32+1→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@-ERd B 2 5 6   S   D ERd32-1→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（3） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 
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イ
ズ
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B @ERs,@(d:2,ERd) B 2 5 6   S D   @(1/2/3+ERd) + @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@(d:16,ERd) B 3 5 6   S D   @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@(d:32,ERd) B 4 5 7   S D   @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@(d:16,Rd.B) B 3 5 6   S  D  @(d:16+RdL) + @ERs → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@(d:16,Rd.W) B 3 5 6   S  D  @(d:16+Rd) + @ERs → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@(d:16,ERd.L) B 3 5 6   S  D  @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@(d:32,Rd.B) B 4 5 7   S  D  @(d:32+RdL) + @ERs → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@(d:32,Rd.W) B 4 5 7   S  D  @(d:32+Rd) + @ERs → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@(d:32,ERd.L) B 4 5 7   S  D  @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@aa:16 B 3 5 6   S    D @aa:16 + @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs,@aa:32 B 4 5 7   S    D @aa:32 + @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@ERd B 3 5 6   D   S @ERd + @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@ERd+ B 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@+ERd B 3 6 7      SD ERd32+1→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@-ERd B 3 6 7      SD ERd32-1→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@(d:2,ERd) B 3 6 7    D  S @(1/2/3+ERd) + @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@(d:16,ERd) B 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@(d:32,ERd) B 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) B 4 6 7     D S @(d:16+RdL) + @ERs → @(d:16+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) B 4 6 7     D S @(d:16+Rd) + @ERs → @(d:16+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) B 4 6 7     D S @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) B 5 6 8     D S @(d:32+RdL) + @ERs → @(d:32+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) B 5 6 8     D S @(d:32+Rd) + @ERs → @(d:32+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) B 5 6 8     D S @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@aa:16 B 4 5 7      S D @aa:16 + @ERs → @aa:16 ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs+,@aa:32 B 5 5 8      S D @aa:32 + @ERs → @aa:32 ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@ERd B 3 5 6   D   S @ERd + @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@ERd+ B 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（4） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B @ERs-,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@+ERd B 3 6 7      SD ERd32+1→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@-ERd B 3 6 7      SD ERd32-1→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@(d:2,ERd) B 3 6 7    D  S @(1/2/3+ERd) + @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@(d:16,ERd) B 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@(d:32,ERd) B 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) B 4 6 7     D S @(d:16+RdL) + @ERs → @(d:16+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) B 4 6 7     D S @(d:16+Rd) + @ERs → @(d:16+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) B 4 6 7     D S @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) B 5 6 8     D S @(d:32+RdL) + @ERs → @(d:32+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) B 5 6 8     D S @(d:32+Rd) + @ERs → @(d:32+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) B 5 6 8     D S @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@aa:16 B 4 5 7      S D @aa:16 + @ERs → @aa:16 ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @ERs-,@aa:32 B 5 5 8      S D @aa:32 + @ERs → @aa:32 ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@ERd B 3 6 6   D   S ERs32+1→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@ERd+ B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@ERd- B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@+ERd B 3 7 7      SD ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@-ERd B 3 7 7      SD ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@(d:2,ERd) B 3 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(1/2/3+ERd) + @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@(d:16,ERd) B 4 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@(d:32,ERd) B 5 7 8    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+RdL) + @ERs → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+Rd) + @ERs → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+RdL) + @ERs → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+Rd) + @ERs → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @+ERs,@aa:16 B 4 6 7      S D ERs32+1→ERs32 @aa:16 + @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B @+ERs,@aa:32 B 5 6 8      S D ERs32+1→ERs32 @aa:32 + @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@ERd B 3 6 6   D   S ERs32-1→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@ERd+ B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@ERd- B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@+ERd B 3 7 7      SD ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@-ERd B 3 7 7      SD ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@(d:2,ERd) B 3 7 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(1/2/3+ERd) + @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@(d:16,ERd) B 4 7 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@(d:32,ERd) B 5 7 8    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+RdL) + @ERs → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+Rd) + @ERs → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+RdL) + @ERs → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+Rd) + @ERs → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@aa:16 B 4 6 7      S D ERs32-1→ERs32 @aa:16 + @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @-ERs,@aa:32 B 5 6 8      S D ERs32-1→ERs32 @aa:32 + @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@ERd B 3 6 6    SD   @ERd + @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@ERd+ B 3 6 6    S  D @ERd + @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@ERd- B 3 6 6    S  D @ERd + @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@+ERd B 3 7 7    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd + @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@-ERd B 3 7 7    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd + @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) B 3 7 7    SD   @(1/2/3+ERd) + @(1/2/3+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) B 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) + @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) B 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) + @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) B 4 7 7    S D  @(d:16+RdL) + @(1/2/3+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) B 4 7 7    S D  @(d:16+Rd) + @(1/2/3+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) B 4 7 7    S D  @(d:16+ERd) + @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) B 5 7 8    S D  @(d:32+RdL) + @(1/2/3+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（6） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
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ト
命
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#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
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@
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@
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R
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/@
E

R
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+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) B 5 7 8    S D  @(d:32+Rd) + @(1/2/3+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) B 5 7 8    S D  @(d:32+ERd) + @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@aa:16 B 4 6 7    S   D @aa:16 + @(1/2/3+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:2,ERs),@aa:32 B 5 6 8    S   D @aa:32 + @(1/2/3+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@ERd B 4 6 7   D S   @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@ERd+ B 4 6 7    S  D @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@ERd- B 4 6 7    S  D @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@+ERd B 4 7 8    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@-ERd B 4 7 8    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) B 4 7 8    SD   @(1/2/3+ERd) + @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) B 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) B 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8    S D  @(d:16+RdL) + @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8    S D  @(d:16+Rd) + @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8    S D  @(d:16+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9    S D  @(d:32+RdL) + @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9    S D  @(d:32+Rd) + @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9    S D  @(d:32+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@aa:16 B 5 6 8    S   D @aa:16 + @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs),@aa:32 B 6 6 9    S   D @aa:32 + @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@ERd B 5 6 8   D S   @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@ERd+ B 5 6 8    S  D @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@ERd- B 5 6 8    S  D @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@+ERd B 5 7 9    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@-ERd B 5 7 9    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) B 5 7 9    SD   @(1/2/3+ERd) + @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) B 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) B 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9    S D  @(d:16+RdL) + @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（7） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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数

*1  

          

          

  

サ
イ
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命
令
長

 

最
小
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@
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@

aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9    S D  @(d:16+Rd) + @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9    S D  @(d:16+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10    S D  @(d:32+RdL) + @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10    S D  @(d:32+Rd) + @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10    S D  @(d:32+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@aa:16 B 6 6 9    S   D @aa:16 + @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs),@aa:32 B 7 6 10    S   D @aa:32 + @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd + @(d:16+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd + @(d:16+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd + @(d:16+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) + @(d:16+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) + @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) + @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) + @(d:16+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) + @(d:16+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) + @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) + @(d:16+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) + @(d:16+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) + @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 + @(d:16+RsL) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 + @(d:16+RsL) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@ERd B 4 6 7     SD  @ERd + @(d:16+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd + @(d:16+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd + @(d:16+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) + @(d:16+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（8） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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数
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イ
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最
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) + @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) + @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) + @(d:16+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) + @(d:16+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) + @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) + @(d:16+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) + @(d:16+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) + @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 + @(d:16+Rs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 + @(d:16+Rs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) + @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) + @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) + @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) + @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) + @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 + @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 + @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd + @(d:32+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（9） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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数
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イ
ズ
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長
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ト
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+
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n 

@
aa

:8
/@

aa
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6/
@

aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B @(d:32,Rs.B),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd + @(d:32+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd + @(d:32+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) + @(d:32+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) + @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) + @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) + @(d:32+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) + @(d:32+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) + @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) + @(d:32+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) + @(d:32+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) + @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 + @(d:32+RsL) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 + @(d:32+RsL) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd + @(d:32+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd + @(d:32+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd + @(d:32+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) + @(d:32+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) + @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) + @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) + @(d:32+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) + @(d:32+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) + @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) + @(d:32+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) + @(d:32+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) + @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 + @(d:32+Rs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 + @(d:32+Rs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（10） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値
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R
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@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B @(d:32,ERs.L),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) + @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) + @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) + @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) + @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) + @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 + @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 + @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@ERd B 3 4 6   D    S @ERd + @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@ERd+ B 3 4 6      D S @ERd + @aa:16 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@ERd- B 3 4 6      D S @ERd + @aa:16 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@+ERd B 3 5 7      D S ERd32+1→ERd32 @ERd + @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@-ERd B 3 5 7      D S ERd32-1→ERd32 @ERd + @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@(d:2,ERd) B 3 5 7    D   S @(1/2/3+ERd) + @aa:16 → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@(d:16,ERd) B 4 5 7    D   S @(d:16+ERd) + @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@(d:32,ERd) B 5 5 8    D   S @(d:32+ERd) + @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@(d:16,Rd.B) B 4 5 7     D  S @(d:16+RdL) + @aa:16 → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@(d:16,Rd.W) B 4 5 7     D  S @(d:16+Rd) + @aa:16 → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@(d:16,ERd.L) B 4 5 7     D  S @(d:16+ERd) + @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@(d:32,Rd.B) B 5 5 8     D  S @(d:32+RdL) + @aa:16 → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@(d:32,Rd.W) B 5 5 8     D  S @(d:32+Rd) + @aa:16 → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（11） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.B @aa:16,@(d:32,ERd.L) B 5 5 8     D  S @(d:32+ERd) + @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@aa:16 B 4 4 7       SD @aa:16 + @aa:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:16,@aa:32 B 5 4 8       SD @aa:32 + @aa:16 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@ERd B 4 4 7   D    S @ERd + @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@ERd+ B 4 4 7      D S @ERd + @aa:32 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@ERd- B 4 4 7      D S @ERd + @aa:32 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@+ERd B 4 5 8      D S ERd32+1→ERd32 @ERd + @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@-ERd B 4 5 8      D S ERd32-1→ERd32 @ERd + @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@(d:2,ERd) B 4 5 8    D   S @(1/2/3+ERd) + @aa:32 → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@(d:16,ERd) B 5 5 8    D   S @(d:16+ERd) + @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@(d:32,ERd) B 6 5 9    D   S @(d:32+ERd) + @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@(d:16,Rd.B) B 5 5 8     D  S @(d:16+RdL) + @aa:32 → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@(d:16,Rd.W) B 5 5 8     D  S @(d:16+Rd) + @aa:32 → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@(d:16,ERd.L) B 5 5 8     D  S @(d:16+ERd) + @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@(d:32,Rd.B) B 6 5 9     D  S @(d:32+RdL) + @aa:32 → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@(d:32,Rd.W) B 6 5 9     D  S @(d:32+Rd) + @aa:32 → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@(d:32,ERd.L) B 6 5 9     D  S @(d:32+ERd) + @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@aa:16 B 5 4 8       SD @aa:16 + @aa:32 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.B @aa:32,@aa:32 B 6 4 9       SD @aa:32 + @aa:32 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:3,Rd W 1 1 1 S D     Rd16 + #xx:3 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,Rd W 2 1 2 S D     Rd16 + #xx → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:3,@ERd W 2 3 4 S  D    @ERd + #xx:3 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:3,@aa:16 W 3 3 5 S      D @aa:16 + #xx:3 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:3,@aa:32 W 4 3 6 S      D @aa:32 + #xx:3 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@ERd W 3 4 5 S  D    @ERd + #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@ERd+ W 3 4 5 S     D @ERd + #xx → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@ERd- W 3 4 5 S     D @ERd + #xx → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@+ERd W 3 5 5 S     D ERd32+2→ERd32 @ERd + #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@-ERd W 3 5 5 S     D ERd32-2→ERd32 @ERd + #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（12） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W #xx:16,@(d:2,ERd) W 3 5 5 S   D   @(2/4/6+ERd) + #xx → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@(d:16,ERd) W 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) + #xx → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@(d:32,ERd) W 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) + #xx → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL<<1) + #xx → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd<<1) + #xx → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd<<1) + #xx → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL<<1) + #xx → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd<<1) + #xx → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd<<1) + #xx → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@aa:16 W 4 4 6 S      D @aa:16 + #xx → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W #xx:16,@aa:32 W 5 4 7 S      D @aa:32 + #xx → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,Rd W 1 1 1  SD     Rd16 + Rs16 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@ERd W 2 3 4  S D    @ERd + Rs16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@ERd+ W 2 4 4  S    D @ERd + Rs16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@ERd- W 2 4 4  S    D @ERd + Rs16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@+ERd W 2 5 5  S    D ERd32+2→ERd32 @ERd + Rs16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@-ERd W 2 5 5  S    D ERd32-2→ERd32 @ERd + Rs16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@(d:2,ERd) W 2 5 5  S  D   @(2/4/6+ERd) + Rs16 → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@(d:16,ERd) W 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) + Rs16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@(d:32,ERd) W 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) + Rs16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@(d:16,Rd.B) W 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL<<1) + Rs16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@(d:16,Rd.W) W 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd<<1) + Rs16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@(d:16,ERd.L) W 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd<<1) + Rs16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@(d:32,Rd.B) W 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL<<1) + Rs16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@(d:32,Rd.W) W 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd<<1) + Rs16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@(d:32,ERd.L) W 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd<<1) + Rs16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@aa:16 W 3 3 5  S     D @aa:16 + Rs16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W Rs,@aa:32 W 4 3 6  S     D @aa:32 + Rs16 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,Rd W 2 3 3  D S    Rd16 + @ERs → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W @ERs+,Rd W 2 3 3  D    S Rd16 + @ERs → Rd16 ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,Rd W 2 3 3  D    S Rd16 + @ERs → Rd16 ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,Rd W 2 4 4  D    S ERs32+2→ERs32 Rd16 + @ERs → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,Rd W 2 4 4  D    S ERs32-2→ERs32 Rd16 + @ERs → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),Rd W 2 4 4  D  S   Rd16 + @(2/4/6+ERs) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),Rd W 3 4 4  D  S   Rd16 + @(d:16+ERs) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),Rd W 4 4 5  D  S   Rd16 + @(d:32+ERs) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 + @(d:16+RsL<<1 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 + @(d:16+Rs<<1) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 + @(d:16+ERs<<1 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 + @(d:32+RsL<<1 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 + @(d:32+Rs<<1) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 + @(d:32+ERs<<1 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,Rd W 3 3 4  D     S Rd16 + @aa:16 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,Rd W 4 3 5  D     S Rd16 + @aa:32 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@ERd W 2 4 5   SD    @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@ERd+ W 2 4 5   S   D @ERd + @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@ERd- W 2 4 5   S   D @ERd + @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@+ERd W 2 5 6   S   D ERd32+2→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@-ERd W 2 5 6   S   D ERd32-2→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@(d:2,ERd) W 2 5 6   S D   @(2/4/6+ERd) + @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@(d:16,ERd) W 3 5 6   S D   @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@(d:32,ERd) W 4 5 7   S D   @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@(d:16,Rd.B) W 3 5 6   S  D  @(d:16+RdL<<1) + @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@(d:16,Rd.W) W 3 5 6   S  D  @(d:16+Rd<<1) + @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@(d:16,ERd.L) W 3 5 6   S  D  @(d:16+ERd<<1) + @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@(d:32,Rd.B) W 4 5 7   S  D  @(d:32+RdL<<1) + @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@(d:32,Rd.W) W 4 5 7   S  D  @(d:32+Rd<<1) + @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@(d:32,ERd.L) W 4 5 7   S  D  @(d:32+ERd<<1) + @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W @ERs,@aa:16 W 3 4 6   S    D @aa:16 + @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs,@aa:32 W 4 4 7   S    D @aa:32 + @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@ERd W 3 5 6   D   S @ERd + @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@ERd+ W 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@+ERd W 3 6 7      SD ERd32+2→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@-ERd W 3 6 7      SD ERd32-2→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@(d:2,ERd) W 3 6 7    D  S @(2/4/6+ERd) + @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@(d:16,ERd) W 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@(d:32,ERd) W 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) W 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<1) + @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) W 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<1) + @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) W 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<1) + @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) W 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<1) + @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) W 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<1) + @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) W 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<1) + @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@aa:16 W 4 5 7      S D @aa:16 + @ERs → @aa:16 ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs+,@aa:32 W 5 5 8      S D @aa:32 + @ERs → @aa:32 ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@ERd W 3 5 6   D   S @ERd + @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@ERd+ W 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@+ERd W 3 6 7      SD ERd32+2→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@-ERd W 3 6 7      SD ERd32-2→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@(d:2,ERd) W 3 6 7    D  S @(2/4/6+ERd) + @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@(d:16,ERd) W 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@(d:32,ERd) W 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) W 4 6 7    D  S @(d:16+RdL<<1) + @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) W 4 6 7    D  S @(d:16+Rd<<1) + @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) W 4 6 7    D  S @(d:16+ERd<<1) + @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) W 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<1) + @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) W 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<1) + @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) W 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<1) + @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@aa:16 W 4 5 7      S D @aa:16 + @ERs → @aa:16 ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @ERs-,@aa:32 W 5 5 8      S D @aa:32 + @ERs → @aa:32 ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@ERd W 3 6 6   D   S ERs32+2→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@ERd+ W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@ERd- W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@+ERd W 3 7 7      SD ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@-ERd W 3 7 7      SD ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@(d:2,ERd) W 3 7 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(2/4/6+ERd) + @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) + @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) + @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) + @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) + @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) + @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) + @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@aa:16 W 4 6 7      S D ERs32+2→ERs32 @aa:16 + @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @+ERs,@aa:32 W 5 6 8      S D ERs32+2→ERs32 @aa:32 + @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@ERd W 3 6 6   D   S ERs32-2→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@ERd+ W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@ERd- W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@+ERd W 3 7 7      SD ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@-ERd W 3 7 7      SD ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@(d:2,ERd) W 3 7 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(2/4/6+ERd) + @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) + @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) + @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) + @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) + @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) + @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) + @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@aa:16 W 4 6 7      S D ERs32-2→ERs32 @aa:16 + @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @-ERs,@aa:32 W 5 6 8      S D ERs32-2→ERs32 @aa:32 + @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@ERd W 3 6 6   D S   @ERd + @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@ERd+ W 3 6 6    S  D @ERd + @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@ERd- W 3 6 6    S  D @ERd + @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@+ERd W 3 7 7    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd + @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@-ERd W 3 7 7    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd + @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) W 3 7 7    SD   @(2/4/6+ERd) + @(2/4/6+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) W 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) + @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) W 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) + @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) W 4 7 7    S D  @(d:16+RdL<<1) + @(2/4/6+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) W 4 7 7    S D  @(d:16+Rd<<1) + @(2/4/6+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) W 4 7 7    S D  @(d:16+ERd<<1) + @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) W 5 7 8    S D  @(d:32+RdL<<1) + @(2/4/6+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) W 5 7 8    S D  @(d:32+Rd<<1) + @(2/4/6+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) W 5 7 8    S D  @(d:32+ERd<<1) + @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@aa:16 W 4 6 7    S   D @aa:16 + @(2/4/6+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:2,ERs),@aa:32 W 5 6 8    S   D @aa:32 + @(2/4/6+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@ERd W 4 6 7   D S   @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@ERd+ W 4 6 7    S  D @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@ERd- W 4 6 7    S  D @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@+ERd W 4 7 8    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@-ERd W 4 7 8    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) W 4 7 8    SD   @(2/4/6+ERd) + @(d:16+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) W 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) W 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8    S D  @(d:16+RdL<<1) + @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8    S D  @(d:16+Rd<<1) + @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8    S D  @(d:16+ERd<<1) + @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9    S D  @(d:32+RdL<<1) + @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9    S D  @(d:32+Rd<<1) + @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9    S D  @(d:32+ERd<<1) + @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@aa:16 W 5 6 8    S   D @aa:16 + @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs),@aa:32 W 6 6 9    S   D @aa:32 + @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@ERd W 5 6 8   D S   @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@ERd+ W 5 6 8    S  D @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@ERd- W 5 6 8    S  D @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@+ERd W 5 7 9    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@-ERd W 5 7 9    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) W 5 7 9    SD   @(2/4/6+ERd) + @(d:32+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) W 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) W 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9    S D  @(d:16+RdL<<1) + @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9    S D  @(d:16+Rd<<1) + @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9    S D  @(d:16+ERd<<1) + @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10    S D  @(d:32+RdL<<1) + @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10    S D  @(d:32+Rd<<1) + @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10    S D  @(d:32+ERd<<1) + @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@aa:16 W 6 6 9    S   D @aa:16 + @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs),@aa:32 W 7 6 10    S   D @aa:32 + @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd + @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W @(d:16,Rs.B),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd + @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd + @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) + @(d:16+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) + @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) + @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) + @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) + @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) + @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) + @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) + @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) + @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 + @(d:16+RsL<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 + @(d:16+RsL<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd + @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd + @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd + @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) + @(d:16+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) + @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) + @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) + @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) + @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) + @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) + @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) + @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) + @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 + @(d:16+Rs<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（19） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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イ
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 + @(d:16+Rs<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd + @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) + @(d:16+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) + @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) + @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) + @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) + @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) + @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) + @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) + @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) + @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 + @(d:16+ERs<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 + @(d:16+ERs<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd + @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd + @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd + @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) + @(d:32+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) + @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) + @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) + @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) + @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) + @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) + @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（20） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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数
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) + @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) + @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 + @(d:32+RsL<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 + @(d:32+RsL<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd + @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd + @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd + @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) + @(d:32+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) + @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) + @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) + @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) + @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) + @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) + @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) + @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) + @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 + @(d:32+Rs<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 + @(d:32+Rs<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd + @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) + @(d:32+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) + @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) + @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) + @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（21） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) + @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) + @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) + @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) + @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) + @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 + @(d:32+ERs<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 + @(d:32+ERs<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@ERd W 3 4 6   D    S @ERd + @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@ERd+ W 3 4 6      D S @ERd + @aa:16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@ERd- W 3 4 6      D S @ERd + @aa:16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@+ERd W 3 5 7      D S ERd32+2→ERd32 @ERd + @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@-ERd W 3 5 7      D S ERd32-2→ERd32 @ERd + @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@(d:2,ERd) W 3 5 7    D   S @(2/4/6+ERd) + @aa:16 → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@(d:16,ERd) W 4 5 7    D   S @(d:16+ERd) + @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@(d:32,ERd) W 5 5 8    D   S @(d:32+ERd) + @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@(d:16,Rd.B) W 4 5 7     D  S @(d:16+RdL<<1) + @aa:16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@(d:16,Rd.W) W 4 5 7     D  S @(d:16+Rd<<1) + @aa:16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@(d:16,ERd.L) W 4 5 7     D  S @(d:16+ERd<<1) + @aa:16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@(d:32,Rd.B) W 5 5 8     D  S @(d:32+RdL<<1) + @aa:16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@(d:32,Rd.W) W 5 5 8     D  S @(d:32+Rd<<1) + @aa:16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@(d:32,ERd.L) W 5 5 8     D  S @(d:32+ERd<<1) + @aa:16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@aa:16 W 4 4 7       SD @aa:16 + @aa:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:16,@aa:32 W 5 4 8       SD @aa:32 + @aa:16 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@ERd W 4 4 7   D    S @ERd + @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@ERd+ W 4 4 7      D S @ERd + @aa:32 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@ERd- W 4 4 7      D S @ERd + @aa:32 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@+ERd W 4 5 8      D S ERd32+2→ERd32 @ERd + @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@-ERd W 4 5 8      D S ERd32-2→ERd32 @ERd + @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@(d:2,ERd) W 4 5 8    D   S @(2/4/6+ERd) + @aa:32 → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（22） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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ー
ト
数
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サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
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@
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:8
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.W @aa:32,@(d:16,ERd) W 5 5 8    D   S @(d:16+ERd) + @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@(d:32,ERd) W 6 5 9    D   S @(d:32+ERd) + @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@(d:16,Rd.B) W 5 5 8     D  S @(d:16+RdL<<1) + @aa:32 → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@(d:16,Rd.W) W 5 5 8     D  S @(d:16+Rd<<1) + @aa:32 → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@(d:16,ERd.L) W 5 5 8     D  S @(d:16+ERd<<1) + @aa:32 → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@(d:32,Rd.B) W 6 5 9     D  S @(d:32+RdL<<1) + @aa:32 → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@(d:32,Rd.W) W 6 5 9     D  S @(d:32+Rd<<1) + @aa:32 → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@(d:32,ERd.L) W 6 5 9     D  S @(d:32+ERd<<1) + @aa:32 → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@aa:16 W 5 4 8       SD @aa:16 + @aa:32 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.W @aa:32,@aa:32 W 6 4 9       SD @aa:32 + @aa:32 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:3,ERd L 1 1 1 S D     ERd + #xx:3 → ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,ERd L 2 1 2 S D     ERd + #xx:16 → ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,ERd L 3 1 3 S D     ERd + #xx → ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@ERd L 3 4 5 S  D    @ERd + #xx:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@ERd+ L 3 4 5 S     D @ERd + #xx:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@ERd- L 3 4 5 S     D @ERd + #xx:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@+ERd L 3 5 5 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd + #xx:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@-ERd L 3 5 5 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd + #xx:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@(d:2,ERd) L 3 5 5 S   D   @(4/8/12+ERd) + #xx:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@(d:16,ERd) L 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) + #xx:16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@(d:32,ERd) L 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) + #xx:16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL<<2) + #xx:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd<<2) + #xx:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd<<2) + #xx:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL<<2) + #xx:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd<<2) + #xx:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd<<2) + #xx:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@aa:16 L 4 4 6 S      D @aa:16 + #xx:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:16,@aa:32 L 5 4 7 S      D @aa:32 + #xx:16 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（23） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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ト
数
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サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
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値
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@
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L #xx:32,@ERd L 4 4 6 S  D    @ERd + #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@ERd+ L 4 4 6 S     D @ERd + #xx → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@ERd- L 4 4 6 S     D @ERd + #xx → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@+ERd L 4 5 6 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd + #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@-ERd L 4 5 6 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd + #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@(d:2,ERd) L 4 5 6 S   D   @(4/8/12+ERd) + #xx → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@(d:16,ERd) L 5 5 7 S   D   @(d:16+ERd) + #xx → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@(d:32,ERd) L 6 5 8 S   D   @(d:32+ERd) + #xx → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@(d:16,Rd.B) L 5 5 7 S    D  @(d:16+RdL<<2) + #xx → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@(d:16,Rd.W) L 5 5 7 S    D  @(d:16+Rd<<2) + #xx → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@(d:16,ERd.L) L 5 5 7 S    D  @(d:16+ERd<<2) + #xx → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@(d:32,Rd.B) L 6 5 8 S    D  @(d:32+RdL<<2) + #xx → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@(d:32,Rd.W) L 6 5 8 S    D  @(d:32+Rd<<2) + #xx → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@(d:32,ERd.L) L 6 5 8 S    D  @(d:32+ERd<<2) + #xx → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@aa:16 L 5 4 7 S      D @aa:16 + #xx → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L #xx:32,@aa:32 L 6 4 8 S      D @aa:32 + #xx → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,ERd L 1 1 1  SD     ERd + ERs → ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@ERd L 2 4 4  S D    @ERd + ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@ERd+ L 2 4 4  S    D @ERd + ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@ERd- L 2 4 4  S    D @ERd + ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@+ERd L 2 5 5  S    D ERd32+4→ERd32 @ERd + ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@-ERd L 2 5 5  S    D ERd32-4→ERd32 @ERd + ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@(d:2,ERd) L 2 5 5  S  D   @(4/8/12+ERd) + ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@(d:16,ERd) L 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) + ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@(d:32,ERd) L 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) + ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@(d:16,Rd.B) L 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL<<2) + ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@(d:16,Rd.W) L 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd<<2) + ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@(d:16,ERd.L) L 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd<<2) + ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@(d:32,Rd.B) L 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL<<2) + ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（24） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L ERs,@(d:32,Rd.W) L 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd<<2) + ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@(d:32,ERd.L) L 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd<<2) + ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@aa:16 L 3 4 5  S     D @aa:16 + ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L ERs,@aa:32 L 4 4 6  S     D @aa:32 + ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,ERd L 2 3 3  D S    ERd32 + @ERs → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,ERd L 2 3 3  D    S ERd32 + @ERs → ERd32 ERs32+4→ERs ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,ERd L 2 3 3  D    S ERd32 + @ERs → ERd32 ERs32-4→ERs ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32+4→ERs32 ERd32 + @ERs → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32-4→ERs32 ERd32 + @ERs → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),ERd L 2 4 4  D  S   ERd32 + @(4/8/12+ERs) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),ERd L 3 4 4  D  S   ERd32 + @(d:16+ERs) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),ERd L 4 4 5  D  S   ERd32 + @(d:32+ERs) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 + @(d:16+RsL<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 + @(d:16+Rs<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 + @(d:16+ERs<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 + @(d:32+RsL<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 + @(d:32+Rs<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 + @(d:32+ERs<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,ERd L 3 3 4  D     S ERd32 + @aa:16 → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,ERd L 4 3 5  D     S ERd32 + @aa:32 → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@ERd L 3 5 6   SD    @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@ERd+ L 3 5 6   S   D @ERd + @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@ERd- L 3 5 6   S   D @ERd + @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@+ERd L 3 6 7   S   D ERd32+4→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@-ERd L 3 6 7   S   D ERd32-4→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@(d:2,ERd) L 3 6 7   S D   @(4/8/12+ERd) + @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@(d:16,ERd) L 4 6 7   S D   @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@(d:32,ERd) L 5 6 8   S D   @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7   S  D  @(d:16+RdL<<2) + @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（25） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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ス
テ
ー
ト
数

*1  
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イ
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@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L @ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7   S  D  @(d:16+Rd<<2) + @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7   S  D  @(d:16+ERd<<2) + @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8   S  D  @(d:32+RdL<<2) + @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8   S  D  @(d:32+Rd<<2) + @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8   S  D  @(d:32+ERd<<2) + @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@aa:16 L 4 5 7   S    D @aa:16 + @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs,@aa:32 L 5 5 8   S    D @aa:32 + @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@ERd L 3 5 6   D   S @ERd + @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@ERd+ L 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@+ERd L 3 6 7      SD ERd32+4→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@-ERd L 3 6 7      SD ERd32-4→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@(d:2,ERd) L 3 6 7    D  S @(4/8/12+ERd) + @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@(d:32,ERd) L 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<2) + @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<2) + @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<2) + @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<2) + @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<2) + @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<2) + @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@aa:16 L 4 5 7      S D @aa:16 + @ERs → @aa:16 ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs+,@aa:32 L 5 5 8      S D @aa:32 + @ERs → @aa:32 ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@ERd L 3 5 6   D   S @ERd + @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@ERd+ L 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd + @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@+ERd L 3 6 7      SD ERd32+4→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@-ERd L 3 6 7      SD ERd32-4→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@(d:2,ERd) L 3 6 7    D  S @(4/8/12+ERd) + @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（26） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L @ERs-,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@(d:32,ERd) L 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<2) + @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<2) + @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<2) + @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<2) + @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<2) + @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<2) + @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@aa:16 L 4 5 7      S D @aa:16 + @ERs → @aa:16 ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @ERs-,@aa:32 L 5 5 8      S D @aa:32 + @ERs → @aa:32 ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@ERd L 3 6 6   D   S ERs32+4→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@ERd+ L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@ERd- L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@+ERd L 3 7 7      SD ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@-ERd L 3 7 7      SD ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@(d:2,ERd) L 3 7 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(4/8/12+ERd) + @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@(d:16,ERd) L 4 7 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) + @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) + @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) + @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) + @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) + @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) + @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@aa:16 L 4 6 7      S D ERs32+4→ERs32 @aa:16 + @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @+ERs,@aa:32 L 5 6 8      S D ERs32+4→ERs32 @aa:32 + @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@ERd L 3 6 6   D   S ERs32-4→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@ERd+ L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@ERd- L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 @ERd + @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（27） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L @-ERs,@+ERd L 3 7 7      SD ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@-ERd L 3 7 7      SD ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd + @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@(d:2,ERd) L 3 7 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(4/8/12+ERd) + @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@(d:16,ERd) L 4 7 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd) + @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd) + @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) + @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) + @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) + @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) + @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) + @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) + @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@aa:16 L 4 6 7      S D ERs32-4→ERs32 @aa:16 + @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @-ERs,@aa:32 L 5 6 8      S D ERs32-4→ERs32 @aa:32 + @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@ERd L 3 6 6   D S   @ERd + @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@ERd+ L 3 6 6    S  D @ERd + @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@ERd- L 3 6 6    S  D @ERd + @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@+ERd L 3 7 7    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd + @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@-ERd L 3 7 7    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd + @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) L 3 7 7    SD   @(4/8/12+ERd) + @(4/8/12+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) L 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) + @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) L 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) + @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) L 4 7 7    S D  @(d:16+RdL<<2) + @(4/8/12+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) L 4 7 7    S D  @(d:16+Rd<<2) + @(4/8/12+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) L 4 7 7    S D  @(d:16+ERd<<2) + @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) L 5 7 8    S D  @(d:32+RdL<<2) + @(4/8/12+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) L 5 7 8    S D  @(d:32+Rd<<2) + @(4/8/12+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) L 5 7 8    S D  @(d:32+ERd<<2) + @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@aa:16 L 4 6 7    S   D @aa:16 + @(4/8/12+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:2,ERs),@aa:32 L 5 6 8    S   D @aa:32 + @(4/8/12+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（28） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L @(d:16,ERs),@ERd L 4 6 7   D S   @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@ERd+ L 4 6 7    S  D @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@ERd- L 4 6 7    S  D @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@+ERd L 4 7 8    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@-ERd L 4 7 8    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) L 4 7 8    SD   @(4/8/12+ERd) + @(d:16+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) L 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) L 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) + @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8    S D  @(d:16+RdL<<2) + @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8    S D  @(d:16+Rd<<2) + @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8    S D  @(d:16+ERd<<2) + @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9    S D  @(d:32+RdL<<2) + @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9    S D  @(d:32+Rd<<2) + @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9    S D  @(d:32+ERd<<2) + @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@aa:16 L 5 6 8    S   D @aa:16 + @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs),@aa:32 L 6 6 9    S   D @aa:32 + @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@ERd L 5 6 8   D S   @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@ERd+ L 5 6 8    S  D @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@ERd- L 5 6 8    S  D @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@+ERd L 5 7 9    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@-ERd L 5 7 9    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) L 5 7 9    SD   @(4/8/12+ERd) + @(d:32+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) L 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) L 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) + @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9    S D  @(d:16+RdL<<2) + @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9    S D  @(d:16+Rd<<2) + @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9    S D  @(d:16+ERd<<2) + @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10    S D  @(d:32+RdL<<2) + @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10    S D  @(d:32+Rd<<2) + @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（29） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値
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ト
命
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@
aa

:8
/@
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6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10    S D  @(d:32+ERd<<2) + @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@aa:16 L 6 6 9    S   D @aa:16 + @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs),@aa:32 L 7 6 10    S   D @aa:32 + @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd + @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd + @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd + @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) + @(d:16+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) + @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) + @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) + @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) + @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) + @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) + @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) + @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) + @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 + @(d:16+RsL<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 + @(d:16+RsL<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd + @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd + @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd + @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) + @(d:16+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) + @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) + @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) + @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) + @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（30） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) + @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) + @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) + @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) + @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 + @(d:16+Rs<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 + @(d:16+Rs<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd + @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd + @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd + @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) + @(d:16+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) + @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) + @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) + @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) + @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) + @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) + @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) + @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) + @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 + @(d:16+ERs<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 + @(d:16+ERs<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd + @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd + @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd + @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) + @(d:32+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) + @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（31） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
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n 

@
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,E
R

n)
 

@
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nL

.B
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W
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R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) + @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) + @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) + @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) + @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) + @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) + @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) + @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 + @(d:32+RsL<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 + @(d:32+RsL<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd + @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd + @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd + @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) + @(d:32+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) + @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) + @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) + @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) + @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) + @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) + @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) + @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) + @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 + @(d:32+Rs<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 + @(d:32+Rs<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd + @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd + @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（32） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
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@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L @(d:32,ERs.L),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd + @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) + @(d:32+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) + @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) + @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) + @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) + @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) + @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) + @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) + @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) + @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 + @(d:32+ERs<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 + @(d:32+ERs<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@ERd L 4 5 7   D    S @ERd + @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@ERd+ L 4 5 7      D S @ERd + @aa:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@ERd- L 4 5 7      D S @ERd + @aa:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@+ERd L 4 6 8      D S ERd32+4→ERd32 @ERd + @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@-ERd L 4 6 8      D S ERd32-4→ERd32 @ERd + @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@(d:2,ERd) L 4 6 8    D   S @(4/8/12+ERd) + @aa:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@(d:16,ERd) L 5 6 8    D   S @(d:16+ERd) + @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@(d:32,ERd) L 6 6 9    D   S @(d:32+ERd) + @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) L 5 6 8     D  S @(d:16+RdL<<2) + @aa:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) L 5 6 8     D  S @(d:16+Rd<<2) + @aa:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) L 5 6 8     D  S @(d:16+ERd<<2) + @aa:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) L 6 6 9     D  S @(d:32+RdL<<2) + @aa:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) L 6 6 9     D  S @(d:32+Rd<<2) + @aa:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) L 6 6 9     D  S @(d:32+ERd<<2) + @aa:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@aa:16 L 5 5 8       SD @aa:16 + @aa:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:16,@aa:32 L 6 5 9       SD @aa:32 + @aa:16 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@ERd L 5 5 8   D    S @ERd + @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（33） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADD ADD.L @aa:32,@ERd+ L 5 5 8      D S @ERd + @aa:32 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@ERd- L 5 5 8      D S @ERd + @aa:32 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@+ERd L 5 6 9      D S ERd32+4→ERd32 @ERd + @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@-ERd L 5 6 9      D S ERd32-4→ERd32 @ERd + @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@(d:2,ERd) L 5 6 9    D   S @(4/8/12+ERd) + @aa:32 → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@(d:16,ERd) L 6 6 9    D   S @(d:16+ERd) + @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@(d:32,ERd) L 7 6 10    D   S @(d:32+ERd) + @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) L 6 6 9     D  S @(d:16+RdL<<2) + @aa:32 → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) L 6 6 9     D  S @(d:16+Rd<<2) + @aa:32 → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) L 6 6 9     D  S @(d:16+ERd<<2) + @aa:32 → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) L 7 6 10     D  S @(d:32+RdL<<2) + @aa:32 → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) L 7 6 10     D  S @(d:32+Rd<<2) + @aa:32 → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) L 7 6 10     D  S @(d:32+ERd<<2) + @aa:32 → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@aa:16 L 6 5 9       SD @aa:16 + @aa:32 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADD.L @aa:32,@aa:32 L 7 5 10       SD @aa:32 + @aa:32 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

CMP CMP.B #xx:8,Rd B 1 1 1 S D     Rd8 - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@ERd B 2 3 3 S  D    @ERd - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@ERd+ B 3 4 4 S     D @ERd - #xx    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@ERd- B 3 4 4 S     D @ERd - #xx    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@+ERd B 3 5 5 S     D ERd32+1→ERd32 @ERd - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@-ERd B 3 5 5 S     D ERd32-1→ERd32 @ERd - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@(d:2,ERd) B 3 5 5 S   D   @(1/2/3+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@(d:16,ERd) B 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@(d:32,ERd) B 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（34） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
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ェ
ッ
チ
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R
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/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@aa:8 B 2 3 3 S      D @aa:8 - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@aa:16 B 3 3 4 S      D @aa:16 - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B #xx:8,@aa:32 B 4 3 5 S      D @aa:32 - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,Rd B 1 1 1  SD     Rd8 - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@ERd B 2 3 3  S D    @ERd - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@ERd+ B 2 3 3  S    D @ERd - Rs8    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@ERd- B 2 3 3  S    D @ERd - Rs8    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@+ERd B 2 4 4  S    D ERd32+1→ERd32 @ERd - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@-ERd B 2 4 4  S    D ERd32-1→ERd32 @ERd - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@(d:2,ERd) B 2 4 4  S  D   @(1/2/3+ERd) - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@(d:16,ERd) B 3 4 4  S  D   @(d:16+ERd) - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@(d:32,ERd) B 4 4 5  S  D   @(d:32+ERd) - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@(d:16,Rd.B) B 3 4 4  S   D  @(d:16+RdL) - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@(d:16,Rd.W) B 3 4 4  S   D  @(d:16+Rd) - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@(d:16,ERd.L) B 3 4 4  S   D  @(d:16+ERd) - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@(d:32,Rd.B) B 4 4 5  S   D  @(d:32+RdL) - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@(d:32,Rd.W) B 4 4 5  S   D  @(d:32+Rd) - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@(d:32,ERd.L) B 4 4 5  S   D  @(d:32+ERd) - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@aa:8 B 2 3 3  S     D @aa:8 - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@aa:16 B 3 3 4  S     D @aa:16 - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B Rs,@aa:32 B 4 3 5  S     D @aa:32 - Rs8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,Rd B 2 2 3  D S    Rd8 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 - @ERs   ERs+1→ERs ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 - @ERs   ERs-1→ERs ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs+1→ERs Rd8 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs-1→ERs Rd8 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),Rd B 2 4 4  D  S   Rd8 - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),Rd B 3 4 4  D  S   Rd8 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（35） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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ー
ト
数
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サ
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ズ

 

命
令
長

 

最
小
値
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ッ
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命
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/@
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@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B @(d:32,ERs),Rd B 4 4 5  D  S   Rd8 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:8,Rd B 2 2 3  D     S Rd8 - @aa:8    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,Rd B 3 2 4  D     S Rd8 - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,Rd B 4 2 5  D     S Rd8 - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@ERd B 2 3 4   SD    @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@ERd+ B 2 3 4   S   D @ERd - @ERs    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@ERd- B 2 3 4   S   D @ERd - @ERs    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@+ERd B 2 4 5   S   D ERd32+1→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@-ERd B 2 4 5   S   D ERd32-1→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@(d:2,ERd) B 2 4 5   S D   @(1/2/3+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@(d:16,ERd) B 3 4 5   S D   @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@(d:32,ERd) B 4 4 6   S D   @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@(d:16,Rd.B) B 3 4 5   S  D  @(d:16+RdL) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@(d:16,Rd.W) B 3 4 5   S  D  @(d:16+Rd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@(d:16,ERd.L) B 3 4 5   S  D  @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@(d:32,Rd.B) B 4 4 6   S  D  @(d:32+RdL) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@(d:32,Rd.W) B 4 4 6   S  D  @(d:32+Rd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@(d:32,ERd.L) B 4 4 6   S  D  @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@aa:16 B 3 3 5   S    D @aa:16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs,@aa:32 B 4 3 6   S    D @aa:32 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@ERd B 3 4 5   D   S @ERd - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@ERd+ B 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@ERd- B 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（36） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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/@
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aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B @ERs+,@+ERd B 3 5 6      SD ERd32+1→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@-ERd B 3 5 6      SD ERd32-1→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@(d:2,ERd) B 3 5 6    D  S @(1/2/3+ERd) - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D  S @(d:16+ERd) - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D  S @(d:32+ERd) - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D S @(d:16+RdL) - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D S @(d:16+Rd) - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D S @(d:16+ERd) - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D S @(d:32+RdL) - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D S @(d:32+Rd) - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D S @(d:32+ERd) - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@aa:16 B 4 4 6      S D @aa:16 - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs+,@aa:32 B 5 4 7      S D @aa:32 - @ERs   ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@ERd B 3 4 5   D   S @ERd - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@ERd+ B 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@ERd- B 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@+ERd B 3 5 6      SD ERd32+1→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@-ERd B 3 5 6      SD ERd32-1→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@(d:2,ERd) B 3 5 6    D  S @(1/2/3+ERd) - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D  S @(d:16+ERd) - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D  S @(d:32+ERd) - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D S @(d:16+RdL) - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D S @(d:16+Rd) - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D S @(d:16+ERd) - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D S @(d:32+RdL) - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D S @(d:32+Rd) - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D S @(d:32+ERd) - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@aa:16 B 4 4 6      S D @aa:16 - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @ERs-,@aa:32 B 5 4 7      S D @aa:32 - @ERs   ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（37） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B @+ERs,@ERd B 3 5 5   D   S ERs32+1→ERs32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@ERd+ B 3 5 5      SD ERs32+1→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@ERd- B 3 5 5      SD ERs32+1→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@+ERd B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@-ERd B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@(d:2,ERd) B 3 6 6    D  S ERs32+1→ERs32 @(1/2/3+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@(d:16,ERd) B 4 6 6    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@(d:32,ERd) B 5 6 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 6 6     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+RdL) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 6 6     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+Rd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 6 6     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 6 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+RdL) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 6 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+Rd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 6 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@aa:16 B 4 5 6      S D ERs32+1→ERs32 @aa:16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @+ERs,@aa:32 B 5 5 7      S D ERs32+1→ERs32 @aa:32 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@ERd B 3 5 5   D   S ERs32-1→ERs32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@ERd+ B 3 5 5      SD ERs32-1→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@ERd- B 3 5 5      SD ERs32-1→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@+ERd B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@-ERd B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@(d:2,ERd) B 3 6 6    D  S ERs32-1→ERs32 @(1/2/3+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@(d:16,ERd) B 4 6 6    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@(d:32,ERd) B 5 6 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 6 6     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+RdL) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 6 6     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+Rd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 6 6     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 6 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+RdL) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 6 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+Rd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（38） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
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,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 6 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@aa:16 B 4 5 6      S D ERs32-1→ERs32 @aa:16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @-ERs,@aa:32 B 5 5 7      S D ERs32-1→ERs32 @aa:32 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@ERd B 3 5 5   D S   @ERd - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@ERd+ B 3 5 5    S  D @ERd - @(1/2/3+ERs)    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@ERd- B 3 5 5    S  D @ERd - @(1/2/3+ERs)    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@+ERd B 3 6 6    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@-ERd B 3 6 6    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) B 3 6 6    SD   @(1/2/3+ERd) - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) B 4 6 6    SD   @(d:16+ERd) - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) B 5 6 7    SD   @(d:32+ERd) - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) B 4 6 6    S D  @(d:16+RdL) - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) B 4 6 6    S D  @(d:16+Rd) - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) B 4 6 6    S D  @(d:16+ERd) - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) B 5 6 7    S D  @(d:32+RdL) - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) B 5 6 7    S D  @(d:32+Rd) - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) B 5 6 7    S D  @(d:32+ERd) - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@aa:16 B 4 5 6    S   D @aa:16 - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:2,ERs),@aa:32 B 5 5 7    S   D @aa:32 - @(1/2/3+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@ERd B 4 5 6   D S   @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@ERd+ B 4 5 6    S  D @ERd - @(d:16+ERs)    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@ERd- B 4 5 6    S  D @ERd - @(d:16+ERs)    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@+ERd B 4 6 7    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@-ERd B 4 6 7    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) B 4 6 7    SD   @(1/2/3+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) B 5 6 7    SD   @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) B 6 6 8    SD   @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) B 5 6 7    S D  @(d:16+RdL) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) B 5 6 7    S D  @(d:16+Rd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（39） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 
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R
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R
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@
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@
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R
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@
E

R
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/@
E

R
n-

/@
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E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) B 5 6 7    S D  @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) B 6 6 8    S D  @(d:32+RdL) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) B 6 6 8    S D  @(d:32+Rd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) B 6 6 8    S D  @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@aa:16 B 5 5 7    S   D @aa:16 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs),@aa:32 B 6 5 8    S   D @aa:32 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@ERd B 5 5 7   D S   @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@ERd+ B 5 5 7    S  D @ERd - @(d:32+ERs)    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@ERd- B 5 5 7    S  D @ERd - @(d:32+ERs)    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@+ERd B 5 6 8    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@-ERd B 5 6 8    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) B 5 6 8    SD   @(1/2/3+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) B 6 6 8    SD   @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) B 7 6 9    SD   @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) B 6 6 8    S D  @(d:16+RdL) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) B 6 6 8    S D  @(d:16+Rd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) B 6 6 8    S D  @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) B 7 6 9    S D  @(d:32+RdL) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) B 7 6 9    S D  @(d:32+Rd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) B 7 6 9    S D  @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@aa:16 B 6 5 8    S   D @aa:16 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs),@aa:32 B 7 5 9    S   D @aa:32 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@ERd B 4 5 6   D  S  @ERd - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ B 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+RsL)    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@ERd- B 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+RsL)    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@+ERd B 4 6 7     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@-ERd B 4 6 7     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) B 4 6 7    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) B 5 6 7    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（40） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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数
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6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) B 6 6 8    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 5 6 7     SD  @(d:16+RdL) - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 5 6 7     SD  @(d:16+Rd) - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 5 6 7     SD  @(d:16+ERd) - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 6 6 8     SD  @(d:32+RdL) - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 6 6 8     SD  @(d:32+Rd) - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 6 6 8     SD  @(d:32+ERd) - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 B 5 5 7     S  D @aa:16 - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 B 6 5 8     S  D @aa:32 - @(d:16+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@ERd B 4 5 6   D  S  @ERd - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ B 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+Rs)    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@ERd- B 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+Rs)    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@+ERd B 4 6 7     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@-ERd B 4 6 7     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) B 4 6 7    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) B 5 6 7    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) B 6 6 8    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 5 6 7     SD  @(d:16+RdL) - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 5 6 7     SD  @(d:16+Rd) - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 5 6 7     SD  @(d:16+ERd) - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 6 6 8     SD  @(d:32+RdL) - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 6 6 8     SD  @(d:32+Rd) - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 6 6 8     SD  @(d:32+ERd) - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 B 5 5 7     S  D @aa:16 - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 B 6 5 8     S  D @aa:32 - @(d:16+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@ERd B 4 5 6   D  S  @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ B 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+ERs)    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@ERd- B 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+ERs)    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@+ERd B 4 6 7     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（41） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B @(d:16,ERs.L),@-ERd B 4 6 7     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) B 4 6 7    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) B 5 6 7    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) B 6 6 8    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 5 6 7     SD  @(d:16+RdL) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 5 6 7     SD  @(d:16+Rd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 5 6 7     SD  @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 6 6 8     SD  @(d:32+RdL) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 6 6 8     SD  @(d:32+Rd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 6 6 8     SD  @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 B 5 5 7     S  D @aa:16 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 B 6 5 8     S  D @aa:32 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@ERd B 5 5 7   D  S  @ERd - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ B 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+RsL)    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@ERd- B 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+RsL)    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@+ERd B 5 6 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@-ERd B 5 6 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) B 5 6 8    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) B 6 6 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) B 7 6 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 6 6 8     SD  @(d:16+RdL) - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 6 6 8     SD  @(d:16+Rd) - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 6 6 8     SD  @(d:16+ERd) - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 7 6 9     SD  @(d:32+RdL) - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 7 6 9     SD  @(d:32+Rd) - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 7 6 9     SD  @(d:32+ERd) - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 B 6 5 8     S  D @aa:16 - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 B 7 5 9     S  D @aa:32 - @(d:32+RsL)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@ERd B 5 5 7   D  S  @ERd - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（42） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
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R
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n)
 

@
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@
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@
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R
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/@
E

R
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/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ B 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+Rs)    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@ERd- B 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+Rs)    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@+ERd B 5 6 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@-ERd B 5 6 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) B 5 6 8    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) B 6 6 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) B 7 6 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 6 6 8     SD  @(d:16+RdL) - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 6 6 8     SD  @(d:16+Rd) - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 6 6 8     SD  @(d:16+ERd) - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 7 6 9     SD  @(d:32+RdL) - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 7 6 9     SD  @(d:32+Rd) - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 7 6 9     SD  @(d:32+ERd) - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 B 6 5 8     S  D @aa:16 - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 B 7 5 9     S  D @aa:32 - @(d:32+Rs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@ERd B 5 5 7   D  S  @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ B 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+ERs)    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@ERd- B 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+ERs)    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@+ERd B 5 6 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@-ERd B 5 6 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) B 5 6 8    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) B 6 6 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) B 7 6 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 6 6 8     SD  @(d:16+RdL) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 6 6 8     SD  @(d:16+Rd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 6 6 8     SD  @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 7 6 9     SD  @(d:32+RdL) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 7 6 9     SD  @(d:32+Rd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 7 6 9     SD  @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-287

 
 

R
JJ09B

0048-0400

2. 
各
命
令
の
説
明

算術演算命令（43） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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/@
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@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 B 6 5 8     S  D @aa:16 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 B 7 5 9     S  D @aa:32 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@ERd B 3 3 5   D    S @ERd - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@ERd+ B 3 3 5      D S @ERd - @aa:16    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@ERd- B 3 3 5      D S @ERd - @aa:16    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@+ERd B 3 4 6      D S ERd32+1→ERd32 @ERd - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@-ERd B 3 4 6      D S ERd32-1→ERd32 @ERd - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@(d:2,ERd) B 3 4 6    D   S @(1/2/3+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@(d:16,ERd) B 4 4 6    D   S @(d:16+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@(d:32,ERd) B 5 4 7    D   S @(d:32+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@(d:16,Rd.B) B 4 4 6     D  S @(d:16+RdL) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@(d:16,Rd.W) B 4 4 6     D  S @(d:16+Rd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@(d:16,ERd.L) B 4 4 6     D  S @(d:16+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@(d:32,Rd.B) B 5 4 7     D  S @(d:32+RdL) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@(d:32,Rd.W) B 5 4 7     D  S @(d:32+Rd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@(d:32,ERd.L) B 5 4 7     D  S @(d:32+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@aa:16 B 4 3 6       SD @aa:16 - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:16,@aa:32 B 5 3 7       SD @aa:32 - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@ERd B 4 3 6   D    S @ERd - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@ERd+ B 4 3 6      D S @ERd - @aa:32    ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@ERd- B 4 3 6      D S @ERd - @aa:32    ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@+ERd B 4 4 7      D S ERd32+1→ERd32 @ERd - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@-ERd B 4 4 7      D S ERd32-1→ERd32 @ERd - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@(d:2,ERd) B 4 4 7    D   S @(1/2/3+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@(d:16,ERd) B 5 4 7    D   S @(d:16+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@(d:32,ERd) B 6 4 8    D   S @(d:32+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@(d:16,Rd.B) B 5 4 7     D  S @(d:16+RdL) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@(d:16,Rd.W) B 5 4 7     D  S @(d:16+Rd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@(d:16,ERd.L) B 5 4 7     D  S @(d:16+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（44） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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ト
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イ
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命
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最
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/@

aa
:1
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:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.B @aa:32,@(d:32,Rd.B) B 6 4 8     D  S @(d:32+RdL) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@(d:32,Rd.W) B 6 4 8     D  S @(d:32+Rd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@(d:32,ERd.L) B 6 4 8     D  S @(d:32+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@aa:16 B 5 3 7       SD @aa:16 - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.B @aa:32,@aa:32 B 6 3 8       SD @aa:32 - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:3,Rd W 1 1 1 S D     Rd16 - #xx:3    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,Rd W 2 1 2 S D     Rd16 - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:3,@ERd W 2 2 3 S  D    @ERd - #xx:3    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:3,@aa:16 W 3 2 4 S      D @aa:16 - #xx:3    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:3,@aa:32 W 4 2 5 S      D @aa:32 - #xx:3    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@ERd W 3 3 4 S  D    @ERd - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@ERd+ W 3 3 4 S     D @ERd - #xx    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@ERd- W 3 3 4 S     D @ERd - #xx    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@+ERd W 3 4 4 S     D ERd32+2→ERd32 @ERd - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@-ERd W 3 4 4 S     D ERd32-2→ERd32 @ERd - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@(d:2,ERd) W 3 4 4 S   D   @(2/4/6+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@(d:16,ERd) W 4 4 5 S   D   @(d:16+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@(d:32,ERd) W 5 4 6 S   D   @(d:32+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@(d:16,Rd.B) W 4 4 5 S    D  @(d:16+RdL<<1) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@(d:16,Rd.W) W 4 4 5 S    D  @(d:16+Rd<<1) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@(d:16,ERd.L) W 4 4 5 S    D  @(d:16+ERd<<1) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@(d:32,Rd.B) W 5 4 6 S    D  @(d:32+RdL<<1) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@(d:32,Rd.W) W 5 4 6 S    D  @(d:32+Rd<<1) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@(d:32,ERd.L) W 5 4 6 S    D  @(d:32+ERd<<1) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@aa:16 W 4 3 5 S      D @aa:16 - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W #xx:16,@aa:32 W 5 3 6 S      D @aa:32 - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,Rd W 1 1 1  SD     Rd16 - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@ERd W 2 3 3  S D    @ERd - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@ERd+ W 2 3 3  S    D @ERd - Rs16    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（45） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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@

aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.W Rs,@ERd- W 2 3 3  S    D @ERd - Rs16    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@+ERd W 2 4 4  S    D ERd32+2→ERd32 @ERd - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@-ERd W 2 4 4  S    D ERd32-2→ERd32 @ERd - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@(d:2,ERd) W 2 4 4  S  D   @(2/4/6+ERd) - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@(d:16,ERd) W 3 4 4  S  D   @(d:16+ERd) - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@(d:32,ERd) W 4 4 5  S  D   @(d:32+ERd) - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@(d:16,Rd.B) W 3 4 4  S   D  @(d:16+RdL<<1) - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@(d:16,Rd.W) W 3 4 4  S   D  @(d:16+Rd<<1) - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@(d:16,ERd.L) W 3 4 4  S   D  @(d:16+ERd<<1) - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@(d:32,Rd.B) W 4 4 5  S   D  @(d:32+RdL<<1) - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@(d:32,Rd.W) W 4 4 5  S   D  @(d:32+Rd<<1) - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@(d:32,ERd.L) W 4 4 5  S   D  @(d:32+ERd<<1) - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@aa:16 W 3 3 4  S     D @aa:16 - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W Rs,@aa:32 W 4 3 5  S     D @aa:32 - Rs16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,Rd W 2 2 3  D S    Rd16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,Rd W 2 3 3  D    S Rd16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,Rd W 2 3 3  D    S Rd16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,Rd W 2 4 4  D    S Rd16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,Rd W 2 4 4  D    S Rd16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),Rd W 2 4 4  D  S   Rd16 - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),Rd W 3 4 4  D  S   Rd16 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),Rd W 4 4 5  D  S   Rd16 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 - @(d:16+RsL<<1    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 - @(d:16+ERs<<1    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 - @(d:32+RsL<<1    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 - @(d:32+ERs<<1    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,Rd W 3 2 4  D     S Rd16 - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（46） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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長
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aa
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/@

aa
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6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.W @aa:32,Rd W 4 2 5  D     S Rd16 - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@ERd W 2 3 4   SD    @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@ERd+ W 2 3 4   S   D @ERd - @ERs    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@ERd- W 2 3 4   S   D @ERd - @ERs    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@+ERd W 2 4 5   S   D ERd32+2→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@-ERd W 2 4 5   S   D ERd32-2→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@(d:2,ERd) W 2 4 5   S D   @(2/4/6+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@(d:16,ERd) W 3 4 5   S D   @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@(d:32,ERd) W 4 4 6   S D   @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@(d:16,Rd.B) W 3 4 5   S  D  @(d:16+RdL<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@(d:16,Rd.W) W 3 4 5   S  D  @(d:16+Rd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@(d:16,ERd.L) W 3 4 5   S  D  @(d:16+ERd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@(d:32,Rd.B) W 4 4 6   S  D  @(d:32+RdL<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@(d:32,Rd.W) W 4 4 6   S  D  @(d:32+Rd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@(d:32,ERd.L) W 4 4 6   S  D  @(d:32+ERd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@aa:16 W 3 3 5   S    D @aa:16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs,@aa:32 W 4 3 6   S    D @aa:32 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@ERd W 3 4 5   D   S @ERd - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@ERd+ W 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@ERd- W 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@+ERd W 3 5 6      SD ERd32+2→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@-ERd W 3 5 6      SD ERd32-2→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@(d:2,ERd) W 3 5 6    D  S @(2/4/6+ERd) - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D  S @(d:16+ERd) - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D  S @(d:32+ERd) - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D S @(d:16+RdL<<1) - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D S @(d:16+Rd<<1) - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D S @(d:16+ERd<<1) - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D S @(d:32+RdL<<1) - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D S @(d:32+Rd<<1) - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D S @(d:32+ERd<<1) - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@aa:16 W 4 4 6      S D @aa:16 - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs+,@aa:32 W 5 4 7      S D @aa:32 - @ERs   ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@ERd W 3 4 5   D   S @ERd - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@ERd+ W 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@ERd- W 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@+ERd W 3 5 6      SD ERd32+2→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@-ERd W 3 5 6      SD ERd32-2→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@(d:2,ERd) W 3 5 6    D  S @(2/4/6+ERd) - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D  S @(d:16+ERd) - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D  S @(d:32+ERd) - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D S @(d:16+RdL<<1) - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D S @(d:16+Rd<<1) - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D S @(d:16+ERd<<1) - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D S @(d:32+RdL<<1) - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D S @(d:32+Rd<<1) - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D S @(d:32+ERd<<1) - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@aa:16 W 4 4 6      S D @aa:16 - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @ERs-,@aa:32 W 5 4 7      S D @aa:32 - @ERs   ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@ERd W 3 5 5   D   S ERs32+2→ERs32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@ERd+ W 3 5 5      SD ERs32+2→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@ERd- W 3 5 5      SD ERs32+2→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@+ERd W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@-ERd W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@(d:2,ERd) W 3 6 6    D  S ERs32+2→ERs32 @(2/4/6+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@(d:16,ERd) W 4 6 6    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@(d:32,ERd) W 5 6 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 6 6     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（48） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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数
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イ
ズ
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最
小
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@
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R
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@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 6 6     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 6 6     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 6 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 6 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 6 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@aa:16 W 4 5 6      S D ERs32+2→ERs32 @aa:16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @+ERs,@aa:32 W 5 5 7      S D ERs32+2→ERs32 @aa:32 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@ERd W 3 5 5   D   S ERs32-2→ERs32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@ERd+ W 3 5 5      SD ERs32-2→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@ERd- W 3 5 5      SD ERs32-2→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@+ERd W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@-ERd W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@(d:2,ERd) W 3 6 6    D  S ERs32-2→ERs32 @(2/4/6+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@(d:16,ERd) W 4 6 6    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@(d:32,ERd) W 5 6 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 6 6     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 6 6     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 6 6     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 6 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 6 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 6 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@aa:16 W 4 5 6      S D ERs32-2→ERs32 @aa:16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @-ERs,@aa:32 W 5 5 7      S D ERs32-2→ERs32 @aa:32 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@ERd W 3 5 5   D S   @ERd - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@ERd+ W 3 5 5    S  D @ERd - @(2/4/6+ERs)    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@ERd- W 3 5 5    S  D @ERd - @(2/4/6+ERs)    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@+ERd W 3 6 6    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@-ERd W 3 6 6    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) W 3 6 6    SD   @(2/4/6+ERd) - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（49） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) W 4 6 6    SD   @(d:16+ERd) - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) W 5 6 7    SD   @(d:32+ERd) - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) W 4 6 6    S D  @(d:16+RdL<<1) - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) W 4 6 6    S D  @(d:16+Rd<<1) - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) W 4 6 6    S D  @(d:16+ERd<<1) - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) W 5 6 7    S D  @(d:32+RdL<<1) - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) W 5 6 7    S D  @(d:32+Rd<<1) - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) W 5 6 7    S D  @(d:32+ERd<<1) - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@aa:16 W 4 5 6    S   D @aa:16 - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:2,ERs),@aa:32 W 5 5 7    S   D @aa:32 - @(2/4/6+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@ERd W 4 5 6   D S   @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@ERd+ W 4 5 6    S  D @ERd - @(d:16+ERs)    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@ERd- W 4 5 6    S  D @ERd - @(d:16+ERs)    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@+ERd W 4 6 7    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@-ERd W 4 6 7    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) W 4 6 7    SD   @(2/4/6+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) W 5 6 7    SD   @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) W 6 6 8    SD   @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) W 5 6 7    S D  @(d:16+RdL<<1) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) W 5 6 7    S D  @(d:16+Rd<<1) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) W 5 6 7    S D  @(d:16+ERd<<1) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) W 6 6 8    S D  @(d:32+RdL<<1) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) W 6 6 8    S D  @(d:32+Rd<<1) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) W 6 6 8    S D  @(d:32+ERd<<1) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@aa:16 W 5 5 7    S   D @aa:16 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs),@aa:32 W 6 5 8    S   D @aa:32 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@ERd W 5 5 7   D S   @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@ERd+ W 5 5 7    S  D @ERd - @(d:32+ERs)    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@ERd- W 5 5 7    S  D @ERd - @(d:32+ERs)    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（50） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.W @(d:32,ERs),@+ERd W 5 6 8    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@-ERd W 5 6 8    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) W 5 6 8    SD   @(2/4/6+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) W 6 6 8    SD   @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) W 7 6 9    SD   @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) W 6 6 8    S D  @(d:16+RdL<<1) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) W 6 6 8    S D  @(d:16+Rd<<1) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) W 6 6 8    S D  @(d:16+ERd<<1) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) W 7 6 9    S D  @(d:32+RdL<<1) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) W 7 6 9    S D  @(d:32+Rd<<1) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) W 7 6 9    S D  @(d:32+ERd<<1) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@aa:16 W 6 5 8    S   D @aa:16 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs),@aa:32 W 7 5 9    S   D @aa:32 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@ERd W 4 5 6   D  S  @ERd - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ W 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+RsL<<1)    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@ERd- W 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+RsL<<1)    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@+ERd W 4 6 7     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@-ERd W 4 6 7     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) W 4 6 7    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) W 5 6 7    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) W 6 6 8    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 5 6 7     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 5 6 7     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 5 6 7     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 6 6 8     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 6 6 8     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 6 6 8     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 W 5 5 7     S  D @aa:16 - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 W 6 5 8     S  D @aa:32 - @(d:16+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（51） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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@

aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.W @(d:16,Rs.W),@ERd W 4 5 6   D  S  @ERd - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ W 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+Rs<<1)    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@ERd- W 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+Rs<<1)    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@+ERd W 4 6 7     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@-ERd W 4 6 7     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) W 4 6 7    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) W 5 6 7    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) W 6 6 8    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 5 6 7     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 5 6 7     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 5 6 7     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 6 6 8     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 6 6 8     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 6 6 8     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 W 5 5 7     S  D @aa:16 - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 W 6 5 8     S  D @aa:32 - @(d:16+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@ERd W 4 5 6   D  S  @ERd - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ W 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+ERs<<1)    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@ERd- W 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+ERs<<1)    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@+ERd W 4 6 7     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@-ERd W 4 6 7     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) W 4 6 7    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) W 5 6 7    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) W 6 6 8    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 5 6 7     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 5 6 7     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 5 6 7     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 6 6 8     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 6 6 8     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（52） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
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イ
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@
aa
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aa
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@

aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 6 6 8     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 W 5 5 7     S  D @aa:16 - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 W 6 5 8     S  D @aa:32 - @(d:16+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@ERd W 5 5 7   D  S  @ERd - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ W 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+RsL<<1)    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@ERd- W 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+RsL<<1)    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@+ERd W 5 6 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@-ERd W 5 6 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) W 5 6 8    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) W 6 6 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) W 7 6 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 6 6 8     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 6 6 8     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 6 6 8     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 7 6 9     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 7 6 9     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 7 6 9     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 W 6 5 8     S  D @aa:16 - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 W 7 5 9     S  D @aa:32 - @(d:32+RsL<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@ERd W 5 5 7   D  S  @ERd - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ W 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+Rs<<1)    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@ERd- W 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+Rs<<1)    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@+ERd W 5 6 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@-ERd W 5 6 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) W 5 6 8    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) W 6 6 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) W 7 6 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 6 6 8     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 6 6 8     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（53） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 6 6 8     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 7 6 9     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 7 6 9     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 7 6 9     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 W 6 5 8     S  D @aa:16 - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 W 7 5 9     S  D @aa:32 - @(d:32+Rs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@ERd W 5 5 7   D  S  @ERd - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ W 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+ERs<<1)    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@ERd- W 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+ERs<<1)    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@+ERd W 5 6 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@-ERd W 5 6 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) W 5 6 8    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) W 6 6 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) W 7 6 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 6 6 8     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 6 6 8     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 6 6 8     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 7 6 9     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 7 6 9     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 7 6 9     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 W 6 5 8     S  D @aa:16 - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 W 7 5 9     S  D @aa:32 - @(d:32+ERs<<1)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@ERd W 3 3 5   D    S @ERd - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@ERd+ W 3 3 5      D S @ERd - @aa:16    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@ERd- W 3 3 5      D S @ERd - @aa:16    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@+ERd W 3 4 6      D S ERd32+2→ERd32 @ERd - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@-ERd W 3 4 6      D S ERd32-2→ERd32 @ERd - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@(d:2,ERd) W 3 4 6    D   S @(2/4/6+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@(d:16,ERd) W 4 4 6    D   S @(d:16+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.W @aa:16,@(d:32,ERd) W 5 4 7    D   S @(d:32+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@(d:16,Rd.B) W 4 4 6     D  S @(d:16+RdL<<1) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@(d:16,Rd.W) W 4 4 6     D  S @(d:16+Rd<<1) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@(d:16,ERd.L) W 4 4 6     D  S @(d:16+ERd<<1) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@(d:32,Rd.B) W 5 4 7     D  S @(d:32+RdL<<1) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@(d:32,Rd.W) W 5 4 7     D  S @(d:32+Rd<<1) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@(d:32,ERd.L) W 5 4 7     D  S @(d:32+ERd<<1) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@aa:16 W 4 3 6       SD @aa:16 - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:16,@aa:32 W 5 3 7       SD @aa:32 - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@ERd W 4 3 6   D    S @ERd - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@ERd+ W 4 3 6      D S @ERd - @aa:32    ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@ERd- W 4 3 6      D S @ERd - @aa:32    ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@+ERd W 4 4 7      D S ERd32+2→ERd32 @ERd - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@-ERd W 4 4 7      D S ERd32-2→ERd32 @ERd - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@(d:2,ERd) W 4 4 7    D   S @(2/4/6+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@(d:16,ERd) W 5 4 7    D   S @(d:16+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@(d:32,ERd) W 6 4 8    D   S @(d:32+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@(d:16,Rd.B) W 5 4 7     D  S @(d:16+RdL<<1) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@(d:16,Rd.W) W 5 4 7     D  S @(d:16+Rd<<1) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@(d:16,ERd.L) W 5 4 7     D  S @(d:16+ERd<<1) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@(d:32,Rd.B) W 6 4 8     D  S @(d:32+RdL<<1) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@(d:32,Rd.W) W 6 4 8     D  S @(d:32+Rd<<1) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@(d:32,ERd.L) W 6 4 8     D  S @(d:32+ERd<<1) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@aa:16 W 5 3 7       SD @aa:16 - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.W @aa:32,@aa:32 W 6 3 8       SD @aa:32 - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:3,ERd L 1 1 1 S D     ERd32 - #xx:3    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,ERd L 2 1 2 S D     ERd32 - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,ERd L 3 1 3 S D     ERd32 - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@ERd L 3 3 4 S  D    @ERd - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（55） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値
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ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
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#x
x 

R
n 

@
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R
n 

@
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R

n)
 

@
(d
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.B
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@
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R
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@
E

R
n+
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E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L #xx:16,@ERd+ L 3 3 4 S     D @ERd - #xx:16    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@ERd- L 3 3 4 S     D @ERd - #xx:16    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@+ERd L 3 4 4 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@-ERd L 3 4 4 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@(d:2,ERd) L 3 4 4 S   D   @(4/8/12+ERd) - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@(d:16,ERd) L 4 4 5 S   D   @(d:16+ERd) - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@(d:32,ERd) L 5 4 6 S   D   @(d:32+ERd) - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@(d:16,Rd.B) L 4 4 5 S    D  @(d:16+RdL<<2) - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@(d:16,Rd.W) L 4 4 5 S    D  @(d:16+Rd<<2) - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@(d:16,ERd.L) L 4 4 5 S    D  @(d:16+ERd<<2) - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@(d:32,Rd.B) L 5 4 6 S    D  @(d:32+RdL<<2) - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@(d:32,Rd.W) L 5 4 6 S    D  @(d:32+Rd<<2) - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@(d:32,ERd.L) L 5 4 6 S    D  @(d:32+ERd<<2) - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@aa:16 L 4 3 5 S      D @aa:16 - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:16,@aa:32 L 5 3 6 S      D @aa:32 - #xx:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@ERd L 4 3 5 S  D    @ERd - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@ERd+ L 4 3 5 S     D @ERd - #xx    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@ERd- L 4 3 5 S     D @ERd - #xx    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@+ERd L 4 4 5 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@-ERd L 4 4 5 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@(d:2,ERd) L 4 4 5 S   D   @(4/8/12+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@(d:16,ERd) L 5 4 6 S   D   @(d:16+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@(d:32,ERd) L 6 4 7 S   D   @(d:32+ERd) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@(d:16,Rd.B) L 5 4 6 S    D  @(d:16+RdL<<2) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@(d:16,Rd.W) L 5 4 6 S    D  @(d:16+Rd<<2) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@(d:16,ERd.L) L 5 4 6 S    D  @(d:16+ERd<<2) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@(d:32,Rd.B) L 6 4 7 S    D  @(d:32+RdL<<2) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@(d:32,Rd.W) L 6 4 7 S    D  @(d:32+Rd<<2) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@(d:32,ERd.L) L 6 4 7 S    D  @(d:32+ERd<<2) - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（56） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L #xx:32,@aa:16 L 5 3 6 S      D @aa:16 - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L #xx:32,@aa:32 L 6 3 7 S      D @aa:32 - #xx    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,ERd L 1 1 1  SD     ERd - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@ERd L 2 3 3  S D    @ERd - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@ERd+ L 2 3 3  S    D @ERd - ERs    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@ERd- L 2 3 3  S    D @ERd - ERs    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@+ERd L 2 4 4  S    D ERd32+4→ERd32 @ERd - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@-ERd L 2 4 4  S    D ERd32-4→ERd32 @ERd - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@(d:2,ERd) L 2 4 4  S  D   @(4/8/12+ERd) - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@(d:16,ERd) L 3 4 4  S  D   @(d:16+ERd) - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@(d:32,ERd) L 4 4 5  S  D   @(d:32+ERd) - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@(d:16,Rd.B) L 3 4 4  S   D  @(d:16+RdL<<2) - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@(d:16,Rd.W) L 3 4 4  S   D  @(d:16+Rd<<2) - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@(d:16,ERd.L) L 3 4 4  S   D  @(d:16+ERd<<2) - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@(d:32,Rd.B) L 4 4 5  S   D  @(d:32+RdL<<2) - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@(d:32,Rd.W) L 4 4 5  S   D  @(d:32+Rd<<2) - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@(d:32,ERd.L) L 4 4 5  S   D  @(d:32+ERd<<2) - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@aa:16 L 3 3 4  S     D @aa:16 - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L ERs,@aa:32 L 4 3 5  S     D @aa:32 - ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,ERd L 2 3 3  D S    ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,ERd L 2 3 3  D    S ERd - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,ERd L 2 3 3  D    S ERd - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32+4→ERs32 ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32-4→ERs32 ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),ERd L 2 4 4  D  S   ERd - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),ERd L 3 4 4  D  S   ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),ERd L 4 4 5  D  S   ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),ERd L 3 4 4  D   S  ERd - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),ERd L 3 4 4  D   S  ERd - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（57） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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ト
数
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イ
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最
小
値
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aa
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/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L @(d:16,ERs.L),ERd L 3 4 4  D   S  ERd - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),ERd L 4 4 5  D   S  ERd - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),ERd L 4 4 5  D   S  ERd - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),ERd L 4 4 5  D   S  ERd - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,ERd L 3 3 4  D     S ERd - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,ERd L 4 3 5  D     S ERd - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@ERd L 3 4 5   SD    @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@ERd+ L 3 4 5   S   D @ERd - @ERs    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@ERd- L 3 4 5   S   D @ERd - @ERs    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@+ERd L 3 5 6   S   D ERd32+4→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@-ERd L 3 5 6   S   D ERd32-4→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@(d:2,ERd) L 3 5 6   S D   @(4/8/12+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@(d:16,ERd) L 4 5 6   S D   @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@(d:32,ERd) L 5 5 7   S D   @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6   S  D  @(d:16+RdL<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6   S  D  @(d:16+Rd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6   S  D  @(d:16+ERd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7   S  D  @(d:32+RdL<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7   S  D  @(d:32+Rd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7   S  D  @(d:32+ERd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@aa:16 L 4 4 6   S    D @aa:16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs,@aa:32 L 5 4 7   S    D @aa:32 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@ERd L 3 4 5   D   S @ERd - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@ERd+ L 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@ERd- L 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@+ERd L 3 5 6      SD ERd32+4→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@-ERd L 3 5 6      SD ERd32-4→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@(d:2,ERd) L 3 5 6    D  S @(4/8/12+ERd) - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D  S @(d:16+ERd) - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（58） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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@

aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L @ERs+,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D  S @(d:32+ERd) - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D S @(d:16+RdL<<2) - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D S @(d:16+Rd<<2) - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D S @(d:16+ERd<<2) - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D S @(d:32+RdL<<2) - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D S @(d:32+Rd<<2) - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D S @(d:32+ERd<<2) - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@aa:16 L 4 4 6      S D @aa:16 - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs+,@aa:32 L 5 4 7      S D @aa:32 - @ERs   ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@ERd L 3 4 5   D   S @ERd - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@ERd+ L 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@ERd- L 3 4 5      SD @ERd - @ERs   ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@+ERd L 3 5 6      SD ERd32+4→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@-ERd L 3 5 6      SD ERd32-4→ERd32 @ERd - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@(d:2,ERd) L 3 5 6    D  S @(4/8/12+ERd) - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D  S @(d:16+ERd) - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D  S @(d:32+ERd) - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D S @(d:16+RdL<<2) - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D S @(d:16+Rd<<2) - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D S @(d:16+ERd<<2) - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D S @(d:32+RdL<<2) - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D S @(d:32+Rd<<2) - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D S @(d:32+ERd<<2) - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@aa:16 L 4 4 6      S D @aa:16 - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @ERs-,@aa:32 L 5 4 7      S D @aa:32 - @ERs   ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@ERd L 3 5 5   D   S ERs32+4→ERs32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@ERd+ L 3 5 5      SD ERs32+4→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@ERd- L 3 5 5      SD ERs32+4→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@+ERd L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（59） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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aa
:1
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L @+ERs,@-ERd L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@(d:2,ERd) L 3 6 6    D  S ERs32+4→ERs32 @(4/8/12+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@(d:16,ERd) L 4 6 6    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@(d:32,ERd) L 5 6 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 6 6     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 6 6     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 6 6     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 6 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 6 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 6 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@aa:16 L 4 5 6      S D ERs32+4→ERs32 @aa:16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @+ERs,@aa:32 L 5 5 7      S D ERs32+4→ERs32 @aa:32 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@ERd L 3 5 5   D   S ERs32-4→ERs32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@ERd+ L 3 5 5      SD ERs32-4→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@ERd- L 3 5 5      SD ERs32-4→ERs32 @ERd - @ERs    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@+ERd L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@-ERd L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@(d:2,ERd) L 3 6 6    D  S ERs32-4→ERs32 @(4/8/12+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@aa:16 L 4 5 6      S D ERs32-4→ERs32 @aa:16 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @-ERs,@aa:32 L 5 5 7      S D ERs32-4→ERs32 @aa:32 - @ERs    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@ERd L 3 5 5   D S   @ERd - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（60） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L @(d:2,ERs),@ERd+ L 3 5 5    S  D @ERd - @(4/8/12+ERs)    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@ERd- L 3 5 5    S  D @ERd - @(4/8/12+ERs)    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@+ERd L 3 6 6    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@-ERd L 3 6 6    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) L 3 6 6    SD   @(4/8/12+ERd) - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) L 4 6 6    SD   @(d:16+ERd) - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) L 5 6 7    SD   @(d:32+ERd) - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) L 4 6 6    S D  @(d:16+RdL<<2) - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) L 4 6 6    S D  @(d:16+Rd<<2) - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) L 4 6 6    S D  @(d:16+ERd<<2) - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) L 5 6 7    S D  @(d:32+RdL<<2) - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) L 5 6 7    S D  @(d:32+Rd<<2) - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) L 5 6 7    S D  @(d:32+ERd<<2) - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@aa:16 L 4 5 6    S   D @aa:16 - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:2,ERs),@aa:32 L 5 5 7    S   D @aa:32 - @(4/8/12+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@ERd L 4 5 6   D S   @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@ERd+ L 4 5 6    S  D @ERd - @(d:16+ERs)    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@ERd- L 4 5 6    S  D @ERd - @(d:16+ERs)    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@+ERd L 4 6 7    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@-ERd L 4 6 7    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) L 4 6 7    SD   @(4/8/12+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) L 5 6 7    SD   @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) L 6 6 8    SD   @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) L 5 6 7    S D  @(d:16+RdL<<2) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) L 5 6 7    S D  @(d:16+Rd<<2) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) L 5 6 7    S D  @(d:16+ERd<<2) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) L 6 6 8    S D  @(d:32+RdL<<2) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) L 6 6 8    S D  @(d:32+Rd<<2) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) L 6 6 8    S D  @(d:32+ERd<<2) - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（61） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L @(d:16,ERs),@aa:16 L 5 5 7    S   D @aa:16 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs),@aa:32 L 6 5 8    S   D @aa:32 - @(d:16+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@ERd L 5 5 7   D S   @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@ERd+ L 5 5 7    S  D @ERd - @(d:32+ERs)    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@ERd- L 5 5 7    S  D @ERd - @(d:32+ERs)    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@+ERd L 5 6 8    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@-ERd L 5 6 8    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) L 5 6 8    SD   @(4/8/12+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) L 6 6 8    SD   @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) L 7 6 9    SD   @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) L 6 6 8    S D  @(d:16+RdL<<2) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) L 6 6 8    S D  @(d:16+Rd<<2) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) L 6 6 8    S D  @(d:16+ERd<<2) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) L 7 6 9    S D  @(d:32+RdL<<2) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) L 7 6 9    S D  @(d:32+Rd<<2) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) L 7 6 9    S D  @(d:32+ERd<<2) - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@aa:16 L 6 5 8    S   D @aa:16 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs),@aa:32 L 7 5 9    S   D @aa:32 - @(d:32+ERs)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@ERd L 4 5 6   D  S  @ERd - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ L 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+RsL<<2)    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@ERd- L 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+RsL<<2)    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@+ERd L 4 6 7     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@-ERd L 4 6 7     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) L 4 6 7    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) L 5 6 7    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) L 6 6 8    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 5 6 7     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 5 6 7     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 5 6 7     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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明

 
算術演算命令（62） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 6 6 8     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 6 6 8     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 6 6 8     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 L 5 5 7     S  D @aa:16 - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 L 6 5 8     S  D @aa:32 - @(d:16+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@ERd L 4 5 6   D  S  @ERd - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ L 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+Rs<<2)    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@ERd- L 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+Rs<<2)    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@+ERd L 4 6 7     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@-ERd L 4 6 7     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) L 4 6 7    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) L 5 6 7    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) L 6 6 8    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 5 6 7     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 5 6 7     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 5 6 7     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 6 6 8     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 6 6 8     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 6 6 8     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 L 5 5 7     S  D @aa:16 - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 L 6 5 8     S  D @aa:32 - @(d:16+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@ERd L 4 5 6   D  S  @ERd - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ L 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+ERs<<2)    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@ERd- L 4 5 6     S D @ERd - @(d:16+ERs<<2)    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@+ERd L 4 6 7     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@-ERd L 4 6 7     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) L 4 6 7    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) L 5 6 7    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) L 6 6 8    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（63） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
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,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 5 6 7     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 5 6 7     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 5 6 7     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 6 6 8     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 6 6 8     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 6 6 8     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 L 5 5 7     S  D @aa:16 - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 L 6 5 8     S  D @aa:32 - @(d:16+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@ERd L 5 5 7   D  S  @ERd - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ L 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+RsL<<2)    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@ERd- L 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+RsL<<2)    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@+ERd L 5 6 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@-ERd L 5 6 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) L 5 6 8    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) L 6 6 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) L 7 6 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 6 6 8     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 6 6 8     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 6 6 8     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 7 6 9     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 7 6 9     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 7 6 9     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 L 6 5 8     S  D @aa:16 - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 L 7 5 9     S  D @aa:32 - @(d:32+RsL<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@ERd L 5 5 7   D  S  @ERd - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ L 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+Rs<<2)    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@ERd- L 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+Rs<<2)    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@+ERd L 5 6 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@-ERd L 5 6 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（64） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
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R
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E
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@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) L 5 6 8    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) L 6 6 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) L 7 6 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 6 6 8     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 6 6 8     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 6 6 8     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 7 6 9     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 7 6 9     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 7 6 9     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 L 6 5 8     S  D @aa:16 - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 L 7 5 9     S  D @aa:32 - @(d:32+Rs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@ERd L 5 5 7   D  S  @ERd - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ L 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+ERs<<2)    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@ERd- L 5 5 7     S D @ERd - @(d:32+ERs<<2)    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@+ERd L 5 6 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@-ERd L 5 6 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) L 5 6 8    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) L 6 6 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) L 7 6 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 6 6 8     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 6 6 8     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 6 6 8     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 7 6 9     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 7 6 9     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 7 6 9     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 L 6 5 8     S  D @aa:16 - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 L 7 5 9     S  D @aa:32 - @(d:32+ERs<<2)    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@ERd L 4 4 6   D    S @ERd - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@ERd+ L 4 4 6      D S @ERd - @aa:16    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（65） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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ト
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イ
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最
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R
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@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

CMP CMP.L @aa:16,@ERd- L 4 4 6      D S @ERd - @aa:16    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@+ERd L 4 5 7      D S ERd32+4→ERd32 @ERd - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@-ERd L 4 5 7      D S ERd32-4→ERd32 @ERd - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@(d:2,ERd) L 4 5 7    D   S @(4/8/12+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@(d:16,ERd) L 5 5 7    D   S @(d:16+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@(d:32,ERd) L 6 5 8    D   S @(d:32+ERd) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) L 5 5 7     D  S @(d:16+RdL<<2) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) L 5 5 7     D  S @(d:16+Rd<<2) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) L 5 5 7     D  S @(d:16+ERd<<2) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) L 6 5 8     D  S @(d:32+RdL<<2) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) L 6 5 8     D  S @(d:32+Rd<<2) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) L 6 5 8     D  S @(d:32+ERd<<2) - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@aa:16 L 5 4 7       SD @aa:16 - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:16,@aa:32 L 6 4 8       SD @aa:32 - @aa:16    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@ERd L 5 4 7   D    S @ERd - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@ERd+ L 5 4 7      D S @ERd - @aa:32    ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@ERd- L 5 4 7      D S @ERd - @aa:32    ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@+ERd L 5 5 8      D S ERd32+4→ERd32 @ERd - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@-ERd L 5 5 8      D S ERd32-4→ERd32 @ERd - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@(d:2,ERd) L 5 5 8    D   S @(4/8/12+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@(d:16,ERd) L 6 5 8    D   S @(d:16+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@(d:32,ERd) L 7 5 9    D   S @(d:32+ERd) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) L 6 5 8     D  S @(d:16+RdL<<2) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) L 6 5 8     D  S @(d:16+Rd<<2) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) L 6 5 8     D  S @(d:16+ERd<<2) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) L 7 5 9     D  S @(d:32+RdL<<2) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) L 7 5 9     D  S @(d:32+Rd<<2) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) L 7 5 9     D  S @(d:32+ERd<<2) - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@aa:16 L 6 4 8       SD @aa:16 - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 CMP.L @aa:32,@aa:32 L 7 4 9       SD @aa:32 - @aa:32    ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（66） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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ト
数
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サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値
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@
-E

R
n/

@
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R
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R
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/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B #xx:8,@ERd B 2 3 4 S  D    @ERd - #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@ERd+ B 3 4 5 S     D @ERd - #xx → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@ERd- B 3 4 5 S     D @ERd - #xx → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@+ERd B 3 5 5 S     D ERd32+1→ERd32 @ERd - #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@-ERd B 3 5 5 S     D ERd32-1→ERd32 @ERd - #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@(d:2,ERd) B 3 5 5 S   D   @(1/2/3+ERd) - #xx → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@(d:16,ERd) B 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) - #xx → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@(d:32,ERd) B 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) - #xx → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL) - #xx → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd) - #xx → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd) - #xx → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL) - #xx → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd) - #xx → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd) - #xx → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@aa:8 B 2 3 4 S      D @aa:8 - #xx → @aa:8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@aa:16 B 3 3 5 S      D @aa:16 - #xx → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B #xx:8,@aa:32 B 4 3 6 S      D @aa:32 - #xx → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,Rd B 1 1 1  SD     Rd8 - Rs8 → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@ERd B 2 3 4  S D    @ERd - Rs8 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@ERd+ B 2 4 4  S    D @ERd - Rs8 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@ERd- B 2 4 4  S    D @ERd - Rs8 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@+ERd B 2 5 5  S    D ERd32+1→ERd32 @ERd - Rs8 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@-ERd B 2 5 5  S    D ERd32-1→ERd32 @ERd - Rs8 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@(d:2,ERd) B 2 5 5  S  D   @(1/2/3+ERd) - Rs8 → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@(d:16,ERd) B 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) - Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@(d:32,ERd) B 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) - Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@(d:16,Rd.B) B 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL) - Rs8 → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@(d:16,Rd.W) B 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd) - Rs8 → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@(d:16,ERd.L) B 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd) - Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（67） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 
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/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B Rs,@(d:32,Rd.B) B 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL) - Rs8 → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@(d:32,Rd.W) B 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd) - Rs8 → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@(d:32,ERd.L) B 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd) - Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@aa:8 B 2 3 4  S     D @aa:8 - Rs8 → @aa:8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@aa:16 B 3 3 5  S     D @aa:16 - Rs8 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B Rs,@aa:32 B 4 3 6  S     D @aa:32 - Rs8 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,Rd B 2 3 3  D S    Rd8 - @ERs → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 - @ERs → Rd8 ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 - @ERs → Rd8 ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs32+1→ERs32 Rd8 - @ERs → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs32-1→ERs32 Rd8 - @ERs → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),Rd B 2 4 4  D  S   Rd8 - @(1/2/3+ERs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),Rd B 3 4 4  D  S   Rd8 - @(d:16+ERs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),Rd B 4 4 5  D  S   Rd8 - @(d:32+ERs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 - @(d:16+RsL) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 - @(d:16+Rs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 - @(d:16+ERs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 - @(d:32+RsL) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 - @(d:32+Rs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 - @(d:32+ERs) → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:8,Rd B 2 3 3  D     S Rd8 - @aa:8 → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,Rd B 3 3 4  D     S Rd8 - @aa:16 → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,Rd B 4 3 5  D     S Rd8 - @aa:32 → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@ERd B 2 4 5   SD    @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@ERd+ B 2 4 5   S   D @ERd - @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@ERd- B 2 4 5   S   D @ERd - @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@+ERd B 2 5 6   S   D ERd32+1→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@-ERd B 2 5 6   S   D ERd32-1→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@(d:2,ERd) B 2 5 6   S D   @(1/2/3+ERd) - @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（68） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B @ERs,@(d:16,ERd) B 3 5 6   S D   @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@(d:32,ERd) B 4 5 7   S D   @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@(d:16,Rd.B) B 3 5 6   S  D  @(d:16+RdL) - @ERs → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@(d:16,Rd.W) B 3 5 6   S  D  @(d:16+Rd) - @ERs → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@(d:16,ERd.L) B 3 5 6   S  D  @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@(d:32,Rd.B) B 4 5 7   S  D  @(d:32+RdL) - @ERs → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@(d:32,Rd.W) B 4 5 7   S  D  @(d:32+Rd) - @ERs → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@(d:32,ERd.L) B 4 5 7   S  D  @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@aa:16 B 3 4 6   S    D @aa:16 - @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs,@aa:32 B 4 4 7   S    D @aa:32 - @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@ERd B 3 5 6   D   S @ERd - @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@ERd+ B 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@+ERd B 3 6 7      SD ERd32+1→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@-ERd B 3 6 7      SD ERd32-1→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@(d:2,ERd) B 3 6 7    D  S @(1/2/3+ERd) - @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@(d:16,ERd) B 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@(d:32,ERd) B 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) B 4 6 7     D S @(d:16+RdL) - @ERs → @(d:16+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) B 4 6 7     D S @(d:16+Rd) - @ERs → @(d:16+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) B 4 6 7     D S @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) B 5 6 8     D S @(d:32+RdL) - @ERs → @(d:32+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) B 5 6 8     D S @(d:32+Rd) - @ERs → @(d:32+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) B 5 6 8     D S @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@aa:16 B 4 5 7      S D @aa:16 - @ERs → @aa:16 ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs+,@aa:32 B 5 5 8      S D @aa:32 - @ERs → @aa:32 ERs32+1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@ERd B 3 5 6   D   S @ERd - @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@ERd+ B 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-313

 
 

R
JJ09B

0048-0400

2. 
各
命
令
の
説
明

算術演算命令（69） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B @ERs-,@+ERd B 3 6 7      SD ERd32+1→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@-ERd B 3 6 7      SD ERd32-1→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@(d:2,ERd) B 3 6 7    D  S @(1/2/3+ERd) - @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@(d:16,ERd) B 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@(d:32,ERd) B 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) B 4 6 7     D S @(d:16+RdL) - @ERs → @(d:16+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) B 4 6 7     D S @(d:16+Rd) - @ERs → @(d:16+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) B 4 6 7     D S @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) B 5 6 8     D S @(d:32+RdL) - @ERs → @(d:32+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) B 5 6 8     D S @(d:32+Rd) - @ERs → @(d:32+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) B 5 6 8     D S @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@aa:16 B 4 5 7      S D @aa:16 - @ERs → @aa:16 ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @ERs-,@aa:32 B 5 5 8      S D @aa:32 - @ERs → @aa:32 ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@ERd B 3 6 6   D   S ERs32+1→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@ERd+ B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@ERd- B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@+ERd B 3 7 7      SD ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@-ERd B 3 7 7      SD ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@(d:2,ERd) B 3 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(1/2/3+ERd) - @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@(d:16,ERd) B 4 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@(d:32,ERd) B 5 7 8    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+RdL) - @ERs → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+Rd) - @ERs → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+RdL) - @ERs → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+Rd) - @ERs → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@aa:16 B 4 6 7      S D ERs32+1→ERs32 @aa:16 - @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @+ERs,@aa:32 B 5 6 8      S D ERs32+1→ERs32 @aa:32 - @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B @-ERs,@ERd B 3 6 6   D   S ERs32-1→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@ERd+ B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@ERd- B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@+ERd B 3 7 7      SD ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@-ERd B 3 7 7      SD ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@(d:2,ERd) B 3 7 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(1/2/3+ERd) - @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@(d:16,ERd) B 4 7 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@(d:32,ERd) B 5 7 8    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+RdL) - @ERs → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+Rd) - @ERs → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+RdL) - @ERs → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+Rd) - @ERs → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@aa:16 B 4 6 7      S D ERs32-1→ERs32 @aa:16 - @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @-ERs,@aa:32 B 5 6 8      S D ERs32-1→ERs32 @aa:32 - @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@ERd B 3 6 6   D S   @ERd - @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@ERd+ B 3 6 6    S  D @ERd - @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@ERd- B 3 6 6    S  D @ERd - @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@+ERd B 3 7 7    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@-ERd B 3 7 7    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) B 3 7 7    SD   @(1/2/3+ERd) - @(1/2/3+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) B 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) - @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) B 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) - @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) B 4 7 7    S D  @(d:16+RdL) - @(1/2/3+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) B 4 7 7    S D  @(d:16+Rd) - @(1/2/3+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) B 4 7 7    S D  @(d:16+ERd) - @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) B 5 7 8    S D  @(d:32+RdL) - @(1/2/3+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) B 5 7 8    S D  @(d:32+Rd) - @(1/2/3+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) B 5 7 8    S D  @(d:32+ERd) - @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@aa:16 B 4 6 7    S   D @aa:16 - @(1/2/3+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:2,ERs),@aa:32 B 5 6 8    S   D @aa:32 - @(1/2/3+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@ERd B 4 6 7   D S   @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@ERd+ B 4 6 7    S  D @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@ERd- B 4 6 7    S  D @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@+ERd B 4 7 8    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@-ERd B 4 7 8    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) B 4 7 8    SD   @(1/2/3+ERd) - @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) B 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) B 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8    S D  @(d:16+RdL) - @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8    S D  @(d:16+Rd) - @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8    S D  @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9    S D  @(d:32+RdL) - @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9    S D  @(d:32+Rd) - @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9    S D  @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@aa:16 B 5 6 8    S   D @aa:16 - @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs),@aa:32 B 6 6 9    S   D @aa:32 - @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@ERd B 5 6 8   D S   @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@ERd+ B 5 6 8    S  D @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@ERd- B 5 6 8    S  D @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@+ERd B 5 7 9    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@-ERd B 5 7 9    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) B 5 7 9    SD   @(1/2/3+ERd) - @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) B 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) B 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9    S D  @(d:16+RdL) - @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9    S D  @(d:16+Rd) - @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（72） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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ス
テ
ー
ト
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イ
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最
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9    S D  @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10    S D  @(d:32+RdL) - @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10    S D  @(d:32+Rd) - @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10    S D  @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@aa:16 B 6 6 9    S   D @aa:16 - @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs),@aa:32 B 7 6 10    S   D @aa:32 - @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd - @(d:16+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:16+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) - @(d:16+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) - @(d:16+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) - @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) - @(d:16+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) - @(d:16+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) - @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 - @(d:16+RsL) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 - @(d:16+RsL) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd - @(d:16+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:16+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（73） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) - @(d:16+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) - @(d:16+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) - @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) - @(d:16+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) - @(d:16+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) - @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 - @(d:16+Rs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 - @(d:16+Rs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) - @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) - @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) - @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) - @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 - @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 - @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd - @(d:32+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（74） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B @(d:32,Rs.B),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:32+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) - @(d:32+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) - @(d:32+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) - @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) - @(d:32+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) - @(d:32+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) - @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 - @(d:32+RsL) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 - @(d:32+RsL) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd - @(d:32+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:32+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) - @(d:32+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) - @(d:32+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) - @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) - @(d:32+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) - @(d:32+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) - @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 - @(d:32+Rs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 - @(d:32+Rs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（75） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
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,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W
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R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) - @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) - @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) - @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) - @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) - @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 - @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 - @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@ERd B 3 4 6   D    S @ERd - @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@ERd+ B 3 4 6      D S @ERd - @aa:16 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@ERd- B 3 4 6      D S @ERd - @aa:16 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@+ERd B 3 5 7      D S ERd32+1→ERd32 @ERd - @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@-ERd B 3 5 7      D S ERd32-1→ERd32 @ERd - @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@(d:2,ERd) B 3 5 7    D   S @(1/2/3+ERd) - @aa:16 → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@(d:16,ERd) B 4 5 7    D   S @(d:16+ERd) - @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@(d:32,ERd) B 5 5 8    D   S @(d:32+ERd) - @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@(d:16,Rd.B) B 4 5 7     D  S @(d:16+RdL) - @aa:16 → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@(d:16,Rd.W) B 4 5 7     D  S @(d:16+Rd) - @aa:16 → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@(d:16,ERd.L) B 4 5 7     D  S @(d:16+ERd) - @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@(d:32,Rd.B) B 5 5 8     D  S @(d:32+RdL) - @aa:16 → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@(d:32,Rd.W) B 5 5 8     D  S @(d:32+Rd) - @aa:16 → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@(d:32,ERd.L) B 5 5 8     D  S @(d:32+ERd) - @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（76） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ
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R
n 
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R
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R
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@
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@
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R
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@
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R
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R
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R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.B @aa:16,@aa:16 B 4 4 7       SD @aa:16 - @aa:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:16,@aa:32 B 5 4 8       SD @aa:32 - @aa:16 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@ERd B 4 4 7   D    S @ERd - @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@ERd+ B 4 4 7      D S @ERd - @aa:32 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@ERd- B 4 4 7      D S @ERd - @aa:32 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@+ERd B 4 5 8      D S ERd32+1→ERd32 @ERd - @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@-ERd B 4 5 8      D S ERd32-1→ERd32 @ERd - @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@(d:2,ERd) B 4 5 8    D   S @(1/2/3+ERd) - @aa:32 → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@(d:16,ERd) B 5 5 8    D   S @(d:16+ERd) - @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@(d:32,ERd) B 6 5 9    D   S @(d:32+ERd) - @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@(d:16,Rd.B) B 5 5 8     D  S @(d:16+RdL) - @aa:32 → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@(d:16,Rd.W) B 5 5 8     D  S @(d:16+Rd) - @aa:32 → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@(d:16,ERd.L) B 5 5 8     D  S @(d:16+ERd) - @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@(d:32,Rd.B) B 6 5 9     D  S @(d:32+RdL) - @aa:32 → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@(d:32,Rd.W) B 6 5 9     D  S @(d:32+Rd) - @aa:32 → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@(d:32,ERd.L) B 6 5 9     D  S @(d:32+ERd) - @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@aa:16 B 5 4 8       SD @aa:16 - @aa:32 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.B @aa:32,@aa:32 B 6 4 9       SD @aa:32 - @aa:32 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:3,Rd W 1 1 1 S D     Rd16 - #xx → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,Rd W 2 1 2 S D     Rd16 - #xx → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:3,@ERd W 2 3 4 S  D    @ERd - #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:3,@aa:16 W 3 3 5 S      D @aa:16 - #xx → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:3,@aa:32 W 4 3 6 S      D @aa:32 - #xx → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@ERd W 3 4 5 S  D    @ERd - #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@ERd+ W 3 4 5 S     D @ERd - #xx → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@ERd- W 3 4 5 S     D @ERd - #xx → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@+ERd W 3 5 5 S     D ERd32+2→ERd32 @ERd - #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@-ERd W 3 5 5 S     D ERd32-2→ERd32 @ERd - #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@(d:2,ERd) W 3 5 5 S   D   @(2/4/6+ERd) - #xx → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（77） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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ト
数
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サ
イ
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命
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6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W #xx:16,@(d:16,ERd) W 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) - #xx → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@(d:32,ERd) W 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) - #xx → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL<<1) - #xx → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd<<1) - #xx → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd<<1) - #xx → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL<<1) - #xx → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd<<1) - #xx → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd<<1) - #xx → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@aa:16 W 4 4 6 S      D @aa:16 - #xx → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W #xx:16,@aa:32 W 5 4 7 S      D @aa:32 - #xx → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,Rd W 1 1 1  SD     Rd16 - Rs16 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@ERd W 2 3 4  S D    @ERd - Rs16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@ERd+ W 2 4 4  S    D @ERd - Rs16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@ERd- W 2 4 4  S    D @ERd - Rs16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@+ERd W 2 5 5  S    D ERd32+2→ERd32 @ERd - Rs16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@-ERd W 2 5 5  S    D ERd32-2→ERd32 @ERd - Rs16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@(d:2,ERd) W 2 5 5  S  D   @(2/4/6+ERd) - Rs16 → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@(d:16,ERd) W 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) - Rs16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@(d:32,ERd) W 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) - Rs16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@(d:16,Rd.B) W 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL<<1) - Rs16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@(d:16,Rd.W) W 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd<<1) - Rs16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@(d:16,ERd.L) W 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd<<1) - Rs16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@(d:32,Rd.B) W 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL<<1) - Rs16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@(d:32,Rd.W) W 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd<<1) - Rs16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@(d:32,ERd.L) W 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd<<1) - Rs16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@aa:16 W 3 3 5  S     D @aa:16 - Rs16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W Rs,@aa:32 W 4 3 6  S     D @aa:32 - Rs16 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,Rd W 2 3 3  D S    Rd16 - @ERs → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,Rd W 2 3 3  D    S Rd16 - @ERs → Rd16 ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W @ERs-,Rd W 2 3 3  D    S Rd16 - @ERs → Rd16 ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,Rd W 2 4 4  D    S ERs32+2→ERs32 Rd16 - @ERs → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,Rd W 2 4 4  D    S ERs32-2→ERs32 Rd16 - @ERs → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),Rd W 2 4 4  D  S   Rd16 - @(2/4/6+ERs) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),Rd W 3 4 4  D  S   Rd16 - @(d:16+ERs) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),Rd W 4 4 5  D  S   Rd16 - @(d:32+ERs) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 - @(d:16+RsL<<1) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 - @(d:16+Rs<<1) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 - @(d:16+ERs<<1) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 - @(d:32+RsL<<1) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 - @(d:32+Rs<<1) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 - @(d:32+ERs<<1) → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,Rd W 3 3 4  D     S Rd16 - @aa:16 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,Rd W 4 3 5  D     S Rd16 - @aa:32 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@ERd W 2 4 5   SD    @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@ERd+ W 2 4 5   S   D @ERd - @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@ERd- W 2 4 5   S   D @ERd - @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@+ERd W 2 5 6   S   D ERd32+2→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@-ERd W 2 5 6   S   D ERd32-2→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@(d:2,ERd) W 2 5 6   S D   @(2/4/6+ERd) - @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@(d:16,ERd) W 3 5 6   S D   @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@(d:32,ERd) W 4 5 7   S D   @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@(d:16,Rd.B) W 3 5 6   S  D  @(d:16+RdL<<1) - @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@(d:16,Rd.W) W 3 5 6   S  D  @(d:16+Rd<<1) - @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@(d:16,ERd.L) W 3 5 6   S  D  @(d:16+ERd<<1) - @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@(d:32,Rd.B) W 4 5 7   S  D  @(d:32+RdL<<1) - @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@(d:32,Rd.W) W 4 5 7   S  D  @(d:32+Rd<<1) - @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@(d:32,ERd.L) W 4 5 7   S  D  @(d:32+ERd<<1) - @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs,@aa:16 W 3 4 6   S    D @aa:16 - @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W @ERs,@aa:32 W 4 4 7   S    D @aa:32 - @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@ERd W 3 5 6   D   S @ERd - @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@ERd+ W 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@+ERd W 3 6 7      SD ERd32+2→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@-ERd W 3 6 7      SD ERd32-2→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@(d:2,ERd) W 3 6 7    D  S @(2/4/6+ERd) - @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@(d:16,ERd) W 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@(d:32,ERd) W 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) W 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<1) - @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) W 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<1) - @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) W 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<1) - @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) W 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<1) - @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) W 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<1) - @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) W 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<1) - @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@aa:16 W 4 5 7      S D @aa:16 - @ERs → @aa:16 ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs+,@aa:32 W 5 5 8      S D @aa:32 - @ERs → @aa:32 ERs32+2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@ERd W 3 5 6   D   S @ERd - @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@ERd+ W 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@+ERd W 3 6 7      SD ERd32+2→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@-ERd W 3 6 7      SD ERd32-2→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@(d:2,ERd) W 3 6 7    D  S @(2/4/6+ERd) - @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@(d:16,ERd) W 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S @(d:16+RdL<<1) - @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S @(d:16+Rd<<1) - @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S @(d:16+ERd<<1) - @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S @(d:32+RdL<<1) - @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S @(d:32+Rd<<1) - @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S @(d:32+ERd<<1) - @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@aa:16 W 4 5 7      S D @aa:16 - @ERs → @aa:16 ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @ERs-,@aa:32 W 5 5 8      S D @aa:32 - @ERs → @aa:32 ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@ERd W 3 6 6   D   S ERs32+2→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@ERd+ W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@ERd- W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@+ERd W 3 7 7      SD ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@-ERd W 3 7 7      SD ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@(d:2,ERd) W 3 7 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(2/4/6+ERd) - @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) - @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) - @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) - @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) - @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) - @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) - @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@aa:16 W 4 6 7      S D ERs32+2→ERs32 @aa:16 - @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @+ERs,@aa:32 W 5 6 8      S D ERs32+2→ERs32 @aa:32 - @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@ERd W 3 6 6   D   S ERs32-2→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@ERd+ W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@ERd- W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@+ERd W 3 7 7      SD ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@-ERd W 3 7 7      SD ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@(d:2,ERd) W 3 7 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(2/4/6+ERd) - @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) - @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（81） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) - @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) - @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) - @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) - @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) - @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@aa:16 W 4 6 7      S D ERs32-2→ERs32 @aa:16 - @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @-ERs,@aa:32 W 5 6 8      S D ERs32-2→ERs32 @aa:32 - @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@ERd W 3 6 6   D S   @ERd - @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@ERd+ W 3 6 6    S  D @ERd - @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@ERd- W 3 6 6    S  D @ERd - @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@+ERd W 3 7 7    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@-ERd W 3 7 7    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) W 3 7 7    SD   @(2/4/6+ERd) - @(2/4/6+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) W 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) - @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) W 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) - @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) W 4 7 7    S D  @(d:16+RdL<<1) - @(2/4/6+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) W 4 7 7    S D  @(d:16+Rd<<1) - @(2/4/6+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) W 4 7 7    S D  @(d:16+ERd<<1) - @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) W 5 7 8    S D  @(d:32+RdL<<1) - @(2/4/6+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) W 5 7 8    S D  @(d:32+Rd<<1) - @(2/4/6+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) W 5 7 8    S D  @(d:32+ERd<<1) - @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@aa:16 W 4 6 7    S   D @aa:16 - @(2/4/6+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:2,ERs),@aa:32 W 5 6 8    S   D @aa:32 - @(2/4/6+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@ERd W 4 6 7   D S   @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@ERd+ W 4 6 7    S  D @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@ERd- W 4 6 7    S  D @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@+ERd W 4 7 8    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@-ERd W 4 7 8    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) W 4 7 8    SD   @(2/4/6+ERd) - @(d:16+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（82） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) W 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) W 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8    S D  @(d:16+RdL<<1) - @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8    S D  @(d:16+Rd<<1) - @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8    S D  @(d:16+ERd<<1) - @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9    S D  @(d:32+RdL<<1) - @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9    S D  @(d:32+Rd<<1) - @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9    S D  @(d:32+ERd<<1) - @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@aa:16 W 5 6 8    S   D @aa:16 - @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs),@aa:32 W 6 6 9    S   D @aa:32 - @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@ERd W 5 6 8   D S   @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@ERd+ W 5 6 8    S  D @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@ERd- W 5 6 8    S  D @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@+ERd W 5 7 9    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@-ERd W 5 7 9    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) W 5 7 9    SD   @(2/4/6+ERd) - @(d:32+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) W 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) W 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9    S D  @(d:16+RdL<<1) - @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9    S D  @(d:16+Rd<<1) - @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9    S D  @(d:16+ERd<<1) - @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10    S D  @(d:32+RdL<<1) - @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10    S D  @(d:32+Rd<<1) - @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10    S D  @(d:32+ERd<<1) - @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@aa:16 W 6 6 9    S   D @aa:16 - @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs),@aa:32 W 7 6 10    S   D @aa:32 - @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd - @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W @(d:16,Rs.B),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:16+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 - @(d:16+RsL<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 - @(d:16+RsL<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd - @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:16+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 - @(d:16+Rs<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 - @(d:16+Rs<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W @(d:16,ERs.L),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd - @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:16+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 - @(d:16+ERs<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 - @(d:16+ERs<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd - @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:32+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 - @(d:32+RsL<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 - @(d:32+RsL<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd - @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:32+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 - @(d:32+Rs<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 - @(d:32+Rs<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd - @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) - @(d:32+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) - @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) - @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) - @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) - @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) - @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) - @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 - @(d:32+ERs<<1) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 - @(d:32+ERs<<1) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@ERd W 3 4 6   D    S @ERd - @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@ERd+ W 3 4 6      D S @ERd - @aa:16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@ERd- W 3 4 6      D S @ERd - @aa:16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@+ERd W 3 5 7      D S ERd32+2→ERd32 @ERd - @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@-ERd W 3 5 7      D S ERd32-2→ERd32 @ERd - @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@(d:2,ERd) W 3 5 7    D   S @(2/4/6+ERd) - @aa:16 → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@(d:16,ERd) W 4 5 7    D   S @(d:16+ERd) - @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@(d:32,ERd) W 5 5 8    D   S @(d:32+ERd) - @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@(d:16,Rd.B) W 4 5 7     D  S @(d:16+RdL<<1) - @aa:16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@(d:16,Rd.W) W 4 5 7     D  S @(d:16+Rd<<1) - @aa:16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@(d:16,ERd.L) W 4 5 7     D  S @(d:16+ERd<<1) - @aa:16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@(d:32,Rd.B) W 5 5 8     D  S @(d:32+RdL<<1) - @aa:16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@(d:32,Rd.W) W 5 5 8     D  S @(d:32+Rd<<1) - @aa:16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@(d:32,ERd.L) W 5 5 8     D  S @(d:32+ERd<<1) - @aa:16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@aa:16 W 4 4 7       SD @aa:16 - @aa:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:16,@aa:32 W 5 4 8       SD @aa:32 - @aa:16 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@ERd W 4 4 7   D    S @ERd - @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@ERd+ W 4 4 7      D S @ERd - @aa:32 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@ERd- W 4 4 7      D S @ERd - @aa:32 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@+ERd W 4 5 8      D S ERd32+2→ERd32 @ERd - @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@-ERd W 4 5 8      D S ERd32-2→ERd32 @ERd - @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@(d:2,ERd) W 4 5 8    D   S @(2/4/6+ERd) - @aa:32 → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@(d:16,ERd) W 5 5 8    D   S @(d:16+ERd) - @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（87） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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イ
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.W @aa:32,@(d:32,ERd) W 6 5 9    D   S @(d:32+ERd) - @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@(d:16,Rd.B) W 5 5 8     D  S @(d:16+RdL<<1) - @aa:32 → @(d:16+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@(d:16,Rd.W) W 5 5 8     D  S @(d:16+Rd<<1) - @aa:32 → @(d:16+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@(d:16,ERd.L) W 5 5 8     D  S @(d:16+ERd<<1) - @aa:32 → @(d:16+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@(d:32,Rd.B) W 6 5 9     D  S @(d:32+RdL<<1) - @aa:32 → @(d:32+RdL<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@(d:32,Rd.W) W 6 5 9     D  S @(d:32+Rd<<1) - @aa:32 → @(d:32+Rd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@(d:32,ERd.L) W 6 5 9     D  S @(d:32+ERd<<1) - @aa:32 → @(d:32+ERd<<1)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@aa:16 W 5 4 8       SD @aa:16 - @aa:32 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.W @aa:32,@aa:32 W 6 4 9       SD @aa:32 - @aa:32 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:3,ERd L 1 1 1 S D     ERd32 - #xx:3 → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,ERd L 2 1 2 S D     ERd32 - #xx → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,ERd L 3 1 3 S D     ERd32 - #xx:16 → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@ERd L 3 4 5 S  D    @ERd - #xx:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@ERd+ L 3 4 5 S     D @ERd - #xx:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@ERd- L 3 4 5 S     D @ERd - #xx:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@+ERd L 3 5 5 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd - #xx:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@-ERd L 3 5 5 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd - #xx:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@(d:2,ERd) L 3 5 5 S   D   @(4/8/12+ERd) - #xx:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@(d:16,ERd) L 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) - #xx:16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@(d:32,ERd) L 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) - #xx:16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL<<2) - #xx:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd<<2) - #xx:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd<<2) - #xx:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL<<2) - #xx:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd<<2) - #xx:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd<<2) - #xx:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@aa:16 L 4 4 6 S      D @aa:16 - #xx:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:16,@aa:32 L 5 4 7 S      D @aa:32 - #xx:16 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@ERd L 4 4 6 S  D    @ERd - #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（88） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L #xx:32,@ERd+ L 4 4 6 S     D @ERd - #xx → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@ERd- L 4 4 6 S     D @ERd - #xx → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@+ERd L 4 5 6 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd - #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@-ERd L 4 5 6 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd - #xx → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@(d:2,ERd) L 4 5 6 S   D   @(4/8/12+ERd) - #xx → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@(d:16,ERd) L 5 5 7 S   D   @(d:16+ERd) - #xx → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@(d:32,ERd) L 6 5 8 S   D   @(d:32+ERd) - #xx → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@(d:16,Rd.B) L 5 5 7 S    D  @(d:16+RdL<<2) - #xx → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@(d:16,Rd.W) L 5 5 7 S    D  @(d:16+Rd<<2) - #xx → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@(d:16,ERd.L) L 5 5 7 S    D  @(d:16+ERd<<2) - #xx → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@(d:32,Rd.B) L 6 5 8 S    D  @(d:32+RdL<<2) - #xx → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@(d:32,Rd.W) L 6 5 8 S    D  @(d:32+Rd<<2) - #xx → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@(d:32,ERd.L) L 6 5 8 S    D  @(d:32+ERd<<2) - #xx → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@aa:16 L 5 4 7 S      D @aa:16 - #xx → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L #xx:32,@aa:32 L 6 4 8 S      D @aa:32 - #xx → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,ERd L 1 1 1  SD     ERd32 - ERs32 → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@ERd L 2 4 4  S D    @ERd - ERs32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@ERd+ L 2 4 4  S    D @ERd - ERs32 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@ERd- L 2 4 4  S    D @ERd - ERs32 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@+ERd L 2 5 5  S    D ERd32+4→ERd32 @ERd - ERs32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@-ERd L 2 5 5  S    D ERd32-4→ERd32 @ERd - ERs32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@(d:2,ERd) L 2 5 5  S  D   @(4/8/12+ERd) - ERs32 → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@(d:16,ERd) L 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) - ERs32 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@(d:32,ERd) L 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) - ERs32 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@(d:16,Rd.B) L 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL<<2) - ERs32 → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@(d:16,Rd.W) L 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd<<2) - ERs32 → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@(d:16,ERd.L) L 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd<<2) - ERs32 → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@(d:32,Rd.B) L 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL<<2) - ERs32 → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@(d:32,Rd.W) L 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd<<2) - ERs32 → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（89） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L ERs,@(d:32,ERd.L) L 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd<<2) - ERs32 → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@aa:16 L 3 4 5  S     D @aa:16 - ERs32 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L ERs,@aa:32 L 4 4 6  S     D @aa:32 - ERs32 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,ERd L 2 3 3  D S    ERd32 - @ERs → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,ERd L 2 3 3  D    S ERd32 - @ERs → ERd32 ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,ERd L 2 3 3  D    S ERd32 - @ERs → ERd32 ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32+4→ERs32 ERd32 - @ERs → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32-4→ERs32 ERd32 - @ERs → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),ERd L 2 4 4  D  S   ERd32 - @(4/8/12+ERs) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),ERd L 3 4 4  D  S   ERd32 - @(d:16+ERs) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),ERd L 4 4 5  D  S   ERd32 - @(d:32+ERs) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 - @(d:16+RsL<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 - @(d:16+Rs<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 - @(d:16+ERs<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 - @(d:32+RsL<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 - @(d:32+Rs<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 - @(d:32+ERs<<2) → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,ERd L 3 3 4  D     S ERd32 - @aa:16 → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,ERd L 4 3 5  D     S ERd32 - @aa:32 → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@ERd L 3 5 6   SD    @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@ERd+ L 3 5 6   S   D @ERd - @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@ERd- L 3 5 6   S   D @ERd - @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@+ERd L 3 6 7   S   D ERd32+4→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@-ERd L 3 6 7   S   D ERd32-4→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@(d:2,ERd) L 3 6 7   S D   @(4/8/12+ERd) - @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@(d:16,ERd) L 4 6 7   S D   @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@(d:32,ERd) L 5 6 8   S D   @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7   S  D  @(d:16+RdL<<2) - @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7   S  D  @(d:16+Rd<<2) - @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（90） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L @ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7   S  D  @(d:16+ERd<<2) - @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8   S  D  @(d:32+RdL<<2) - @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8   S  D  @(d:32+Rd<<2) - @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8   S  D  @(d:32+ERd<<2) - @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@aa:16 L 4 5 7   S    D @aa:16 - @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs,@aa:32 L 5 5 8   S    D @aa:32 - @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@ERd L 3 5 6   D   S @ERd - @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@ERd+ L 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@+ERd L 3 6 7      SD ERd32+4→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@-ERd L 3 6 7      SD ERd32-4→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@(d:2,ERd) L 3 6 7    D  S @(4/8/12+ERd) - @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@(d:32,ERd) L 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<2) - @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<2) - @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<2) - @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<2) - @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<2) - @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<2) - @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@aa:16 L 4 5 7      S D @aa:16 - @ERs → @aa:16 ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs+,@aa:32 L 5 5 8      S D @aa:32 - @ERs → @aa:32 ERs32+4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@ERd L 3 5 6   D   S @ERd - @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@ERd+ L 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd - @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@+ERd L 3 6 7      SD ERd32+4→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@-ERd L 3 6 7      SD ERd32-4→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@(d:2,ERd) L 3 6 7    D  S @(4/8/12+ERd) - @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L @ERs-,@(d:32,ERd) L 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<2) - @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<2) - @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<2) - @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<2) - @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<2) - @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<2) - @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@aa:16 L 4 5 7      S D @aa:16 - @ERs → @aa:16 ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @ERs-,@aa:32 L 5 5 8      S D @aa:32 - @ERs → @aa:32 ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@ERd L 3 6 6   D   S ERs32+4→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@ERd+ L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@ERd- L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@+ERd L 3 7 7      SD ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@-ERd L 3 7 7      SD ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@(d:2,ERd) L 3 7 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(4/8/12+ERd) - @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@(d:16,ERd) L 4 7 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) - @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) - @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) - @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) - @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) - @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) - @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@aa:16 L 4 6 7      S D ERs32+4→ERs32 @aa:16 - @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @+ERs,@aa:32 L 5 6 8      S D ERs32+4→ERs32 @aa:32 - @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@ERd L 3 6 6   D   S ERs32-4→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@ERd+ L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@ERd- L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 @ERd - @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@+ERd L 3 7 7      SD ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L @-ERs,@-ERd L 3 7 7      SD ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd - @ERs → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@(d:2,ERd) L 3 7 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(4/8/12+ERd) - @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@(d:16,ERd) L 4 7 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd) - @ERs → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd) - @ERs → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) - @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) - @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) - @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) - @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) - @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) - @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@aa:16 L 4 6 7      S D ERs32-4→ERs32 @aa:16 - @ERs → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @-ERs,@aa:32 L 5 6 8      S D ERs32-4→ERs32 @aa:32 - @ERs → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@ERd L 3 6 6   D S   @ERd - @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@ERd+ L 3 6 6    S  D @ERd - @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@ERd- L 3 6 6    S  D @ERd - @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@+ERd L 3 7 7    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@-ERd L 3 7 7    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) L 3 7 7    SD   @(4/8/12+ERd) - @(4/8/12+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) L 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) - @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) L 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) - @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) L 4 7 7    S D  @(d:16+RdL<<2) - @(4/8/12+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) L 4 7 7    S D  @(d:16+Rd<<2) - @(4/8/12+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) L 4 7 7    S D  @(d:16+ERd<<2) - @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) L 5 7 8    S D  @(d:32+RdL<<2) - @(4/8/12+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) L 5 7 8    S D  @(d:32+Rd<<2) - @(4/8/12+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) L 5 7 8    S D  @(d:32+ERd<<2) - @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@aa:16 L 4 6 7    S   D @aa:16 - @(4/8/12+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:2,ERs),@aa:32 L 5 6 8    S   D @aa:32 - @(4/8/12+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@ERd L 4 6 7   D S   @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L @(d:16,ERs),@ERd+ L 4 6 7    S  D @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@ERd- L 4 6 7    S  D @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@+ERd L 4 7 8    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@-ERd L 4 7 8    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) L 4 7 8    SD   @(4/8/12+ERd) - @(d:16+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) L 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) L 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8    S D  @(d:16+RdL<<2) - @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8    S D  @(d:16+Rd<<2) - @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8    S D  @(d:16+ERd<<2) - @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9    S D  @(d:32+RdL<<2) - @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9    S D  @(d:32+Rd<<2) - @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9    S D  @(d:32+ERd<<2) - @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@aa:16 L 5 6 8    S   D @aa:16 - @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs),@aa:32 L 6 6 9    S   D @aa:32 - @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@ERd L 5 6 8   D S   @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@ERd+ L 5 6 8    S  D @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@ERd- L 5 6 8    S  D @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@+ERd L 5 7 9    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@-ERd L 5 7 9    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) L 5 7 9    SD   @(4/8/12+ERd) - @(d:32+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) L 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) L 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9    S D  @(d:16+RdL<<2) - @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9    S D  @(d:16+Rd<<2) - @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9    S D  @(d:16+ERd<<2) - @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10    S D  @(d:32+RdL<<2) - @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10    S D  @(d:32+Rd<<2) - @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10    S D  @(d:32+ERd<<2) - @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（94） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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数
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イ
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L @(d:32,ERs),@aa:16 L 6 6 9    S   D @aa:16 - @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs),@aa:32 L 7 6 10    S   D @aa:32 - @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd - @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:16+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 - @(d:16+RsL<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 - @(d:16+RsL<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd - @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:16+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 - @(d:16+Rs<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 - @(d:16+Rs<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd - @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd - @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:16+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) - @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) - @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 - @(d:16+ERs<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 - @(d:16+ERs<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd - @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:32+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 - @(d:32+RsL<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 - @(d:32+RsL<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd - @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:32+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 - @(d:32+Rs<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 - @(d:32+Rs<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd - @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd - @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd - @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（97） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
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R
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R
n 
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R

n)
 

@
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R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) - @(d:32+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) - @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) - @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) - @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) - @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) - @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) - @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) - @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) - @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 - @(d:32+ERs<<2) → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 - @(d:32+ERs<<2) → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@ERd L 4 5 7   D    S @ERd - @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@ERd+ L 4 5 7      D S @ERd - @aa:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@ERd- L 4 5 7      D S @ERd - @aa:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@+ERd L 4 6 8      D S ERd32+4→ERd32 @ERd - @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@-ERd L 4 6 8      D S ERd32-4→ERd32 @ERd - @aa:16 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@(d:2,ERd) L 4 6 8    D   S @(4/8/12+ERd) - @aa:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@(d:16,ERd) L 5 6 8    D   S @(d:16+ERd) - @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@(d:32,ERd) L 6 6 9    D   S @(d:32+ERd) - @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) L 5 6 8     D  S @(d:16+RdL<<2) - @aa:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) L 5 6 8     D  S @(d:16+Rd<<2) - @aa:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) L 5 6 8     D  S @(d:16+ERd<<2) - @aa:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) L 6 6 9     D  S @(d:32+RdL<<2) - @aa:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) L 6 6 9     D  S @(d:32+Rd<<2) - @aa:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) L 6 6 9     D  S @(d:32+ERd<<2) - @aa:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@aa:16 L 5 5 8       SD @aa:16 - @aa:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:16,@aa:32 L 6 5 9       SD @aa:32 - @aa:16 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@ERd L 5 5 8   D    S @ERd - @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@ERd+ L 5 5 8      D S @ERd - @aa:32 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（98） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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最
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aa
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/@
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:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUB SUB.L @aa:32,@ERd- L 5 5 8      D S @ERd - @aa:32 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@+ERd L 5 6 9      D S ERd32+4→ERd32 @ERd - @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@-ERd L 5 6 9      D S ERd32-4→ERd32 @ERd - @aa:32 → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@(d:2,ERd) L 5 6 9    D   S @(4/8/12+ERd) - @aa:32 → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@(d:16,ERd) L 6 6 9    D   S @(d:16+ERd) - @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@(d:32,ERd) L 7 6 10    D   S @(d:32+ERd) - @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) L 6 6 9     D  S @(d:16+RdL<<2) - @aa:32 → @(d:16+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) L 6 6 9     D  S @(d:16+Rd<<2) - @aa:32 → @(d:16+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) L 6 6 9     D  S @(d:16+ERd<<2) - @aa:32 → @(d:16+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) L 7 6 10     D  S @(d:32+RdL<<2) - @aa:32 → @(d:32+RdL<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) L 7 6 10     D  S @(d:32+Rd<<2) - @aa:32 → @(d:32+Rd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) L 7 6 10     D  S @(d:32+ERd<<2) - @aa:32 → @(d:32+ERd<<2)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@aa:16 L 6 5 9       SD @aa:16 - @aa:32 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUB.L @aa:32,@aa:32 L 7 5 10       SD @aa:32 - @aa:32 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

ADDX ADDX.B #xx:8,Rd B 1 1 1 S D     Rd8 + #xx + C → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.B #xx:8,@ERd B 2 4 4 S  D    @ERd + #xx + C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.B #xx:8,@ERd- B 3 5 5 S     D @ERd + #xx + C → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.B Rs,Rd B 1 1 1  SD     Rd8 + Rs8 + C → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.B Rs,@ERd B 2 4 4  S D    @ERd + Rs8 + C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.B Rs,@ERd- B 3 5 5  S    D @ERd + Rs8 + C → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.B @ERs,Rd B 2 3 3  D S    Rd8 + @ERd + C → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.B @ERs-,Rd B 3 4 4  D    S Rd8 + @ERd + C → Rd8 ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.B @ERs,@ERd B 3 5 6   SD    @ERd + @ERs + C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.B @ERs-,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd + @ERs + C → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.W #xx:16,Rd W 3 2 3 S D     Rd16 + #xx + C → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.W #xx:16,@ERd W 3 4 5 S  D    @ERd + #xx + C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.W #xx:16,@ERd- W 4 5 6 S     D @ERd + #xx + C → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.W Rs,Rd W 2 2 2  SD     Rd16 + Rs16 + C → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.W Rs,@ERd W 2 4 4  S D    @ERd + Rs16 + C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-343

 
 

R
JJ09B

0048-0400

2. 
各
命
令
の
説
明

算術演算命令（99） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ADDX ADDX.W Rs,@ERd- W 3 5 5  S    D @ERd + Rs16 + C → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.W @ERs,Rd W 2 3 3  D S    Rd16 + @ERd + C → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.W @ERs-,Rd W 3 4 4  D    S Rd16 + @ERd + C → Rd16 ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.W @ERs,@ERd W 3 5 6   SD    @ERd + @ERs + C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.W @ERs-,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd + @ERs + C → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.L #xx:32,ERd L 4 2 4 S D     ERd32 + #xx + C → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.L #xx:32,@ERd L 5 5 7 S  D    @ERd + #xx + C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.L #xx:32,@ERd- L 5 5 7 S     D @ERd + #xx + C → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.L ERs,ERd L 2 2 2  SD     ERd32 + ERs32 + C → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.L ERs,@ERd L 3 5 5  S D    @ERd + ERs32 + C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.L ERs,@ERd- L 3 5 5  S    D @ERd + ERs32 + C → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.L @ERs,ERd L 3 4 4  D S    ERd32 + @ERd + C → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.L @ERs-,ERd L 3 4 4   D   S ERd32 + @ERd + C → ERd32 ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.L @ERs,@ERd L 3 5 6   SD    @ERd + @ERs + C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ADDX.L @ERs-,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd + @ERs + C → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

SUBX SUBX.B #xx:8,Rd B 1 1 1 S D     Rd8 - #xx-C → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.B #xx:8,@ERd B 2 4 4 S  D    @ERd - #xx-C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.B #xx:8,@ERd- B 3 5 5 S     D @ERd - #xx-C → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.B Rs,Rd B 1 1 1  SD     Rd8 - Rs8-C → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.B Rs,@ERd B 2 4 4  S D    @ERd - Rs8-C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.B Rs,@ERd- B 3 5 5  S    D @ERd - Rs8-C → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.B @ERs,Rd B 2 3 3  D S    Rd8 - @ERd-C → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.B @ERs-,Rd B 3 4 4  D    S Rd8 - @ERd-C → Rd8 ERs32-1→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.B @ERs,@ERd B 3 5 6   SD    @ERd - @ERs-C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.B @ERs-,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd - @ERs-C → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.W #xx:16,Rd W 3 2 3 S D     Rd16 - #xx-C → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.W #xx:16,@ERd W 3 4 5 S  D    @ERd - #xx-C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.W #xx:16,@ERd- W 4 5 6 S     D @ERd - #xx-C → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.W Rs,Rd W 2 2 2  SD     Rd16 - Rs16-C → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（100） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d
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nL

.B
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W
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R

n.
L)

 

@
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R
n/

@
E

R
n+
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E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUBX SUBX.W Rs,@ERd W 2 4 4  S D    @ERd - Rs16-C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.W Rs,@ERd- W 3 5 5  S    D @ERd - Rs16-C → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.W @ERs,Rd W 2 3 3  D S    Rd16 - @ERd-C → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.W @ERs-,Rd W 3 4 4  D    S Rd16 - @ERd-C → Rd16 ERs32-2→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.W @ERs,@ERd W 3 5 6   SD    @ERd - @ERs-C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.W @ERs-,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd - @ERs-C → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.L #xx:32,ERd L 4 2 4 S D     ERd32 - #xx-C → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.L #xx:32,@ERd L 5 5 7 S  D    @ERd - #xx-C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.L #xx:32,@ERd- L 5 5 7 S     D @ERd - #xx-C → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.L ERs,ERd L 2 2 2  SD     ERd32 - ERs-C → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.L ERs,@ERd L 3 5 5  S D    @ERd - ERs-C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.L ERs,@ERd- L 3 5 5  S    D @ERd - ERs-C → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.L @ERs,ERd L 3 4 4  D S    ERd32 - @ERd-C → ERd32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.L @ERs-,ERd L 3 4 4  D    S ERd32 - @ERd-C → ERd32 ERs32-4→ERs32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.L @ERs,@ERd L 3 5 6   SD    @ERd - @ERs-C → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SUBX.L @ERs-,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd - @ERs-C → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

INC INC.B Rd B 1 1 1  D     Rd8 + 1 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

―

 INC.W #1,Rd W 1 1 1  D     Rd16 + 1 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

―

 INC.W #2,Rd W 1 1 1  D     Rd16 + 2 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

―

 INC.L #1,ERd L 1 1 1  D     ERd + 1 → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

―

 INC.L #2,ERd L 1 1 1  D     ERd + 2 → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

―

DEC DEC.B Rd B 1 1 1  D     Rd8 - 1 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

―

 DEC.W #1,Rd W 1 1 1  D     Rd16 - 1 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

―

 DEC.W #2,Rd W 1 1 1  D     Rd16 - 2 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

―

 DEC.L #1,ERd L 1 1 1  D     ERd32 - 1 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

―

 DEC.L #2,ERd L 1 1 1  D     ERd32 - 2 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

―

ADDS ADDS #1,ERd L 1 1 1  D     ERd32 + 1 → ERd32  ― ― ― ― ― ―

 ADDS #2,ERd L 1 1 1  D     ERd32 + 2 → ERd32  ― ― ― ― ― ―

 ADDS #4,ERd L 1 1 1  D     ERd32 + 4 → ERd32  ― ― ― ― ― ―
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算術演算命令（101） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数
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サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
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@
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@
E

R
n+
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E

R
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/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SUBS SUBS #1,ERd L 1 1 1  D     ERd32 - 1 → ERd32  ― ― ― ― ― ―

 SUBS #2,ERd L 1 1 1  D     ERd32 - 2 → ERd32  ― ― ― ― ― ―

 SUBS #4,ERd L 1 1 1  D     ERd32 - 4 → ERd32  ― ― ― ― ― ―

DAA DAA Rd B 1 1 1  D     Rd8(10進補正） → Rd8  ― ＊ ↔
 

↔
 

＊ ↔
 

DAS DAS Rd B 1 1 1  D     Rd8(10進補正） → Rd8  ― ＊ ↔
 

↔
 

＊ ―

MULXU MULXU.B #xx:4,Rd B 2 2 2 S D     Rd8 × #xx(符号なし乗算) → Rd16  ― ― ― ― ― ―

 MULXU.B Rs,Rd B 1 1 1  SD     Rd8 × Rs8(符号なし乗算) → Rd16  ― ― ― ― ― ―

 MULXU.W #xx:4,ERd W 2 2 2 S D     ERd × #xx(符号なし乗算) → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MULXU.W Rs,ERd W 1 1 1  SD     Rd16 × Rs16(符号なし乗算) → ERd  ― ― ― ― ― ―

DIVXU DIVXU.B #xx:4,Rd B 2 11 11 S D       Rd16 ÷ #xx 

(符号なし除算） 

→ Rd16 

(RdH：余り、RdL：商) 

  
― ― ↔

 

↔
 

― ―

 DIVXU.B Rs,Rd B 1 10 10  SD       Rd16 ÷ Rs8 

(符号なし除算） 

→ Rd16 

(RdH：余り、RdL：商) 

  
― ― ↔

 

↔
 

― ―

 DIVXU.W #xx:4,ERd W 2 19 19 S D       ERd ÷ #xx 

(符号なし除算） 

→ ERd 

(Ed：余り、Rd：商) 

  
― ― ↔

 

↔
 

― ―

 DIVXU.W Rs,ERd W 1 18 18  SD       ERd ÷ Rs16 

(符号なし除算） 

→ ERd 

(Ed：余り、Rd：商) 

  
― ― ↔

 

↔
 

― ―

MULU MULU.W #xx:4,Rd W 2 2 2 S D     Rd16 × #xx(符号なし乗算) → Rd16  ― ― ― ― ― ―

 MULU.W Rs,Rd W 2 2 2  SD       Rd16 × Rs16 

(符号なし乗算) 

→ ERd   ― ― ― ― ― ―

 MULU.L #xx:4,ERd L 2 5 5 S D     ERd × #xx(符号なし乗算) → ERd  ― ― ― ― ― ―

 MULU.L ERs,ERd L 2 5 5  SD     ERd × ERs(符号なし乗算) → ERd  ― ― ― ― ― ―

MULU/U MULU/U.L #xx:4,ERd L 2 6 6 S D     ERd × #xx(符号なし乗算) → ERd(上位 32ビット)  ― ― ― ― ― ―

 MULU/U.L ERs,ERd L 2 6 6  SD     ERd × ERs(符号なし乗算) → ERd(上位 32ビット)  ― ― ― ― ― ―

DIVU DIVU.W #xx:4,Rd W 2 10 10 S D     Rd16 ÷ #xx(符号なし除算） → Rd16（商）  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

 DIVU.W Rs,Rd W 2 10 10  SD       Rd16 ÷ Rs16 

(符号なし除算） 

→ Rd16（商）   
― ― ↔

 

↔
 

― ―

 DIVU.L #xx:4,ERd L 2 18 18 S D     ERd ÷ #xx(符号なし除算） → ERd（商）  ― ― ↔
 

↔
 

― ―
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算術演算命令（102） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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行
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イ
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aa
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/@
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aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

DIVU DIVU.L ERs,ERd L 2 18 18  SD       ERd ÷ ERs 

(符号なし除算） 

→ ERd（商）   
― ― ↔

 

↔
 

― ―

MULXS MULXS.B #xx:4,Rd B 2 2 2 S D     Rd8 × #xx(符号付き乗算) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

 MULXS.B Rs,Rd B 2 2 2  SD     Rd8 × Rs8(符号付き乗算) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

 MULXS.W #xx:4,ERd W 2 2 2 S D     ERd × #xx(符号付き乗算) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

 MULXS.W Rs,ERd W 2 2 2  SD       Rd16 × Rs16 

(符号付き乗算) 

→ ERd   
― ― ↔

 

↔
 

― ―

DIVXS DIVXS.B #xx:4,Rd B 2 12 12 S D       Rd16 ÷ #xx 

(符号付き除算） 

→ Rd16 

(RdH：余り、RdL：商) 

  
― ― ↔

 

↔
 

― ―

 DIVXS.B Rs,Rd B 2 12 12  SD       Rd16 ÷ Rs8 

(符号付き除算） 

→ Rd16 

(RdH：余り、RdL：商) 

  
― ― ↔

 

↔
 

― ―

 DIVXS.W #xx:4,ERd W 2 20 20 S D       ERd ÷ #xx 

(符号付き除算） 

→ ERd 

(Ed：余り、Rd：商) 

  
― ― ↔

 

↔
 

― ―

 DIVXS.W Rs,ERd W 2 20 20  SD       ERd ÷ Rs16 

(符号付き除算） 

→ ERd 

(Ed：余り、Rd：商) 

  
― ― ↔

 

↔
 

― ―

MULS MULS.W #xx:4,Rd W 2 2 2 S D     Rd16 × #xx(符号付き乗算) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

 MULS.W Rs,Rd W 2 2 2  SD       Rd16 × Rs16 

(符号付き乗算) 

→ ERd   
― ― ↔

 

↔
 

― ―

 MULS.L #xx:4,ERd L 2 5 5 S D     ERd × #xx(符号付き乗算) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

 MULS.L ERs,ERd L 2 5 5  SD     ERd × ERs(符号付き乗算) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

MULS/U MULS/U.L #xx:4,ERd L 2 6 6 S D     ERd × #xx(符号付き乗算) → ERd(上位 32ビット)  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

 MULS/U.L ERs,ERd L 2 6 6  SD     ERd × ERs(符号付き乗算) → ERd(上位 32ビット)  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

DIVS DIVS.W #xx:4,Rd W 2 11 11 S D     Rd16 ÷ #xx(符号付き除算） → Rd16（商）  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

 DIVS.W Rs,Rd W 2 11 11  SD       Rd16 ÷ Rs16 

(符号付き除算） 

→ Rd16（商）   
― ― ↔

 

↔
 

― ―
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

DIVS DIVS.L #xx:4,ERd L 2 19 19 S D     ERd ÷ #xx(符号付き除算） → ERd（商）  ― ― ↔
 

↔
 

― ―

 DIVS.L ERs,ERd L 2 19 19  SD       ERd ÷ ERs 

(符号付き除算） 

→ ERd（商）   
― ― ↔

 

↔
 

― ―

NEG NEG.B Rd B 1 1 1  D     0 - Rd8 → Rd8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @ERd B 2 4 4   D    0 - @ERd → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @ERd+ B 3 5 5      D 0 - @ERd → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @ERd- B 3 5 5      D 0 - @ERd → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 0 - @ERd → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 0 - @ERd → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @(d:2,ERd) B 3 5 5    D   0 - @(1/2/3+ERd) → @(1/2/3+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @(d:16,ERd) B 4 5 6    D   0 - @(d:16+ERd) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @(d:32,ERd) B 5 5 7    D   0 - @(d:32+ERd) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  0 - @(d:16+RdL) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  0 - @(d:16+Rd) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  0 - @(d:16+ERd) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  0 - @(d:32+RdL) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  0 - @(d:32+Rd) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  0 - @(d:32+ERd) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @aa:8 B 2 4 4       D 0 - @aa:8 → @aa:8  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @aa:16 B 3 4 5       D 0 - @aa:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.B @aa:32 B 4 4 6       D 0 - @aa:32 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W Rd W 1 1 1  D     0 - Rd16 → Rd16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @ERd W 2 4 4   D    0 - @ERd → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @ERd+ W 3 5 5      D 0 - @ERd → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @ERd- W 3 5 5      D 0 - @ERd → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 0 - @ERd → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 0 - @ERd → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D   0 - @(2/4/6+ERd) → @(2/4/6+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D   0 - @(d:16+ERd) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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算術演算命令（104） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

NEG NEG.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D   0 - @(d:32+ERd) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  0 - @(d:16+RdL) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  0 - @(d:16+Rd) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  0 - @(d:16+ERd) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  0 - @(d:32+RdL) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  0 - @(d:32+Rd) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  0 - @(d:32+ERd) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @aa:16 W 3 4 5       D 0 - @aa:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.W @aa:32 W 4 4 6       D 0 - @aa:32 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L ERd L 1 1 1  D     0 - ERd → ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @ERd L 3 5 5   D    0 - @ERd → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @ERd+ L 3 5 5      D 0 - @ERd → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @ERd- L 3 5 5      D 0 - @ERd → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 0 - @ERd → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 0 - @ERd → @ERd  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D   0 - @(4/8/12+ERd) → @(4/8/12+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D   0 - @(d:16+ERd) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D   0 - @(d:32+ERd) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  0 - @(d:16+RdL) → @(d:16+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  0 - @(d:16+Rd) → @(d:16+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  0 - @(d:16+ERd) → @(d:16+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  0 - @(d:32+RdL) → @(d:32+RdL)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  0 - @(d:32+Rd) → @(d:32+Rd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  0 - @(d:32+ERd) → @(d:32+ERd)  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @aa:16 L 4 5 6       D 0 - @aa:16 → @aa:16  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 NEG.L @aa:32 L 5 5 7       D 0 - @aa:32 → @aa:32  ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

EXTU EXTU.W Rd W 1 1 1  D       0   → (＜ビット 15～8＞  

of Rd16) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―
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算術演算命令（105） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

EXTU EXTU.W @ERd W 2 4 4   D      0   → (＜ビット 15～8＞  

of @ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @ERd+ W 3 5 5      D   0   → (＜ビット 15～8＞  

of @ERd) 

 ERd32+2→ERd32
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @ERd- W 3 5 5      D   0   → (＜ビット 15～8＞  

of @ERd) 

 ERd32-2→ERd32
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @+ERd W 3 5 5      D  ERd32+2→ERd32 0   → (＜ビット 15～8＞  

of @ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @-ERd W 3 5 5      D  ERd32-2→ERd32 0   → (＜ビット 15～8＞  

of @ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D     0   → (＜ビット 15～8＞  

of @(2/4/6+ERd)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D     0   → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:16+ERd)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D     0   → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:32+ERd)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D    0   → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:16+RdL<<1)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D    0   → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:16+Rd<<1)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D    0   → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:16+ERd<<1)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D    0   → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:32+RdL<<1)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D    0   → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:32+Rd<<1)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D    0   → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:32+ERd<<1)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―
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算術演算命令（106） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

EXTU EXTU.W @aa:16 W 3 4 5       D   0   → (＜ビット 15～8＞  

of @aa:16) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.W @aa:32 W 4 4 6       D   0   → (＜ビット 15～8＞  

of @aa:32) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L ERd L 1 1 1  D       0   → (＜ビット 31～16＞ 

of ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @ERd L 3 5 5   D      0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @ERd+ L 3 5 5      D   0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @ERd) 

 ERd32+4→ERd32
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @ERd- L 3 5 5      D   0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @ERd) 

 ERd32-4→ERd32
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @+ERd L 3 5 5      D  ERd32+4→ERd32 0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @-ERd L 3 5 5      D  ERd32-4→ERd32 0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D     0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @(4/8/12+ERd)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D     0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:16+ERd)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D     0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:32+ERd)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D    0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:16+RdL<<2)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D    0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:16+Rd<<2)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D    0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:16+ERd<<2)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―
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算術演算命令（107） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

EXTU EXTU.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D    0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:32+RdL<<2)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D    0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:32+Rd<<2)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D    0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:32+ERd<<2)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @aa:16 L 4 5 6       D   0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @aa:16) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L @aa:32 L 5 5 7       D   0   → (＜ビット 31～16＞ 

of @aa:32) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,ERd L 1 1 1  D       0   → (＜ビット 31～8＞  

of ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@ERd L 3 5 5   D      0   → (＜ビット 31～8＞  

of @ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@ERd+ L 3 5 5      D   0   → (＜ビット 31～8＞  

of @ERd) 

 ERd32+4→ERd32
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@ERd- L 3 5 5      D   0   → (＜ビット 31～8＞  

of @ERd) 

 ERd32-4→ERd32
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@+ERd L 3 5 5      D  ERd32+4→ERd32 0   → (＜ビット 31～8＞  

of @ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@-ERd L 3 5 5      D  ERd32-4→ERd32 0   → (＜ビット 31～8＞  

of @ERd) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D     0   → (＜ビット 31～8＞  

of @(4/8/12+ERd)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D     0   → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:16+ERd)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D     0   → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:32+ERd)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―
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算術演算命令（108） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

EXTU EXTU.L #2,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D    0   → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:16+RdL<<2)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D    0   → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:16+Rd<<2)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D    0   → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:16+ERd<<2)) 

  
― ― 0 ↔

 

0 ―

 EXTU.L #2,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D    0   → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:32+RdL<<2)) 

  ― ― 0 ↔
 

0 ―

 EXTU.L #2,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D    0   → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:32+Rd<<2)) 

  ― ― 0 ↔
 

0 ―

 EXTU.L #2,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D    0   → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:32+ERd<<2)) 

  ― ― 0 ↔
 

0 ―

 EXTU.L #2,@aa:16 L 4 5 6       D   0   → (＜ビット 31～8＞  

of @aa:16) 

  ― ― 0 ↔
 

0 ―

 EXTU.L #2,@aa:32 L 5 5 7       D   0   → (＜ビット 31～8＞  

of @aa:32) 

  ― ― 0 ↔
 

0 ―

EXTS EXTS.W Rd W 1 1 1  D       (＜ビット 7＞ of Rd16) → (＜ビット 15～8＞  

of Rd16) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @ERd W 2 4 4   D      (＜ビット 7＞ of @ERd) → (＜ビット 15～8＞  

of @ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @ERd+ W 3 5 5      D   (＜ビット 7＞ of @ERd) → (＜ビット 15～8＞  

of @ERd) 

 ERd32+2→ERd32
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @ERd- W 3 5 5      D   (＜ビット 7＞ of @ERd) → (＜ビット 15～8＞  

of @ERd) 

 ERd32-2→ERd32
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @+ERd W 3 5 5      D  ERd32+2→ERd32 (＜ビット 7＞ of @ERd) → (＜ビット 15～8＞  

of @ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @-ERd W 3 5 5      D  ERd32-2→ERd32 (＜ビット 7＞ of @ERd) → (＜ビット 15～8＞  

of @ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D     (＜ビット 7＞ of @(2/4/6+ERd)) → (＜ビット 15～8＞  

of @(2/4/6+ERd)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―
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算術演算命令（109） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
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,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R
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W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

EXTS EXTS.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D     (＜ビット 7＞ of @(d:16+ERd)) → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:16+ERd)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D     (＜ビット 7＞ of @(d:32+ERd)) → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:32+ERd)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D    (＜ビット 7＞ of @(d:16+RdL<<1)) → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:16+RdL<<1)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D    (＜ビット 7＞ of @(d:16+Rd<<1)) → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:16+Rd<<1)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D    (＜ビット 7＞ of @(d:16+ERd<<1)) → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:16+ERd<<1)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D    (＜ビット 7＞ of @(d:32+RdL<<1)) → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:32+RdL<<1)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D    (＜ビット 7＞ of @(d:32+Rd<<1)) → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:32+Rd<<1)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D    (＜ビット 7＞ of @(d:32+ERd<<1)) → (＜ビット 15～8＞  

of @(d:32+ERd<<1)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @aa:16 W 3 4 5       D   (＜ビット 7＞ of @aa:16) → (＜ビット 15～8＞  

of @aa:16) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.W @aa:32 W 4 4 6       D   (＜ビット 7＞ of @aa:32) → (＜ビット 15～8＞  

of @aa:32) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L ERd L 1 1 1  D       (＜ビット 15＞ of ERd) → (＜ビット 31～16＞  

of ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @ERd L 3 5 5   D      (＜ビット 15＞ of @ERd) → (＜ビット 31～16＞  

of @ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @ERd+ L 3 5 5      D   (＜ビット 15＞ of @ERd) → (＜ビット 31～16＞  

of @ERd) 

 ERd32+4→ERd32
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @ERd- L 3 5 5      D   (＜ビット 15＞ of @ERd) → (＜ビット 31～16＞  

of @ERd) 

 ERd32-4→ERd32
― ― ↔

 

↔
 

0 ―
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算術演算命令（110） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
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R
n 

@
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,E
R

n)
 

@
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n.
L)

 

@
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R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

EXTS EXTS.L @+ERd L 3 5 5      D  ERd32+4→ERd32 (＜ビット 15＞ of @ERd) → (＜ビット 31～16＞  

of @ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @-ERd L 3 5 5      D  ERd32-4→ERd32 (＜ビット 15＞ of @ERd) → (＜ビット 31～16＞ 

of @ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D     (＜ビット 15＞ of @(4/8/12+ERd)) → (＜ビット 31～16＞ 

of @(4/8/12+ERd)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D     (＜ビット 15＞ of @(d:16+ERd)) → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:16+ERd)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D     (＜ビット 15＞ of @(d:32+ERd)) → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:32+ERd)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D    (＜ビット 15＞ of @(d:16+RdL<<2)) → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:16+RdL<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D    (＜ビット 15＞ of @(d:16+Rd<<2)) → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:16+Rd<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D    (＜ビット 15＞ of @(d:16+ERd<<2)) → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:16+ERd<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D    (＜ビット 15＞ of @(d:32+RdL<<2)) → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:32+RdL<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D    (＜ビット 15＞ of @(d:32+Rd<<2)) → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:32+Rd<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D    (＜ビット 15＞ of @(d:32+ERd<<2)) → (＜ビット 31～16＞ 

of @(d:32+ERd<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @aa:16 L 4 5 6       D   (＜ビット 15＞ of @aa:16) → (＜ビット 31～16＞ 

of @aa:16) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L @aa:32 L 5 5 7       D   (＜ビット 15＞ of @aa:32) → (＜ビット 31～16＞  

of @aa:32) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,ERd L 1 1 1  D       (＜ビット 7＞ of ERd) → (＜ビット 31～8＞  

of ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―
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算術演算命令（111） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
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16
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ト
命
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R
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E

R
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+

E
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n 

@
aa

:8
/@
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6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

EXTS EXTS.L #2,@ERd L 3 5 5   D      (＜ビット 7＞ of @ERd) → (＜ビット 31～8＞  

of @ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@ERd+ L 3 5 5      D   (＜ビット 7＞ of @ERd) → (＜ビット 31～8＞  

of @ERd) 

 ERd32+4→ERd32
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@ERd- L 3 5 5      D   (＜ビット 7＞ of @ERd) → (＜ビット 31～8＞  

of @ERd) 

 ERd32-4→ERd32
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@+ERd L 3 5 5      D  ERd32+4→ERd32 (＜ビット 7＞ of @ERd) → (＜ビット 31～8＞  

of @ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@-ERd L 3 5 5      D  ERd32-4→ERd32 (＜ビット 7＞ of @ERd) → (＜ビット 31～8＞  

of @ERd) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D     (＜ビット 7＞ of @(4/8/12+ERd)) → (＜ビット 31～8＞  

of @(4/8/12+ERd)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D     (＜ビット 7＞ of @(d:16+ERd)) → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:16+ERd)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D     (＜ビット 7＞ of @(d:32+ERd)) → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:32+ERd)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D    (＜ビット 7＞ of @(d:16+RdL<<2)) → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:16+RdL<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D    (＜ビット 7＞ of @(d:16+Rd<<2)) → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:16+Rd<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D    (＜ビット 7＞ of @(d:16+ERd<<2)) → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:16+ERd<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D    (＜ビット 7＞ of @(d:32+RdL<<2)) → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:32+RdL<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D    (＜ビット 7＞ of @(d:32+Rd<<2)) → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:32+Rd<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D    (＜ビット 7＞ of @(d:32+ERd<<2)) → (＜ビット 31～8＞  

of @(d:32+ERd<<2)) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―
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算術演算命令（112） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値
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ビ
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命
令
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R
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E
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n 

@
aa

:8
/@
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:1

6/
@

aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

EXTS EXTS.L #2,@aa:16 L 4 5 6       D   (＜ビット 7＞ of @aa:16) → (＜ビット 31～8＞  

of @aa:16) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

 EXTS.L #2,@aa:32 L 5 5 7       D   (＜ビット 7＞ of @aa:32) → (＜ビット 31～8＞  

of @aa:32) 

  
― ― ↔

 

↔
 

0 ―

TAS TAS @ERd B 2 4 4   D    @ERd-0→CCRセット,1→(＜ビット 7＞ of @ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

MAC MAC @ERn+,@ERm+ ― 2 4 4      S @ERn×@ERm+MAC → MAC ERn+2→ERn ERm+2→ERm ― ― ― ― ― ―

CLRMAC CLRMAC ― 1 1 1       ○ 0 → MACH,MACL  ― ― ― ― ― ―

LDMAC LDMAC ERs,MACH L 1 1 1  S     ERs → MACH  ― ― ― ― ― ―

 LDMAC ERs,MACL L 1 1 1  S     ERs → MACL  ― ― ― ― ― ―

STMAC STMAC MACH,ERd L 1 1 1  D     MACH → ERd  ― ― ― ― ― ―

 STMAC MACL,ERd L 1 1 1  D     MACL → ERd  ― ― ↔* ↔* ↔
 

* ―
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論理演算命令（1） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
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長

 

最
小
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aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B #xx:8,Rd B 1 1 1 S D     Rd8 ∧ #xx → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@ERd B 2 3 4 S  D    @ERd ∧ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@ERd+ B 3 4 5 S     D @ERd ∧ #xx → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@ERd- B 3 4 5 S     D @ERd ∧ #xx → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@+ERd B 3 5 5 S     D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@-ERd B 3 5 5 S     D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@(d:2,ERd) B 3 5 5 S   D   @(1/2/3+ERd) ∧ #xx → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@(d:16,ERd) B 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) ∧ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@(d:32,ERd) B 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) ∧ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL) ∧ #xx → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd) ∧ #xx → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd) ∧ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL) ∧ #xx → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd) ∧ #xx → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd) ∧ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@aa:8 B 2 3 4 S      D @aa:8 ∧ #xx → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@aa:16 B 3 3 5 S      D @aa:16 ∧ #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B #xx:8,@aa:32 B 4 3 6 S      D @aa:32 ∧ #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,Rd B 1 1 1  SD     Rd8 ∧ Rs8 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@ERd B 2 3 4  S D    @ERd ∧ Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@ERd+ B 2 4 4  S    D @ERd ∧ Rs8 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@ERd- B 2 4 4  S    D @ERd ∧ Rs8 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@+ERd B 2 5 5  S    D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@-ERd B 2 5 5  S    D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@(d:2,ERd) B 2 5 5  S  D   @(1/2/3+ERd) ∧ Rs8 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@(d:16,ERd) B 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) ∧ Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@(d:32,ERd) B 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) ∧ Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@(d:16,Rd.B) B 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL) ∧ Rs8 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@(d:16,Rd.W) B 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd) ∧ Rs8 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（2） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B Rs,@(d:16,ERd.L) B 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd) ∧ Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@(d:32,Rd.B) B 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL) ∧ Rs8 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@(d:32,Rd.W) B 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd) ∧ Rs8 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@(d:32,ERd.L) B 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd) ∧ Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@aa:8 B 2 3 4  S     D @aa:8 ∧ Rs8 → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@aa:16 B 3 3 5  S     D @aa:16 ∧ Rs8 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B Rs,@aa:32 B 4 3 6  S     D @aa:32 ∧ Rs8 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,Rd B 2 3 3  D S    Rd8 ∧ @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 ∧ @ERs → Rd8 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 ∧ @ERs → Rd8 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs32+1→ERs32 Rd8 ∧ @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs32-1→ERs32 Rd8 ∧ @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),Rd B 2 4 4  D  S   Rd8 ∧ @(1/2/3+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),Rd B 3 4 4  D  S   Rd8 ∧ @(d:16+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),Rd B 4 4 5  D  S   Rd8 ∧ @(d:32+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 ∧ @(d:16+RsL) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 ∧ @(d:16+Rs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 ∧ @(d:16+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 ∧ @(d:32+RsL) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 ∧ @(d:32+Rs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 ∧ @(d:32+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:8,Rd B 2 3 3  D     S Rd8 ∧ @aa:8 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,Rd B 3 3 4  D     S Rd8 ∧ @aa:16 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,Rd B 4 3 5  D     S Rd8 ∧ @aa:32 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@ERd B 2 4 5   SD    @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@ERd+ B 2 4 5   S   D @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@ERd- B 2 4 5   S   D @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@+ERd B 2 5 6   S   D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@-ERd B 2 5 6   S   D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（3） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B @ERs,@(d:2,ERd) B 2 5 6   S D   @(1/2/3+ERd) ∧ @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@(d:16,ERd) B 3 5 6   S D   @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@(d:32,ERd) B 4 5 7   S D   @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@(d:16,Rd.B) B 3 5 6   S  D  @(d:16+RdL) ∧ @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@(d:16,Rd.W) B 3 5 6   S  D  @(d:16+Rd) ∧ @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@(d:16,ERd.L) B 3 5 6   S  D  @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@(d:32,Rd.B) B 4 5 7   S  D  @(d:32+RdL) ∧ @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@(d:32,Rd.W) B 4 5 7   S  D  @(d:32+Rd) ∧ @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@(d:32,ERd.L) B 4 5 7   S  D  @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@aa:16 B 3 4 6   S    D @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs,@aa:32 B 4 4 7   S    D @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@ERd B 3 5 6   D   S @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@ERd+ B 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@+ERd B 3 6 7      SD ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@-ERd B 3 6 7      SD ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@(d:2,ERd) B 3 6 7    D  S @(1/2/3+ERd) ∧ @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@(d:16,ERd) B 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@(d:32,ERd) B 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) B 4 6 7     D S @(d:16+RdL) ∧ @ERs → @(d:16+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) B 4 6 7     D S @(d:16+Rd) ∧ @ERs → @(d:16+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) B 4 6 7     D S @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) B 5 6 8     D S @(d:32+RdL) ∧ @ERs → @(d:32+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) B 5 6 8     D S @(d:32+Rd) ∧ @ERs → @(d:32+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) B 5 6 8     D S @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@aa:16 B 4 5 7      S D @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs+,@aa:32 B 5 5 8      S D @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@ERd B 3 5 6   D   S @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@ERd+ B 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-360 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
論理演算命令（4） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B @ERs-,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@+ERd B 3 6 7      SD ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@-ERd B 3 6 7      SD ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@(d:2,ERd) B 3 6 7    D  S @(1/2/3+ERd) ∧ @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@(d:16,ERd) B 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@(d:32,ERd) B 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) B 4 6 7     D S @(d:16+RdL) ∧ @ERs → @(d:16+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) B 4 6 7     D S @(d:16+Rd) ∧ @ERs → @(d:16+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) B 4 6 7     D S @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) B 5 6 8     D S @(d:32+RdL) ∧ @ERs → @(d:32+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) B 5 6 8     D S @(d:32+Rd) ∧ @ERs → @(d:32+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) B 5 6 8     D S @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@aa:16 B 4 5 7      S D @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @ERs-,@aa:32 B 5 5 8      S D @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@ERd B 3 6 6   D   S ERs32+1→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@ERd+ B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@ERd- B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@+ERd B 3 7 7      SD ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@-ERd B 3 7 7      SD ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@(d:2,ERd) B 3 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(1/2/3+ERd) ∧ @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@(d:16,ERd) B 4 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@(d:32,ERd) B 5 7 8    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:16+RdL) ∧ @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+Rd) ∧ @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+RdL) ∧ @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+Rd) ∧ @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @+ERs,@aa:16 B 4 6 7      S D ERs32+1→ERs32 @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（5） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B @+ERs,@aa:32 B 5 6 8      S D ERs32+1→ERs32 @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@ERd B 3 6 6   D   S ERs32-1→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@ERd+ B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@ERd- B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@+ERd B 3 7 7      SD ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@-ERd B 3 7 7      SD ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@(d:2,ERd) B 3 7 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(1/2/3+ERd) ∧ @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@(d:16,ERd) B 4 7 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@(d:32,ERd) B 5 7 8    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+RdL) ∧ @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+Rd) ∧ @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+RdL) ∧ @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+Rd) ∧ @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@aa:16 B 4 6 7      S D ERs32-1→ERs32 @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @-ERs,@aa:32 B 5 6 8      S D ERs32-1→ERs32 @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@ERd B 3 6 6   D S   @ERd ∧ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@ERd+ B 3 6 6    S  D @ERd ∧ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@ERd- B 3 6 6    S  D @ERd ∧ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@+ERd B 3 7 7    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@-ERd B 3 7 7    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) B 3 7 7    SD   @(1/2/3+ERd) ∧ @(1/2/3+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) B 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) ∧ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) B 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) ∧ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) B 4 7 7    S D  @(d:16+RdL) ∧ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) B 4 7 7    S D  @(d:16+Rd) ∧ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) B 4 7 7    S D  @(d:16+ERd) ∧ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) B 5 7 8    S D  @(d:32+RdL) ∧ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（6） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) B 5 7 8    S D  @(d:32+Rd) ∧ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) B 5 7 8    S D  @(d:32+ERd) ∧ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@aa:16 B 4 6 7    S   D @aa:16 ∧ @(1/2/3+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:2,ERs),@aa:32 B 5 6 8    S   D @aa:32 ∧ @(1/2/3+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@ERd B 4 6 7   D S   @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@ERd+ B 4 6 7    S  D @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@ERd- B 4 6 7    S  D @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@+ERd B 4 7 8    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@-ERd B 4 7 8    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) B 4 7 8    SD   @(1/2/3+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) B 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) B 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8    S D  @(d:16+RdL) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8    S D  @(d:16+Rd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8    S D  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9    S D  @(d:32+RdL) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9    S D  @(d:32+Rd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9    S D  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@aa:16 B 5 6 8    S   D @aa:16 ∧ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs),@aa:32 B 6 6 9    S   D @aa:32 ∧ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@ERd B 5 6 8   D S   @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@ERd+ B 5 6 8    S  D @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@ERd- B 5 6 8    S  D @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@+ERd B 5 7 9    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@-ERd B 5 7 9    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) B 5 7 9    SD   @(1/2/3+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) B 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) B 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9    S D  @(d:16+RdL) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-363

 
 

R
JJ09B

0048-0400

2. 
各
命
令
の
説
明

論理演算命令（7） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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@
aa
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/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9    S D  @(d:16+Rd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9    S D  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10    S D  @(d:32+RdL) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10    S D  @(d:32+Rd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10    S D  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@aa:16 B 6 6 9    S   D @aa:16 ∧ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs),@aa:32 B 7 6 10    S   D @aa:32 ∧ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd ∧ @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) ∧ @(d:16+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) ∧ @(d:16+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) ∧ @(d:16+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) ∧ @(d:16+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) ∧ @(d:16+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 ∧ @(d:16+RsL) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 ∧ @(d:16+RsL) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd ∧ @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) ∧ @(d:16+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（8） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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イ
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aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) ∧ @(d:16+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) ∧ @(d:16+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) ∧ @(d:16+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) ∧ @(d:16+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 ∧ @(d:16+Rs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 ∧ @(d:16+Rs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 ∧ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 ∧ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd ∧ @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（9） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B @(d:32,Rs.B),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) ∧ @(d:32+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) ∧ @(d:32+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) ∧ @(d:32+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) ∧ @(d:32+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) ∧ @(d:32+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 ∧ @(d:32+RsL) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 ∧ @(d:32+RsL) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd ∧ @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) ∧ @(d:32+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) ∧ @(d:32+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) ∧ @(d:32+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) ∧ @(d:32+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) ∧ @(d:32+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 ∧ @(d:32+Rs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 ∧ @(d:32+Rs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（10） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B @(d:32,ERs.L),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 ∧ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 ∧ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@ERd B 3 4 6   D    S @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@ERd+ B 3 4 6      D S @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@ERd- B 3 4 6      D S @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@+ERd B 3 5 7      D S ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@-ERd B 3 5 7      D S ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@(d:2,ERd) B 3 5 7    D   S @(1/2/3+ERd) ∧ @aa:16 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@(d:16,ERd) B 4 5 7    D   S @(d:16+ERd) ∧ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@(d:32,ERd) B 5 5 8    D   S @(d:32+ERd) ∧ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@(d:16,Rd.B) B 4 5 7     D  S @(d:16+RdL) ∧ @aa:16 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@(d:16,Rd.W) B 4 5 7     D  S @(d:16+Rd) ∧ @aa:16 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@(d:16,ERd.L) B 4 5 7     D  S @(d:16+ERd) ∧ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@(d:32,Rd.B) B 5 5 8     D  S @(d:32+RdL) ∧ @aa:16 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@(d:32,Rd.W) B 5 5 8     D  S @(d:32+Rd) ∧ @aa:16 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（11） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.B @aa:16,@(d:32,ERd.L) B 5 5 8     D  S @(d:32+ERd) ∧ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@aa:16 B 4 4 7       SD @aa:16 ∧ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:16,@aa:32 B 5 4 8       SD @aa:32 ∧ @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@ERd B 4 4 7   D    S @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@ERd+ B 4 4 7      D S @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@ERd- B 4 4 7      D S @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@+ERd B 4 5 8      D S ERd32+1→ERd32 @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@-ERd B 4 5 8      D S ERd32-1→ERd32 @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@(d:2,ERd) B 4 5 8    D   S @(1/2/3+ERd) ∧ @aa:32 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@(d:16,ERd) B 5 5 8    D   S @(d:16+ERd) ∧ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@(d:32,ERd) B 6 5 9    D   S @(d:32+ERd) ∧ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@(d:16,Rd.B) B 5 5 8     D  S @(d:16+RdL) ∧ @aa:32 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@(d:16,Rd.W) B 5 5 8     D  S @(d:16+Rd) ∧ @aa:32 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@(d:16,ERd.L) B 5 5 8     D  S @(d:16+ERd) ∧ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@(d:32,Rd.B) B 6 5 9     D  S @(d:32+RdL) ∧ @aa:32 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@(d:32,Rd.W) B 6 5 9     D  S @(d:32+Rd) ∧ @aa:32 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@(d:32,ERd.L) B 6 5 9     D  S @(d:32+ERd) ∧ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@aa:16 B 5 4 8       SD @aa:16 ∧ @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.B @aa:32,@aa:32 B 6 4 9       SD @aa:32 ∧ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,Rd W 2 1 2 S D     Rd16 ∧ #xx → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@ERd W 3 4 5 S  D    @ERd ∧ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@ERd+ W 3 4 5 S     D @ERd ∧ #xx → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@ERd- W 3 4 5 S     D @ERd ∧ #xx → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@+ERd W 3 5 5 S     D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@-ERd W 3 5 5 S     D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@(d:2,ERd) W 3 5 5 S   D   @(2/4/6+ERd) ∧ #xx → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@(d:16,ERd) W 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) ∧ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@(d:32,ERd) W 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) ∧ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL<<1) ∧ #xx → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（12） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W #xx:16,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd<<1) ∧ #xx → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd<<1) ∧ #xx → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL<<1) ∧ #xx → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd<<1) ∧ #xx → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd<<1) ∧ #xx → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@aa:16 W 4 4 6 S      D @aa:16 ∧ #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W #xx:16,@aa:32 W 5 4 7 S      D @aa:32 ∧ #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,Rd W 1 1 1  SD     Rd16 ∧ Rs16 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@ERd W 2 3 4  S D    @ERd ∧ Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@ERd+ W 2 4 4  S    D @ERd ∧ Rs16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@ERd- W 2 4 4  S    D @ERd ∧ Rs16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@+ERd W 2 5 5  S    D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@-ERd W 2 5 5  S    D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@(d:2,ERd) W 2 5 5  S  D   @(2/4/6+ERd) ∧ Rs16 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@(d:16,ERd) W 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) ∧ Rs16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@(d:32,ERd) W 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) ∧ Rs16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@(d:16,Rd.B) W 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL<<1) ∧ Rs16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@(d:16,Rd.W) W 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd<<1) ∧ Rs16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@(d:16,ERd.L) W 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd<<1) ∧ Rs16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@(d:32,Rd.B) W 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL<<1) ∧ Rs16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@(d:32,Rd.W) W 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd<<1) ∧ Rs16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@(d:32,ERd.L) W 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd<<1) ∧ Rs16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@aa:16 W 3 3 5  S     D @aa:16 ∧ Rs16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W Rs,@aa:32 W 4 3 6  S     D @aa:32 ∧ Rs16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,Rd W 2 3 3  D S    Rd16 ∧ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,Rd W 2 3 3  D    S Rd16 ∧ @ERs → Rd16 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,Rd W 2 3 3  D    S Rd16 ∧ @ERs → Rd16 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,Rd W 2 4 4  D    S ERs32+2→ERs32 Rd16 ∧ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,Rd W 2 4 4  D    S ERs32-2→ERs32 Rd16 ∧ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W @(d:2,ERs),Rd W 2 4 4  D  S   Rd16 ∧ @(2/4/6+ERs) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),Rd W 3 4 4  D  S   Rd16 ∧ @(d:16+ERs) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),Rd W 4 4 5  D  S   Rd16 ∧ @(d:32+ERs) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 ∧ @(d:16+RsL<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 ∧ @(d:16+Rs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 ∧ @(d:16+ERs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 ∧ @(d:32+RsL<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 ∧ @(d:32+Rs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 ∧ @(d:32+ERs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,Rd W 3 3 4  D     S Rd16 ∧ @aa:16 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,Rd W 4 3 5  D     S Rd16 ∧ @aa:32 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@ERd W 2 4 5   SD    @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@ERd+ W 2 4 5   S   D @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@ERd- W 2 4 5   S   D @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@+ERd W 2 5 6   S   D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@-ERd W 2 5 6   S   D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@(d:2,ERd) W 2 5 6   S D   @(2/4/6+ERd) ∧ @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@(d:16,ERd) W 3 5 6   S D   @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@(d:32,ERd) W 4 5 7   S D   @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@(d:16,Rd.B) W 3 5 6   S  D  @(d:16+RdL<<1) ∧ @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@(d:16,Rd.W) W 3 5 6   S  D  @(d:16+Rd<<1) ∧ @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@(d:16,ERd.L) W 3 5 6   S  D  @(d:16+ERd<<1) ∧ @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@(d:32,Rd.B) W 4 5 7   S  D  @(d:32+RdL<<1) ∧ @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@(d:32,Rd.W) W 4 5 7   S  D  @(d:32+Rd<<1) ∧ @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@(d:32,ERd.L) W 4 5 7   S  D  @(d:32+ERd<<1) ∧ @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@aa:16 W 3 4 6   S    D @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs,@aa:32 W 4 4 7   S    D @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@ERd W 3 5 6   D   S @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@ERd+ W 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（14） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W @ERs+,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@+ERd W 3 6 7      SD ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@-ERd W 3 6 7      SD ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@(d:2,ERd) W 3 6 7    D  S @(2/4/6+ERd) ∧ @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@(d:16,ERd) W 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@(d:32,ERd) W 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) W 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<1) ∧ @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) W 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<1) ∧ @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) W 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<1) ∧ @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) W 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<1) ∧ @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) W 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<1) ∧ @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) W 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<1) ∧ @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@aa:16 W 4 5 7      S D @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs+,@aa:32 W 5 5 8      S D @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@ERd W 3 5 6   D   S @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@ERd+ W 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@+ERd W 3 6 7      SD ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@-ERd W 3 6 7      SD ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@(d:2,ERd) W 3 6 7    D  S @(2/4/6+ERd) ∧ @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@(d:16,ERd) W 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@(d:32,ERd) W 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) W 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<1) ∧ @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) W 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<1) ∧ @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) W 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<1) ∧ @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) W 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<1) ∧ @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) W 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<1) ∧ @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) W 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<1) ∧ @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @ERs-,@aa:16 W 4 5 7      S D @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（15） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W @ERs-,@aa:32 W 5 5 8      S D @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@ERd W 3 6 6   D   S ERs32+2→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@ERd+ W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@ERd- W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@+ERd W 3 7 7      SD ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@-ERd W 3 7 7      SD ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@(d:2,ERd) W 3 7 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(2/4/6+ERd) ∧ @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) ∧ @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) ∧ @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) ∧ @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) ∧ @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) ∧ @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) ∧ @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@aa:16 W 4 6 7      S D ERs32+2→ERs32 @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @+ERs,@aa:32 W 5 6 8      S D ERs32+2→ERs32 @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@ERd W 3 6 6   D   S ERs32-2→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@ERd+ W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@ERd- W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@+ERd W 3 7 7      SD ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@-ERd W 3 7 7      SD ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@(d:2,ERd) W 3 7 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(2/4/6+ERd) ∧ @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) ∧ @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) ∧ @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) ∧ @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) ∧ @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（16） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) ∧ @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) ∧ @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@aa:16 W 4 6 7      S D ERs32-2→ERs32 @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @-ERs,@aa:32 W 5 6 8      S D ERs32-2→ERs32 @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@ERd W 3 6 6   D S   @ERd ∧ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@ERd+ W 3 6 6    S  D @ERd ∧ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@ERd- W 3 6 6    S  D @ERd ∧ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@+ERd W 3 7 7    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@-ERd W 3 7 7    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) W 3 7 7    SD   @(2/4/6+ERd) ∧ @(2/4/6+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) W 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) ∧ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) W 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) ∧ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) W 4 7 7    S D  @(d:16+RdL<<1) ∧ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) W 4 7 7    S D  @(d:16+Rd<<1) ∧ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) W 4 7 7    S D  @(d:16+ERd<<1) ∧ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) W 5 7 8    S D  @(d:32+RdL<<1) ∧ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) W 5 7 8    S D  @(d:32+Rd<<1) ∧ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) W 5 7 8    S D  @(d:32+ERd<<1) ∧ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@aa:16 W 4 6 7    S   D @aa:16 ∧ @(2/4/6+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:2,ERs),@aa:32 W 5 6 8    S   D @aa:32 ∧ @(2/4/6+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@ERd W 4 6 7   D S   @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@ERd+ W 4 6 7    S  D @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@ERd- W 4 6 7    S  D @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@+ERd W 4 7 8    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@-ERd W 4 7 8    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) W 4 7 8    SD   @(2/4/6+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) W 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) W 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8    S D  @(d:16+RdL<<1) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-373

 
 

R
JJ09B

0048-0400

2. 
各
命
令
の
説
明

論理演算命令（17） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8    S D  @(d:16+Rd<<1) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8    S D  @(d:16+ERd<<1) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9    S D  @(d:32+RdL<<1) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9    S D  @(d:32+Rd<<1) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9    S D  @(d:32+ERd<<1) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@aa:16 W 5 6 8    S   D @aa:16 ∧ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs),@aa:32 W 6 6 9    S   D @aa:32 ∧ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@ERd W 5 6 8   D S   @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@ERd+ W 5 6 8    S  D @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@ERd- W 5 6 8    S  D @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@+ERd W 5 7 9    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@-ERd W 5 7 9    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) W 5 7 9    SD   @(2/4/6+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) W 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) W 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9    S D  @(d:16+RdL<<1) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9    S D  @(d:16+Rd<<1) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9    S D  @(d:16+ERd<<1) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10    S D  @(d:32+RdL<<1) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10    S D  @(d:32+Rd<<1) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10    S D  @(d:32+ERd<<1) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@aa:16 W 6 6 9    S   D @aa:16 ∧ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs),@aa:32 W 7 6 10    S   D @aa:32 ∧ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd ∧ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) ∧ @(d:16+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（18） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) ∧ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) ∧ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) ∧ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) ∧ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) ∧ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) ∧ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 ∧ @(d:16+RsL<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 ∧ @(d:16+RsL<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd ∧ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) ∧ @(d:16+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) ∧ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) ∧ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) ∧ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) ∧ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) ∧ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) ∧ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 ∧ @(d:16+Rs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 ∧ @(d:16+Rs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd ∧ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W @(d:16,ERs.L),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) ∧ @(d:16+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) ∧ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) ∧ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) ∧ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) ∧ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) ∧ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) ∧ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 ∧ @(d:16+ERs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 ∧ @(d:16+ERs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd ∧ @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) ∧ @(d:32+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) ∧ @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) ∧ @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) ∧ @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) ∧ @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) ∧ @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) ∧ @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 ∧ @(d:32+RsL<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 ∧ @(d:32+RsL<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（20） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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イ
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W @(d:32,Rs.W),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd ∧ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) ∧ @(d:32+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) ∧ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) ∧ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) ∧ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) ∧ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) ∧ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) ∧ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 ∧ @(d:32+Rs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 ∧ @(d:32+Rs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd ∧ @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) ∧ @(d:32+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) ∧ @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) ∧ @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) ∧ @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) ∧ @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) ∧ @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（21） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) ∧ @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 ∧ @(d:32+ERs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 ∧ @(d:32+ERs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@ERd W 3 4 6   D    S @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@ERd+ W 3 4 6      D S @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@ERd- W 3 4 6      D S @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@+ERd W 3 5 7      D S ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@-ERd W 3 5 7      D S ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@(d:2,ERd) W 3 5 7    D   S @(2/4/6+ERd) ∧ @aa:16 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@(d:16,ERd) W 4 5 7    D   S @(d:16+ERd) ∧ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@(d:32,ERd) W 5 5 8    D   S @(d:32+ERd) ∧ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@(d:16,Rd.B) W 4 5 7     D  S @(d:16+RdL<<1) ∧ @aa:16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@(d:16,Rd.W) W 4 5 7     D  S @(d:16+Rd<<1) ∧ @aa:16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@(d:16,ERd.L) W 4 5 7     D  S @(d:16+ERd<<1) ∧ @aa:16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@(d:32,Rd.B) W 5 5 8     D  S @(d:32+RdL<<1) ∧ @aa:16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@(d:32,Rd.W) W 5 5 8     D  S @(d:32+Rd<<1) ∧ @aa:16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@(d:32,ERd.L) W 5 5 8     D  S @(d:32+ERd<<1) ∧ @aa:16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@aa:16 W 4 4 7       SD @aa:16 ∧ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:16,@aa:32 W 5 4 8       SD @aa:32 ∧ @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@ERd W 4 4 7   D    S @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@ERd+ W 4 4 7      D S @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@ERd- W 4 4 7      D S @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@+ERd W 4 5 8      D S ERd32+2→ERd32 @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@-ERd W 4 5 8      D S ERd32-2→ERd32 @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@(d:2,ERd) W 4 5 8    D   S @(2/4/6+ERd) ∧ @aa:32 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@(d:16,ERd) W 5 5 8    D   S @(d:16+ERd) ∧ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@(d:32,ERd) W 6 5 9    D   S @(d:32+ERd) ∧ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@(d:16,Rd.B) W 5 5 8     D  S @(d:16+RdL<<1) ∧ @aa:32 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@(d:16,Rd.W) W 5 5 8     D  S @(d:16+Rd<<1) ∧ @aa:32 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（22） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.W @aa:32,@(d:16,ERd.L) W 5 5 8     D  S @(d:16+ERd<<1) ∧ @aa:32 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@(d:32,Rd.B) W 6 5 9     D  S @(d:32+RdL<<1) ∧ @aa:32 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@(d:32,Rd.W) W 6 5 9     D  S @(d:32+Rd<<1) ∧ @aa:32 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@(d:32,ERd.L) W 6 5 9     D  S @(d:32+ERd<<1) ∧ @aa:32 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@aa:16 W 5 4 8       SD @aa:16 ∧ @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.W @aa:32,@aa:32 W 6 4 9       SD @aa:32 ∧ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,ERd L 2 1 2 S D     ERd32 ∧ #xx:16 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,ERd L 3 1 3 S D     ERd32 ∧ #xx → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@ERd L 3 4 5 S  D    @ERd ∧ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@ERd+ L 3 4 5 S     D @ERd ∧ #xx:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@ERd- L 3 4 5 S     D @ERd ∧ #xx:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@+ERd L 3 5 5 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@-ERd L 3 5 5 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@(d:2,ERd) L 3 5 5 S   D   @(4/8/12+ERd) ∧ #xx:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@(d:16,ERd) L 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) ∧ #xx:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@(d:32,ERd) L 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) ∧ #xx:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL<<2) ∧ #xx:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd<<2) ∧ #xx:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd<<2) ∧ #xx:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL<<2) ∧ #xx:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd<<2) ∧ #xx:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd<<2) ∧ #xx:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@aa:16 L 4 4 6 S      D @aa:16 ∧ #xx:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:16,@aa:32 L 5 4 7 S      D @aa:32 ∧ #xx:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@ERd L 4 4 6 S  D    @ERd ∧ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@ERd+ L 4 4 6 S     D @ERd ∧ #xx:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@ERd- L 4 4 6 S     D @ERd ∧ #xx:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@+ERd L 4 5 6 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@-ERd L 4 5 6 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（23） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L #xx:32,@(d:2,ERd) L 4 5 6 S   D   @(4/8/12+ERd) ∧ #xx:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@(d:16,ERd) L 5 5 7 S   D   @(d:16+ERd) ∧ #xx:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@(d:32,ERd) L 6 5 8 S   D   @(d:32+ERd) ∧ #xx:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@(d:16,Rd.B) L 5 5 7 S    D  @(d:16+RdL<<2) ∧ #xx:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@(d:16,Rd.W) L 5 5 7 S    D  @(d:16+Rd<<2) ∧ #xx:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@(d:16,ERd.L) L 5 5 7 S    D  @(d:16+ERd<<2) ∧ #xx:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@(d:32,Rd.B) L 6 5 8 S    D  @(d:32+RdL<<2) ∧ #xx:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@(d:32,Rd.W) L 6 5 8 S    D  @(d:32+Rd<<2) ∧ #xx:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@(d:32,ERd.L) L 6 5 8 S    D  @(d:32+ERd<<2) ∧ #xx:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@aa:16 L 5 4 7 S      D @aa:16 ∧ #xx:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L #xx:32,@aa:32 L 6 4 8 S      D @aa:32 ∧ #xx:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,ERd L 2 2 2  SD     ERd32 ∧ ERs32 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@ERd L 2 4 4  S D    @ERd ∧ ERs32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@ERd+ L 2 4 4  S    D @ERd ∧ ERs32 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@ERd- L 2 4 4  S    D @ERd ∧ ERs32 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@+ERd L 2 5 5  S    D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ ERs32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@-ERd L 2 5 5  S    D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ ERs32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@(d:2,ERd) L 2 5 5  S  D   @(4/8/12+ERd) ∧ ERs32 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@(d:16,ERd) L 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) ∧ ERs32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@(d:32,ERd) L 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) ∧ ERs32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@(d:16,Rd.B) L 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL<<2) ∧ ERs32 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@(d:16,Rd.W) L 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd<<2) ∧ ERs32 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@(d:16,ERd.L) L 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd<<2) ∧ ERs32 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@(d:32,Rd.B) L 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL<<2) ∧ ERs32 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@(d:32,Rd.W) L 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd<<2) ∧ ERs32 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@(d:32,ERd.L) L 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd<<2) ∧ ERs32 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@aa:16 L 3 4 5  S     D @aa:16 ∧ ERs32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L ERs,@aa:32 L 4 4 6  S     D @aa:32 ∧ ERs32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,ERd L 2 3 3  D S    ERd32 ∧ @ERs → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L @ERs+,ERd L 2 3 3  D    S ERd32 ∧ @ERs → ERd32 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,ERd L 2 3 3  D    S ERd32 ∧ @ERs → ERd32 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32+4→ERs32 ERd32 ∧ @ERs → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32-4→ERs32 ERd32 ∧ @ERs → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),ERd L 2 4 4  D  S   ERd32 ∧ @(4/8/12+ERs) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),ERd L 3 4 4  D  S   ERd32 ∧ @(d:16+ERs) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),ERd L 4 4 5  D  S   ERd32 ∧ @(d:32+ERs) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 ∧ @(d:16+RsL<<2 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 ∧ @(d:16+Rs<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 ∧ @(d:16+ERs<<2 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 ∧ @(d:32+RsL<<2 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 ∧ @(d:32+Rs<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 ∧ @(d:32+ERs<<2 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,ERd L 3 3 4  D     S ERd32 ∧ @aa:16 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,ERd L 4 3 5  D     S ERd32 ∧ @aa:32 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@ERd L 3 5 6   SD    @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@ERd+ L 3 5 6   S   D @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@ERd- L 3 5 6   S   D @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@+ERd L 3 6 7   S   D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@-ERd L 3 6 7   S   D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@(d:2,ERd) L 3 6 7   S D   @(4/8/12+ERd) ∧ @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@(d:16,ERd) L 4 6 7   S D   @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@(d:32,ERd) L 5 6 8   S D   @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7   S  D  @(d:16+RdL<<2) ∧ @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7   S  D  @(d:16+Rd<<2) ∧ @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7   S  D  @(d:16+ERd<<2) ∧ @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8   S  D  @(d:32+RdL<<2) ∧ @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8   S  D  @(d:32+Rd<<2) ∧ @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8   S  D  @(d:32+ERd<<2) ∧ @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L @ERs,@aa:16 L 4 5 7   S    D @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs,@aa:32 L 5 5 8   S    D @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@ERd L 3 5 6   D   S @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@ERd+ L 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@+ERd L 3 6 7      SD ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@-ERd L 3 6 7      SD ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@(d:2,ERd) L 3 6 7    D  S @(4/8/12+ERd) ∧ @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@(d:32,ERd) L 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<2) ∧ @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<2) ∧ @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<2) ∧ @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<2) ∧ @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<2) ∧ @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<2) ∧ @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@aa:16 L 4 5 7      S D @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs+,@aa:32 L 5 5 8      S D @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@ERd L 3 5 6   D   S @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@ERd+ L 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@+ERd L 3 6 7      SD ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@-ERd L 3 6 7      SD ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@(d:2,ERd) L 3 6 7    D  S @(4/8/12+ERd) ∧ @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@(d:32,ERd) L 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<2) ∧ @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<2) ∧ @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<2) ∧ @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（26） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<2) ∧ @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<2) ∧ @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<2) ∧ @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@aa:16 L 4 5 7      S D @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @ERs-,@aa:32 L 5 5 8      S D @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@ERd L 3 6 6   D   S ERs32+4→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@ERd+ L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@ERd- L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@+ERd L 3 7 7      SD ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@-ERd L 3 7 7      SD ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@(d:2,ERd) L 3 7 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(4/8/12+ERd) ∧ @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@(d:16,ERd) L 4 7 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) ∧ @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) ∧ @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) ∧ @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) ∧ @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) ∧ @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) ∧ @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@aa:16 L 4 6 7      S D ERs32+4→ERs32 @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @+ERs,@aa:32 L 5 6 8      S D ERs32+4→ERs32 @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@ERd L 3 6 6   D   S ERs32-4→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@ERd+ L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@ERd- L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@+ERd L 3 7 7      SD ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@-ERd L 3 7 7      SD ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@(d:2,ERd) L 3 7 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(4/8/12+ERd) ∧ @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@(d:16,ERd) L 4 7 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd) ∧ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd) ∧ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（27） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) ∧ @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) ∧ @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) ∧ @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) ∧ @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) ∧ @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) ∧ @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@aa:16 L 4 6 7      S D ERs32-4→ERs32 @aa:16 ∧ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @-ERs,@aa:32 L 5 6 8      S D ERs32-4→ERs32 @aa:32 ∧ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@ERd L 3 6 6   D S   @ERd ∧ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@ERd+ L 3 6 6    S  D @ERd ∧ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@ERd- L 3 6 6    S  D @ERd ∧ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@+ERd L 3 7 7    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@-ERd L 3 7 7    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) L 3 7 7    SD   @(4/8/12+ERd) ∧ @(4/8/12+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) L 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) ∧ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) L 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) ∧ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) L 4 7 7    S D  @(d:16+RdL<<2) ∧ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) L 4 7 7    S D  @(d:16+Rd<<2) ∧ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) L 4 7 7    S D  @(d:16+ERd<<2) ∧ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) L 5 7 8    S D  @(d:32+RdL<<2) ∧ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) L 5 7 8    S D  @(d:32+Rd<<2) ∧ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) L 5 7 8    S D  @(d:32+ERd<<2) ∧ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@aa:16 L 4 6 7    S   D @aa:16 ∧ @(4/8/12+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:2,ERs),@aa:32 L 5 6 8    S   D @aa:32 ∧ @(4/8/12+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@ERd L 4 6 7   D S   @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@ERd+ L 4 6 7    S  D @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@ERd- L 4 6 7    S  D @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@+ERd L 4 7 8    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@-ERd L 4 7 8    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（28） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) L 4 7 8    SD   @(4/8/12+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) L 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) L 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8    S D  @(d:16+RdL<<2) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8    S D  @(d:16+Rd<<2) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8    S D  @(d:16+ERd<<2) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9    S D  @(d:32+RdL<<2) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9    S D  @(d:32+Rd<<2) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9    S D  @(d:32+ERd<<2) ∧ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@aa:16 L 5 6 8    S   D @aa:16 ∧ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs),@aa:32 L 6 6 9    S   D @aa:32 ∧ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@ERd L 5 6 8   D S   @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@ERd+ L 5 6 8    S  D @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@ERd- L 5 6 8    S  D @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@+ERd L 5 7 9    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@-ERd L 5 7 9    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) L 5 7 9    SD   @(4/8/12+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) L 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) L 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9    S D  @(d:16+RdL<<2) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9    S D  @(d:16+Rd<<2) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9    S D  @(d:16+ERd<<2) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10    S D  @(d:32+RdL<<2) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10    S D  @(d:32+Rd<<2) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10    S D  @(d:32+ERd<<2) ∧ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@aa:16 L 6 6 9    S   D @aa:16 ∧ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs),@aa:32 L 7 6 10    S   D @aa:32 ∧ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd ∧ @(d:16+RdL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+RdL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L @(d:16,Rs.B),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+RdL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+RdL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+RdL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) ∧ @(d:16+RdL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+RdL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+RdL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) ∧ @(d:16+RdL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) ∧ @(d:16+RdL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) ∧ @(d:16+RdL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) ∧ @(d:16+RdL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) ∧ @(d:16+RdL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) ∧ @(d:16+RdL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 ∧ @(d:16+RdL<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 ∧ @(d:16+RdL<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd ∧ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd ∧ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) ∧ @(d:16+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) ∧ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) ∧ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) ∧ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) ∧ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) ∧ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) ∧ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 ∧ @(d:16+Rs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（30） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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ト
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イ
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@

aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 ∧ @(d:16+Rs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd ∧ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ L 4 6 7     SD  @ERd ∧ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@ERd- L 4 6 7     SD  @ERd ∧ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@+ERd L 4 7 8     SD  ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@-ERd L 4 7 8     SD  ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) ∧ @(d:16+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) ∧ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) ∧ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) ∧ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) ∧ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) ∧ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) ∧ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 ∧ @(d:16+ERs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 ∧ @(d:16+ERs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd ∧ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) ∧ @(d:32+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) ∧ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) ∧ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) ∧ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) ∧ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（31） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) ∧ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) ∧ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 ∧ @(d:32+RsL<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 ∧ @(d:32+RsL<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd ∧ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) ∧ @(d:32+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) ∧ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) ∧ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) ∧ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) ∧ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) ∧ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) ∧ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 ∧ @(d:32+Rs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 ∧ @(d:32+Rs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd ∧ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd ∧ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) ∧ @(d:32+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∧ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∧ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) ∧ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（32） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) ∧ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) ∧ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) ∧ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) ∧ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) ∧ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 ∧ @(d:32+ERs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 ∧ @(d:32+ERs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@ERd L 4 5 7   D    S @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@ERd+ L 4 5 7      D S @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@ERd- L 4 5 7      D S @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@+ERd L 4 6 8      D S ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@-ERd L 4 6 8      D S ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@(d:2,ERd) L 4 6 8    D   S @(4/8/12+ERd) ∧ @aa:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@(d:16,ERd) L 5 6 8    D   S @(d:16+ERd) ∧ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@(d:32,ERd) L 6 6 9    D   S @(d:32+ERd) ∧ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) L 5 6 8     D  S @(d:16+RdL<<2) ∧ @aa:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) L 5 6 8     D  S @(d:16+Rd<<2) ∧ @aa:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) L 5 6 8     D  S @(d:16+ERd<<2) ∧ @aa:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) L 6 6 9     D  S @(d:32+RdL<<2) ∧ @aa:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) L 6 6 9     D  S @(d:32+Rd<<2) ∧ @aa:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) L 6 6 9     D  S @(d:32+ERd<<2) ∧ @aa:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@aa:16 L 5 5 8       SD @aa:16 ∧ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:16,@aa:32 L 6 5 9       SD @aa:32 ∧ @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@ERd L 5 5 8   D    S @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@ERd+ L 5 5 8      D S @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@ERd- L 5 5 8      D S @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@+ERd L 5 6 9      D S ERd32+4→ERd32 @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@-ERd L 5 6 9      D S ERd32-4→ERd32 @ERd ∧ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@(d:2,ERd) L 5 6 9    D   S @(4/8/12+ERd) ∧ @aa:32 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（33） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

AND AND.L @aa:32,@(d:16,ERd) L 6 6 9    D   S @(d:16+ERd) ∧ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@(d:32,ERd) L 7 6 10    D   S @(d:32+ERd) ∧ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) L 6 6 9     D  S @(d:16+RdL<<2) ∧ @aa:32 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) L 6 6 9     D  S @(d:16+Rd<<2) ∧ @aa:32 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) L 6 6 9     D  S @(d:16+ERd<<2) ∧ @aa:32 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) L 7 6 10     D  S @(d:32+RdL<<2) ∧ @aa:32 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) L 7 6 10     D  S @(d:32+Rd<<2) ∧ @aa:32 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) L 7 6 10     D  S @(d:32+ERd<<2) ∧ @aa:32 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@aa:16 L 6 5 9       SD @aa:16 ∧ @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 AND.L @aa:32,@aa:32 L 7 5 10       SD @aa:32 ∧ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

OR OR.B #xx:8,Rd B 1 1 1 S D     Rd8 ∨ #xx → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@ERd B 2 3 4 S  D    @ERd ∨ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@ERd+ B 3 4 5 S     D @ERd ∨ #xx → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@ERd- B 3 4 5 S     D @ERd ∨ #xx → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@+ERd B 3 5 5 S     D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@-ERd B 3 5 5 S     D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@(d:2,ERd) B 3 5 5 S   D   @(1/2/3+ERd) ∨ #xx → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@(d:16,ERd) B 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) ∨ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@(d:32,ERd) B 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) ∨ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL) ∨ #xx → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd) ∨ #xx → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd) ∨ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL) ∨ #xx → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd) ∨ #xx → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd) ∨ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@aa:8 B 2 3 4 S      D @aa:8 ∨ #xx → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@aa:16 B 3 3 5 S      D @aa:16 ∨ #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B #xx:8,@aa:32 B 4 3 6 S      D @aa:32 ∨ #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,Rd B 1 1 1  SD     Rd8 ∨ Rs8 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（34） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d
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nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/ 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.B Rs,@ERd B 2 3 4  S D    @ERd ∨ Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@ERd+ B 2 4 4  S    D @ERd ∨ Rs8 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@ERd- B 2 4 4  S    D @ERd ∨ Rs8 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@+ERd B 2 5 5  S    D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@-ERd B 2 5 5  S    D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@(d:2,ERd) B 2 5 5  S  D   @(1/2/3+ERd) ∨ Rs8 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@(d:16,ERd) B 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) ∨ Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@(d:32,ERd) B 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) ∨ Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@(d:16,Rd.B) B 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL) ∨ Rs8 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@(d:16,Rd.W) B 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd) ∨ Rs8 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@(d:16,ERd.L) B 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd) ∨ Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@(d:32,Rd.B) B 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL) ∨ Rs8 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@(d:32,Rd.W) B 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd) ∨ Rs8 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@(d:32,ERd.L) B 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd) ∨ Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@aa:8 B 2 3 4  S     D @aa:8 ∨ Rs8 → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@aa:16 B 3 3 5  S     D @aa:16 ∨ Rs8 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B Rs,@aa:32 B 4 3 6  S     D @aa:32 ∨ Rs8 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,Rd B 2 3 3  D S    Rd8 ∨ @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 ∨ @ERs → Rd8 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 ∨ @ERs → Rd8 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs32+1→ERs32 Rd8 ∨ @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs32-1→ERs32 Rd8 ∨ @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),Rd B 2 4 4  D  S   Rd8 ∨ @(1/2/3+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),Rd B 3 4 4  D  S   Rd8 ∨ @(d:16+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),Rd B 4 4 5  D  S   Rd8 ∨ @(d:32+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 ∨ @(d:16+RsL) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 ∨ @(d:16+Rs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 ∨ @(d:16+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 ∨ @(d:32+RsL) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（35） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
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長

 

最
小
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ビ
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ト
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@
aa

:8
/ 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.B @(d:32,Rs.W),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 ∨ @(d:32+Rs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 ∨ @(d:32+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:8,Rd B 2 3 3  D     S Rd8 ∨ @aa:8 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,Rd B 3 3 4  D     S Rd8 ∨ @aa:16 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,Rd B 4 3 5  D     S Rd8 ∨ @aa:32 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@ERd B 2 4 5   SD    @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@ERd+ B 2 4 5   S   D @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@ERd- B 2 4 5   S   D @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@+ERd B 2 5 6   S   D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@-ERd B 2 5 6   S   D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@(d:2,ERd) B 2 5 6   S D   @(1/2/3+ERd) ∨ @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@(d:16,ERd) B 3 5 6   S D   @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@(d:32,ERd) B 4 5 7   S D   @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@(d:16,Rd.B) B 3 5 6   S  D  @(d:16+RdL) ∨ @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@(d:16,Rd.W) B 3 5 6   S  D  @(d:16+Rd) ∨ @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@(d:16,ERd.L) B 3 5 6   S  D  @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@(d:32,Rd.B) B 4 5 7   S  D  @(d:32+RdL) ∨ @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@(d:32,Rd.W) B 4 5 7   S  D  @(d:32+Rd) ∨ @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@(d:32,ERd.L) B 4 5 7   S  D  @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@aa:16 B 3 4 6   S    D @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs,@aa:32 B 4 4 7   S    D @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@ERd B 3 5 6   D   S @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@ERd+ B 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@+ERd B 3 6 7      SD ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@-ERd B 3 6 7      SD ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@(d:2,ERd) B 3 6 7    D  S @(1/2/3+ERd) ∨ @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@(d:16,ERd) B 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@(d:32,ERd) B 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（36） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) B 4 6 7     D S @(d:16+RdL) ∨ @ERs → @(d:16+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) B 4 6 7     D S @(d:16+Rd) ∨ @ERs → @(d:16+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) B 4 6 7     D S @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) B 5 6 8     D S @(d:32+RdL) ∨ @ERs → @(d:32+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) B 5 6 8     D S @(d:32+Rd) ∨ @ERs → @(d:32+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) B 5 6 8     D S @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@aa:16 B 4 5 7      S D @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs+,@aa:32 B 5 5 8      S D @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@ERd B 3 5 6   D   S @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@ERd+ B 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@+ERd B 3 6 7      SD ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@-ERd B 3 6 7      SD ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@(d:2,ERd) B 3 6 7    D  S @(1/2/3+ERd) ∨ @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@(d:16,ERd) B 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@(d:32,ERd) B 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) B 4 6 7     D S @(d:16+RdL) ∨ @ERs → @(d:16+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) B 4 6 7     D S @(d:16+Rd) ∨ @ERs → @(d:16+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) B 4 6 7     D S @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) B 5 6 8     D S @(d:32+RdL) ∨ @ERs → @(d:32+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) B 5 6 8     D S @(d:32+Rd) ∨ @ERs → @(d:32+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) B 5 6 8     D S @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@aa:16 B 4 5 7      S D @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @ERs-,@aa:32 B 5 5 8      S D @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@ERd B 3 6 6   D   S ERs32+1→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@ERd+ B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@ERd- B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@+ERd B 3 7 7      SD ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@-ERd B 3 7 7      SD ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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命
令
の
説
明

論理演算命令（37） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値
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ビ
ッ
ト
命
令
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.B @+ERs,@(d:2,ERd) B 3 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(1/2/3+ERd) ∨ @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@(d:16,ERd) B 4 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@(d:32,ERd) B 5 7 8    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+RdL) ∨ @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+Rd) ∨ @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+RdL) ∨ @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+Rd) ∨ @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@aa:16 B 4 6 7      S D ERs32+1→ERs32 @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @+ERs,@aa:32 B 5 6 8      S D ERs32+1→ERs32 @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@ERd B 3 6 6   D   S ERs32-1→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@ERd+ B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@ERd- B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@+ERd B 3 7 7      SD ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@-ERd B 3 7 7      SD ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@(d:2,ERd) B 3 7 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(1/2/3+ERd) ∨ @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@(d:16,ERd) B 4 7 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@(d:32,ERd) B 5 7 8    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+RdL) ∨ @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+Rd) ∨ @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+RdL) ∨ @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+Rd) ∨ @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@aa:16 B 4 6 7      S D ERs32-1→ERs32 @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @-ERs,@aa:32 B 5 6 8      S D ERs32-1→ERs32 @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@ERd B 3 6 6   D S   @ERd ∨ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@ERd+ B 3 6 6    S  D @ERd ∨ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（38） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.B @(d:2,ERs),@ERd- B 3 6 6    S  D @ERd ∨ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@+ERd B 3 7 7    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@-ERd B 3 7 7    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) B 3 7 7    SD   @(1/2/3+ERd) ∨ @(1/2/3+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) B 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) ∨ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) B 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) ∨ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) B 4 7 7    S D  @(d:16+RdL) ∨ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) B 4 7 7    S D  @(d:16+Rd) ∨ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) B 4 7 7    S D  @(d:16+ERd) ∨ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) B 5 7 8    S D  @(d:32+RdL) ∨ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) B 5 7 8    S D  @(d:32+Rd) ∨ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) B 5 7 8    S D  @(d:32+ERd) ∨ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@aa:16 B 4 6 7    S   D @aa:16 ∨ @(1/2/3+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:2,ERs),@aa:32 B 5 6 8    S   D @aa:32 ∨ @(1/2/3+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@ERd B 4 6 7   D S   @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@ERd+ B 4 6 7    S  D @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@ERd- B 4 6 7    S  D @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@+ERd B 4 7 8    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@-ERd B 4 7 8    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) B 4 7 8    SD   @(1/2/3+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) B 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) B 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8    S D  @(d:16+RdL) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8    S D  @(d:16+Rd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8    S D  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9    S D  @(d:32+RdL) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9    S D  @(d:32+Rd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9    S D  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs),@aa:16 B 5 6 8    S   D @aa:16 ∨ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（39） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.B @(d:16,ERs),@aa:32 B 6 6 9    S   D @aa:32 ∨ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@ERd B 5 6 8   D S   @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@ERd+ B 5 6 8    S  D @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@ERd- B 5 6 8    S  D @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@+ERd B 5 7 9    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@-ERd B 5 7 9    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) B 5 7 9    SD   @(1/2/3+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) B 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) B 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9    S D  @(d:16+RdL) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9    S D  @(d:16+Rd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9    S D  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10    S D  @(d:32+RdL) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10    S D  @(d:32+Rd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10    S D  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@aa:16 B 6 6 9    S   D @aa:16 ∨ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs),@aa:32 B 7 6 10    S   D @aa:32 ∨ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd ∨ @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) ∨ @(d:16+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) ∨ @(d:16+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) ∨ @(d:16+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) ∨ @(d:16+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（40） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) ∨ @(d:16+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 ∨ @(d:16+RsL) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 ∨ @(d:16+RsL) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd ∨ @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) ∨ @(d:16+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) ∨ @(d:16+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) ∨ @(d:16+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) ∨ @(d:16+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) ∨ @(d:16+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 ∨ @(d:16+Rs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 ∨ @(d:16+Rs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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明

論理演算命令（41） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 ∨ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 ∨ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd ∨ @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) ∨ @(d:32+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) ∨ @(d:32+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) ∨ @(d:32+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) ∨ @(d:32+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) ∨ @(d:32+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 ∨ @(d:32+RsL) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 ∨ @(d:32+RsL) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd ∨ @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) ∨ @(d:32+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（42） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) ∨ @(d:32+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) ∨ @(d:32+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) ∨ @(d:32+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) ∨ @(d:32+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 ∨ @(d:32+Rs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 ∨ @(d:32+Rs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 ∨ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 ∨ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@ERd B 3 4 6   D    S @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@ERd+ B 3 4 6      D S @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@ERd- B 3 4 6      D S @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（43） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.B @aa:16,@+ERd B 3 5 7      D S ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@-ERd B 3 5 7      D S ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@(d:2,ERd) B 3 5 7    D   S @(1/2/3+ERd) ∨ @aa:16 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@(d:16,ERd) B 4 5 7    D   S @(d:16+ERd) ∨ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@(d:32,ERd) B 5 5 8    D   S @(d:32+ERd) ∨ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@(d:16,Rd.B) B 4 5 7     D  S @(d:16+RdL) ∨ @aa:16 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@(d:16,Rd.W) B 4 5 7     D  S @(d:16+Rd) ∨ @aa:16 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@(d:16,ERd.L) B 4 5 7     D  S @(d:16+ERd) ∨ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@(d:32,Rd.B) B 5 5 8     D  S @(d:32+RdL) ∨ @aa:16 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@(d:32,Rd.W) B 5 5 8     D  S @(d:32+Rd) ∨ @aa:16 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@(d:32,ERd.L) B 5 5 8     D  S @(d:32+ERd) ∨ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@aa:16 B 4 4 7       SD @aa:16 ∨ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:16,@aa:32 B 5 4 8       SD @aa:32 ∨ @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@ERd B 4 4 7   D    S @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@ERd+ B 4 4 7      D S @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@ERd- B 4 4 7      D S @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@+ERd B 4 5 8      D S ERd32+1→ERd32 @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@-ERd B 4 5 8      D S ERd32-1→ERd32 @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@(d:2,ERd) B 4 5 8    D   S @(1/2/3+ERd) ∨ @aa:32 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@(d:16,ERd) B 5 5 8    D   S @(d:16+ERd) ∨ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@(d:32,ERd) B 6 5 9    D   S @(d:32+ERd) ∨ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@(d:16,Rd.B) B 5 5 8     D  S @(d:16+RdL) ∨ @aa:32 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@(d:16,Rd.W) B 5 5 8     D  S @(d:16+Rd) ∨ @aa:32 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@(d:16,ERd.L) B 5 5 8     D  S @(d:16+ERd) ∨ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@(d:32,Rd.B) B 6 5 9     D  S @(d:32+RdL) ∨ @aa:32 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@(d:32,Rd.W) B 6 5 9     D  S @(d:32+Rd) ∨ @aa:32 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@(d:32,ERd.L) B 6 5 9     D  S @(d:32+ERd) ∨ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@aa:16 B 5 4 8       SD @aa:16 ∨ @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.B @aa:32,@aa:32 B 6 4 9       SD @aa:32 ∨ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（44） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W #xx:16,Rd W 2 1 2  D     S Rd16 ∨ #xx → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@ERd W 3 4 5   D    S @ERd ∨ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@ERd+ W 3 4 5      D S @ERd ∨ #xx → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@ERd- W 3 4 5      D S @ERd ∨ #xx → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@+ERd W 3 5 5      D S ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@-ERd W 3 5 5      D S ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   S @(2/4/6+ERd) ∨ #xx → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   S @(d:16+ERd) ∨ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   S @(d:32+ERd) ∨ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  S @(d:16+RdL<<1) ∨ #xx → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  S @(d:16+Rd<<1) ∨ #xx → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  S @(d:16+ERd<<1) ∨ #xx → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  S @(d:32+RdL<<1) ∨ #xx → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  S @(d:32+Rd<<1) ∨ #xx → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  S @(d:32+ERd<<1) ∨ #xx → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@aa:16 W 4 4 6       SD @aa:16 ∨ #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W #xx:16,@aa:32 W 5 4 7       SD @aa:32 ∨ #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,Rd W 1 1 1  SD     Rd16 ∨ Rs16 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@ERd W 2 3 4  S D    @ERd ∨ Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@ERd+ W 2 4 4  S    D @ERd ∨ Rs16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@ERd- W 2 4 4  S    D @ERd ∨ Rs16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@+ERd W 2 5 5  S    D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@-ERd W 2 5 5  S    D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@(d:2,ERd) W 2 5 5  S  D   @(2/4/6+ERd) ∨ Rs16 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@(d:16,ERd) W 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) ∨ Rs16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@(d:32,ERd) W 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) ∨ Rs16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@(d:16,Rd.B) W 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL<<1) ∨ Rs16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@(d:16,Rd.W) W 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd<<1) ∨ Rs16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@(d:16,ERd.L) W 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd<<1) ∨ Rs16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（45） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W Rs,@(d:32,Rd.B) W 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL<<1) ∨ Rs16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@(d:32,Rd.W) W 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd<<1) ∨ Rs16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@(d:32,ERd.L) W 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd<<1) ∨ Rs16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@aa:16 W 3 3 5  S     D @aa:16 ∨ Rs16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W Rs,@aa:32 W 4 3 6  S     D @aa:32 ∨ Rs16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,Rd W 2 3 3 D  S    Rd16 ∨ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,Rd W 2 3 3 D     S Rd16 ∨ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,Rd W 2 3 3 D     S Rd16 ∨ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,Rd W 2 4 4 D     S ERs32+2→ERs32 Rd16 ∨ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,Rd W 2 4 4 D     S ERs32-2→ERs32 Rd16 ∨ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),Rd W 2 4 4 D   S   Rd16 ∨ @(2/4/6+ERs) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),Rd W 3 4 4 D   S   Rd16 ∨ @(d:16+ERs) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),Rd W 4 4 5 D   S   Rd16 ∨ @(d:32+ERs) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),Rd W 3 4 4 D    S  Rd16 ∨ @(d:16+RsL<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),Rd W 3 4 4 D    S  Rd16 ∨ @(d:16+Rs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),Rd W 3 4 4 D    S  Rd16 ∨ @(d:16+ERs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),Rd W 4 4 5 D    S  Rd16 ∨ @(d:32+RsL<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),Rd W 4 4 5 D    S  Rd16 ∨ @(d:32+Rs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),Rd W 4 4 5 D    S  Rd16 ∨ @(d:32+ERs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,Rd W 3 3 4 D      S Rd16 ∨ @aa:16 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,Rd W 4 3 5 D      S Rd16 ∨ @aa:32 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@ERd W 2 4 5   SD    @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@ERd+ W 2 4 5   S   D @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@ERd- W 2 4 5   S   D @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@+ERd W 2 5 6   S   D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@-ERd W 2 5 6   S   D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@(d:2,ERd) W 2 5 6   S D   @(2/4/6+ERd) ∨ @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@(d:16,ERd) W 3 5 6   S D   @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@(d:32,ERd) W 4 5 7   S D   @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（46） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W @ERs,@(d:16,Rd.B) W 3 5 6   S  D  @(d:16+RdL<<1) ∨ @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@(d:16,Rd.W) W 3 5 6   S  D  @(d:16+Rd<<1) ∨ @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@(d:16,ERd.L) W 3 5 6   S  D  @(d:16+ERd<<1) ∨ @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@(d:32,Rd.B) W 4 5 7   S  D  @(d:32+RdL<<1) ∨ @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@(d:32,Rd.W) W 4 5 7   S  D  @(d:32+Rd<<1) ∨ @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@(d:32,ERd.L) W 4 5 7   S  D  @(d:32+ERd<<1) ∨ @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@aa:16 W 3 4 6   S    D @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs,@aa:32 W 4 4 7   S    D @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@ERd W 3 5 6   D   S @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@ERd+ W 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@+ERd W 3 6 7      SD ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@-ERd W 3 6 7      SD ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@(d:2,ERd) W 3 6 7    D  S @(2/4/6+ERd) ∨ @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@(d:16,ERd) W 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@(d:32,ERd) W 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) W 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<1) ∨ @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) W 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<1) ∨ @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) W 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<1) ∨ @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) W 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<1) ∨ @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) W 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<1) ∨ @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) W 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<1) ∨ @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@aa:16 W 4 5 7      S D @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs+,@aa:32 W 5 5 8      S D @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@ERd W 3 5 6   D   S @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@ERd+ W 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@+ERd W 3 6 7      SD ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@-ERd W 3 6 7      SD ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W @ERs-,@(d:2,ERd) W 3 6 7    D  S @(2/4/6+ERd) ∨ @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@(d:16,ERd) W 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@(d:32,ERd) W 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) W 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<1) ∨ @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) W 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<1) ∨ @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) W 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<1) ∨ @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) W 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<1) ∨ @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) W 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<1) ∨ @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) W 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<1) ∨ @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@aa:16 W 4 5 7      S D @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @ERs-,@aa:32 W 5 5 8      S D @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@ERd W 3 6 6   D   S ERs32+2→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@ERd+ W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@ERd- W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@+ERd W 3 7 7      SD ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@-ERd W 3 7 7      SD ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@(d:2,ERd) W 3 7 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(2/4/6+ERd) ∨ @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) ∨ @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) ∨ @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) ∨ @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) ∨ @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) ∨ @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) ∨ @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@aa:16 W 4 6 7      S D ERs32+2→ERs32 @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @+ERs,@aa:32 W 5 6 8      S D ERs32+2→ERs32 @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@ERd W 3 6 6   D   S ERs32-2→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@ERd+ W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（48） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W @-ERs,@ERd- W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@+ERd W 3 7 7      SD ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@-ERd W 3 7 7      SD ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@(d:2,ERd) W 3 7 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(2/4/6+ERd) ∨ @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) ∨ @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) ∨ @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) ∨ @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) ∨ @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) ∨ @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) ∨ @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@aa:16 W 4 6 7      S D ERs32-2→ERs32 @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @-ERs,@aa:32 W 5 6 8      S D ERs32-2→ERs32 @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@ERd W 3 6 6   D S   @ERd ∨ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@ERd+ W 3 6 6    S  D @ERd ∨ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@ERd- W 3 6 6    S  D @ERd ∨ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@+ERd W 3 7 7    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@-ERd W 3 7 7    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) W 3 7 7    SD   @(2/4/6+ERd) ∨ @(2/4/6+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) W 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) ∨ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) W 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) ∨ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) W 4 7 7    S D  @(d:16+RdL<<1) ∨ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) W 4 7 7    S D  @(d:16+Rd<<1) ∨ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) W 4 7 7    S D  @(d:16+ERd<<1) ∨ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) W 5 7 8    S D  @(d:32+RdL<<1) ∨ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) W 5 7 8    S D  @(d:32+Rd<<1) ∨ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) W 5 7 8    S D  @(d:32+ERd<<1) ∨ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:2,ERs),@aa:16 W 4 6 7    S   D @aa:16 ∨ @(2/4/6+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W @(d:2,ERs),@aa:32 W 5 6 8    S   D @aa:32 ∨ @(2/4/6+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@ERd W 4 6 7   D S   @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@ERd+ W 4 6 7    S  D @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@ERd- W 4 6 7    S  D @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@+ERd W 4 7 8    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@-ERd W 4 7 8    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) W 4 7 8    SD   @(2/4/6+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) W 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) W 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8    S D  @(d:16+RdL<<1) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8    S D  @(d:16+Rd<<1) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8    S D  @(d:16+ERd<<1) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9    S D  @(d:32+RdL<<1) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9    S D  @(d:32+Rd<<1) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9    S D  @(d:32+ERd<<1) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@aa:16 W 5 6 8    S   D @aa:16 ∨ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs),@aa:32 W 6 6 9    S   D @aa:32 ∨ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@ERd W 5 6 8   D S   @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@ERd+ W 5 6 8    S  D @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@ERd- W 5 6 8    S  D @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@+ERd W 5 7 9    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@-ERd W 5 7 9    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) W 5 7 9    SD   @(2/4/6+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) W 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) W 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9    S D  @(d:16+RdL<<1) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9    S D  @(d:16+Rd<<1) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9    S D  @(d:16+ERd<<1) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10    S D  @(d:32+RdL<<1) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10    S D  @(d:32+Rd<<1) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10    S D  @(d:32+ERd<<1) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@aa:16 W 6 6 9    S   D @aa:16 ∨ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs),@aa:32 W 7 6 10    S   D @aa:32 ∨ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd ∨ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) ∨ @(d:16+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) ∨ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) ∨ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) ∨ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) ∨ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) ∨ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) ∨ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 ∨ @(d:16+RsL<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 ∨ @(d:16+RsL<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd ∨ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) ∨ @(d:16+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) ∨ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（51） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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サ
イ
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) ∨ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) ∨ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) ∨ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) ∨ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) ∨ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 ∨ @(d:16+Rs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 ∨ @(d:16+Rs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd ∨ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 ∨ @(d:16+ERs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 ∨ @(d:16+ERs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd ∨ @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) ∨ @(d:32+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（52） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) ∨ @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) ∨ @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) ∨ @(d:32+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) ∨ @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) ∨ @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) ∨ @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 ∨ @(d:32+RsL<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 ∨ @(d:32+RsL<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd ∨ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) ∨ @(d:32+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) ∨ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) ∨ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) ∨ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) ∨ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) ∨ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) ∨ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 ∨ @(d:32+Rs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 ∨ @(d:32+Rs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd ∨ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（53） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W @(d:32,ERs.L),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) ∨ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 ∨ @(d:16+ERs<<1 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 ∨ @(d:16+ERs<<1 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@ERd W 3 4 6   D    S @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@ERd+ W 3 4 6      D S @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@ERd- W 3 4 6      D S @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@+ERd W 3 5 7      D S ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@-ERd W 3 5 7      D S ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@(d:2,ERd) W 3 5 7    D   S @(2/4/6+ERd) ∨ @aa:16 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@(d:16,ERd) W 4 5 7    D   S @(d:16+ERd) ∨ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@(d:32,ERd) W 5 5 8    D   S @(d:32+ERd) ∨ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@(d:16,Rd.B) W 4 5 7     D  S @(d:16+RdL<<1) ∨ @aa:16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@(d:16,Rd.W) W 4 5 7     D  S @(d:16+Rd<<1) ∨ @aa:16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@(d:16,ERd.L) W 4 5 7     D  S @(d:16+ERd<<1) ∨ @aa:16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@(d:32,Rd.B) W 5 5 8     D  S @(d:32+RdL<<1) ∨ @aa:16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@(d:32,Rd.W) W 5 5 8     D  S @(d:32+Rd<<1) ∨ @aa:16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@(d:32,ERd.L) W 5 5 8     D  S @(d:32+ERd<<1) ∨ @aa:16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@aa:16 W 4 4 7       SD @aa:16 ∨ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:16,@aa:32 W 5 4 8       SD @aa:32 ∨ @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（54） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.W @aa:32,@ERd W 4 4 7   D    S @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@ERd+ W 4 4 7      D S @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@ERd- W 4 4 7      D S @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@+ERd W 4 5 8      D S ERd32+2→ERd32 @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@-ERd W 4 5 8      D S ERd32-2→ERd32 @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@(d:2,ERd) W 4 5 8    D   S @(2/4/6+ERd) ∨ @aa:32 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@(d:16,ERd) W 5 5 8    D   S @(d:16+ERd) ∨ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@(d:32,ERd) W 6 5 9    D   S @(d:32+ERd) ∨ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@(d:16,Rd.B) W 5 5 8     D  S @(d:16+RdL<<1) ∨ @aa:32 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@(d:16,Rd.W) W 5 5 8     D  S @(d:16+Rd<<1) ∨ @aa:32 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@(d:16,ERd.L) W 5 5 8     D  S @(d:16+ERd<<1) ∨ @aa:32 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@(d:32,Rd.B) W 6 5 9     D  S @(d:32+RdL<<1) ∨ @aa:32 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@(d:32,Rd.W) W 6 5 9     D  S @(d:32+Rd<<1) ∨ @aa:32 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@(d:32,ERd.L) W 6 5 9     D  S @(d:32+ERd<<1) ∨ @aa:32 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@aa:16 W 5 4 8       SD @aa:16 ∨ @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.W @aa:32,@aa:32 W 6 4 9       SD @aa:32 ∨ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,ERd L 2 1 2 S  D    ERd32 ∨ #xx:16 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,ERd L 3 1 3 S  D    ERd32 ∨ #xx → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@ERd L 3 4 5 S  D    @ERd ∨ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@ERd+ L 3 4 5 S     D @ERd ∨ #xx:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@ERd- L 3 4 5 S     D @ERd ∨ #xx:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@+ERd L 3 5 5 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@-ERd L 3 5 5 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@(d:2,ERd) L 3 5 5 S   D   @(4/8/12+ERd) ∨ #xx:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@(d:16,ERd) L 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) ∨ #xx:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@(d:32,ERd) L 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) ∨ #xx:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL<<2) ∨ #xx:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd<<2) ∨ #xx:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd<<2) ∨ #xx:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（55） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L #xx:16,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL<<2) ∨ #xx:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd<<2) ∨ #xx:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd<<2) ∨ #xx:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@aa:16 L 4 4 6 S      D @aa:16 ∨ #xx:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:16,@aa:32 L 5 4 7 S      D @aa:32 ∨ #xx:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@ERd L 4 4 6 S  D    @ERd ∨ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@ERd+ L 4 4 6 S     D @ERd ∨ #xx → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@ERd- L 4 4 6 S     D @ERd ∨ #xx → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@+ERd L 4 5 6 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@-ERd L 4 5 6 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@(d:2,ERd) L 4 5 6 S   D   @(4/8/12+ERd) ∨ #xx → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@(d:16,ERd) L 5 5 7 S   D   @(d:16+ERd) ∨ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@(d:32,ERd) L 6 5 8 S   D   @(d:32+ERd) ∨ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@(d:16,Rd.B) L 5 5 7 S    D  @(d:16+RdL<<2) ∨ #xx → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@(d:16,Rd.W) L 5 5 7 S    D  @(d:16+Rd<<2) ∨ #xx → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@(d:16,ERd.L) L 5 5 7 S    D  @(d:16+ERd<<2) ∨ #xx → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@(d:32,Rd.B) L 6 5 8 S    D  @(d:32+RdL<<2) ∨ #xx → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@(d:32,Rd.W) L 6 5 8 S    D  @(d:32+Rd<<2) ∨ #xx → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@(d:32,ERd.L) L 6 5 8 S    D  @(d:32+ERd<<2) ∨ #xx → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@aa:16 L 5 4 7 S      D @aa:16 ∨ #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L #xx:32,@aa:32 L 6 4 8 S      D @aa:32 ∨ #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,ERd L 2 2 2  SD     ERd32 ∨ ERs → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@ERd L 2 4 4  S D    @ERd ∨ ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@ERd+ L 2 4 4  S    D @ERd ∨ ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@ERd- L 2 4 4  S    D @ERd ∨ ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@+ERd L 2 5 5  S    D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@-ERd L 2 5 5  S    D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@(d:2,ERd) L 2 5 5  S  D   @(4/8/12+ERd) ∨ ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@(d:16,ERd) L 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) ∨ ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（56） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L ERs,@(d:32,ERd) L 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) ∨ ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@(d:16,Rd.B) L 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL<<2) ∨ ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@(d:16,Rd.W) L 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd<<2) ∨ ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@(d:16,ERd.L) L 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd<<2) ∨ ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@(d:32,Rd.B) L 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL<<2) ∨ ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@(d:32,Rd.W) L 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd<<2) ∨ ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@(d:32,ERd.L) L 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd<<2) ∨ ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@aa:16 L 3 4 5  S     D @aa:16 ∨ ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L ERs,@aa:32 L 4 4 6  S     D @aa:32 ∨ ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,ERd L 2 3 3  D S    ERd32 ∨ @ERs → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,ERd L 2 3 3  D    S ERd32 ∨ @ERs → ERd32 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,ERd L 2 3 3  D    S ERd32 ∨ @ERs → ERd32 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32+4→ERs32 ERd32 ∨ @ERs → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32-4→ERs32 ERd32 ∨ @ERs → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),ERd L 2 4 4  D  S   ERd32 ∨ @(4/8/12+ERs) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),ERd L 3 4 4  D  S   ERd32 ∨ @(d:16+ERs) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),ERd L 4 4 5  D  S   ERd32 ∨ @(d:32+ERs) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 ∨ @(d:16+RsL<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 ∨ @(d:16+Rs<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 ∨ @(d:16+ERs<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 ∨ @(d:32+RsL<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 ∨ @(d:32+Rs<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 ∨ @(d:32+ERs<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,ERd L 3 3 4  D     S ERd32 ∨ @aa:16 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,ERd L 4 3 5  D     S ERd32 ∨ @aa:32 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@ERd L 3 5 6   SD    @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@ERd+ L 3 5 6   S   D @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@ERd- L 3 5 6   S   D @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@+ERd L 3 6 7   S   D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（57） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L @ERs,@-ERd L 3 6 7   S   D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@(d:2,ERd) L 3 6 7   S D   @(4/8/12+ERd) ∨ @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@(d:16,ERd) L 4 6 7   S D   @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@(d:32,ERd) L 5 6 8   S D   @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7   S  D  @(d:16+RdL<<2) ∨ @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7   S  D  @(d:16+Rd<<2) ∨ @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7   S  D  @(d:16+ERd<<2) ∨ @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8   S  D  @(d:32+RdL<<2) ∨ @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8   S  D  @(d:32+Rd<<2) ∨ @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8   S  D  @(d:32+ERd<<2) ∨ @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@aa:16 L 4 5 7   S    D @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs,@aa:32 L 5 5 8   S    D @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@ERd L 3 5 6   D   S @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@ERd+ L 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@+ERd L 3 6 7      SD ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@-ERd L 3 6 7      SD ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@(d:2,ERd) L 3 6 7    D  S @(4/8/12+ERd) ∨ @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@(d:32,ERd) L 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<2) ∨ @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<2) ∨ @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<2) ∨ @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<2) ∨ @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<2) ∨ @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<2) ∨ @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@aa:16 L 4 5 7      S D @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs+,@aa:32 L 5 5 8      S D @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@ERd L 3 5 6   D   S @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（58） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L @ERs-,@ERd+ L 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@+ERd L 3 6 7      SD ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@-ERd L 3 6 7      SD ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@(d:2,ERd) L 3 6 7    D  S @(4/8/12+ERd) ∨ @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@(d:32,ERd) L 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<2) ∨ @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<2) ∨ @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<2) ∨ @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<2) ∨ @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<2) ∨ @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<2) ∨ @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@aa:16 L 4 5 7      S D @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @ERs-,@aa:32 L 5 5 8      S D @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@ERd L 3 6 6   D   S ERs32+4→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@ERd+ L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@ERd- L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@+ERd L 3 7 7      SD ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@-ERd L 3 7 7      SD ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@(d:2,ERd) L 3 7 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(4/8/12+ERd) ∨ @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@(d:16,ERd) L 4 7 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) ∨ @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) ∨ @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) ∨ @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) ∨ @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) ∨ @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) ∨ @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（59） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L @+ERs,@aa:16 L 4 6 7      S D ERs32+4→ERs32 @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @+ERs,@aa:32 L 5 6 8      S D ERs32+4→ERs32 @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@ERd L 3 6 6   D   S ERs32-4→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@ERd+ L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@ERd- L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@+ERd L 3 7 7      SD ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@-ERd L 3 7 7      SD ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@(d:2,ERd) L 3 7 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(4/8/12+ERd) ∨ @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@(d:16,ERd) L 4 7 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd) ∨ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd) ∨ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) ∨ @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) ∨ @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) ∨ @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) ∨ @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) ∨ @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) ∨ @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@aa:16 L 4 6 7      S D ERs32-4→ERs32 @aa:16 ∨ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @-ERs,@aa:32 L 5 6 8      S D ERs32-4→ERs32 @aa:32 ∨ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@ERd L 3 6 6   D S   @ERd ∨ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@ERd+ L 3 6 6    S  D @ERd ∨ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@ERd- L 3 6 6    S  D @ERd ∨ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@+ERd L 3 7 7    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@-ERd L 3 7 7    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) L 3 7 7    SD   @(4/8/12+ERd) ∨ @(4/8/12+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) L 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) ∨ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) L 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) ∨ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) L 4 7 7    S D  @(d:16+RdL<<2) ∨ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) L 4 7 7    S D  @(d:16+Rd<<2) ∨ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) L 4 7 7    S D  @(d:16+ERd<<2) ∨ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（60） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/ 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) L 5 7 8    S D  @(d:32+RdL<<2) ∨ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) L 5 7 8    S D  @(d:32+Rd<<2) ∨ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) L 5 7 8    S D  @(d:32+ERd<<2) ∨ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@aa:16 L 4 6 7    S   D @aa:16 ∨ @(4/8/12+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:2,ERs),@aa:32 L 5 6 8    S   D @aa:32 ∨ @(4/8/12+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@ERd L 4 6 7   D S   @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@ERd+ L 4 6 7    S  D @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@ERd- L 4 6 7    S  D @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@+ERd L 4 7 8    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@-ERd L 4 7 8    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) L 4 7 8    SD   @(4/8/12+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) L 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) L 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8    S D  @(d:16+RdL<<2) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8    S D  @(d:16+Rd<<2) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8    S D  @(d:16+ERd<<2) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9    S D  @(d:32+RdL<<2) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9    S D  @(d:32+Rd<<2) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9    S D  @(d:32+ERd<<2) ∨ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@aa:16 L 5 6 8    S   D @aa:16 ∨ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs),@aa:32 L 6 6 9    S   D @aa:32 ∨ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@ERd L 5 6 8   D S   @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@ERd+ L 5 6 8    S  D @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@ERd- L 5 6 8    S  D @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@+ERd L 5 7 9    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@-ERd L 5 7 9    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) L 5 7 9    SD   @(4/8/12+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) L 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) L 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（61） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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イ
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9    S D  @(d:16+RdL<<2) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9    S D  @(d:16+Rd<<2) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9    S D  @(d:16+ERd<<2) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10    S D  @(d:32+RdL<<2) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10    S D  @(d:32+Rd<<2) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10    S D  @(d:32+ERd<<2) ∨ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@aa:16 L 6 6 9    S   D @aa:16 ∨ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs),@aa:32 L 7 6 10    S   D @aa:32 ∨ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd ∨ @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) ∨ @(d:16+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) ∨ @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) ∨ @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) ∨ @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) ∨ @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) ∨ @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) ∨ @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 ∨ @(d:16+RsL<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 ∨ @(d:16+RsL<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd ∨ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（62） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) ∨ @(d:16+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) ∨ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) ∨ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) ∨ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) ∨ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) ∨ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) ∨ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 ∨ @(d:16+Rs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 ∨ @(d:16+Rs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd ∨ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd ∨ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) ∨ @(d:16+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) ∨ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) ∨ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) ∨ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) ∨ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) ∨ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) ∨ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 ∨ @(d:16+ERs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 ∨ @(d:16+ERs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd ∨ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（63） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L @(d:32,Rs.B),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) ∨ @(d:32+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) ∨ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) ∨ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) ∨ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) ∨ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) ∨ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) ∨ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 ∨ @(d:32+RsL<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 ∨ @(d:32+RsL<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd ∨ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) ∨ @(d:32+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) ∨ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) ∨ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) ∨ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) ∨ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) ∨ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) ∨ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 ∨ @(d:32+Rs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（64） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 ∨ @(d:32+Rs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd ∨ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd ∨ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) ∨ @(d:32+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ∨ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ∨ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) ∨ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) ∨ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) ∨ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) ∨ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) ∨ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) ∨ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 ∨ @(d:32+ERs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 ∨ @(d:32+ERs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@ERd L 4 5 7   D    S @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@ERd+ L 4 5 7      D S @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@ERd- L 4 5 7      D S @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@+ERd L 4 6 8      D S ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@-ERd L 4 6 8      D S ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@(d:2,ERd) L 4 6 8    D   S @(4/8/12+ERd) ∨ @aa:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@(d:16,ERd) L 5 6 8    D   S @(d:16+ERd) ∨ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@(d:32,ERd) L 6 6 9    D   S @(d:32+ERd) ∨ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) L 5 6 8     D  S @(d:16+RdL<<2) ∨ @aa:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) L 5 6 8     D  S @(d:16+Rd<<2) ∨ @aa:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) L 5 6 8     D  S @(d:16+ERd<<2) ∨ @aa:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) L 6 6 9     D  S @(d:32+RdL<<2) ∨ @aa:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（65） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

OR OR.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) L 6 6 9     D  S @(d:32+Rd<<2) ∨ @aa:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) L 6 6 9     D  S @(d:32+ERd<<2) ∨ @aa:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@aa:16 L 5 5 8       SD @aa:16 ∨ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:16,@aa:32 L 6 5 9       SD @aa:32 ∨ @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@ERd L 5 5 8   D    S @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@ERd+ L 5 5 8      D S @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@ERd- L 5 5 8      D S @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@+ERd L 5 6 9      D S ERd32+4→ERd32 @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@-ERd L 5 6 9      D S ERd32-4→ERd32 @ERd ∨ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@(d:2,ERd) L 5 6 9    D   S @(4/8/12+ERd) ∨ @aa:32 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@(d:16,ERd) L 6 6 9    D   S @(d:16+ERd) ∨ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@(d:32,ERd) L 7 6 10    D   S @(d:32+ERd) ∨ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) L 6 6 9     D  S @(d:16+RdL<<2) ∨ @aa:32 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) L 6 6 9     D  S @(d:16+Rd<<2) ∨ @aa:32 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) L 6 6 9     D  S @(d:16+ERd<<2) ∨ @aa:32 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) L 7 6 10     D  S @(d:32+RdL<<2) ∨ @aa:32 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) L 7 6 10     D  S @(d:32+Rd<<2) ∨ @aa:32 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) L 7 6 10     D  S @(d:32+ERd<<2) ∨ @aa:32 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@aa:16 L 6 5 9       SD @aa:16 ∨ @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 OR.L @aa:32,@aa:32 L 7 5 10       SD @aa:32 ∨ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

XOR XOR.B #xx:8,Rd B 1 1 1 S D     Rd8 ⊕ #xx → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@ERd B 2 3 4 S  D    @ERd ⊕ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@ERd+ B 3 4 5 S     D @ERd ⊕ #xx → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@ERd- B 3 4 5 S     D @ERd ⊕ #xx → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@+ERd B 3 5 5 S     D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@-ERd B 3 5 5 S     D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@(d:2,ERd) B 3 5 5 S   D   @(1/2/3+ERd) ⊕ #xx → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@(d:16,ERd) B 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) ⊕ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@(d:32,ERd) B 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) ⊕ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL) ⊕ #xx → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（66） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd) ⊕ #xx → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd) ⊕ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL) ⊕ #xx → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd) ⊕ #xx → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd) ⊕ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@aa:8 B 2 3 4 S      D @aa:8 ⊕ #xx → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@aa:16 B 3 3 5 S      D @aa:16 ⊕ #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B #xx:8,@aa:32 B 4 3 6 S      D @aa:32 ⊕ #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,Rd B 1 1 1  SD     Rd8 ⊕ Rs8 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@ERd B 2 3 4  S D    @ERd ⊕ Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@ERd+ B 2 4 4  S    D @ERd ⊕ Rs8 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@ERd- B 2 4 4  S    D @ERd ⊕ Rs8 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@+ERd B 2 5 5  S    D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@-ERd B 2 5 5  S    D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ Rs8 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@(d:2,ERd) B 2 5 5  S  D   @(1/2/3+ERd) ⊕ Rs8 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@(d:16,ERd) B 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) ⊕ Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@(d:32,ERd) B 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) ⊕ Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@(d:16,Rd.B) B 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL) ⊕ Rs8 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@(d:16,Rd.W) B 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd) ⊕ Rs8 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@(d:16,ERd.L) B 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd) ⊕ Rs8 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@(d:32,Rd.B) B 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL) ⊕ Rs8 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@(d:32,Rd.W) B 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd) ⊕ Rs8 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@(d:32,ERd.L) B 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd) ⊕ Rs8 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@aa:8 B 2 3 4  S     D @aa:8 ⊕ Rs8 → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@aa:16 B 3 3 5  S     D @aa:16 ⊕ Rs8 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B Rs,@aa:32 B 4 3 6  S     D @aa:32 ⊕ Rs8 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,Rd B 2 3 3  D S    Rd8 ⊕ @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 ⊕ @ERs → Rd8 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,Rd B 2 3 3  D    S Rd8 ⊕ @ERs → Rd8 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B @+ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs32+1→ERs32 Rd8 ⊕ @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,Rd B 2 4 4  D    S ERs32-1→ERs32 Rd8 ⊕ @ERs → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),Rd B 2 4 4  D  S   Rd8 ⊕ @(1/2/3+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),Rd B 3 4 4  D  S   Rd8 ⊕ @(d:16+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),Rd B 4 4 5  D  S   Rd8 ⊕ @(d:32+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 ⊕ @(d:16+RsL) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 ⊕ @(d:16+Rs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),Rd B 3 4 4  D   S  Rd8 ⊕ @(d:16+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 ⊕ @(d:32+RsL) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 ⊕ @(d:32+Rs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),Rd B 4 4 5  D   S  Rd8 ⊕ @(d:32+ERs) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:8,Rd B 2 3 3  D     S Rd8 ⊕ @aa:8 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,Rd B 3 3 4  D     S Rd8 ⊕ @aa:16 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,Rd B 4 3 5  D     S Rd8 ⊕ @aa:32 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@ERd B 2 4 5   SD    @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@ERd+ B 2 4 5   S   D @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@ERd- B 2 4 5   S   D @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@+ERd B 2 5 6   S   D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@-ERd B 2 5 6   S   D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@(d:2,ERd) B 2 5 6   S D   @(1/2/3+ERd) ⊕ @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@(d:16,ERd) B 3 5 6   S D   @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@(d:32,ERd) B 4 5 7   S D   @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@(d:16,Rd.B) B 3 5 6   S  D  @(d:16+RdL) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@(d:16,Rd.W) B 3 5 6   S  D  @(d:16+Rd) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@(d:16,ERd.L) B 3 5 6   S  D  @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@(d:32,Rd.B) B 4 5 7   S  D  @(d:32+RdL) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@(d:32,Rd.W) B 4 5 7   S  D  @(d:32+Rd) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@(d:32,ERd.L) B 4 5 7   S  D  @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs,@aa:16 B 3 4 6   S    D @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（68） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
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イ
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B @ERs,@aa:32 B 4 4 7   S    D @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@ERd B 3 5 6   D   S @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@ERd+ B 3 5 6      S D @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@ERd- B 3 5 6      S D @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@+ERd B 3 6 7      S D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@-ERd B 3 6 7      S D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@(d:2,ERd) B 3 6 7    D  S @(1/2/3+ERd) ⊕ @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@(d:16,ERd) B 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@(d:32,ERd) B 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) B 4 6 7     D S @(d:16+RdL) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) B 4 6 7     D S @(d:16+Rd) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) B 4 6 7     D S @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) B 5 6 8     D S @(d:32+RdL) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) B 5 6 8     D S @(d:32+Rd) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) B 5 6 8     D S @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@aa:16 B 4 5 7      S D @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs+,@aa:32 B 5 5 8      S D @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32 ERs32+1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@ERd B 3 5 6   D   S @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@ERd+ B 3 5 6      SD @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@ERd- B 3 5 6      SD @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@+ERd B 3 6 7      SD ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@-ERd B 3 6 7      SD ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@(d:2,ERd) B 3 6 7    D  S @(1/2/3+ERd) ⊕ @ERs → @(1/2/3+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@(d:16,ERd) B 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@(d:32,ERd) B 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) B 4 6 7     D S @(d:16+RdL) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) B 4 6 7     D S @(d:16+Rd) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) B 4 6 7     D S @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) B 5 6 8     D S @(d:32+RdL) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（69） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) B 5 6 8     D S @(d:32+Rd) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) B 5 6 8     D S @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@aa:16 B 4 5 7      S D @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @ERs-,@aa:32 B 5 5 8      S D @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32 ERs32-1→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@ERd B 3 6 6   D   S ERs32+1→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@ERd+ B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@ERd- B 3 6 6      SD ERs32+1→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@+ERd B 3 7 7      SD ERs32+1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@-ERd B 3 7 7      SD ERs32+1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@(d:2,ERd) B 3 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(1/2/3+ERd) ⊕ @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@(d:16,ERd) B 4 7 7    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@(d:32,ERd) B 5 7 8    D  S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+RdL) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+Rd) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 7 7     D S ERs32+1→ERs32 @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+RdL) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+Rd) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 7 8     D S ERs32+1→ERs32 @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@aa:16 B 4 6 7      S D ERs32+1→ERs32 @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @+ERs,@aa:32 B 5 6 8      S D ERs32+1→ERs32 @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@ERd B 3 6 6   D   S ERs32-1→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@ERd+ B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@ERd- B 3 6 6      SD ERs32-1→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@+ERd B 3 7 7      SD ERs32-1→ERs32 ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@-ERd B 3 7 7      SD ERs32-1→ERs32 ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@(d:2,ERd) B 3 7 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(1/2/3+ERd) ⊕ @ERs → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@(d:16,ERd) B 4 7 7    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@(d:32,ERd) B 5 7 8    D  S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+RdL) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（70） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+Rd) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) B 4 7 7     D S ERs32-1→ERs32 @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+RdL) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+Rd) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) B 5 7 8     D S ERs32-1→ERs32 @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@aa:16 B 4 6 7      S D ERs32-1→ERs32 @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @-ERs,@aa:32 B 5 6 8      S D ERs32-1→ERs32 @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@ERd B 3 6 6   D S   @ERd ⊕ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@ERd+ B 3 6 6    S  D @ERd ⊕ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@ERd- B 3 6 6    S  D @ERd ⊕ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@+ERd B 3 7 7    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@-ERd B 3 7 7    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @(1/2/3+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) B 3 7 7    SD   @(1/2/3+ERd) ⊕ @(1/2/3+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) B 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) ⊕ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) B 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) ⊕ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) B 4 7 7    S D  @(d:16+RdL) ⊕ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) B 4 7 7    S D  @(d:16+Rd) ⊕ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) B 4 7 7    S D  @(d:16+ERd) ⊕ @(1/2/3+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) B 5 7 8    S D  @(d:32+RdL) ⊕ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) B 5 7 8    S D  @(d:32+Rd) ⊕ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) B 5 7 8    S D  @(d:32+ERd) ⊕ @(1/2/3+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@aa:16 B 4 6 7    S   D @aa:16 ⊕ @(1/2/3+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:2,ERs),@aa:32 B 5 6 8    S   D @aa:32 ⊕ @(1/2/3+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@ERd B 4 6 7   D S   @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@ERd+ B 4 6 7    S  D @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@ERd- B 4 6 7    S  D @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@+ERd B 4 7 8    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@-ERd B 4 7 8    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) B 4 7 8    SD   @(1/2/3+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（71） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) B 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) B 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8    S D  @(d:16+RdL) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8    S D  @(d:16+Rd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8    S D  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9    S D  @(d:32+RdL) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9    S D  @(d:32+Rd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9    S D  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@aa:16 B 5 6 8    S   D @aa:16 ⊕ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs),@aa:32 B 6 6 9    S   D @aa:32 ⊕ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@ERd B 5 6 8   D S   @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@ERd+ B 5 6 8    S  D @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@ERd- B 5 6 8    S  D @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@+ERd B 5 7 9    S  D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@-ERd B 5 7 9    S  D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) B 5 7 9    SD   @(1/2/3+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) B 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) B 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9    S D  @(d:16+RdL) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9    S D  @(d:16+Rd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9    S D  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10    S D  @(d:32+RdL) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10    S D  @(d:32+Rd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10    S D  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@aa:16 B 6 6 9    S   D @aa:16 ⊕ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs),@aa:32 B 7 6 10    S   D @aa:32 ⊕ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd ⊕ @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（72） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B @(d:16,Rs.B),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) ⊕ @(d:16+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) ⊕ @(d:16+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) ⊕ @(d:16+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) ⊕ @(d:16+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) ⊕ @(d:16+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 ⊕ @(d:16+RsL) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 ⊕ @(d:16+RsL) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd ⊕ @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) ⊕ @(d:16+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) ⊕ @(d:16+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) ⊕ @(d:16+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) ⊕ @(d:16+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) ⊕ @(d:16+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 ⊕ @(d:16+Rs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 ⊕ @(d:16+Rs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（73） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B @(d:16,ERs.L),@ERd B 4 6 7   D  S  @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ B 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@ERd- B 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@+ERd B 4 7 8     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@-ERd B 4 7 8     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) B 4 7 8    D S  @(1/2/3+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) B 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 5 7 8     SD  @(d:16+RdL) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 5 7 8     SD  @(d:16+Rd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 5 7 8     SD  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:32+RdL) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:32+Rd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 B 5 6 8     S  D @aa:16 ⊕ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 B 6 6 9     S  D @aa:32 ⊕ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd ⊕ @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+RsL) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+RsL) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) ⊕ @(d:32+RsL) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) ⊕ @(d:32+RsL) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) ⊕ @(d:32+RsL) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+RsL) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) ⊕ @(d:32+RsL) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) ⊕ @(d:32+RsL) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（74） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+RsL) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 ⊕ @(d:32+RsL) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 ⊕ @(d:32+RsL) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd ⊕ @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+Rs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+Rs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) ⊕ @(d:32+Rs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) ⊕ @(d:32+Rs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) ⊕ @(d:32+Rs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+Rs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) ⊕ @(d:32+Rs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) ⊕ @(d:32+Rs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+Rs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 ⊕ @(d:32+Rs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 ⊕ @(d:32+Rs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@ERd B 5 6 8   D  S  @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ B 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@ERd- B 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@+ERd B 5 7 9     S D ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@-ERd B 5 7 9     S D ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) B 5 7 9    D S  @(1/2/3+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) B 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) B 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) B 6 7 9     SD  @(d:16+RdL) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) B 6 7 9     SD  @(d:16+Rd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（75） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数
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イ
ズ

 

命
令
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最
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@
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6/
@

aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) B 6 7 9     SD  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) B 7 7 10     SD  @(d:32+RdL) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) B 7 7 10     SD  @(d:32+Rd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) B 7 7 10     SD  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 B 6 6 9     S  D @aa:16 ⊕ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 B 7 6 10     S  D @aa:32 ⊕ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@ERd B 3 4 6   D    S @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@ERd+ B 3 4 6      D S @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@ERd- B 3 4 6      D S @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@+ERd B 3 5 7      D S ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@-ERd B 3 5 7      D S ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@(d:2,ERd) B 3 5 7    D   S @(1/2/3+ERd) ⊕ @aa:16 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@(d:16,ERd) B 4 5 7    D   S @(d:16+ERd) ⊕ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@(d:32,ERd) B 5 5 8    D   S @(d:32+ERd) ⊕ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@(d:16,Rd.B) B 4 5 7     D  S @(d:16+RdL) ⊕ @aa:16 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@(d:16,Rd.W) B 4 5 7     D  S @(d:16+Rd) ⊕ @aa:16 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@(d:16,ERd.L) B 4 5 7     D  S @(d:16+ERd) ⊕ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@(d:32,Rd.B) B 5 5 8     D  S @(d:32+RdL) ⊕ @aa:16 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@(d:32,Rd.W) B 5 5 8     D  S @(d:32+Rd) ⊕ @aa:16 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@(d:32,ERd.L) B 5 5 8     D  S @(d:32+ERd) ⊕ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@aa:16 B 4 4 7       SD @aa:16 ⊕ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:16,@aa:32 B 5 4 8       SD @aa:32 ⊕ @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@ERd B 4 4 7   D    S @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@ERd+ B 4 4 7      D S @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@ERd- B 4 4 7      D S @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@+ERd B 4 5 8      D S ERd32+1→ERd32 @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@-ERd B 4 5 8      D S ERd32-1→ERd32 @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@(d:2,ERd) B 4 5 8    D   S @(1/2/3+ERd) ⊕ @aa:32 → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@(d:16,ERd) B 5 5 8    D   S @(d:16+ERd) ⊕ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（76） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数
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サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.B @aa:32,@(d:32,ERd) B 6 5 9    D   S @(d:32+ERd) ⊕ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@(d:16,Rd.B) B 5 5 8     D  S @(d:16+RdL) ⊕ @aa:32 → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@(d:16,Rd.W) B 5 5 8     D  S @(d:16+Rd) ⊕ @aa:32 → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@(d:16,ERd.L) B 5 5 8     D  S @(d:16+ERd) ⊕ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@(d:32,Rd.B) B 6 5 9     D  S @(d:32+RdL) ⊕ @aa:32 → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@(d:32,Rd.W) B 6 5 9     D  S @(d:32+Rd) ⊕ @aa:32 → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@(d:32,ERd.L) B 6 5 9     D  S @(d:32+ERd) ⊕ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@aa:16 B 5 4 8       SD @aa:16 ⊕ @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.B @aa:32,@aa:32 B 6 4 9       SD @aa:32 ⊕ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,Rd W 2 1 2 S D     Rd16 ⊕ #xx → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@ERd W 3 4 5 S  D    @ERd ⊕ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@ERd+ W 3 4 5 S     D @ERd ⊕ #xx → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@ERd- W 3 4 5 S     D @ERd ⊕ #xx → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@+ERd W 3 5 5 S     D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@-ERd W 3 5 5 S     D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@(d:2,ERd) W 3 5 5 S   D   @(2/4/6+ERd) ⊕ #xx → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@(d:16,ERd) W 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) ⊕ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@(d:32,ERd) W 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) ⊕ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL<<1) ⊕ #xx → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd<<1) ⊕ #xx → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd<<1) ⊕ #xx → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL<<1) ⊕ #xx → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd<<1) ⊕ #xx → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd<<1) ⊕ #xx → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@aa:16 W 4 4 6 S      D @aa:16 ⊕ #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W #xx:16,@aa:32 W 5 4 7 S      D @aa:32 ⊕ #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,Rd W 1 1 1  SD     Rd16 ⊕ Rs16 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@ERd W 2 3 4  S D    @ERd ⊕ Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@ERd+ W 2 4 4  S    D @ERd ⊕ Rs16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（77） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.W Rs,@ERd- W 2 4 4  S    D @ERd ⊕ Rs16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@+ERd W 2 5 5  S    D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@-ERd W 2 5 5  S    D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ Rs16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@(d:2,ERd) W 2 5 5  S  D   @(2/4/6+ERd) ⊕ Rs16 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@(d:16,ERd) W 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) ⊕ Rs16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@(d:32,ERd) W 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) ⊕ Rs16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@(d:16,Rd.B) W 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL<<1) ⊕ Rs16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@(d:16,Rd.W) W 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd<<1) ⊕ Rs16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@(d:16,ERd.L) W 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd<<1) ⊕ Rs16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@(d:32,Rd.B) W 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL<<1) ⊕ Rs16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@(d:32,Rd.W) W 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd<<1) ⊕ Rs16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@(d:32,ERd.L) W 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd<<1) ⊕ Rs16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@aa:16 W 3 3 5  S     D @aa:16 ⊕ Rs16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W Rs,@aa:32 W 4 3 6  S     D @aa:32 ⊕ Rs16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,Rd W 2 3 3  D S    Rd16 ⊕ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,Rd W 2 3 3  D    S Rd16 ⊕ @ERs → Rd16 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,Rd W 2 3 3  D    S Rd16 ⊕ @ERs → Rd16 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,Rd W 2 4 4  D    S ERs32+2→ERs32 Rd16 ⊕ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,Rd W 2 4 4  D    S ERs32-2→ERs32 Rd16 ⊕ @ERs → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),Rd W 2 4 4  D  S   Rd16 ⊕ @(2/4/6+ERs) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),Rd W 3 4 4  D  S   Rd16 ⊕ @(d:16+ERs) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),Rd W 4 4 5  D  S   Rd16 ⊕ @(d:32+ERs) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 ⊕ @(d:16+RsL<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 ⊕ @(d:16+Rs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),Rd W 3 4 4  D   S  Rd16 ⊕ @(d:16+ERs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 ⊕ @(d:32+RsL<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 ⊕ @(d:32+Rs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),Rd W 4 4 5  D   S  Rd16 ⊕ @(d:32+ERs<<1) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,Rd W 3 3 4  D     S Rd16 ⊕ @aa:16 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（78） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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イ
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.W @aa:32,Rd W 4 3 5  D     S Rd16 ⊕ @aa:32 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@ERd W 2 4 5   SD    @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@ERd+ W 2 4 5   S   D @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@ERd- W 2 4 5   S   D @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@+ERd W 2 5 6   S   D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@-ERd W 2 5 6   S   D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@(d:2,ERd) W 2 5 6   S D   @(2/4/6+ERd) ⊕ @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@(d:16,ERd) W 3 5 6   S D   @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@(d:32,ERd) W 4 5 7   S D   @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@(d:16,Rd.B) W 3 5 6   S  D  @(d:16+RdL<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@(d:16,Rd.W) W 3 5 6   S  D  @(d:16+Rd<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@(d:16,ERd.L) W 3 5 6   S  D  @(d:16+ERd<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@(d:32,Rd.B) W 4 5 7   S  D  @(d:32+RdL<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@(d:32,Rd.W) W 4 5 7   S  D  @(d:32+Rd<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@(d:32,ERd.L) W 4 5 7   S  D  @(d:32+ERd<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@aa:16 W 3 4 6   S    D @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs,@aa:32 W 4 4 7   S    D @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@ERd W 3 5 6   D   S @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@ERd+ W 3 5 6      SD @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@+ERd W 3 6 7      SD ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@-ERd W 3 6 7      SD ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@(d:2,ERd) W 3 6 7    D  S @(2/4/6+ERd) ⊕ @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@(d:16,ERd) W 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@(d:32,ERd) W 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) W 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) W 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) W 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) W 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（79） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) W 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) W 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@aa:16 W 4 5 7      S D @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs+,@aa:32 W 5 5 8      S D @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32 ERs32+2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@ERd W 3 5 6   D   S @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@ERd+ W 3 5 6      SD @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@ERd- W 3 5 6      SD @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@+ERd W 3 6 7      SD ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@-ERd W 3 6 7      SD ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@(d:2,ERd) W 3 6 7    D  S @(2/4/6+ERd) ⊕ @ERs → @(2/4/6+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S @(d:16+RdL<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S @(d:16+Rd<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S @(d:16+ERd<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S @(d:32+RdL<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S @(d:32+Rd<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S @(d:32+ERd<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd<<1) ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@aa:16 W 4 5 7      S D @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @ERs-,@aa:32 W 5 5 8      S D @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32 ERs32-2→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@ERd W 3 6 6   D   S ERs32+2→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@ERd+ W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@ERd- W 3 6 6      SD ERs32+2→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@+ERd W 3 7 7      SD ERs32+2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@-ERd W 3 7 7      SD ERs32+2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@(d:2,ERd) W 3 7 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(2/4/6+ERd) ⊕ @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（80） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S ERs32+2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S ERs32+2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@aa:16 W 4 6 7      S D ERs32+2→ERs32 @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @+ERs,@aa:32 W 5 6 8      S D ERs32+2→ERs32 @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@ERd W 3 6 6   D   S ERs32-2→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@ERd+ W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@ERd- W 3 6 6      SD ERs32-2→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@+ERd W 3 7 7      SD ERs32-2→ERs32 ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@-ERd W 3 7 7      SD ERs32-2→ERs32 ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@(d:2,ERd) W 3 7 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(2/4/6+ERd) ⊕ @ERs → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@(d:16,ERd) W 4 7 7    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@(d:32,ERd) W 5 7 8    D  S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+RdL<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+Rd<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) W 4 7 7     D S ERs32-2→ERs32 @(d:16+ERd<<1) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+RdL<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+Rd<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) W 5 7 8     D S ERs32-2→ERs32 @(d:32+ERd<<1) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@aa:16 W 4 6 7      S D ERs32-2→ERs32 @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @-ERs,@aa:32 W 5 6 8      S D ERs32-2→ERs32 @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@ERd W 3 6 6   D S   @ERd ⊕ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@ERd+ W 3 6 6    S  D @ERd ⊕ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@ERd- W 3 6 6    S  D @ERd ⊕ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@+ERd W 3 7 7    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@-ERd W 3 7 7    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @(2/4/6+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) W 3 7 7    SD   @(2/4/6+ERd) ⊕ @(2/4/6+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（81） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) W 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) ⊕ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) W 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) ⊕ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) W 4 7 7    S D  @(d:16+RdL<<1) ⊕ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) W 4 7 7    S D  @(d:16+Rd<<1) ⊕ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) W 4 7 7    S D  @(d:16+ERd<<1) ⊕ @(2/4/6+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) W 5 7 8    S D  @(d:32+RdL<<1) ⊕ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) W 5 7 8    S D  @(d:32+Rd<<1) ⊕ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) W 5 7 8    S D  @(d:32+ERd<<1) ⊕ @(2/4/6+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@aa:16 W 4 6 7    S   D @aa:16 ⊕ @(2/4/6+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:2,ERs),@aa:32 W 5 6 8    S   D @aa:32 ⊕ @(2/4/6+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@ERd W 4 6 7   D S   @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@ERd+ W 4 6 7    S  D @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@ERd- W 4 6 7    S  D @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@+ERd W 4 7 8    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@-ERd W 4 7 8    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) W 4 7 8    SD   @(2/4/6+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) W 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) W 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8    S D  @(d:16+RdL<<1) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8    S D  @(d:16+Rd<<1) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8    S D  @(d:16+ERd<<1) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9    S D  @(d:32+RdL<<1) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9    S D  @(d:32+Rd<<1) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9    S D  @(d:32+ERd<<1) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@aa:16 W 5 6 8    S   D @aa:16 ⊕ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs),@aa:32 W 6 6 9    S   D @aa:32 ⊕ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@ERd W 5 6 8   D S   @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@ERd+ W 5 6 8    S  D @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@ERd- W 5 6 8    S  D @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.W @(d:32,ERs),@+ERd W 5 7 9    S  D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@-ERd W 5 7 9    S  D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) W 5 7 9    SD   @(2/4/6+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) W 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) W 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9    S D  @(d:16+RdL<<1) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9    S D  @(d:16+Rd<<1) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9    S D  @(d:16+ERd<<1) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10    S D  @(d:32+RdL<<1) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10    S D  @(d:32+Rd<<1) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10    S D  @(d:32+ERd<<1) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@aa:16 W 6 6 9    S   D @aa:16 ⊕ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs),@aa:32 W 7 6 10    S   D @aa:32 ⊕ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.W @(d:16,Rs.W),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 ⊕ @(d:16+Rs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@ERd W 4 6 7   D  S  @ERd ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ W 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@ERd- W 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@+ERd W 4 7 8     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@-ERd W 4 7 8     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) W 4 7 8    D S  @(2/4/6+ERd) ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) W 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<1) ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<1) ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<1) ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<1) ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<1) ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<1) ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 W 5 6 8     S  D @aa:16 ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 W 6 6 9     S  D @aa:32 ⊕ @(d:16+ERs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) ⊕ @(d:16+RsL<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) ⊕ @(d:32+RsL<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 ⊕ @(d:32+RsL<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 ⊕ @(d:32+RsL<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 ⊕ @(d:32+Rs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@ERd W 5 6 8   D  S  @ERd ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ W 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@ERd- W 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@+ERd W 5 7 9     S D ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@-ERd W 5 7 9     S D ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) W 5 7 9    D S  @(2/4/6+ERd) ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) W 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) W 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) W 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<1) ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) W 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<1) ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) W 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<1) ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) W 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<1) ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) W 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<1) ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) W 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<1) ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 W 6 6 9     S  D @aa:16 ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 W 7 6 10     S  D @aa:32 ⊕ @(d:32+ERs<<1) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@ERd W 3 4 6   D    S @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@ERd+ W 3 4 6      D S @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@ERd- W 3 4 6      D S @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@+ERd W 3 5 7      D S ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@-ERd W 3 5 7      D S ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@(d:2,ERd) W 3 5 7    D   S @(2/4/6+ERd) ⊕ @aa:16 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@(d:16,ERd) W 4 5 7    D   S @(d:16+ERd) ⊕ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.W @aa:16,@(d:32,ERd) W 5 5 8    D   S @(d:32+ERd) ⊕ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@(d:16,Rd.B) W 4 5 7     D  S @(d:16+RdL<<1) ⊕ @aa:16 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@(d:16,Rd.W) W 4 5 7     D  S @(d:16+Rd<<1) ⊕ @aa:16 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@(d:16,ERd.L) W 4 5 7     D  S @(d:16+ERd<<1) ⊕ @aa:16 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@(d:32,Rd.B) W 5 5 8     D  S @(d:32+RdL<<1) ⊕ @aa:16 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@(d:32,Rd.W) W 5 5 8     D  S @(d:32+Rd<<1) ⊕ @aa:16 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@(d:32,ERd.L) W 5 5 8     D  S @(d:32+ERd<<1) ⊕ @aa:16 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@aa:16 W 4 4 7       SD @aa:16 ⊕ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:16,@aa:32 W 5 4 8       SD @aa:32 ⊕ @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@ERd W 4 4 7   D    S @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@ERd+ W 4 4 7      D S @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@ERd- W 4 4 7      D S @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@+ERd W 4 5 8      D S ERd32+2→ERd32 @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@-ERd W 4 5 8      D S ERd32-2→ERd32 @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@(d:2,ERd) W 4 5 8    D   S @(2/4/6+ERd) ⊕ @aa:32 → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@(d:16,ERd) W 5 5 8    D   S @(d:16+ERd) ⊕ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@(d:32,ERd) W 6 5 9    D   S @(d:32+ERd) ⊕ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@(d:16,Rd.B) W 5 5 8     D  S @(d:16+RdL<<1) ⊕ @aa:32 → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@(d:16,Rd.W) W 5 5 8     D  S @(d:16+Rd<<1) ⊕ @aa:32 → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@(d:16,ERd.L) W 5 5 8     D  S @(d:16+ERd<<1) ⊕ @aa:32 → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@(d:32,Rd.B) W 6 5 9     D  S @(d:32+RdL<<1) ⊕ @aa:32 → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@(d:32,Rd.W) W 6 5 9     D  S @(d:32+Rd<<1) ⊕ @aa:32 → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@(d:32,ERd.L) W 6 5 9     D  S @(d:32+ERd<<1) ⊕ @aa:32 → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@aa:16 W 5 4 8       SD @aa:16 ⊕ @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.W @aa:32,@aa:32 W 6 4 9       SD @aa:32 ⊕ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,ERd L 2 1 2 S D     ERd32 ⊕ #xx:16 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,ERd L 3 1 3 S D     ERd32 ⊕ #xx → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@ERd L 3 4 5 S  D    @ERd ⊕ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@ERd+ L 3 4 5 S     D @ERd ⊕ #xx:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L #xx:16,@ERd- L 3 4 5 S     D @ERd ⊕ #xx:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@+ERd L 3 5 5 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@-ERd L 3 5 5 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ #xx:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@(d:2,ERd) L 3 5 5 S   D   @(4/8/12+ERd) ⊕ #xx:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@(d:16,ERd) L 4 5 6 S   D   @(d:16+ERd) ⊕ #xx:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@(d:32,ERd) L 5 5 7 S   D   @(d:32+ERd) ⊕ #xx:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6 S    D  @(d:16+RdL<<2) ⊕ #xx:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6 S    D  @(d:16+Rd<<2) ⊕ #xx:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6 S    D  @(d:16+ERd<<2) ⊕ #xx:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7 S    D  @(d:32+RdL<<2) ⊕ #xx:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7 S    D  @(d:32+Rd<<2) ⊕ #xx:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7 S    D  @(d:32+ERd<<2) ⊕ #xx:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@aa:16 L 4 4 6 S      D @aa:16 ⊕ #xx:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:16,@aa:32 L 5 4 7 S      D @aa:32 ⊕ #xx:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@ERd L 4 4 6 S  D    @ERd ⊕ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@ERd+ L 4 4 6 S     D @ERd ⊕ #xx → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@ERd- L 4 4 6 S     D @ERd ⊕ #xx → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@+ERd L 4 5 6 S     D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@-ERd L 4 5 6 S     D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ #xx → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@(d:2,ERd) L 4 5 6 S   D   @(4/8/12+ERd) ⊕ #xx → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@(d:16,ERd) L 5 5 7 S   D   @(d:16+ERd) ⊕ #xx → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@(d:32,ERd) L 6 5 8 S   D   @(d:32+ERd) ⊕ #xx → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@(d:16,Rd.B) L 5 5 7 S    D  @(d:16+RdL<<2) ⊕ #xx → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@(d:16,Rd.W) L 5 5 7 S    D  @(d:16+Rd<<2) ⊕ #xx → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@(d:16,ERd.L) L 5 5 7 S    D  @(d:16+ERd<<2) ⊕ #xx → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@(d:32,Rd.B) L 6 5 8 S    D  @(d:32+RdL<<2) ⊕ #xx → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@(d:32,Rd.W) L 6 5 8 S    D  @(d:32+Rd<<2) ⊕ #xx → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@(d:32,ERd.L) L 6 5 8 S    D  @(d:32+ERd<<2) ⊕ #xx → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L #xx:32,@aa:16 L 5 4 7 S      D @aa:16 ⊕ #xx → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（88） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L #xx:32,@aa:32 L 6 4 8 S      D @aa:32 ⊕ #xx → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,ERd L 2 2 2  SD     ERd ⊕ ERs → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@ERd L 2 4 4  S D    @ERd ⊕ ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@ERd+ L 2 4 4  S    D @ERd ⊕ ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@ERd- L 2 4 4  S    D @ERd ⊕ ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@+ERd L 2 5 5  S    D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@-ERd L 2 5 5  S    D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@(d:2,ERd) L 2 5 5  S  D   @(4/8/12+ERd) ⊕ ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@(d:16,ERd) L 3 5 5  S  D   @(d:16+ERd) ⊕ ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@(d:32,ERd) L 4 5 6  S  D   @(d:32+ERd) ⊕ ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@(d:16,Rd.B) L 3 5 5  S   D  @(d:16+RdL<<2) ⊕ ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@(d:16,Rd.W) L 3 5 5  S   D  @(d:16+Rd<<2) ⊕ ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@(d:16,ERd.L) L 3 5 5  S   D  @(d:16+ERd<<2) ⊕ ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@(d:32,Rd.B) L 4 5 6  S   D  @(d:32+RdL<<2) ⊕ ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@(d:32,Rd.W) L 4 5 6  S   D  @(d:32+Rd<<2) ⊕ ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@(d:32,ERd.L) L 4 5 6  S   D  @(d:32+ERd<<2) ⊕ ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@aa:16 L 3 4 5  S     D @aa:16 ⊕ ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L ERs,@aa:32 L 4 4 6  S     D @aa:32 ⊕ ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,ERd L 2 3 3  D S    ERd32 ⊕ @ERs → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,ERd L 2 3 3  D    S ERd32 ⊕ @ERs → ERd32 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,ERd L 2 3 3  D    S ERd32 ⊕ @ERs → ERd32 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32+4→ERs32 ERd32 ⊕ @ERs → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,ERd L 2 4 4  D    S ERs32-4→ERs32 ERd32 ⊕ @ERs → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),ERd L 2 4 4  D  S   ERd32 ⊕ @(4/8/12+ERs) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),ERd L 3 4 4  D  S   ERd32 ⊕ @(d:16+ERs) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),ERd L 4 4 5  D  S   ERd32 ⊕ @(d:32+ERs) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 ⊕ @(d:16+RsL<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 ⊕ @(d:16+Rs<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),ERd L 3 4 4  D   S  ERd32 ⊕ @(d:16+ERs<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（89） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L @(d:32,Rs.B),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 ⊕ @(d:32+RsL<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 ⊕ @(d:32+Rs<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),ERd L 4 4 5  D   S  ERd32 ⊕ @(d:32+ERs<<2) → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,ERd L 3 3 4  D     S ERd32 ⊕ @aa:16 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,ERd L 4 3 5  D     S ERd32 ⊕ @aa:32 → ERd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@ERd L 3 5 6   SD    @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@ERd+ L 3 5 6   S   D @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@ERd- L 3 5 6   S   D @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@+ERd L 3 6 7   S   D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@-ERd L 3 6 7   S   D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@(d:2,ERd) L 3 6 7   S D   @(4/8/12+ERd) ⊕ @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@(d:16,ERd) L 4 6 7   S D   @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@(d:32,ERd) L 5 6 8   S D   @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7   S  D  @(d:16+RdL<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7   S  D  @(d:16+Rd<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7   S  D  @(d:16+ERd<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8   S  D  @(d:32+RdL<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8   S  D  @(d:32+Rd<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8   S  D  @(d:32+ERd<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@aa:16 L 4 5 7   S    D @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs,@aa:32 L 5 5 8   S    D @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@ERd L 3 5 6   D   S @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@ERd+ L 3 5 6      SD @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@+ERd L 3 6 7      SD ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@-ERd L 3 6 7      SD ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@(d:2,ERd) L 3 6 7    D  S @(4/8/12+ERd) ⊕ @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@(d:32,ERd) L 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（90） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 
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行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@aa:16 L 4 5 7      S D @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs+,@aa:32 L 5 5 8      S D @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32 ERs32+4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@ERd L 3 5 6   D   S @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@ERd+ L 3 5 6      SD @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@ERd- L 3 5 6      SD @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@+ERd L 3 6 7      SD ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@-ERd L 3 6 7      SD ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@(d:2,ERd) L 3 6 7    D  S @(4/8/12+ERd) ⊕ @ERs → @(4/8/12+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@(d:16,ERd) L 4 6 7    D  S @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@(d:32,ERd) L 5 6 8    D  S @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) L 4 6 7     D S @(d:16+RdL<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) L 4 6 7     D S @(d:16+Rd<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) L 4 6 7     D S @(d:16+ERd<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) L 5 6 8     D S @(d:32+RdL<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) L 5 6 8     D S @(d:32+Rd<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) L 5 6 8     D S @(d:32+ERd<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd<<2) ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@aa:16 L 4 5 7      S D @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @ERs-,@aa:32 L 5 5 8      S D @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32 ERs32-4→ERs32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@ERd L 3 6 6   D   S ERs32+4→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@ERd+ L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@ERd- L 3 6 6      SD ERs32+4→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@+ERd L 3 7 7      SD ERs32+4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@-ERd L 3 7 7      SD ERs32+4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（91） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L @+ERs,@(d:2,ERd) L 3 7 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(4/8/12+ERd) ⊕ @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@(d:16,ERd) L 4 7 7    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32+4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32+4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@aa:16 L 4 6 7      S D ERs32+4→ERs32 @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @+ERs,@aa:32 L 5 6 8      S D ERs32+4→ERs32 @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@ERd L 3 6 6   D   S ERs32-4→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@ERd+ L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@ERd- L 3 6 6      SD ERs32-4→ERs32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@+ERd L 3 7 7      SD ERs32-4→ERs32 ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@-ERd L 3 7 7      SD ERs32-4→ERs32 ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @ERs → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@(d:2,ERd) L 3 7 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(4/8/12+ERd) ⊕ @ERs → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@(d:16,ERd) L 4 7 7    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@(d:32,ERd) L 5 7 8    D  S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+RdL<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+Rd<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) L 4 7 7     D S ERs32-4→ERs32 @(d:16+ERd<<2) ⊕ @ERs → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+RdL<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+Rd<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) L 5 7 8     D S ERs32-4→ERs32 @(d:32+ERd<<2) ⊕ @ERs → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@aa:16 L 4 6 7      S D ERs32-4→ERs32 @aa:16 ⊕ @ERs → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @-ERs,@aa:32 L 5 6 8      S D ERs32-4→ERs32 @aa:32 ⊕ @ERs → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@ERd L 3 6 6   D S   @ERd ⊕ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@ERd+ L 3 6 6    S  D @ERd ⊕ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（92） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
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イ
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L @(d:2,ERs),@ERd- L 3 6 6    S  D @ERd ⊕ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@+ERd L 3 7 7    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@-ERd L 3 7 7    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @(4/8/12+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) L 3 7 7    SD   @(4/8/12+ERd) ⊕ @(4/8/12+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) L 4 7 7    SD   @(d:16+ERd) ⊕ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) L 5 7 8    SD   @(d:32+ERd) ⊕ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) L 4 7 7    S D  @(d:16+RdL<<2) ⊕ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) L 4 7 7    S D  @(d:16+Rd<<2) ⊕ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) L 4 7 7    S D  @(d:16+ERd<<2) ⊕ @(4/8/12+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) L 5 7 8    S D  @(d:32+RdL<<2) ⊕ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) L 5 7 8    S D  @(d:32+Rd<<2) ⊕ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) L 5 7 8    S D  @(d:32+ERd<<2) ⊕ @(4/8/12+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@aa:16 L 4 6 7    S   D @aa:16 ⊕ @(4/8/12+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:2,ERs),@aa:32 L 5 6 8    S   D @aa:32 ⊕ @(4/8/12+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@ERd L 4 6 7   D S   @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@ERd+ L 4 6 7    S  D @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@ERd- L 4 6 7    S  D @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@+ERd L 4 7 8    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@-ERd L 4 7 8    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) L 4 7 8    SD   @(4/8/12+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) L 5 7 8    SD   @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) L 6 7 9    SD   @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8    S D  @(d:16+RdL<<2) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8    S D  @(d:16+Rd<<2) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8    S D  @(d:16+ERd<<2) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9    S D  @(d:32+RdL<<2) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9    S D  @(d:32+Rd<<2) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9    S D  @(d:32+ERd<<2) ⊕ @(d:16+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs),@aa:16 L 5 6 8    S   D @aa:16 ⊕ @(d:16+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（93） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L @(d:16,ERs),@aa:32 L 6 6 9    S   D @aa:32 ⊕ @(d:16+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@ERd L 5 6 8   D S   @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@ERd+ L 5 6 8    S  D @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@ERd- L 5 6 8    S  D @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@+ERd L 5 7 9    S  D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@-ERd L 5 7 9    S  D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) L 5 7 9    SD   @(4/8/12+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) L 6 7 9    SD   @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) L 7 7 10    SD   @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9    S D  @(d:16+RdL<<2) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9    S D  @(d:16+Rd<<2) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9    S D  @(d:16+ERd<<2) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10    S D  @(d:32+RdL<<2) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10    S D  @(d:32+Rd<<2) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10    S D  @(d:32+ERd<<2) ⊕ @(d:32+ERs) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@aa:16 L 6 6 9    S   D @aa:16 ⊕ @(d:32+ERs) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs),@aa:32 L 7 6 10    S   D @aa:32 ⊕ @(d:32+ERs) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（94） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 ⊕ @(d:16+RsL<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 ⊕ @(d:16+Rs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@ERd L 4 6 7   D  S  @ERd ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ L 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@ERd- L 4 6 7     S D @ERd ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@+ERd L 4 7 8     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@-ERd L 4 7 8     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) L 4 7 8    D S  @(4/8/12+ERd) ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) L 5 7 8    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 5 7 8     SD  @(d:16+RdL<<2) ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（95） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 5 7 8     SD  @(d:16+Rd<<2) ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 5 7 8     SD  @(d:16+ERd<<2) ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:32+RdL<<2) ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:32+Rd<<2) ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:32+ERd<<2) ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 L 5 6 8     S  D @aa:16 ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 L 6 6 9     S  D @aa:32 ⊕ @(d:16+ERs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 ⊕ @(d:32+RsL<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（96） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 ⊕ @(d:32+Rs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@ERd L 5 6 8   D  S  @ERd ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ L 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@ERd- L 5 6 8     S D @ERd ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@+ERd L 5 7 9     S D ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@-ERd L 5 7 9     S D ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) L 5 7 9    D S  @(4/8/12+ERd) ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) L 6 7 9    D S  @(d:16+ERd) ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) L 7 7 10    D S  @(d:32+ERd) ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) L 6 7 9     SD  @(d:16+RdL<<2) ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) L 6 7 9     SD  @(d:16+Rd<<2) ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) L 6 7 9     SD  @(d:16+ERd<<2) ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) L 7 7 10     SD  @(d:32+RdL<<2) ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) L 7 7 10     SD  @(d:32+Rd<<2) ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) L 7 7 10     SD  @(d:32+ERd<<2) ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 L 6 6 9     S  D @aa:16 ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 L 7 6 10     S  D @aa:32 ⊕ @(d:32+ERs<<2) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@ERd L 4 5 7   D    S @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@ERd+ L 4 5 7      D S @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@ERd- L 4 5 7      D S @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

XOR XOR.L @aa:16,@+ERd L 4 6 8      D S ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@-ERd L 4 6 8      D S ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @aa:16 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@(d:2,ERd) L 4 6 8    D   S @(4/8/12+ERd) ⊕ @aa:16 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@(d:16,ERd) L 5 6 8    D   S @(d:16+ERd) ⊕ @aa:16 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@(d:32,ERd) L 6 6 9    D   S @(d:32+ERd) ⊕ @aa:16 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) L 5 6 8     D  S @(d:16+RdL<<2) ⊕ @aa:16 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) L 5 6 8     D  S @(d:16+Rd<<2) ⊕ @aa:16 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) L 5 6 8     D  S @(d:16+ERd<<2) ⊕ @aa:16 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) L 6 6 9     D  S @(d:32+RdL<<2) ⊕ @aa:16 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) L 6 6 9     D  S @(d:32+Rd<<2) ⊕ @aa:16 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) L 6 6 9     D  S @(d:32+ERd<<2) ⊕ @aa:16 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@aa:16 L 5 5 8       SD @aa:16 ⊕ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:16,@aa:32 L 6 5 9       SD @aa:32 ⊕ @aa:16 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@ERd L 5 5 8   D    S @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@ERd+ L 5 5 8      D S @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@ERd- L 5 5 8      D S @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@+ERd L 5 6 9      D S ERd32+4→ERd32 @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@-ERd L 5 6 9      D S ERd32-4→ERd32 @ERd ⊕ @aa:32 → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@(d:2,ERd) L 5 6 9    D   S @(4/8/12+ERd) ⊕ @aa:32 → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@(d:16,ERd) L 6 6 9    D   S @(d:16+ERd) ⊕ @aa:32 → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@(d:32,ERd) L 7 6 10    D   S @(d:32+ERd) ⊕ @aa:32 → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) L 6 6 9     D  S @(d:16+RdL<<2) ⊕ @aa:32 → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) L 6 6 9     D  S @(d:16+Rd<<2) ⊕ @aa:32 → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) L 6 6 9     D  S @(d:16+ERd<<2) ⊕ @aa:32 → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) L 7 6 10     D  S @(d:32+RdL<<2) ⊕ @aa:32 → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) L 7 6 10     D  S @(d:32+Rd<<2) ⊕ @aa:32 → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) L 7 6 10     D  S @(d:32+ERd<<2) ⊕ @aa:32 → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@aa:16 L 6 5 9       SD @aa:16 ⊕ @aa:32 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 XOR.L @aa:32,@aa:32 L 7 5 10       SD @aa:32 ⊕ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（98） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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@
aa

:8
/@

aa
:1
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@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

NOT NOT.B Rd B 1 1 1  D     ～ Rd8 → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @ERd B 2 4 4   D    ～ @ERd → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @ERd+ B 3 5 5      D ～ @ERd → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @ERd- B 3 5 5      D ～ @ERd → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 ～ @ERd → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 ～ @ERd → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @(d:2,ERd) B 3 5 5    D   ～ @(1/2/3+ERd) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @(d:16,ERd) B 4 5 6    D   ～ @(d:16+ERd) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @(d:32,ERd) B 5 5 7    D   ～ @(d:32+ERd) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  ～ @(d:16+RdL) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  ～ @(d:16+Rd) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  ～ @(d:16+ERd) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  ～ @(d:32+RdL) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  ～ @(d:32+Rd) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  ～ @(d:32+ERd) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @aa:8 B 2 4 4       D ～ @aa:8 → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @aa:16 B 3 4 5       D ～ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.B @aa:32 B 4 4 6       D ～ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W Rd W 1 1 1  D     ～ Rd16 → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @ERd W 2 4 4   D    ～ @ERd → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @ERd+ W 3 5 5      D ～ @ERd → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @ERd- W 3 5 5      D ～ @ERd → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 ～ @ERd → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 ～ @ERd → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D   ～ @(2/4/6+ERd) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D   ～ @(d:16+ERd) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D   ～ @(d:32+ERd) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  ～ @(d:16+RdL<<1) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  ～ @(d:16+Rd<<1) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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論理演算命令（99） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

 NOT.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6       ～ @(d:16+ERd<<1) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7       ～ @(d:32+RdL<<1) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7       ～ @(d:32+Rd<<1) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7       ～ @(d:32+ERd<<1) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @aa:16 W 3 4 5       ～ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.W @aa:32 W 4 4 6       ～ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L ERd L 1 1 1       ～ ERd → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @ERd L 3 5 5       ～ @ERd → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @ERd+ L 3 5 5       ～ @ERd → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @ERd- L 3 5 5       ～ @ERd → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @+ERd L 3 5 5       ERd32+4→ERd32 ～ @ERd → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @-ERd L 3 5 5       ERd32-4→ERd32 ～ @ERd → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @(d:2,ERd) L 3 5 5       ～ @(4/8/12+ERd) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @(d:16,ERd) L 4 5 6       ～ @(d:16+ERd) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @(d:32,ERd) L 5 5 7       ～ @(d:32+ERd) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6       ～ @(d:16+RdL<<2) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6       ～ @(d:16+Rd<<2) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6       ～ @(d:16+ERd<<2) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7       ～ @(d:32+RdL<<2) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7       ～ @(d:32+Rd<<2) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7       ～ @(d:32+ERd<<2) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @aa:16 L 4 5 6       ～ @aa:16 → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―

 NOT.L @aa:32 L 5 5 7       ～ @aa:32 → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ―
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シフト命令（1） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
行
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aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLL SHLL.B #xx:5,Rd B 2 2 2  D     Rd8 <<xx:5（論理シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B Rn,Rd B 2 2 2  D     Rd8 <<Rn8（論理シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B Rd B 1 1 1  D     Rd8 <<1（論理シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @ERd B 2 4 4   D    @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @ERd+ B 3 5 5      D @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @ERd- B 3 5 5      D @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) <<1（論理シフト） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) <<1（論理シフト） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) <<1（論理シフト） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) <<1（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) <<1（論理シフト） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) <<1（論理シフト） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) <<1（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 <<1（論理シフト） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 <<1（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B @aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 <<1（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,Rd B 1 1 1  D     Rd8 <<2（論理シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@ERd B 2 4 4   D    @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@ERd+ B 3 5 5      D @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@ERd- B 3 5 5      D @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) <<2（論理シフト） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) <<2（論理シフト） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（2） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLL SHLL.B #2,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) <<2（論理シフト） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) <<2（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) <<2（論理シフト） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) <<2（論理シフト） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) <<2（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 <<2（論理シフト） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 <<2（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #2,@aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 <<2（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,Rd B 1 1 1  D     Rd8 <<4（論理シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@ERd B 2 4 4   D    @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@ERd+ B 3 5 5      D @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@ERd- B 3 5 5      D @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) <<4（論理シフト） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<4（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<4（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) <<4（論理シフト） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) <<4（論理シフト） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) <<4（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) <<4（論理シフト） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) <<4（論理シフト） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) <<4（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 <<4（論理シフト） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 <<4（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.B #4,@aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 <<4（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #xx:5,Rd W 2 2 2  D     Rd16 <<xx:5（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W Rn,Rd W 2 2 2  D     Rd16 <<Rn8（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W Rd W 1 1 1  D     Rd16 <<1（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（3） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
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ト
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イ
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最
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aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLL SHLL.W @ERd W 2 4 4   D    @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @ERd+ W 3 5 5      D @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @ERd- W 3 5 5      D @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) <<1（論理シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) <<1（論理シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) <<1（論理シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) <<1（論理シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) <<1（論理シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) <<1（論理シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) <<1（論理シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 <<1（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W @aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 <<1（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,Rd W 1 1 1  D     Rd16 <<2（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@ERd W 2 4 4   D    @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@ERd- W 3 5 5      D @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) <<2（論理シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) <<2（論理シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) <<2（論理シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) <<2（論理シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) <<2（論理シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（4） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLL SHLL.W #2,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) <<2（論理シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) <<2（論理シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 <<2（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #2,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 <<2（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,Rd W 1 1 1  D     Rd16 <<4（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@ERd W 2 4 4   D    @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@ERd- W 3 5 5      D @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) <<4（論理シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<4（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<4（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) <<4（論理シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) <<4（論理シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) <<4（論理シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) <<4（論理シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) <<4（論理シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) <<4（論理シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 <<4（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #4,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 <<4（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,Rd W 1 1 1  D     Rd16 <<8（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@ERd W 2 4 4   D    @ERd <<8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd <<8（論理シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@ERd- W 3 5 5      D @ERd <<8（論理シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd <<8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd <<8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) <<8（論理シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<8（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（5） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLL SHLL.W #8,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<8（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) <<8（論理シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) <<8（論理シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) <<8（論理シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) <<8（論理シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) <<8（論理シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) <<8（論理シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 <<8（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.W #8,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 <<8（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #xx:5,ERd L 2 2 2  D     Rd32 <<xx:5（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L Rn,ERd L 2 2 2  D     Rd32 <<Rn8（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L ERd L 1 1 1  D     Rd32 <<1（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @ERd L 3 5 5   D    @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @ERd- L 3 5 5      D @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<1（論理シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<1（論理シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<1（論理シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<1（論理シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<1（論理シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<1（論理シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<1（論理シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<1（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L @aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<1（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,ERd L 1 1 1  D     Rd32 <<2（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（6） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLL SHLL.L #2,@ERd L 3 5 5   D    @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@ERd- L 3 5 5      D @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<2（論理シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<2（論理シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<2（論理シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<2（論理シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<2（論理シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<2（論理シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<2（論理シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<2（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #2,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<2（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,ERd L 1 1 1  D     Rd32 <<4（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@ERd L 3 5 5   D    @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@ERd- L 3 5 5      D @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<4（論理シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<4（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<4（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<4（論理シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<4（論理シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<4（論理シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<4（論理シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（7） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
(d

,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLL SHLL.L #4,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<4（論理シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<4（論理シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<4（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #4,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<4（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,ERd L 1 1 1  D     Rd32 <<8（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@ERd L 3 5 5   D    @ERd <<8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<8（論理シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@ERd- L 3 5 5      D @ERd <<8（論理シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<8（論理シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<8（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<8（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<8（論理シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<8（論理シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<8（論理シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<8（論理シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<8（論理シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<8（論理シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<8（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #8,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<8（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,ERd L 1 1 1  D     Rd32 <<16（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@ERd L 3 5 5   D    @ERd <<16（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<16（論理シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@ERd- L 3 5 5      D @ERd <<16（論理シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<16（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<16（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<16（論理シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<16（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（8） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLL SHLL.L #16,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<16（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<16（論理シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<16（論理シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<16（論理シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<16（論理シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<16（論理シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<16（論理シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<16（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLL.L #16,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<16（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

SHLR SHLR.B #xx:5,Rd B 2 2 2  D     Rd8 >>xx:5（論理シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B Rn,Rd B 2 2 2  D     Rd8 >>Rn8（論理シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B Rd B 1 1 1  D     Rd8 >>1（論理シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @ERd B 2 4 4   D    @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @ERd+ B 3 5 5      D @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @ERd- B 3 5 5      D @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) >>1（論理シフト） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) >>1（論理シフト） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) >>1（論理シフト） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) >>1（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) >>1（論理シフト） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) >>1（論理シフト） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) >>1（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 >>1（論理シフト） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 >>1（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B @aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 >>1（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（9） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLR SHLR.B #2,Rd B 1 1 1  D     Rd8 >>2（論理シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@ERd B 2 4 4   D    @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@ERd+ B 3 5 5      D @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@ERd- B 3 5 5      D @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) >>2（論理シフト） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) >>2（論理シフト） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) >>2（論理シフト） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) >>2（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) >>2（論理シフト） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) >>2（論理シフト） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) >>2（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 >>2（論理シフト） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 >>2（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #2,@aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 >>2（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,Rd B 1 1 1  D     Rd8 >>4（論理シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@ERd B 2 4 4   D    @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@ERd+ B 3 5 5      D @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@ERd- B 3 5 5      D @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) >>4（論理シフト） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>4（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>4（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) >>4（論理シフト） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) >>4（論理シフト） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（10） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLR SHLR.B #4,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) >>4（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) >>4（論理シフト） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) >>4（論理シフト） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) >>4（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 >>4（論理シフト） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 >>4（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.B #4,@aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 >>4（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #xx:5,Rd W 2 2 2  D     Rd16 >>xx:5（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W Rn,Rd W 2 2 2  D     Rd16 >>Rn8（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W Rd W 1 1 1  D     Rd16 >>1（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @ERd W 2 4 4   D    @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @ERd+ W 3 5 5      D @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @ERd- W 3 5 5      D @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) >>1（論理シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) >>1（論理シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) >>1（論理シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) >>1（論理シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) >>1（論理シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) >>1（論理シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) >>1（論理シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 >>1（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W @aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 >>1（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,Rd W 1 1 1  D     Rd16 >>2（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@ERd W 2 4 4   D    @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（11） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLR SHLR.W #2,@ERd- W 3 5 5      D @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) >>2（論理シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) >>2（論理シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) >>2（論理シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) >>2（論理シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) >>2（論理シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) >>2（論理シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) >>2（論理シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 >>2（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #2,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 >>2（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,Rd W 1 1 1  D     Rd16 >>4（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@ERd W 2 4 4   D    @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@ERd- W 3 5 5      D @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) >>4（論理シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>4（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>4（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) >>4（論理シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) >>4（論理シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) >>4（論理シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) >>4（論理シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) >>4（論理シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) >>4（論理シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（12） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLR SHLR.W #4,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 >>4（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #4,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 >>4（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,Rd W 1 1 1  D     Rd16 >>8（論理シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@ERd W 2 4 4   D    @ERd >>8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd >>8（論理シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@ERd- W 3 5 5      D @ERd >>8（論理シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd >>8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd >>8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) >>8（論理シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>8（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>8（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) >>8（論理シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) >>8（論理シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) >>8（論理シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) >>8（論理シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) >>8（論理シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) >>8（論理シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 >>8（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.W #8,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 >>8（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #xx:5,ERd L 2 2 2  D     Rd32 >>xx:5（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L Rn,ERd L 2 2 2  D     Rd32 >>Rn8（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L ERd L 1 1 1  D     Rd32 >>1（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @ERd L 3 5 5   D    @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @ERd- L 3 5 5      D @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>1（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>1（論理シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（13） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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実
行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLR SHLR.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>1（論理シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>1（論理シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>1（論理シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>1（論理シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>1（論理シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>1（論理シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>1（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L @aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>1（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,ERd L 1 1 1  D     Rd32 >>2（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@ERd L 3 5 5   D    @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@ERd- L 3 5 5      D @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>2（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>2（論理シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>2（論理シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>2（論理シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>2（論理シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>2（論理シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>2（論理シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>2（論理シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>2（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #2,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>2（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,ERd L 1 1 1  D     Rd32 >>4（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@ERd L 3 5 5   D    @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（14） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
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*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値
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@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLR SHLR.L #4,@ERd- L 3 5 5      D @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>4（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>4（論理シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>4（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>4（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>4（論理シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>4（論理シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>4（論理シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>4（論理シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>4（論理シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>4（論理シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>4（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #4,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>4（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,ERd L 1 1 1  D     Rd32 >>8（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@ERd L 3 5 5   D    @ERd >>8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>8（論理シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@ERd- L 3 5 5      D @ERd >>8（論理シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>8（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>8（論理シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>8（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>8（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>8（論理シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>8（論理シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>8（論理シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>8（論理シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>8（論理シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>8（論理シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（15） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHLR SHLR.L #8,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>8（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #8,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>8（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,ERd L 1 1 1  D     Rd32 >>16（論理シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@ERd L 3 5 5   D    @ERd >>16（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>16（論理シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@ERd- L 3 5 5      D @ERd >>16（論理シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>16（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>16（論理シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>16（論理シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>16（論理シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>16（論理シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>16（論理シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>16（論理シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>16（論理シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>16（論理シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>16（論理シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>16（論理シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>16（論理シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHLR.L #16,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>16（論理シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

SHAL SHAL.B Rd B 1 1 1  D     Rd8 <<1（算術シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @ERd B 2 4 4   D    @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @ERd+ B 3 5 5      D @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @ERd- B 3 5 5      D @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) <<1（算術シフト） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) <<1（算術シフト） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
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シフト命令（16） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 
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行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHAL SHAL.B @(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) <<1（算術シフト） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) <<1（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) <<1（算術シフト） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) <<1（算術シフト） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) <<1（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 <<1（算術シフト） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 <<1（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B @aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 <<1（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,Rd B 1 1 1  D     Rd8 <<2（算術シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@ERd B 2 4 4   D    @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@ERd+ B 3 5 5      D @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@ERd- B 3 5 5      D @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) <<2（算術シフト） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) <<2（算術シフト） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) <<2（算術シフト） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) <<2（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) <<2（算術シフト） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) <<2（算術シフト） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) <<2（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 <<2（算術シフト） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 <<2（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.B #2,@aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 <<2（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W Rd W 1 1 1  D     Rd16 <<1（算術シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @ERd W 2 4 4   D    @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @ERd+ W 3 5 5      D @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
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シフト命令（17） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

#x
x 

R
n 

@
E

R
n 

@
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,E
R

n)
 

@
(d

,R
nL

.B
/R

n.
W

/E
R

n.
L)

 

@
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R
n/

@
E

R
n+

/@
E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHAL SHAL.W @ERd- W 3 5 5      D @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) <<1（算術シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) <<1（算術シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) <<1（算術シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) <<1（算術シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) <<1（算術シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) <<1（算術シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) <<1（算術シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 <<1（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W @aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 <<1（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,Rd W 1 1 1  D     Rd16 <<2（算術シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@ERd W 2 4 4   D    @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@ERd- W 3 5 5      D @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) <<2（算術シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) <<2（算術シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) <<2（算術シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) <<2（算術シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) <<2（算術シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) <<2（算術シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) <<2（算術シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-473

 
 

R
JJ09B

0048-0400

2. 
各
命
令
の
説
明

シフト命令（18） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
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R
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@
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@
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@
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R
n+
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E

R
n-

/@
+

E
R

n 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHAL SHAL.W #2,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 <<2（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.W #2,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 <<2（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L ERd L 1 1 1  D     Rd32 <<1（算術シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @ERd L 3 5 5   D    @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @ERd- L 3 5 5      D @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<1（算術シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<1（算術シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<1（算術シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<1（算術シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<1（算術シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<1（算術シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<1（算術シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<1（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L @aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<1（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,ERd L 1 1 1  D     Rd32 <<2（算術シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@ERd L 3 5 5   D    @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@ERd- L 3 5 5      D @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<2（算術シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<2（算術シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
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シフト命令（19） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値
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ビ
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命
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@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHAL SHAL.L #2,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<2（算術シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<2（算術シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<2（算術シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<2（算術シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<2（算術シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<2（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 SHAL.L #2,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<2（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

SHAR SHAR.B Rd B 1 1 1  D     Rd8 >>1（算術シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @ERd B 2 4 4   D    @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @ERd+ B 3 5 5      D @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @ERd- B 3 5 5      D @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) >>1（算術シフト） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) >>1（算術シフト） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) >>1（算術シフト） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) >>1（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) >>1（算術シフト） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) >>1（算術シフト） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) >>1（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 >>1（算術シフト） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 >>1（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B @aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 >>1（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,Rd B 1 1 1  D     Rd8 >>2（算術シフト） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@ERd B 2 4 4   D    @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@ERd+ B 3 5 5      D @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@ERd- B 3 5 5      D @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（20） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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/@
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@

aa
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHAR SHAR.B #2,@+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) >>2（算術シフト） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) >>2（算術シフト） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) >>2（算術シフト） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) >>2（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) >>2（算術シフト） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) >>2（算術シフト） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) >>2（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 >>2（算術シフト） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 >>2（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.B #2,@aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 >>2（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W Rd W 1 1 1  D     Rd16 >>1（算術シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @ERd W 2 4 4   D    @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @ERd+ W 3 5 5      D @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @ERd- W 3 5 5      D @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) >>1（算術シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) >>1（算術シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) >>1（算術シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) >>1（算術シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) >>1（算術シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) >>1（算術シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) >>1（算術シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（21） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHAR SHAR.W @aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 >>1（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W @aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 >>1（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,Rd W 1 1 1  D     Rd16 >>2（算術シフト） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@ERd W 2 4 4   D    @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@ERd- W 3 5 5      D @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) >>2（算術シフト） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) >>2（算術シフト） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) >>2（算術シフト） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) >>2（算術シフト） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) >>2（算術シフト） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) >>2（算術シフト） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) >>2（算術シフト） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 >>2（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.W #2,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 >>2（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L ERd L 1 1 1  D     Rd32 >>1（算術シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @ERd L 3 5 5   D    @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @ERd- L 3 5 5      D @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>1（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>1（算術シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>1（算術シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（22） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

SHAR SHAR.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>1（算術シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>1（算術シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>1（算術シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>1（算術シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>1（算術シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>1（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L @aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>1（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,ERd L 1 1 1  D     Rd32 >>2（算術シフト） → Rd32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@ERd L 3 5 5   D    @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@ERd- L 3 5 5      D @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>2（算術シフト） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>2（算術シフト） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2（算術シフト） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2（算術シフト） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>2（算術シフト） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>2（算術シフト） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>2（算術シフト） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>2（算術シフト） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>2（算術シフト） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>2（算術シフト） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>2（算術シフト） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 SHAR.L #2,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>2（算術シフト） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

ROTL ROTL.B Rd B 1 1 1  D     Rd8 <<1（ローテート） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @ERd B 2 4 4   D    @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @ERd+ B 3 5 5      D @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @ERd- B 3 5 5      D @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（23） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTL ROTL.B @-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) <<1（ローテート） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) <<1（ローテート） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) <<1（ローテート） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) <<1（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) <<1（ローテート） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) <<1（ローテート） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) <<1（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 <<1（ローテート） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 <<1（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B @aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 <<1（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,Rd B 1 1 1  D     Rd8 <<2（ローテート） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@ERd B 2 4 4   D    @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@ERd+ B 3 5 5      D @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@ERd- B 3 5 5      D @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) <<2（ローテート） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) <<2（ローテート） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) <<2（ローテート） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) <<2（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) <<2（ローテート） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) <<2（ローテート） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) <<2（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 <<2（ローテート） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（24） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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イ
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTL ROTL.B #2,@aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 <<2（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.B #2,@aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 <<2（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W Rd W 1 1 1  D     Rd16 <<1（ローテート） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @ERd W 2 4 4   D    @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @ERd+ W 3 5 5      D @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @ERd- W 3 5 5      D @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) <<1（ローテート） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) <<1（ローテート） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) <<1（ローテート） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) <<1（ローテート） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) <<1（ローテート） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) <<1（ローテート） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) <<1（ローテート） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 <<1（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W @aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 <<1（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,Rd W 1 1 1  D     Rd16 <<2（ローテート） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@ERd W 2 4 4   D    @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@ERd- W 3 5 5      D @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) <<2（ローテート） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) <<2（ローテート） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（25） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTL ROTL.W #2,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) <<2（ローテート） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) <<2（ローテート） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) <<2（ローテート） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) <<2（ローテート） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) <<2（ローテート） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 <<2（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.W #2,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 <<2（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L ERd L 1 1 1  D     ERd <<1（ローテート） → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @ERd L 3 5 5   D    @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @ERd- L 3 5 5      D @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<1（ローテート） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<1（ローテート） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<1（ローテート） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<1（ローテート） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<1（ローテート） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<1（ローテート） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<1（ローテート） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<1（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L @aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<1（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,ERd L 1 1 1  D     ERd <<2（ローテート） → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@ERd L 3 5 5   D    @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@ERd- L 3 5 5      D @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（26） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTL ROTL.L #2,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<2（ローテート） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<2（ローテート） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<2（ローテート） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<2（ローテート） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<2（ローテート） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<2（ローテート） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<2（ローテート） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<2（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTL.L #2,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<2（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

ROTR ROTR.B Rd B 1 1 1  D     Rd8 >>1（ローテート） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @ERd B 2 4 4   D    @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @ERd+ B 3 5 5      D @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @ERd- B 3 5 5      D @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) >>1（ローテート） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) >>1（ローテート） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) >>1（ローテート） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) >>1（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) >>1（ローテート） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) >>1（ローテート） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) >>1（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 >>1（ローテート） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B @aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 >>1（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-482 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
シフト命令（27） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTR ROTR.B @aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 >>1（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,Rd B 1 1 1  D     Rd8 >>2（ローテート） → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@ERd B 2 4 4   D    @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@ERd+ B 3 5 5      D @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@ERd- B 3 5 5      D @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) >>2（ローテート） → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) >>2（ローテート） → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) >>2（ローテート） → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) >>2（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) >>2（ローテート） → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) >>2（ローテート） → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) >>2（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 >>2（ローテート） → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 >>2（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.B #2,@aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 >>2（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W Rd W 1 1 1  D     Rd16 >>1（ローテート） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @ERd W 2 4 4   D    @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @ERd+ W 3 5 5      D @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @ERd- W 3 5 5      D @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) >>1（ローテート） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) >>1（ローテート） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（28） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTR ROTR.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) >>1（ローテート） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) >>1（ローテート） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) >>1（ローテート） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) >>1（ローテート） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) >>1（ローテート） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 >>1（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W @aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 >>1（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,Rd W 1 1 1  D     Rd16 >>2（ローテート） → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@ERd W 2 4 4   D    @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@ERd- W 3 5 5      D @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) >>2（ローテート） → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) >>2（ローテート） → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) >>2（ローテート） → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) >>2（ローテート） → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) >>2（ローテート） → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) >>2（ローテート） → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) >>2（ローテート） → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 >>2（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.W #2,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 >>2（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L ERd L 1 1 1  D     ERd >>1（ローテート） → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @ERd L 3 5 5   D    @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @ERd- L 3 5 5      D @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（29） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTR ROTR.L @-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>1（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>1（ローテート） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>1（ローテート） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>1（ローテート） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>1（ローテート） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>1（ローテート） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>1（ローテート） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>1（ローテート） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>1（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L @aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>1（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,ERd L 1 1 1  D     ERd >>2（ローテート） → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@ERd L 3 5 5   D    @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@ERd- L 3 5 5      D @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>2（ローテート） → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>2（ローテート） → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2（ローテート） → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2（ローテート） → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>2（ローテート） → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>2（ローテート） → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>2（ローテート） → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>2（ローテート） → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>2（ローテート） → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>2（ローテート） → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>2（ローテート） → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTR.L #2,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>2（ローテート） → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（30） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTXL ROTXL.B Rd B 1 1 1  D     Rd8 <<1(キャリ付ローテート) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @ERd B 2 4 4   D    @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @ERd+ B 3 5 5      D @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @ERd- B 3 5 5      D @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 <<1(キャリ付ローテート) → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 <<1(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B @aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 <<1(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,Rd B 1 1 1  D     Rd8 <<2(キャリ付ローテート) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@ERd B 2 4 4   D    @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@ERd+ B 3 5 5      D @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@ERd- B 3 5 5      D @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（31） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTXL ROTXL.B #2,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 <<2(キャリ付ローテート) → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 <<2(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.B #2,@aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 <<2(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W Rd W 1 1 1  D     Rd16 <<1(キャリ付ローテート) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @ERd W 2 4 4   D    @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @ERd+ W 3 5 5      D @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @ERd- W 3 5 5      D @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 <<1(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W @aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 <<1(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,Rd W 1 1 1  D     Rd16 <<2(キャリ付ローテート) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@ERd W 2 4 4   D    @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@ERd- W 3 5 5      D @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（32） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
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ト
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イ
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命
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最
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@
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/@

aa
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@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTXL ROTXL.W #2,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 <<2(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.W #2,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 <<2(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L ERd L 1 1 1  D     ERd <<1(キャリ付ローテート) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @ERd L 3 5 5   D    @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @ERd- L 3 5 5      D @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<1(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L @aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<1(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（33） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTXL ROTXL.L #2,ERd L 1 1 1  D     ERd <<2(キャリ付ローテート) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@ERd L 3 5 5   D    @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@ERd- L 3 5 5      D @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd <<2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) <<2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 <<2(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXL.L #2,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 <<2(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

ROTXR ROTXR.B Rd B 1 1 1  D     Rd8 >>1(キャリ付ローテート) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @ERd B 2 4 4   D    @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @ERd+ B 3 5 5      D @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @ERd- B 3 5 5      D @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（34） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTXR ROTXR.B @(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 >>1(キャリ付ローテート) → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 >>1(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B @aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 >>1(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,Rd B 1 1 1  D     Rd8 >>2(キャリ付ローテート) → Rd8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@ERd B 2 4 4   D    @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@ERd+ B 3 5 5      D @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@ERd- B 3 5 5      D @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-1→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@+ERd B 3 5 5      D ERd32+1→ERd32 @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@-ERd B 3 5 5      D ERd32-1→ERd32 @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@(d:2,ERd) B 3 5 5    D   @(1/2/3+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(1/2/3+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@(d:16,ERd) B 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@(d:32,ERd) B 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@(d:16,Rd.B) B 4 5 6     D  @(d:16+RdL) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@(d:16,Rd.W) B 4 5 6     D  @(d:16+Rd) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@(d:16,ERd.L) B 4 5 6     D  @(d:16+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@(d:32,Rd.B) B 5 5 7     D  @(d:32+RdL) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@(d:32,Rd.W) B 5 5 7     D  @(d:32+Rd) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@(d:32,ERd.L) B 5 5 7     D  @(d:32+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@aa:8 B 2 4 4       D @aa:8 >>2(キャリ付ローテート) → @aa:8  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@aa:16 B 3 4 5       D @aa:16 >>2(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.B #2,@aa:32 B 4 4 6       D @aa:32 >>2(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W Rd W 1 1 1  D     Rd16 >>1(キャリ付ローテート) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @ERd W 2 4 4   D    @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @ERd+ W 3 5 5      D @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @ERd- W 3 5 5      D @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（35） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行
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イ
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTXR ROTXR.W @-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 >>1(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W @aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 >>1(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,Rd W 1 1 1  D     Rd16 >>2(キャリ付ローテート) → Rd16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@ERd W 2 4 4   D    @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@ERd+ W 3 5 5      D @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@ERd- W 3 5 5      D @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-2→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@+ERd W 3 5 5      D ERd32+2→ERd32 @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@-ERd W 3 5 5      D ERd32-2→ERd32 @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@(d:2,ERd) W 3 5 5    D   @(2/4/6+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(2/4/6+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@(d:16,ERd) W 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@(d:32,ERd) W 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@(d:16,Rd.B) W 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<1) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@(d:16,Rd.W) W 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<1) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@(d:16,ERd.L) W 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<1) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@(d:32,Rd.B) W 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<1) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@(d:32,Rd.W) W 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<1) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@(d:32,ERd.L) W 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<1) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd<<1)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@aa:16 W 3 4 5       D @aa:16 >>2(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.W #2,@aa:32 W 4 4 6       D @aa:32 >>2(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（36） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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イ
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTXR ROTXR.L ERd L 1 1 1  D     ERd >>1(キャリ付ローテート) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @ERd L 3 5 5   D    @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @ERd- L 3 5 5      D @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>1(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>1(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>1(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L @aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>1(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,ERd L 1 1 1  D     ERd >>2(キャリ付ローテート) → ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@ERd L 3 5 5   D    @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@ERd+ L 3 5 5      D @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32+4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@ERd- L 3 5 5      D @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ERd32-4→ERd32 ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@+ERd L 3 5 5      D ERd32+4→ERd32 @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@-ERd L 3 5 5      D ERd32-4→ERd32 @ERd >>2(キャリ付ローテート) → @ERd  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@(d:2,ERd) L 3 5 5    D   @(4/8/12+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(4/8/12+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@(d:16,ERd) L 4 5 6    D   @(d:16+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@(d:32,ERd) L 5 5 7    D   @(d:32+ERd) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@(d:16,Rd.B) L 4 5 6     D  @(d:16+RdL<<2) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@(d:16,Rd.W) L 4 5 6     D  @(d:16+Rd<<2) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@(d:16,ERd.L) L 4 5 6     D  @(d:16+ERd<<2) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:16+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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シフト命令（37） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

ROTXR ROTXR.L #2,@(d:32,Rd.B) L 5 5 7     D  @(d:32+RdL<<2) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+RdL<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@(d:32,Rd.W) L 5 5 7     D  @(d:32+Rd<<2) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+Rd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@(d:32,ERd.L) L 5 5 7     D  @(d:32+ERd<<2) >>2(キャリ付ローテート) → @(d:32+ERd<<2)  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@aa:16 L 4 5 6       D @aa:16 >>2(キャリ付ローテート) → @aa:16  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
 

 ROTXR.L #2,@aa:32 L 5 5 7       D @aa:32 >>2(キャリ付ローテート) → @aa:32  ― ― ↔
 

↔
 

0 ↔
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ビット操作命令（1） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

BSET BSET #xx:3,Rd B 1 1 1  D     1 → (#xx of Rd8)  ― ― ― ― ― ―

 BSET #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    1 → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BSET #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D 1 → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BSET #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D 1 → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BSET #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D 1 → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

 BSET Rn,Rd B 1 1 1  D     1 → (Rn8 of Rd8)  ― ― ― ― ― ―

 BSET Rn,@ERd B 2 3 4   D    1 → (Rn8 of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BSET Rn,@aa:8 B 2 3 4       D 1 → (Rn8 of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BSET Rn,@aa:16 B 3 3 5       D 1 → (Rn8 of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BSET Rn,@aa:32 B 4 3 6       D 1 → (Rn8 of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BCLR BCLR #xx:3,Rd B 1 1 1  D     0 → (#xx of Rd8)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    0 → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D 0 → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D 0 → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D 0 → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR Rn,Rd B 1 1 1  D     0 → (Rn8 of Rd8)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR Rn,@ERd B 2 3 4   D    0 → (Rn8 of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR Rn,@aa:8 B 2 3 4       D 0 → (Rn8 of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR Rn,@aa:16 B 3 3 5       D 0 → (Rn8 of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR Rn,@aa:32 B 4 3 6       D 0 → (Rn8 of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BNOT BNOT #xx:3,Rd B 1 1 1  D     ～(#xx of Rd8) → (#xx of Rd8)  ― ― ― ― ― ―

 BNOT #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    ～(#xx of @ERd) → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BNOT #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D ～(#xx of @aa:8) → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BNOT #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D ～(#xx of @aa:16) → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BNOT #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D ～(#xx of @aa:32) → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

 BNOT Rn,Rd B 1 1 1  D     ～(Rn8 of Rd8) → (Rn8 of Rd8)  ― ― ― ― ― ―

 BNOT Rn,@ERd B 2 3 4   D    ～(Rn8 of @ERd) → (Rn8 of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BNOT Rn,@aa:8 B 2 3 4       D ～(Rn8 of @aa:8) → (Rn8 of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BNOT Rn,@aa:16 B 3 3 5       D ～(Rn8 of @aa:16) → (Rn8 of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―
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ビット操作命令（2） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

BNOT BNOT Rn,@aa:32 B 4 3 6       D ～(Rn8 of @aa:32) → (Rn8 of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BTST BTST #xx:3,Rd B 1 1 1  D     ～(#xx of Rd8) → Z  ― ― ― ↔
 

― ―

 BTST #xx:3,@ERd B 2 2 3   D    ～(#xx of @ERd) → Z  ― ― ― ↔
 

― ―

 BTST #xx:3,@aa:8 B 2 2 3       D ～(#xx of @aa:8) → Z  ― ― ― ↔
 

― ―

 BTST #xx:3,@aa:16 B 3 2 4       D ～(#xx of @aa:16) → Z  ― ― ― ↔
 

― ―

 BTST #xx:3,@aa:32 B 4 2 5       D ～(#xx of @aa:32) → Z  ― ― ― ↔
 

― ―

 BTST Rn,Rd B 1 1 1  D     ～(Rn8 of Rd8) → Z  ― ― ― ↔
 

― ―

 BTST Rn,@ERd B 2 2 3   D    ～(Rn8 of @ERd) → Z  ― ― ― ↔
 

― ―

 BTST Rn,@aa:8 B 2 2 3       D ～(Rn8 of @aa:8) → Z  ― ― ― ↔
 

― ―

 BTST Rn,@aa:16 B 3 2 4       D ～(Rn8 of @aa:16) → Z  ― ― ― ↔
 

― ―

 BTST Rn,@aa:32 B 4 2 5       D ～(Rn8 of @aa:32) → Z  ― ― ― ↔
 

― ―

BSET/EQ BSET/EQ #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    If equal (Z=1) 1 → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/EQ #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D If equal (Z=1) 1 → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/EQ #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D If equal (Z=1) 1 → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/EQ #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D If equal (Z=1) 1 → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/EQ Rn,@ERd B 2 3 4   D    If equal (Z=1) 1 → (Rn8 of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/EQ Rn,@aa:8 B 2 3 4       D If equal (Z=1) 1 → (Rn8 of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/EQ Rn,@aa:16 B 3 3 5       D If equal (Z=1) 1 → (Rn8 of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/EQ Rn,@aa:32 B 4 3 6       D If equal (Z=1) 1 → (Rn8 of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BSET/NE BSET/NE #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    If not equal (Z=0) 1 → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/NE #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D If not equal (Z=0) 1 → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/NE #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D If not equal (Z=0) 1 → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/NE #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D If not equal (Z=0) 1 → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/NE Rn,@ERd B 2 3 4   D    If not equal (Z=0) 1 → (Rn8 of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/NE Rn,@aa:8 B 2 3 4       D If not equal (Z=0) 1 → (Rn8 of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/NE Rn,@aa:16 B 3 3 5       D If not equal (Z=0) 1 → (Rn8 of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BSET/NE Rn,@aa:32 B 4 3 6       D If not equal (Z=0) 1 → (Rn8 of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BCLR/EQ BCLR/EQ #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    If equal (Z=1) 0 → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/EQ #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D If equal (Z=1) 0 → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―
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ビット操作命令（3） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

BCLR/EQ BCLR/EQ #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D If equal (Z=1) 0 → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/EQ #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D If equal (Z=1) 0 → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/EQ Rn,@ERd B 2 3 4   D    If equal (Z=1) 0 → (Rn8 of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/EQ Rn,@aa:8 B 2 3 4       D If equal (Z=1) 0 → (Rn8 of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/EQ Rn,@aa:16 B 3 3 5       D If equal (Z=1) 0 → (Rn8 of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/EQ Rn,@aa:32 B 4 3 6       D If equal (Z=1) 0 → (Rn8 of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BCLR/NE BCLR/NE #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    If not equal (Z=0) 0 → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/NE #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D If not equal (Z=0) 0 → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/NE #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D If not equal (Z=0) 0 → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/NE #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D If not equal (Z=0) 0 → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/NE Rn,@ERd B 2 3 4   D    If not equal (Z=0) 0 → (Rn8 of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/NE Rn,@aa:8 B 2 3 4       D If not equal (Z=0) 0 → (Rn8 of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/NE Rn,@aa:16 B 3 3 5       D If not equal (Z=0) 0 → (Rn8 of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BCLR/NE Rn,@aa:32 B 4 3 6       D If not equal (Z=0) 0 → (Rn8 of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BAND BAND #xx:3,Rd B 1 1 1  D     C ∧ (#xx of Rd8) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BAND #xx:3,@ERd B 2 2 3   D    C ∧ (#xx of @ERd) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BAND #xx:3,@aa:8 B 2 2 3       D C ∧ (#xx of @aa:8) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BAND #xx:3,@aa:16 B 3 2 4       D C ∧ (#xx of @aa:16) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BAND #xx:3,@aa:32 B 4 2 5       D C ∧ (#xx of @aa:32) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

BIAND BIAND #xx:3,Rd B 1 1 1  D     C ∧ [～(#xx of Rd8)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIAND #xx:3,@ERd B 2 2 3   D    C ∧ [～(#xx of @ERd)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIAND #xx:3,@aa:8 B 2 2 3       D C ∧ [～(#xx of @aa:8)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIAND #xx:3,@aa:16 B 3 2 4       D C ∧ [～(#xx of @aa:16)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIAND #xx:3,@aa:32 B 4 2 5       D C ∧ [～(#xx of @aa:32)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

BOR BOR #xx:3,Rd B 1 1 1  D     C ∨ (#xx of Rd8) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BOR #xx:3,@ERd B 2 2 3   D    C ∨ (#xx of @ERd) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BOR #xx:3,@aa:8 B 2 2 3       D C ∨ (#xx of @aa:8) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BOR #xx:3,@aa:16 B 3 2 4       D C ∨ (#xx of @aa:16) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BOR #xx:3,@aa:32 B 4 2 5       D C ∨ (#xx of @aa:32) → C  ― ― ― ― ― ↔
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ビット操作命令（4） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

BIOR BIOR #xx:3,Rd B 1 1 1  D     C ∨ [～(#xx of Rd8)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIOR #xx:3,@ERd B 2 2 3   D    C ∨ [～(#xx of @ERd)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIOR #xx:3,@aa:8 B 2 2 3       D C ∨ [～(#xx of @aa:8)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIOR #xx:3,@aa:16 B 3 2 4       D C ∨ [～(#xx of @aa:16)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIOR #xx:3,@aa:32 B 4 2 5       D C ∨ [～(#xx of @aa:32)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

BXOR BXOR #xx:3,Rd B 1 1 1  D     C ⊕ (#xx of Rd8) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BXOR #xx:3,@ERd B 2 2 3   D    C ⊕ (#xx of @ERd) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BXOR #xx:3,@aa:8 B 2 2 3       D C ⊕ (#xx of @aa:8) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BXOR #xx:3,@aa:16 B 3 2 4       D C ⊕ (#xx of @aa:16) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BXOR #xx:3,@aa:32 B 4 2 5       D C ⊕ (#xx of @aa:32) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

BIXOR BIXOR #xx:3,Rd B 1 1 1  D     C ⊕ [～(#xx of Rd8)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIXOR #xx:3,@ERd B 2 2 3   D    C ⊕ [～(#xx of @ERd)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIXOR #xx:3,@aa:8 B 2 2 3       D C ⊕ [～(#xx of @aa:8)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIXOR #xx:3,@aa:16 B 3 2 4       D C ⊕ [～(#xx of @aa:16)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BIXOR #xx:3,@aa:32 B 4 2 5       D C ⊕ [～(#xx of @aa:32)] → C  ― ― ― ― ― ↔
 

BLD BLD #xx:3,Rd B 1 1 1  D     (#xx of Rd8) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BLD #xx:3,@ERd B 2 2 3   D    (#xx of @ERd) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BLD #xx:3,@aa:8 B 2 2 3       D (#xx of @aa:8) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BLD #xx:3,@aa:16 B 3 2 4       D (#xx of @aa:16) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BLD #xx:3,@aa:32 B 4 2 5       D (#xx of @aa:32) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

BILD BILD #xx:3,Rd B 1 1 1  D     ～(#xx of Rd8) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BILD #xx:3,@ERd B 2 2 3   D    ～(#xx of @ERd) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BILD #xx:3,@aa:8 B 2 2 3       D ～(#xx of @aa:8) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BILD #xx:3,@aa:16 B 3 2 4       D ～(#xx of @aa:16) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

 BILD #xx:3,@aa:32 B 4 2 5       D ～(#xx of @aa:32) → C  ― ― ― ― ― ↔
 

BST BST #xx:3,Rd B 1 1 1  D     C → (#xx of Rd8)  ― ― ― ― ― ―

 BST #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    C → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BST #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D C → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BST #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D C → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―
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ビット操作命令（5） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

BST BST #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D C → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BIST BIST #xx:3,Rd B 1 1 1  D     ～C → (#xx of Rd8)  ― ― ― ― ― ―

 BIST #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    ～C → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BIST #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D ～C → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BIST #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D ～C → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BIST #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D ～C → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BSTZ BSTZ #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    Z → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BSTZ #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D Z → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BSTZ #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D Z → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BSTZ #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D Z → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BISTZ BISTZ #xx:3,@ERd B 2 3 4   D    ～Z → (#xx of @ERd)  ― ― ― ― ― ―

 BISTZ #xx:3,@aa:8 B 2 3 4       D ～Z → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BISTZ #xx:3,@aa:16 B 3 3 5       D ～Z → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BISTZ #xx:3,@aa:32 B 4 3 6       D ～Z → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―

BFLD BFLD #xx:8,@ERs,Rd B 2 2 3  D S    (#xx of @ERs) → Rd8  ― ― ― ― ― ―

 BFLD #xx:8,@aa:8,Rd B 2 2 3  D     S (#xx of @aa:8) → Rd8  ― ― ― ― ― ―

 BFLD #xx:8,@aa:16,Rd B 3 2 4  D     S (#xx of @aa:16) → Rd8  ― ― ― ― ― ―

 BFLD #xx:8,@aa:32,Rd B 4 2 5  D     S (#xx of @aa:32) → Rd8  ― ― ― ― ― ―

BFST BFST Rs,#xx:8,@ERd B 2 3 4  S D    Rs8 → (#xx of @ERs)  ― ― ― ― ― ―

 BFST Rs,#xx:8,@aa:8 B 2 3 4  S     D Rs8 → (#xx of @aa:8)  ― ― ― ― ― ―

 BFST Rs,#xx:8,@aa:16 B 3 3 5  S     D Rs8 → (#xx of @aa:16)  ― ― ― ― ― ―

 BFST Rs,#xx:8,@aa:32 B 4 3 6  S     D Rs8 → (#xx of @aa:32)  ― ― ― ― ― ―
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分岐命令（1） 
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

BRA/BS BRA/BS #xx:3,@ERs,d:8 B 2 4 4 S ○     if #xx of @ERs = 1

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BS #xx:3,@aa:8,d:8 B 2 4 4  ○   S  if #xx of @aa:8 = 1

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BS #xx:3,@aa:16,d:8 B 3 4 5  ○   S  if #xx of @aa:16 = 1 

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BS #xx:3,@aa:32,d:8 B 4 4 6  ○   S  if #xx of @aa:32 = 1 

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BS #xx:3,@ERs,d:16 B 3 5 5 S ○     if #xx of @ERs = 1

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BS #xx:3,@aa:8,d:16 B 3 5 5  ○   S  if #xx of @aa:8 = 1

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BS #xx:3,@aa:16,d:16 B 4 5 6  ○   S  if #xx of @aa:16 = 1 

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BS #xx:3,@aa:32,d:16 B 5 5 7  ○   S  if #xx of @aa:32 = 1 

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

BRA/BC BRA/BC #xx:3,@ERs,d:8 B 2 4 4 S ○     if #xx of @ERs = 0

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BC #xx:3,@aa:8,d:8 B 2 4 4  ○   S  if #xx of @aa:8 = 0

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BC #xx:3,@aa:16,d:8 B 3 4 5  ○   S  if #xx of @aa:16 = 0 

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BC #xx:3,@aa:32,d:8 B 4 4 6  ○   S  if #xx of @aa:32 = 0 

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―
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―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

BRA/BC BRA/BC #xx:3,@ERs,d:16 B 3 5 5 S ○     if #xx of @ERs = 0

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BC #xx:3,@aa:8,d:16 B 3 5 5  ○   S  if #xx of @aa:8 = 0

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BC #xx:3,@aa:16,d:16 B 4 5 6  ○   S  if #xx of @aa:16 = 0 

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA/BC #xx:3,@aa:32,d:16 B 5 5 7  ○   S  if #xx of @aa:32 = 0 

else 

 PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

BSR/BS BSR/BS #xx:3,@ERs,d:16 B 3 6 6 S ○     if #xx of @ERs = 1

else 

PC→@-SP PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BSR/BS #xx:3,@aa:8,d:16 B 3 6 6  ○   S  if #xx of @aa:8 = 1

else 

PC→@-SP PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BSR/BS #xx:3,@aa:16,d:16 B 4 6 7  ○   S  if #xx of @aa:16 = 1 

else 

PC→@-SP PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BSR/BS #xx:3,@aa:32,d:16 B 5 6 8  ○   S  if #xx of @aa:32 = 1 

else 

PC→@-SP PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

BSR/BC BSR/BC #xx:3,@ERs,d:16 B 3 6 6 S ○     if #xx of @ERs = 0

else 

PC→@-SP PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BSR/BC #xx:3,@aa:8,d:16 B 3 6 6  ○   S  if #xx of @aa:8 = 0

else 

PC→@-SP PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BSR/BC #xx:3,@aa:16,d:16 B 4 6 7  ○   S  if #xx of @aa:16 = 0 

else 

PC→@-SP PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BSR/BC #xx:3,@aa:32,d:16 B 5 6 8  ○   S  if #xx of @aa:32 = 0 

else 

PC→@-SP PC 

next 

+ disp → PC   ― ― ― ― ― ―
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分岐命令（3） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

@
E

R
n 

@
(d

,P
C

) 

@
(R

nL
.B

/R
n.

W
/E

R
n.

L,
P

C
) 

@
aa

:2
4 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

@
@

aa
:8

 

@
@

ve
c:

7 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

Bcc BRA d:8(BT d:8) ― 1 2 2  ○     If condition is true, PC + disp → PC 分岐条件 Always ― ― ― ― ― ―

 BRA d:16(BT d:16) ― 2 2 3  ○     else next    Always ― ― ― ― ― ―

 BRN d:8(BF d:8) ― 1 2 2  ○        Never ― ― ― ― ― ―

 BRN d:16(BF d:16) ― 2 1 3  ○        Never ― ― ― ― ― ―

 BHI d:8 ― 1 2 2  ○        C∨Z=0 ― ― ― ― ― ―

 BHI d:16 ― 2 2 3  ○        C∨Z=0 ― ― ― ― ― ―

 BLS d:8 ― 1 2 2  ○        C∨Z=1 ― ― ― ― ― ―

 BLS d:16 ― 2 2 3  ○        C∨Z=1 ― ― ― ― ― ―

 BCC d:8(BHS d:8) ― 1 2 2  ○        C=0 ― ― ― ― ― ―

 BCC d:16(BHS d:16) ― 2 2 3  ○        C=0 ― ― ― ― ― ―

 BCS d:8(BLO d:8) ― 1 2 2  ○        C=1 ― ― ― ― ― ―

 BCS d:16(BLO d:16) ― 2 2 3  ○        C=1 ― ― ― ― ― ―

 BNE d:8 ― 1 2 2  ○        Z=0 ― ― ― ― ― ―

 BNE d:16 ― 2 2 3  ○        Z=0 ― ― ― ― ― ―

 BEQ d:8 ― 1 2 2  ○        Z=1 ― ― ― ― ― ―

 BEQ d:16 ― 2 2 3  ○        Z=1 ― ― ― ― ― ―

 BVC d:8 ― 1 2 2  ○        V=0 ― ― ― ― ― ―

 BVC d:16 ― 2 2 3  ○        V=0 ― ― ― ― ― ―

 BVS d:8 ― 1 2 2  ○        V=1 ― ― ― ― ― ―

 BVS d:16 ― 2 2 3  ○        V=1 ― ― ― ― ― ―

 BPL d:8 ― 1 2 2  ○        N=0 ― ― ― ― ― ―

 BPL d:16 ― 2 2 3  ○        N=0 ― ― ― ― ― ―

 BMI d:8 ― 1 2 2  ○        N=1 ― ― ― ― ― ―

 BMI d:16 ― 2 2 3  ○        N=1 ― ― ― ― ― ―

 BGE d:8 ― 1 2 2  ○        N⊕V=0 ― ― ― ― ― ―

 BGE d:16 ― 2 2 3  ○        N⊕V=0 ― ― ― ― ― ―

 BLT d:8 ― 1 2 2  ○        N⊕V=1 ― ― ― ― ― ―

 BLT d:16 ― 2 2 3  ○        N⊕V=1 ― ― ― ― ― ―

 BGT d:8 ― 1 2 2  ○        Z∨(N⊕V)=0 ― ― ― ― ― ―

 BGT d:16 ― 2 2 3  ○        Z∨(N⊕V)=0 ― ― ― ― ― ―
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分岐命令（4） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

@
E

R
n 

@
(d

,P
C

) 

@
(R

nL
.B

/R
n.

W
/E

R
n.
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C
) 

@
aa

:2
4 

@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

@
@

aa
:8

 

@
@

ve
c:

7 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

Bcc BLE d:8 ― 1 2 2  ○      If condition is true,  PC + disp → PC 分岐条件 Z∨(N⊕V)=1 ― ― ― ― ― ―

 BLE d:16 ― 2 2 3  ○      else  next      Z∨(N⊕V)=1 ― ― ― ― ― ―

BRA BRA Rn.B ― 1 3 3   ○      PC + Rn8<<1 → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA Rn.W ― 1 3 3   ○      PC + Rn16<<1 → PC   ― ― ― ― ― ―

 BRA ERn.L ― 1 3 3   ○      PC + ERn32<<1 → PC   ― ― ― ― ― ―

BRA/S BRA/S d:8 ― 1 1 1  ○     （次命令実行）  PC + disp → PC   ― ― ― ― ― ―

JMP JMP @ERn ― 1 2 2 ○        ERn   → PC   ― ― ― ― ― ―

 JMP @aa:24 ― 2 2 3    ○     aa:24   → PC   ― ― ― ― ― ―

 JMP @aa:32 ― 3 2 4     ○    aa:32   → PC   ― ― ― ― ― ―

 JMP @@aa:8 ― 1 4 4      ○   @aa:8   → PC   ― ― ― ― ― ―

 JMP @@vec:7 ― 1 4 4       ○   @vec:7   → PC   ― ― ― ― ― ―

BSR BSR d:8 ― 1 3 3  ○      PC→@-SP PC + disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BSR d:16 ― 2 4 4  ○      PC→@-SP PC + disp → PC   ― ― ― ― ― ―

 BSR Rn.B ― 1 4 4   ○     PC→@-SP PC + Rn8<<1 → PC   ― ― ― ― ― ―

 BSR Rn.W ― 1 4 4   ○     PC→@-SP PC + Rn16<<1 → PC   ― ― ― ― ― ―

 BSR ERn.L ― 1 4 4   ○     PC→@-SP PC + ERn32<<1 → PC   ― ― ― ― ― ―

JSR JSR @ERn ― 1 3 3 ○       PC→@-SP ERn   → PC   ― ― ― ― ― ―

 JSR @aa:24 ― 2 3 4    ○    PC→@-SP aa:24   → PC   ― ― ― ― ― ―

 JSR @aa:32 ― 3 3 5     ○   PC→@-SP aa:32   → PC   ― ― ― ― ― ―

 JSR @@aa:8 ― 1 4 4      ○  PC→@-SP @aa:8   → PC   ― ― ― ― ― ―

 JSR @@vec:7 ― 1 4 4       ○  PC→@-SP @vec:7   → PC   ― ― ― ― ― ―

RTS RTS ― 1 4 4       ○   @SP+  → PC   ― ― ― ― ― ―

RTS/L RTS/L ERn L 1 5 5       ○ @SP+→ERｎ  @SP+  → PC   ― ― ― ― ― ―

 RTS/L (ERn-ERn+1) L 1 6 6       ○ @SP+→ERn+1 

@SP+→ERn 

 @SP+  → PC   ― ― ― ― ― ―

 RTS/L (ERn-ERn+2) L 1 7 7       ○ @SP+→ERn+2 

@SP+→ERn+1 

@SP+→ERn 

 @SP+  → PC   ― ― ― ― ― ―

 RTS/L (ERn-ERn+3) L 1 8 8       ○ @SP+→ERn+3 

@SP+→ERn+2 

@SP+→ERn+1 

@SP+→ERn 

 @SP+  → PC   ― ― ― ― ― ―
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システム制御命令（1） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
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ェ
ッ
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R
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R
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R

n)
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/R
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R
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R
n/

@
E

R
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E

R
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/@
+

E
R
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@
aa

:8
/@

aa
:1

6/
@

aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

LDC LDC.B #xx:8,CCR B 1 1 1 S      #xx → CCR  ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 LDC.B Rs,CCR B 1 1 1  S     Rs8 → CCR  ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 LDC.W @ERs,CCR W 2 3 3   S    @ERs → CCR  ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 LDC.W @ERs+,CCR W 2 3 3      S @ERs → CCR ERs32+2→ERs32 ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 LDC.W @(d:16,ERs),CCR W 3 5 5    S   @(d:16+ERs) → CCR  ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 LDC.W @(d:32,ERs),CCR W 5 7 7    S   @(d:32+ERs) → CCR  ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 LDC.W @aa:16,CCR W 3 4 4       S @aa:16 → CCR  ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 LDC.W @aa:32,CCR W 4 5 5       S @aa:32 → CCR  ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 LDC.B #xx:8,EXR B 2 2 2 S      #xx → EXR  ― ― ― ― ― ―

 LDC.B Rs,EXR B 1 1 1  S     Rs8 → EXR  ― ― ― ― ― ―

 LDC.W @ERs,EXR W 2 3 3   S    @ERs → EXR  ― ― ― ― ― ―

 LDC.W @ERs+,EXR W 2 3 3      S @ERs → EXR ERs32+2→ERs32 ― ― ― ― ― ―

 LDC.W @(d:16,ERs),EXR W 3 5 5    S   @(d:16+ERs) → EXR  ― ― ― ― ― ―

 LDC.W @(d:32,ERs),EXR W 5 7 7    S   @(d:32+ERs) → EXR  ― ― ― ― ― ―

 LDC.W @aa:16,EXR W 3 4 4       S @aa:16 → EXR  ― ― ― ― ― ―

 LDC.W @aa:32,EXR W 4 5 5       S @aa:32 → EXR  ― ― ― ― ― ―

 LDC.L ERs,SBR L 1 1 1  S     ERs → SBR  ― ― ― ― ― ―

 LDC.L ERs,VBR L 1 1 1  S     ERs → VBR  ― ― ― ― ― ―

STC STC.B CCR,Rd B 1 2 2  D     CCR → Rd8  ― ― ― ― ― ―

 STC.W CCR,@ERd W 2 3 3   D    CCR → @ERd  ― ― ― ― ― ―

 STC.W CCR,@-ERd W 2 4 4      D ERd32-2→ERd32 CCR → @ERd  ― ― ― ― ― ―

 STC.W CCR,@(d:16,ERd) W 3 5 5    D   CCR → @(d:16+ERd)  ― ― ― ― ― ―

 STC.W CCR,@(d:32,ERd) W 5 7 7    D   CCR → @(d:32+ERd)  ― ― ― ― ― ―

 STC.W CCR,@aa:16 W 3 4 4       D CCR → @aa:16  ― ― ― ― ― ―

 STC.W CCR,@aa:32 W 4 4 4       D CCR → @aa:32  ― ― ― ― ― ―

 STC.B EXR,Rd B 1 1 1  D     EXR → Rd8  ― ― ― ― ― ―

 STC.W EXR,@ERd W 2 3 3   D    EXR → @ERd  ― ― ― ― ― ―

 STC.W EXR,@-ERd W 2 4 4      D ERd32-2→ERd32 EXR → @ERd  ― ― ― ― ― ―

 STC.W EXR,@(d:16,ERd) W 3 5 5    D   EXR → @(d:16+ERd)  ― ― ― ― ― ―
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システム制御命令（2） 

命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*
6 コンディションコード*

2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
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命
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/@
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@
aa
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/@
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aa
:3

2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

STC STC.W EXR,@(d:32,ERd) W 5 7 7    D   EXR → @(d:32+ERd)  ― ― ― ― ― ―

 STC.W EXR,@aa:16 W 3 4 4       D EXR → @aa:16  ― ― ― ― ― ―

 STC.W EXR,@aa:32 W 4 5 5       D EXR → @aa:32  ― ― ― ― ― ―

 STC.L SBR,ERd L 1 1 1  D     SBR → ERd  ― ― ― ― ― ―

 STC.L VBR,ERd L 1 1 1  D     VBR → ERd  ― ― ― ― ― ―

ANDC ANDC #xx:8,CCR B 1 1 1 S      CCR ∧ #xx → CCR  ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ANDC #xx:8,EXR B 2 2 2 S      EXR ∧ #xx → EXR  ― ― ― ― ― ―

ORC ORC #xx:8,CCR B 1 1 1 S      CCR ∨ #xx → CCR  ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 ORC #xx:8,EXR B 2 2 2 S      EXR ∨ #xx → EXR  ― ― ― ― ― ―

XORC XORC #xx:8,CCR B 1 1 1 S      CCR ⊕ #xx → CCR  ↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 XORC #xx:8,EXR B 2 2 2 S      EXR ⊕ #xx → EXR  ― ― ― ― ― ―

SLEEP SLEEP ― 1 2 2       ○ 低消費電力状態に遷移    ― ― ― ― ― ―

NOP NOP ― 1 1 1       ○ PC + 2 → PC  ― ― ― ― ― ―

TRAPA TRAPA #x:2 ― 1 6 6       ○   ・EXRが有効のとき、またはマキシマムモードのとき 

 PC→@-SP 

  CCR→@-SP 

  EXR→@-SP 

  ＜ベクタ＞→PC 

・上記以外のとき 

 PC→@-SP 

  CCR→@-SP 

  ＜ベクタ＞→PC 

  1 ― ― ― ― ―

RTE RTE ― 1 4 4       ○  @SP+→EXR*
3 

@SP+→CCR 

@SP+  → PC   

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

RTE/L RTE/L ERn L 1 5 5       ○ @SP+→ERｎ @SP+→EXR*
3 

@SP+→CCR 

@SP+  → PC   

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 RTE/L (ERn-ERn+1) L 1 6 6       ○ @SP+→ERｎ+1 

@SP+→ERｎ 

@SP+→EXR*
3 

@SP+→CCR 

@SP+  → PC   

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
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システム制御命令（3） 
命令 ニーモニック   アドレッシングモード オペレーション*

6 コンディションコード*
2 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

          

          

  

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
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R
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/@
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2 

―
 オペレーション 1 オペレーション 2 オペレーション 3 オペレーション 4 オペレーション 5 I H N Z V C

RTE/L RTE/L (ERn-ERn+2) L 1 7 7       ○ @SP+→ERn+2 

@SP+→ERn+1 

@SP+→ERn 

@SP+→EXR*
3 

@SP+→CCR 

@SP+  → PC   

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

 RTE/L (ERn-ERn+3) L 1 8 8       ○ @SP+→ERn+3 

@SP+→ERn+2 

@SP+→ERn+1 

@SP+→ERn 

@SP+→EXR*
3 

@SP+→CCR 

@SP+  → PC   

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

↔
 

【注】 *1 実行ステート数は、以下の条件のときの値を示します。命令実行ステート数は、命令の実行状態によって変わります。また、製品によって短縮する場合があります。 

 （1）MOVSDはゼロデータを検出しなかったとき、そのほか条件付の命令は条件成立したときの値 

 （2）ワードデータは偶数番地、ロングワードデータは 4の倍数番地に配置されているとき 

 （3）例外処理のスタックは、ノーマルモードかつ、EXR無効時 

 （4）リソース競合によるストールが発生していないとき 

 *2 コンディションコードの変化の詳細は「2.5 コンディションコードの変化」を参照してください。 

 *3 EXRが有効のとき、またはマキシマムモードのときのみ 

 *4 EXRソースのとき@ERn+、デスティネーションのとき@-ERn 

 *5 データ転送のソースのアドレスは ER5、デスティネーションのアドレスは ER6 

 *6 プリ／ポストインクリメント／デクリメントレジスタ間接で同一の汎用レジスタを使用する場合については｢1.8.5 プリ／ポストインクリメント／デクリメントレジス

タ間接 @ERn+/@-ERn/@+ERn/@ERn-｣を参照してください。 
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2.3 命令コード一覧 

表 2.2に命令コード一覧を示します。 
 

表 2.2 命令コード一覧 

命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.B #xx:8,Rd             8 rd x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@aa:8          7 F a a a a a a a a   8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B #xx:8,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 8 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADD.B Rs,Rd             0 8 rs rd

 ADD.B Rs,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   0 8 rs 0 0 0 0

 ADD.B Rs,@ERd+          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 rs

 ADD.B Rs,@ERd-          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 rs

 ADD.B Rs,@+ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 rs

 ADD.B Rs,@-ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 rs

 ADD.B Rs,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 rs

 ADD.B Rs,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 rs d

 ADD.B Rs,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 rs d d

 ADD.B Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 rs d

 ADD.B Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 rs d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.B Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 rs d

 ADD.B Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 rs d d

 ADD.B Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 rs d d

 ADD.B Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 rs d d

 ADD.B Rs,@aa:8          7 F a a a a a a a a   0 8 rs 0 0 0 0

 ADD.B Rs,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  0 8 rs 0 0 0 0

 ADD.B Rs,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 0 8 rs 0 0 0 0

 ADD.B @ERs,Rd          7 C 0 rs 0 0 0 0   0 8 0 0 0 0 rd

 ADD.B @ERs+,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 0 1 rd

 ADD.B @ERs-,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 0 1 rd

 ADD.B @+ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 0 1 rd

 ADD.B @-ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 0 1 rd

 ADD.B @(d:2,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 0 0 1 rd

 ADD.B @(d:16,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 0 1 rd d

 ADD.B @(d:32,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 0 1 rd d d

 ADD.B @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 0 1 rd d

 ADD.B @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 0 1 rd d

 ADD.B @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 0 1 rd d

 ADD.B @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 0 1 rd d d

 ADD.B @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 0 1 rd d d

 ADD.B @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 0 1 rd d d

 ADD.B @aa:8,Rd          7 E a a a a a a a a   0 8 0 0 0 0 rd

 ADD.B @aa:16,Rd          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  0 8 0 0 0 0 rd

 ADD.B @aa:32,Rd          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 0 8 0 0 0 0 rd

 ADD.B @ERs,@ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs,@ERd+          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs,@ERd-          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs,@+ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs,@-ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.B @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs,@aa:16          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @ERs,@aa:32          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @ERs+,@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs+,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs+,@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs+,@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs+,@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs+,@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @ERs+,@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @ERs-,@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs-,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs-,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs-,@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs-,@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @ERs-,@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @ERs-,@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.B @+ERs,@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @+ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @+ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @+ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @+ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @+ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @+ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @-ERs,@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @-ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @-ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @-ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @-ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @-ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @-ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @(d:2,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.B @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @(d:16,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-511

 
 

R
JJ09B

0048-0400

2. 
各
命
令
の
説
明

命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.B @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @aa:16,@ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:16,@ERd+          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:16,@ERd-          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:16,@+ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.B @aa:16,@-ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:16,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:16,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @aa:16,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @aa:16,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @aa:16,@aa:32          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.B @aa:32,@ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:32,@ERd+          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:32,@ERd-          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:32,@+ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:32,@-ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:32,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.B @aa:32,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @aa:32,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.B @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.B @aa:32,@aa:16          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.B @aa:32,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W #xx:3,Rd             0 A 0 x x x rd

 ADD.W #xx:16,Rd             7 9 0 0 0 1 rd x

 ADD.W #xx:3,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   0 A 0 x x x 0 0 0 0

 ADD.W #xx:3,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  0 A 0 x x x 0 0 0 0

ADD.W #xx:3,@aa:32 6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 0 A 0 x x x 0 0 0 0

ADD.W #xx:16,@ERd 0 1 5 1 1 1 0 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.W #xx:16,@ERd+          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.W #xx:16,@ERd-          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.W #xx:16,@+ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.W #xx:16,@-ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.W #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.W #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d x

 ADD.W #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d x

 ADD.W #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d x

 ADD.W #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d x

 ADD.W #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d x

 ADD.W #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d x

 ADD.W #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d x

 ADD.W #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d x

 ADD.W #xx:16,@aa:16          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a x

 ADD.W #xx:16,@aa:32          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a x

 ADD.W Rs,Rd             0 9 rs rd

 ADD.W Rs,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   0 9 rs 0 0 0 0

 ADD.W Rs,@ERd+          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 rs

 ADD.W Rs,@ERd-          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 rs

 ADD.W Rs,@+ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 rs

 ADD.W Rs,@-ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 rs

 ADD.W Rs,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 rs

 ADD.W Rs,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 rs d

 ADD.W Rs,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 rs d d

 ADD.W Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 rs d

 ADD.W Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 rs d

 ADD.W Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 rs d

 ADD.W Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 rs d d

 ADD.W Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 rs d d

 ADD.W Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 rs d d

 ADD.W Rs,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  0 9 rs 0 0 0 0

 ADD.W Rs,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 0 9 rs 0 0 0 0

 ADD.W @ERs,Rd          7 C 1 rs 0 0 0 0   0 9 0 0 0 0 rd

 ADD.W @ERs+,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 0 1 rd

 ADD.W @ERs-,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 0 1 rd

 ADD.W @+ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 0 1 rd

 ADD.W @-ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 0 1 rd

 ADD.W @(d:2,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 0 0 1 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.W @(d:16,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 0 1 rd d

 ADD.W @(d:32,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 0 1 rd d d

 ADD.W @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 0 1 rd d

 ADD.W @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 0 1 rd d

 ADD.W @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 0 1 rd d

 ADD.W @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 0 1 rd d d

 ADD.W @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 0 1 rd d d

 ADD.W @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 0 1 rd d d

 ADD.W @aa:16,Rd          6 B 0 0 0 1 0 0 0 0 a  0 9 0 0 0 0 rd

 ADD.W @aa:32,Rd          6 B 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 0 9 0 0 0 0 rd

 ADD.W @ERs,@ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs,@ERd+          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs,@ERd-          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs,@+ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs,@-ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs,@aa:16          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @ERs,@aa:32          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @ERs+,@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs+,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs+,@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs+,@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs+,@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs+,@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @ERs+,@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @ERs-,@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs-,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs-,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs-,@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs-,@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @ERs-,@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @ERs-,@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @+ERs,@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @+ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @+ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @+ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @+ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.W @+ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @+ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @-ERs,@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @-ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @-ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @-ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @-ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @-ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @-ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @(d:2,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @(d:16,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.W @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,Rs.B), 

@(d:16,ERd.L) 

0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,Rs.B), 

@(d:32,ERd.L) 

0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,Rs.W), 

@(d:16,Rd.W) 

0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,Rs.W), 

@(d:16,ERd.L) 

0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,Rs.W), 

@(d:32,Rd.W) 

0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,Rs.W), 

@(d:32,ERd.L) 

0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.W @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,ERs.L), 

@(d:16,Rd.B) 

0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,ERs.L), 

@(d:16,Rd.W) 

0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,ERs.L), 

@(d:16,ERd.L) 

0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:16,ERs.L), 

@(d:32,Rd.B) 

0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,ERs.L), 

@(d:32,Rd.W) 

0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,ERs.L), 

@(d:32,ERd.L) 

0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,Rs.B), 

@(d:16,ERd.L) 

7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,Rs.B), 

@(d:32,ERd.L) 

7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.W @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,Rs.W), 

@(d:16,Rd.W) 

7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,Rs.W), 

@(d:16,ERd.L) 

7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,Rs.W), 

@(d:32,Rd.W) 

7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,Rs.W), 

@(d:32,ERd.L) 

7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,ERs.L), 

@(d:16,Rd.B) 

7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,ERs.L), 

@(d:16,Rd.W) 

7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,ERs.L), 

@(d:16,ERd.L) 

7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @(d:32,ERs.L), 

@(d:32,Rd.B) 

7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.W @(d:32,ERs.L), 

@(d:32,Rd.W) 

7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,ERs.L), 

@(d:32,ERd.L) 

7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @aa:16,@ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:16,@ERd+          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:16,@ERd-          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:16,@+ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:16,@-ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:16,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:16,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @aa:16,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @aa:16,@aa:16          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @aa:16,@aa:32          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.W @aa:32,@ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:32,@ERd+          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:32,@ERd-          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:32,@+ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:32,@-ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:32,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.W @aa:32,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @aa:32,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.W @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.W @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.W @aa:32,@aa:16          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.W @aa:32,@aa:32          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L #xx:3,ERd             0 A 1 x x x 1 rd

 ADD.L #xx:16,ERd             7 A 0 0 0 1 1 rd x

 ADD.L #xx:32,ERd             7 A 0 0 0 1 0 rd x x

 ADD.L #xx:16,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.L #xx:16,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.L #xx:16,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.L #xx:16,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.L #xx:16,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.L #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADD.L #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d x

 ADD.L #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d x

 ADD.L #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d x

 ADD.L #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d x

 ADD.L #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d x

 ADD.L #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d x

 ADD.L #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d x

 ADD.L #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d x

 ADD.L #xx:16,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a x

 ADD.L #xx:16,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a x

 ADD.L #xx:32,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 x x

 ADD.L #xx:32,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 x x

 ADD.L #xx:32,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 x x

 ADD.L #xx:32,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 x x

 ADD.L #xx:32,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 x x

 ADD.L #xx:32,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 x x

 ADD.L #xx:32,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 d x x

 ADD.L #xx:32,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 d d x x

 ADD.L #xx:32,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 d x x

 ADD.L #xx:32,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 d x x

 ADD.L #xx:32,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 d x x

 ADD.L #xx:32,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 d d x x

 ADD.L #xx:32,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 d d x x

 ADD.L #xx:32,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 1 0 0 0 d d x x

 ADD.L #xx:32,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 a x x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.L #xx:32,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 a a x x

 ADD.L ERs,ERd             0 A 1 rs 0 rd

 ADD.L ERs,@ERd          0 1 0 1 0 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 rs

 ADD.L ERs,@ERd+          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 rs

 ADD.L ERs,@ERd-          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 rs

 ADD.L ERs,@+ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 rs

 ADD.L ERs,@-ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 rs

 ADD.L ERs,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 rs

 ADD.L ERs,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 rs d

 ADD.L ERs,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 rs d d

 ADD.L ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 rs d

 ADD.L ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 rs d

 ADD.L ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 rs d

 ADD.L ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 rs d d

 ADD.L ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 rs d d

 ADD.L ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 rs d d

 ADD.L ERs,@aa:16          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 rs a

 ADD.L ERs,@aa:32          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 rs a a

 ADD.L @ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 0 0 0 rs 0 0 0 1 0 rd

 ADD.L @ERs+,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 0 1 0 rd

 ADD.L @ERs-,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 0 1 0 rd

 ADD.L @+ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 0 1 0 rd

 ADD.L @-ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 0 1 0 rd

 ADD.L @(d:2,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 0 0 1 0 rd

 ADD.L @(d:16,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 0 1 0 rd d

 ADD.L @(d:32,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 0 1 0 rd d d

 ADD.L @(d:16,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 0 1 0 rd d

 ADD.L @(d:16,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 0 1 0 rd d

 ADD.L @(d:16,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 0 1 0 rd d

 ADD.L @(d:32,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 0 1 0 rd d d

 ADD.L @(d:32,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 0 1 0 rd d d

 ADD.L @(d:32,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 0 1 0 rd d d

 ADD.L @aa:16,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 rd a

 ADD.L @aa:32,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 rd a a

 ADD.L @ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.L @ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @ERs+,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs+,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs+,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs+,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs+,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs+,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @ERs+,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @ERs-,@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs-,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs-,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs-,@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs-,@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.L @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @ERs-,@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @ERs-,@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @+ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @+ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @+ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @+ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @+ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @+ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @+ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @-ERs,@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @-ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @-ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @-ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @-ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @-ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @-ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @(d:2,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @(d:16,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.L @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @(d:32,ERs),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.L @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @aa:16,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:16,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:16,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:16,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:16,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:16,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:16,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @aa:16,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @aa:16,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @aa:16,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

 ADD.L @aa:32,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:32,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:32,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:32,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:32,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:32,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 d d 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADD.L @aa:32,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @aa:32,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 ADD.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d

 ADD.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ADD ADD.L @aa:32,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a

 ADD.L @aa:32,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 a a

ADDS ADDS #1,ERd             0 B 0 0 0 0 0 rd

 ADDS #2,ERd             0 B 1 0 0 0 0 rd

 ADDS #4,ERd             0 B 1 0 0 1 0 rd

ADDX ADDX.B #xx:8,Rd             9 rd x x x x x x x x

 ADDX.B #xx:8,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   9 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADDX.B #xx:8,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   9 0 0 0 0 x x x x x x x x

 ADDX.B Rs,Rd             0 E rs rd

 ADDX.B Rs,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   0 E rs 0 0 0 0

 ADDX.B Rs,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   0 E rs 0 0 0 0

 ADDX.B @ERs,Rd          7 C 0 rs 0 0 0 0   0 E 0 0 0 0 rd

 ADDX.B @ERs-,Rd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 0 0 0 0   0 E 0 0 0 0 rd

 ADDX.B @ERs,@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 8 0 rs 1 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADDX.B @ERs-,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADDX.W #xx:16,Rd          0 1 5 0 0 0 1   7 9 0 0 0 1 rd x

 ADDX.W #xx:16,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 1   7 9 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADDX.W #xx:16,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 1   7 9 0 0 0 1 0 0 0 0 x

 ADDX.W Rs,Rd          0 1 5 0 0 0 1   0 9 rs rd

 ADDX.W Rs,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 1   0 9 rs 0 0 0 0

 ADDX.W Rs,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 1   0 9 rs 0 0 0 0

 ADDX.W @ERs,Rd          7 C 1 rs 0 0 0 1   0 9 0 0 0 0 rd

 ADDX.W @ERs-,Rd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 0 0 0 1   0 9 0 0 0 0 rd

 ADDX.W @ERs,@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADDX.W @ERs-,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADDX.L #xx:32,ERd          0 1 0 0 0 0 1   7 A 0 0 0 1 0 rd x x

 ADDX.L #xx:32,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 1   7 A 0 0 0 1 0 0 0 0 x x

 ADDX.L #xx:32,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 1   7 A 0 0 0 1 0 0 0 0 x x

 ADDX.L ERs,ERd          0 1 0 0 0 0 1   0 A 1 rs 0 rd

 ADDX.L ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 1   0 A 1 rs 0 0 0 0

 ADDX.L ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 1   0 A 1 rs 0 0 0 0

 ADDX.L @ERs,ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 0 0 0 1   0 A 1 0 0 0 0 rd

 ADDX.L @ERs-,ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 0 0 0 1   0 A 1 0 0 0 0 rd

 ADDX.L @ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

 ADDX.L @ERs-,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 0 1 0 0 0 0

AND AND.B #xx:8,Rd             E rd x x x x x x x x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.B #xx:8,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@aa:8          7 F a a a a a a a a   E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B #xx:8,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a E 0 0 0 0 x x x x x x x x

 AND.B Rs,Rd             1 6 rs rd

 AND.B Rs,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 6 rs 0 0 0 0

 AND.B Rs,@ERd+          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 rs

 AND.B Rs,@ERd-          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 rs

 AND.B Rs,@+ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 rs

 AND.B Rs,@-ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 rs

 AND.B Rs,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 rs

 AND.B Rs,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 rs d

 AND.B Rs,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 rs d d

 AND.B Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 rs d

 AND.B Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 rs d

 AND.B Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 rs d

 AND.B Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 rs d d

 AND.B Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 rs d d

 AND.B Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 rs d d

 AND.B Rs,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 6 rs 0 0 0 0

 AND.B Rs,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 6 rs 0 0 0 0

 AND.B Rs,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 6 rs 0 0 0 0

 AND.B @ERs,Rd          7 C 0 rs 0 0 0 0   1 6 0 0 0 0 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.B @ERs+,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 1 0 rd

 AND.B @ERs-,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 1 0 rd

 AND.B @+ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 1 0 rd

 AND.B @-ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 1 0 rd

 AND.B @(d:2,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 1 1 0 rd

 AND.B @(d:16,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 1 0 rd d

 AND.B @(d:32,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 1 0 rd d d

 AND.B @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 1 0 rd d

 AND.B @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 1 0 rd d

 AND.B @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 1 0 rd d

 AND.B @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 1 0 rd d d

 AND.B @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 1 0 rd d d

 AND.B @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 1 0 rd d d

 AND.B @aa:8,Rd          7 E a a a a a a a a   1 6 0 0 0 0 rd

 AND.B @aa:16,Rd          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  1 6 0 0 0 0 rd

 AND.B @aa:32,Rd          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 1 6 0 0 0 0 rd

 AND.B @ERs,@ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs,@ERd+          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs,@ERd-          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs,@+ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs,@-ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs,@aa:16          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @ERs,@aa:32          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @ERs+,@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs+,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs+,@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs+,@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.B @ERs+,@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs+,@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @ERs+,@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @ERs-,@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs-,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs-,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs-,@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs-,@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @ERs-,@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @ERs-,@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @+ERs,@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @+ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @+ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @+ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @+ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @+ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @+ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @-ERs,@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @-ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @-ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @-ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @-ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @-ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @-ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @(d:2,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @(d:16,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-538 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.B @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.B @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @aa:16,@ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:16,@ERd+          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:16,@ERd-          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:16,@+ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:16,@-ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:16,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:16,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @aa:16,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.B @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @aa:16,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @aa:16,@aa:32          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.B @aa:32,@ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:32,@ERd+          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:32,@ERd-          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:32,@+ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:32,@-ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:32,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.B @aa:32,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @aa:32,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.B @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.B @aa:32,@aa:16          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.B @aa:32,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W #xx:16,Rd             7 9 0 1 1 0 rd x

 AND.W #xx:16,@ERd          0 1 5 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.W #xx:16,@ERd+          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.W #xx:16,@ERd-          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.W #xx:16,@+ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.W #xx:16,@-ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.W #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.W #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d x

 AND.W #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d x

 AND.W #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d x

 AND.W #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d x

 AND.W #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d x

 AND.W #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d x

 AND.W #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d x

 AND.W #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d x

 AND.W #xx:16,@aa:16          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a x

 AND.W #xx:16,@aa:32          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.W Rs,Rd             6 6 rs rd

 AND.W Rs,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   6 6 rs 0 0 0 0

 AND.W Rs,@ERd+          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 rs

 AND.W Rs,@ERd-          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 rs

 AND.W Rs,@+ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 rs

 AND.W Rs,@-ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 rs

 AND.W Rs,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 rs

 AND.W Rs,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 rs d

 AND.W Rs,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 rs d d

 AND.W Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 rs d

 AND.W Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 rs d

 AND.W Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 rs d

 AND.W Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 rs d d

 AND.W Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 rs d d

 AND.W Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 rs d d

 AND.W Rs,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 6 rs 0 0 0 0

 AND.W Rs,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 6 rs 0 0 0 0

 AND.W @ERs,Rd          7 C 1 rs 0 0 0 0   6 6 0 0 0 0 rd

 AND.W @ERs+,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 1 0 rd

 AND.W @ERs-,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 1 0 rd

 AND.W @+ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 1 0 rd

 AND.W @-ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 1 0 rd

 AND.W @(d:2,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 1 1 0 rd

 AND.W @(d:16,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 1 0 rd d

 AND.W @(d:32,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 1 0 rd d d

 AND.W @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 1 0 rd d

 AND.W @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 1 0 rd d

 AND.W @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 1 0 rd d

 AND.W @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 1 0 rd d d

 AND.W @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 1 0 rd d d

 AND.W @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 1 0 rd d d

 AND.W @aa:16,Rd          6 B 0 0 0 1 0 0 0 0 a  6 6 0 0 0 0 rd

 AND.W @aa:32,Rd          6 B 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 6 6 0 0 0 0 rd

 AND.W @ERs,@ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs,@ERd+          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs,@ERd-          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.W @ERs,@+ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs,@-ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs,@aa:16          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @ERs,@aa:32          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @ERs+,@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs+,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs+,@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs+,@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs+,@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs+,@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @ERs+,@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @ERs-,@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs-,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs-,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs-,@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs-,@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.W @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @ERs-,@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @ERs-,@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @+ERs,@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @+ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @+ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @+ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @+ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @+ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @+ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @-ERs,@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @-ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @-ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @-ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @-ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @-ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @-ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @(d:2,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @(d:16,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.W @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.W @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @aa:16,@ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:16,@ERd+          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:16,@ERd-          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:16,@+ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:16,@-ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:16,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:16,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @aa:16,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @aa:16,@aa:16          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.W @aa:16,@aa:32          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.W @aa:32,@ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:32,@ERd+          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:32,@ERd-          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:32,@+ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:32,@-ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:32,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.W @aa:32,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @aa:32,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.W @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.W @aa:32,@aa:16          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-550 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.W @aa:32,@aa:32          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L #xx:16,ERd             7 A 0 1 1 0 1 rd x

 AND.L #xx:32,ERd             7 A 0 1 1 0 0 rd x x

 AND.L #xx:16,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.L #xx:16,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.L #xx:16,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.L #xx:16,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.L #xx:16,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.L #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 x

 AND.L #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d x

 AND.L #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d x

 AND.L #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d x

 AND.L #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d x

 AND.L #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d x

 AND.L #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d x

 AND.L #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d x

 AND.L #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d x

 AND.L #xx:16,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a x

 AND.L #xx:16,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a x

 AND.L #xx:32,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 x x

 AND.L #xx:32,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 x x

 AND.L #xx:32,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 x x

 AND.L #xx:32,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 x x

 AND.L #xx:32,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 x x

 AND.L #xx:32,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 x x

 AND.L #xx:32,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 d x x

 AND.L #xx:32,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 d d x x

 AND.L #xx:32,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 d x x

 AND.L #xx:32,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 d x x

 AND.L #xx:32,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 d x x

 AND.L #xx:32,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 d d x x

 AND.L #xx:32,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 d d x x

 AND.L #xx:32,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 1 0 0 0 d d x x

 AND.L #xx:32,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 a x x

 AND.L #xx:32,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 a a x x

 AND.L ERs,ERd          0 1 F 0 0 0 0   6 6 0 rs 0 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.L ERs,@ERd          0 1 0 1 0 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 rs

 AND.L ERs,@ERd+          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 rs

 AND.L ERs,@ERd-          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 rs

 AND.L ERs,@+ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 rs

 AND.L ERs,@-ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 rs

 AND.L ERs,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 rs

 AND.L ERs,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 rs d

 AND.L ERs,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 rs d d

 AND.L ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 rs d

 AND.L ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 rs d

 AND.L ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 rs d

 AND.L ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 rs d d

 AND.L ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 rs d d

 AND.L ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 rs d d

 AND.L ERs,@aa:16          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 rs a

 AND.L ERs,@aa:32          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 rs a a

 AND.L @ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 0 0 0 rs 0 1 1 0 0 rd

 AND.L @ERs+,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 1 0 0 rd

 AND.L @ERs-,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 1 0 0 rd

 AND.L @+ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 1 0 0 rd

 AND.L @-ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 1 0 0 rd

 AND.L @(d:2,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 1 1 0 0 rd

 AND.L @(d:16,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 1 0 0 rd d

 AND.L @(d:32,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 1 0 0 rd d d

 AND.L @(d:16,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 1 0 0 rd d

 AND.L @(d:16,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 1 0 0 rd d

 AND.L @(d:16,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 1 0 0 rd d

 AND.L @(d:32,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 1 0 0 rd d d

 AND.L @(d:32,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 1 0 0 rd d d

 AND.L @(d:32,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 1 0 0 rd d d

 AND.L @aa:16,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 rd a

 AND.L @aa:32,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 rd a a

 AND.L @ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.L @ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @ERs+,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs+,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs+,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs+,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs+,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs+,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @ERs+,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @ERs-,@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs-,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs-,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs-,@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs-,@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @ERs-,@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @ERs-,@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @+ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @+ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @+ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @+ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @+ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @+ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @+ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @-ERs,@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @-ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @-ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @-ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @-ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @-ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @-ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @(d:2,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @(d:16,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.L @(d:32,ERs),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.L @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

AND AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @aa:16,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:16,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:16,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:16,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:16,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:16,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:16,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @aa:16,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @aa:16,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @aa:16,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a

 AND.L @aa:32,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:32,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:32,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:32,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:32,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:32,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 d d 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0

 AND.L @aa:32,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @aa:32,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 0 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 AND.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 1 rd 0 1 1 0 0 0 0 0 d d

 AND.L @aa:32,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a

 AND.L @aa:32,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ANDC ANDC #xx:8,CCR             0 6 x x x x x x x x

 ANDC #xx:8,EXR          0 1 4 0 0 0 1   0 6 x x x x x x x x

BAND BAND #xx:3,Rd             7 6 0 x x x rd

 BAND #xx:3,@ERd          7 C 0 rd 0 0 0 0   7 6 0 x x x 0 0 0 0

 BAND #xx:3,@aa:8          7 E a a a a a a a a   7 6 0 x x x 0 0 0 0

 BAND #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  7 6 0 x x x 0 0 0 0

 BAND #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 7 6 0 x x x 0 0 0 0

Bcc BRA d:8(BT d:8)             4 0 0 0 0 d d d d d d d 0

 BRA d:16(BT d:16)             5 8 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 BRN d:8(BF d:8)             4 0 0 0 1 d d d d d d d 0

 BRN d:16(BF d:16)             5 8 0 0 0 1 0 0 0 0 d

 BHI d:8             4 0 0 1 0 d d d d d d d 0

 BHI d:16             5 8 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 BLS d:8             4 0 0 1 1 d d d d d d d 0

 BLS d:16             5 8 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 BCC d:8(BHS d:8)             4 0 1 0 0 d d d d d d d 0

 BCC d:16(BHS d:16)             5 8 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 BCS d:8(BLO d:8)             4 0 1 0 1 d d d d d d d 0

 BCS d:16(BLO d:16)             5 8 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 BNE d:8             4 0 1 1 0 d d d d d d d 0

 BNE d:16             5 8 0 1 1 0 0 0 0 0 d

 BEQ d:8             4 0 1 1 1 d d d d d d d 0

 BEQ d:16             5 8 0 1 1 1 0 0 0 0 d

 BVC d:8             4 1 0 0 0 d d d d d d d 0

 BVC d:16             5 8 1 0 0 0 0 0 0 0 d

 BVS d:8             4 1 0 0 1 d d d d d d d 0

 BVS d:16             5 8 1 0 0 1 0 0 0 0 d

 BPL d:8             4 1 0 1 0 d d d d d d d 0

 BPL d:16             5 8 1 0 1 0 0 0 0 0 d

 BMI d:8             4 1 0 1 1 d d d d d d d 0

 BMI d:16             5 8 1 0 1 1 0 0 0 0 d

 BGE d:8             4 1 1 0 0 d d d d d d d 0

 BGE d:16             5 8 1 1 0 0 0 0 0 0 d

 BLT d:8             4 1 1 0 1 d d d d d d d 0

 BLT d:16             5 8 1 1 0 1 0 0 0 0 d

 BGT d:8             4 1 1 1 0 d d d d d d d 0

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-560 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

Bcc BGT d:16             5 8 1 1 1 0 0 0 0 0 d

 BLE d:8             4 1 1 1 1 d d d d d d d 0

 BLE d:16             5 8 1 1 1 1 0 0 0 0 d

BCLR BCLR #xx:3,Rd             7 2 0 x x x rd

 BCLR #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   7 2 0 x x x 0 0 0 0

 BCLR #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   7 2 0 x x x 0 0 0 0

 BCLR #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  7 2 0 x x x 0 0 0 0

 BCLR #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 7 2 0 x x x 0 0 0 0

 BCLR Rn,Rd             6 2 rn rd

 BCLR Rn,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 2 rn 0 0 0 0

 BCLR Rn,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 2 rn 0 0 0 0

 BCLR Rn,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 2 rn 0 0 0 0

 BCLR Rn,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 2 rn 0 0 0 0

BCLR/EQ BCLR/EQ #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   7 2 0 x x x 0 1 1 1

 BCLR/EQ #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   7 2 0 x x x 0 1 1 1

 BCLR/EQ #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  7 2 0 x x x 0 1 1 1

BCLR/EQ BCLR/EQ #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 7 2 0 x x x 0 1 1 1

 BCLR/EQ Rn,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 2 rn 0 1 1 1

 BCLR/EQ Rn,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 2 rn 0 1 1 1

 BCLR/EQ Rn,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 2 rn 0 1 1 1

 BCLR/EQ Rn,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 2 rn 0 1 1 1

BCLR/NE BCLR/NE #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   7 2 0 x x x 0 1 1 0

 BCLR/NE #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   7 2 0 x x x 0 1 1 0

 BCLR/NE #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  7 2 0 x x x 0 1 1 0

 BCLR/NE #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 7 2 0 x x x 0 1 1 0

 BCLR/NE Rn,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 2 rn 0 1 1 0

 BCLR/NE Rn,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 2 rn 0 1 1 0

 BCLR/NE Rn,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 2 rn 0 1 1 0

 BCLR/NE Rn,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 2 rn 0 1 1 0

BFLD BFLD #xx:8,@ERs,Rd          7 C 0 rs 0 0 0 0   F rd x x x x x x x x

 BFLD #xx:8,@aa:8,Rd          7 E a a a a a a a a   F rd x x x x x x x x

 BFLD #xx:8,@aa:16,Rd          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  F rd x x x x x x x x

 BFLD #xx:8,@aa:32,Rd          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a F rd x x x x x x x x

BFST BFST Rs,#xx:8,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   F rs x x x x x x x x

 BFST Rs,#xx:8,@aa:8          7 F a a a a a a a a   F rs x x x x x x x x

 BFST Rs,#xx:8,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  F rs x x x x x x x x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

BFST BFST Rs,#xx:8,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a F rs x x x x x x x x

BIAND BIAND #xx:3,Rd             7 6 1 x x x rd

 BIAND #xx:3,@ERd          7 C 0 rd 0 0 0 0   7 6 1 x x x 0 0 0 0

 BIAND #xx:3,@aa:8          7 E a a a a a a a a   7 6 1 x x x 0 0 0 0

 BIAND #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  7 6 1 x x x 0 0 0 0

 BIAND #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 7 6 1 x x x 0 0 0 0

BILD BILD #xx:3,Rd             7 7 1 x x x rd

 BILD #xx:3,@ERd          7 C 0 rd 0 0 0 0   7 7 1 x x x 0 0 0 0

 BILD #xx:3,@aa:8          7 E a a a a a a a a   7 7 1 x x x 0 0 0 0

 BILD #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  7 7 1 x x x 0 0 0 0

 BILD #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 7 7 1 x x x 0 0 0 0

BIOR BIOR #xx:3,Rd             7 4 1 x x x rd

 BIOR #xx:3,@ERd          7 C 0 rd 0 0 0 0   7 4 1 x x x 0 0 0 0

 BIOR #xx:3,@aa:8          7 E a a a a a a a a   7 4 1 x x x 0 0 0 0

 BIOR #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  7 4 1 x x x 0 0 0 0

 BIOR #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 7 4 1 x x x 0 0 0 0

BIST BIST #xx:3,Rd             6 7 1 x x x rd

 BIST #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 7 1 x x x 0 0 0 0

 BIST #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 7 1 x x x 0 0 0 0

 BIST #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 7 1 x x x 0 0 0 0

 BIST #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 7 1 x x x 0 0 0 0

BISTZ BISTZ #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 7 1 x x x 0 1 1 1

 BISTZ #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 7 1 x x x 0 1 1 1

 BISTZ #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 7 1 x x x 0 1 1 1

 BISTZ #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 7 1 x x x 0 1 1 1

BIXOR BIXOR #xx:3,Rd             7 5 1 x x x rd

 BIXOR #xx:3,@ERd          7 C 0 rd 0 0 0 0   7 5 1 x x x 0 0 0 0

 BIXOR #xx:3,@aa:8          7 E a a a a a a a a   7 5 1 x x x 0 0 0 0

 BIXOR #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  7 5 1 x x x 0 0 0 0

 BIXOR #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 7 5 1 x x x 0 0 0 0

BLD BLD #xx:3,Rd             7 7 0 x x x rd

 BLD #xx:3,@ERd          7 C 0 rd 0 0 0 0   7 7 0 x x x 0 0 0 0

 BLD #xx:3,@aa:8          7 E a a a a a a a a   7 7 0 x x x 0 0 0 0

 BLD #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  7 7 0 x x x 0 0 0 0

 BLD #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 7 7 0 x x x 0 0 0 0

BNOT BNOT #xx:3,Rd             7 1 0 x x x rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

BNOT BNOT #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   7 1 0 x x x 0 0 0 0

 BNOT #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   7 1 0 x x x 0 0 0 0

 BNOT #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  7 1 0 x x x 0 0 0 0

 BNOT #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 7 1 0 x x x 0 0 0 0

 BNOT Rn,Rd             6 1 r r r r rd

 BNOT Rn,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 1 rn 0 0 0 0

 BNOT Rn,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 1 rn 0 0 0 0

 BNOT Rn,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 1 rn 0 0 0 0

 BNOT Rn,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 1 rn 0 0 0 0

BOR BOR #xx:3,Rd             7 4 0 x x x rd

 BOR #xx:3,@ERd          7 C 0 rd 0 0 0 0   7 4 0 x x x 0 0 0 0

 BOR #xx:3,@aa:8          7 E a a a a a a a a   7 4 0 x x x 0 0 0 0

 BOR #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  7 4 0 x x x 0 0 0 0

 BOR #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 7 4 0 x x x 0 0 0 0

BRA BRA Rn.B             5 9 0 rn 0 1 0 1

 BRA Rn.W             5 9 0 rn 0 1 1 0

 BRA ERn.L             5 9 0 rn 0 1 1 1

BRA/BC BRA/BC #xx:3,@ERs,d:8          7 C 0 rs 0 0 0 0   4 0 x x x d d d d d d d 0

BRA/BS BRA/BC #xx:3,@aa:8,d:8          7 E a a a a a a a a   4 0 x x x d d d d d d d 0

 BRA/BC #xx:3,@aa:16,d:8          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  4 0 x x x d d d d d d d 0

 BRA/BC #xx:3,@aa:32,d:8          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 4 0 x x x d d d d d d d 0

 BRA/BS #xx:3,@ERs,d:8          7 C 0 rs 0 0 0 0   4 1 x x x d d d d d d d 0

 BRA/BS #xx:3,@aa:8,d:8          7 E a a a a a a a a   4 1 x x x d d d d d d d 0

 BRA/BS #xx:3,@aa:16,d:8          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  4 1 x x x d d d d d d d 0

 BRA/BS #xx:3,@aa:32,d:8          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 4 1 x x x d d d d d d d 0

 BRA/BC #xx:3,@ERs,d:16          7 C 0 rs 0 0 0 0   5 8 0 x x x 0 0 0 0 d

 BRA/BC #xx:3,@aa:8,d:16          7 E a a a a a a a a   5 8 0 x x x 0 0 0 0 d

 BRA/BC #xx:3,@aa:16,d:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  5 8 0 x x x 0 0 0 0 d

 BRA/BC #xx:3,@aa:32,d:16          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 5 8 0 x x x 0 0 0 0 d

 BRA/BS #xx:3,@ERs,d:16          7 C 0 rs 0 0 0 0   5 8 1 x x x 0 0 0 0 d

 BRA/BS #xx:3,@aa:8,d:16          7 E a a a a a a a a   5 8 1 x x x 0 0 0 0 d

 BRA/BS #xx:3,@aa:16,d:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  5 8 1 x x x 0 0 0 0 d

 BRA/BS #xx:3,@aa:32,d:16          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 5 8 1 x x x 0 0 0 0 d

BRA/S BRA/S d:8             4 0 0 0 0 d d d d d d d 1

BSET BSET #xx:3,Rd             7 0 0 x x x rd

 BSET #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   7 0 0 x x x 0 0 0 0

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-563

 
 

R
JJ09B

0048-0400

2. 
各
命
令
の
説
明

命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

BSET BSET #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   7 0 0 x x x 0 0 0 0

 BSET #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  7 0 0 x x x 0 0 0 0

 BSET #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 7 0 0 x x x 0 0 0 0

 BSET Rn,Rd             6 0 rn rd

 BSET Rn,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 0 rn 0 0 0 0

 BSET Rn,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 0 rn 0 0 0 0

 BSET Rn,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 0 rn 0 0 0 0

 BSET Rn,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 0 rn 0 0 0 0

BSET/EQ BSET/EQ #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   7 0 0 x x x 0 1 1 1

 BSET/EQ #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   7 0 0 x x x 0 1 1 1

 BSET/EQ #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  7 0 0 x x x 0 1 1 1

 BSET/EQ #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 7 0 0 x x x 0 1 1 1

 BSET/EQ Rn,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 0 rn 0 1 1 1

 BSET/EQ Rn,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 0 rn 0 1 1 1

 BSET/EQ Rn,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 0 rn 0 1 1 1

 BSET/EQ Rn,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 0 rn 0 1 1 1

BSET/NE BSET/NE #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   7 0 0 x x x 0 1 1 0

 BSET/NE #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   7 0 0 x x x 0 1 1 0

 BSET/NE #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  7 0 0 x x x 0 1 1 0

 BSET/NE #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 7 0 0 x x x 0 1 1 0

 BSET/NE Rn,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 0 rn 0 1 1 0

 BSET/NE Rn,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 0 rn 0 1 1 0

 BSET/NE Rn,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 0 rn 0 1 1 0

 BSET/NE Rn,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 0 rn 0 1 1 0

BSR BSR d:8             5 5 d d d d d d d d

 BSR d:16             5 C 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 BSR Rn.B             5 D 0 rn 0 1 0 1

 BSR Rn.W             5 D 0 rn 0 1 1 0

 BSR ERn.L             5 D 0 rn 0 1 1 1

BSR/BC BSR/BC #xx:3,@ERs,d:16          7 C 0 rs 0 0 0 0   5 C 0 x x x 0 0 0 0 d

 BSR/BC #xx:3,@aa:8,d:16          7 E a a a a a a a a   5 C 0 x x x 0 0 0 0 d

 BSR/BC #xx:3,@aa:16,d:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  5 C 0 x x x 0 0 0 0 d

 BSR/BC #xx:3,@aa:32,d:16          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 5 C 0 x x x 0 0 0 0 d

BSR/BS BSR/BS #xx:3,@ERs,d:16          7 C 0 rs 0 0 0 0   5 C 1 x x x 0 0 0 0 d

 BSR/BS #xx:3,@aa:8,d:16          7 E a a a a a a a a   5 C 1 x x x 0 0 0 0 d

 BSR/BS #xx:3,@aa:16,d:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  5 C 1 x x x 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

BSR/BS BSR/BS #xx:3,@aa:32,d:16          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 5 C 1 x x x 0 0 0 0 d

BST BST #xx:3,Rd             6 7 0 x x x rd

 BST #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 7 0 x x x 0 0 0 0

 BST #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 7 0 x x x 0 0 0 0

 BST #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 7 0 x x x 0 0 0 0

 BST #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 7 0 x x x 0 0 0 0

BSTZ BSTZ #xx:3,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   6 7 0 x x x 0 1 1 1

 BSTZ #xx:3,@aa:8          7 F a a a a a a a a   6 7 0 x x x 0 1 1 1

 BSTZ #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 7 0 x x x 0 1 1 1

 BSTZ #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 7 0 x x x 0 1 1 1

BTST BTST #xx:3,Rd             7 3 0 x x x rd

 BTST #xx:3,@ERd          7 C 0 rd 0 0 0 0   7 3 0 x x x 0 0 0 0

 BTST #xx:3,@aa:8          7 E a a a a a a a a   7 3 0 x x x 0 0 0 0

 BTST #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  7 3 0 x x x 0 0 0 0

 BTST #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 7 3 0 x x x 0 0 0 0

 BTST Rn,Rd             6 3 rn rd

 BTST Rn,@ERd          7 C 0 rd 0 0 0 0   6 3 rn 0 0 0 0

 BTST Rn,@aa:8          7 E a a a a a a a a   6 3 rn 0 0 0 0

 BTST Rn,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  6 3 rn 0 0 0 0

 BTST Rn,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 6 3 rn 0 0 0 0

BXOR BXOR #xx:3,Rd             7 5 0 x x x rd

 BXOR #xx:3,@ERd          7 C 0 rd 0 0 0 0   7 5 0 x x x 0 0 0 0

 BXOR #xx:3,@aa:8          7 E a a a a a a a a   7 5 0 x x x 0 0 0 0

 BXOR #xx:3,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  7 5 0 x x x 0 0 0 0

 BXOR #xx:3,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 7 5 0 x x x 0 0 0 0

CLRMAC CLRMAC             0 1 A 0 0 0 0

CMP CMP.B #xx:8,Rd             A rd x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  A 0 0 0 0 x x x x x x x x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@aa:8          7 F a a a a a a a a   A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B #xx:8,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a A 0 0 0 0 x x x x x x x x

 CMP.B Rs,Rd             1 C rs rd

 CMP.B Rs,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 C rs 0 0 0 0

 CMP.B Rs,@ERd+          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 rs

 CMP.B Rs,@ERd-          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 rs

 CMP.B Rs,@+ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 rs

 CMP.B Rs,@-ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 rs

 CMP.B Rs,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 rs

 CMP.B Rs,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 rs d

 CMP.B Rs,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 rs d d

 CMP.B Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 rs d

 CMP.B Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 rs d

 CMP.B Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 rs d

 CMP.B Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 rs d d

 CMP.B Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 rs d d

 CMP.B Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 rs d d

 CMP.B Rs,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 C rs 0 0 0 0

 CMP.B Rs,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 C rs 0 0 0 0

 CMP.B Rs,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 C rs 0 0 0 0

 CMP.B @ERs,Rd          7 C 0 rs 0 0 0 0   1 C 0 0 0 0 rd

 CMP.B @ERs+,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 1 0 rd

 CMP.B @ERs-,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 1 0 rd

 CMP.B @+ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 1 0 rd

 CMP.B @-ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 1 0 rd

 CMP.B @(d:2,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 0 1 0 rd

 CMP.B @(d:16,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 1 0 rd d

 CMP.B @(d:32,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 1 0 rd d d

 CMP.B @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 1 0 rd d

 CMP.B @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 1 0 rd d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.B @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 1 0 rd d

 CMP.B @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 1 0 rd d d

 CMP.B @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 1 0 rd d d

 CMP.B @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 1 0 rd d d

 CMP.B @aa:8,Rd          7 E a a a a a a a a   1 C 0 0 0 0 rd

 CMP.B @aa:16,Rd          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  1 C 0 0 0 0 rd

 CMP.B @aa:32,Rd          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 1 C 0 0 0 0 rd

 CMP.B @ERs,@ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs,@ERd+          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs,@ERd-          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs,@+ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs,@-ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs,@aa:16          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @ERs,@aa:32          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @ERs+,@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs+,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs+,@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs+,@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs+,@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs+,@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @ERs+,@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @ERs-,@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs-,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs-,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs-,@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs-,@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @ERs-,@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @ERs-,@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @+ERs,@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @+ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @+ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @+ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @+ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @+ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @+ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @-ERs,@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.B @-ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @-ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @-ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @-ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @-ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @-ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @(d:2,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @(d:16,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.B @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @aa:16,@ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:16,@ERd+          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:16,@ERd-          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:16,@+ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:16,@-ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:16,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:16,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @aa:16,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @aa:16,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @aa:16,@aa:32          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.B @aa:32,@ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:32,@ERd+          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:32,@ERd-          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:32,@+ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.B @aa:32,@-ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:32,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.B @aa:32,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @aa:32,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.B @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.B @aa:32,@aa:16          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.B @aa:32,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W #xx:3,Rd             1 F 0 x x x rd

 CMP.W #xx:16,Rd             7 9 0 0 1 0 rd x

 CMP.W #xx:3,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 F 0 x x x 0 0 0 0

 CMP.W #xx:3,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 F 0 x x x 0 0 0 0

 CMP.W #xx:3,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 F 0 x x x 0 0 0 0

 CMP.W #xx:16,@ERd          0 1 5 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.W #xx:16,@ERd+          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.W #xx:16,@ERd-          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.W #xx:16,@+ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.W #xx:16,@-ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.W #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.W #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d x

 CMP.W #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d x

 CMP.W #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d x

 CMP.W #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d x

 CMP.W #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d x

 CMP.W #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d x

 CMP.W #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d x

 CMP.W #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d x

 CMP.W #xx:16,@aa:16          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a x

 CMP.W #xx:16,@aa:32          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a x

 CMP.W Rs,Rd             1 D rs rd

 CMP.W Rs,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 D rs 0 0 0 0

 CMP.W Rs,@ERd+          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 rs
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.W Rs,@ERd-          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 rs

 CMP.W Rs,@+ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 rs

 CMP.W Rs,@-ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 rs

 CMP.W Rs,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 rs

 CMP.W Rs,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 rs d

 CMP.W Rs,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 rs d d

 CMP.W Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 rs d

 CMP.W Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 rs d

 CMP.W Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 rs d

 CMP.W Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 rs d d

 CMP.W Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 rs d d

 CMP.W Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 rs d d

 CMP.W Rs,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 D rs 0 0 0 0

 CMP.W Rs,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 D rs 0 0 0 0

 CMP.W @ERs,Rd          7 C 1 rs 0 0 0 0   1 D 0 0 0 0 rd

 CMP.W @ERs+,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 1 0 rd

 CMP.W @ERs-,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 1 0 rd

 CMP.W @+ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 1 0 rd

 CMP.W @-ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 1 0 rd

 CMP.W @(d:2,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 0 1 0 rd

 CMP.W @(d:16,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 1 0 rd d

 CMP.W @(d:32,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 1 0 rd d d

 CMP.W @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 1 0 rd d

 CMP.W @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 1 0 rd d

 CMP.W @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 1 0 rd d

 CMP.W @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 1 0 rd d d

 CMP.W @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 1 0 rd d d

 CMP.W @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 1 0 rd d d

 CMP.W @aa:16,Rd          6 B 0 0 0 1 0 0 0 0 a  1 D 0 0 0 0 rd

 CMP.W @aa:32,Rd          6 B 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 1 D 0 0 0 0 rd

 CMP.W @ERs,@ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs,@ERd+          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs,@ERd-          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs,@+ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs,@-ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.W @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs,@aa:16          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @ERs,@aa:32          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @ERs+,@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs+,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs+,@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs+,@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs+,@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs+,@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @ERs+,@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @ERs-,@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs-,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs-,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs-,@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs-,@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-576 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @ERs-,@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @ERs-,@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @+ERs,@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @+ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @+ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @+ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @+ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @+ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @+ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @-ERs,@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @-ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @-ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @-ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @-ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.W @-ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @-ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @(d:2,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @(d:16,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.W @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-581

 
 

R
JJ09B

0048-0400

2. 
各
命
令
の
説
明

命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @aa:16,@ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:16,@ERd+          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:16,@ERd-          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:16,@+ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:16,@-ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:16,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:16,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @aa:16,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @aa:16,@aa:16          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @aa:16,@aa:32          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.W @aa:32,@ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:32,@ERd+          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:32,@ERd-          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:32,@+ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:32,@-ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:32,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.W @aa:32,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @aa:32,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.W @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.W @aa:32,@aa:16          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.W @aa:32,@aa:32          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L #xx:3,ERd             1 F 1 x x x 1 rd

 CMP.L #xx:16,ERd             7 A 0 0 1 0 1 rd x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.L #xx:32,ERd             7 A 0 0 1 0 0 rd x x

 CMP.L #xx:16,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.L #xx:16,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.L #xx:16,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.L #xx:16,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.L #xx:16,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.L #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 x

 CMP.L #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d x

 CMP.L #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d x

 CMP.L #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d x

 CMP.L #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d x

 CMP.L #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d x

 CMP.L #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d x

 CMP.L #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d x

 CMP.L #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d x

 CMP.L #xx:16,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a x

 CMP.L #xx:16,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a x

 CMP.L #xx:32,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 x x

 CMP.L #xx:32,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 x x

 CMP.L #xx:32,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 x x

 CMP.L #xx:32,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 x x

 CMP.L #xx:32,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 x x

 CMP.L #xx:32,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 x x

 CMP.L #xx:32,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 d x x

 CMP.L #xx:32,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 d d x x

 CMP.L #xx:32,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 d x x

 CMP.L #xx:32,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 d x x

 CMP.L #xx:32,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 d x x

 CMP.L #xx:32,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 d d x x

 CMP.L #xx:32,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 d d x x

 CMP.L #xx:32,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 1 0 0 0 d d x x

 CMP.L #xx:32,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 a x x

 CMP.L #xx:32,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 a a x x

 CMP.L ERs,ERd             1 F 1 rs 0 rd

 CMP.L ERs,@ERd          0 1 0 1 0 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 rs

 CMP.L ERs,@ERd+          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 rs
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.L ERs,@ERd-          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 rs

 CMP.L ERs,@+ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 rs

 CMP.L ERs,@-ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 rs

 CMP.L ERs,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 rs

 CMP.L ERs,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 rs d

 CMP.L ERs,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 rs d d

 CMP.L ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 rs d

 CMP.L ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 rs d

 CMP.L ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 rs d

 CMP.L ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 rs d d

 CMP.L ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 rs d d

 CMP.L ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 rs d d

 CMP.L ERs,@aa:16          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 rs a

 CMP.L ERs,@aa:32          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 rs a a

 CMP.L @ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 0 0 0 rs 0 0 1 0 0 rd

 CMP.L @ERs+,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 1 0 0 rd

 CMP.L @ERs-,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 1 0 0 rd

 CMP.L @+ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 1 0 0 rd

 CMP.L @-ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 1 0 0 rd

 CMP.L @(d:2,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 0 1 0 0 rd

 CMP.L @(d:16,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 1 0 0 rd d

 CMP.L @(d:32,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 1 0 0 rd d d

 CMP.L @(d:16,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 1 0 0 rd d

 CMP.L @(d:16,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 1 0 0 rd d

 CMP.L @(d:16,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 1 0 0 rd d

 CMP.L @(d:32,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 1 0 0 rd d d

 CMP.L @(d:32,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 1 0 0 rd d d

 CMP.L @(d:32,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 1 0 0 rd d d

 CMP.L @aa:16,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 rd a

 CMP.L @aa:32,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 rd a a

 CMP.L @ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.L @ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @ERs+,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs+,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs+,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs+,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs+,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs+,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @ERs+,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @ERs-,@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs-,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs-,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs-,@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs-,@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @ERs-,@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @ERs-,@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @+ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @+ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @+ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @+ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @+ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @+ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @+ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @-ERs,@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @-ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @-ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @-ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @-ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.L @-ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @-ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @(d:2,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @(d:16,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @(d:32,ERs),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.L @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

CMP CMP.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @aa:16,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:16,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:16,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:16,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:16,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:16,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:16,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @aa:16,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @aa:16,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @aa:16,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 CMP.L @aa:32,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:32,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:32,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:32,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:32,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:32,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 d d 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0

 CMP.L @aa:32,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @aa:32,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d

 CMP.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 CMP.L @aa:32,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a

 CMP.L @aa:32,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

DAA DAA Rd             0 F 0 rd

DAS DAS Rd             1 F 0 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

DEC DEC.B Rd             1 A 0 0 0 0 rd

 DEC.W #1,Rd             1 B 0 1 0 1 rd

 DEC.W #2,Rd             1 B 1 1 0 1 rd

 DEC.L #1,ERd             1 B 0 1 1 1 0 rd

 DEC.L #2,ERd             1 B 1 1 1 1 0 rd

DIVS DIVS.W #xx:4,Rd          0 1 D 0 1 1 0   5 1 x x x x rd

 DIVS.W Rs,Rd          0 1 D 0 0 1 0   5 1 rs rd

 DIVS.L #xx:4,ERd          0 1 D 0 1 1 0   5 3 x x x x 0 rd

 DIVS.L ERs,ERd          0 1 D 0 0 1 0   5 3 0 rs 0 rd

DIVU DIVU.W #xx:4,Rd          0 1 D 1 1 1 0   5 1 x x x x rd

 DIVU.W Rs,Rd          0 1 D 1 0 1 0   5 1 rs rd

 DIVU.L #xx:4,ERd          0 1 D 1 1 1 0   5 3 x x x x 0 rd

 DIVU.L ERs,ERd          0 1 D 1 0 1 0   5 3 0 rs 0 rd

DIVXS DIVXS.B #xx:4,Rd          0 1 D 0 1 0 0   5 1 x x x x rd

 DIVXS.B Rs,Rd          0 1 D 0 0 0 0   5 1 rs rd

 DIVXS.W #xx:4,ERd          0 1 D 0 1 0 0   5 3 x x x x 0 rd

 DIVXS.W Rs,ERd          0 1 D 0 0 0 0   5 3 rs 0 rd

DIVXU DIVXU.B #xx:4,Rd          0 1 D 1 1 0 0   5 1 x x x x rd

 DIVXU.B Rs,Rd             5 1 rs rd

 DIVXU.W #xx:4,ERd          0 1 D 1 1 0 0   5 3 x x x x 0 rd

 DIVXU.W Rs,ERd             5 3 rs 0 rd

EEPMOV EEPMOV.B          7 B 0 1 0 1 1 1 0 0   5 9 8 F

 EEPMOV.W          7 B 1 1 0 1 0 1 0 0   5 9 8 F

EXTS EXTS.W Rd             1 7 D rd

 EXTS.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 D 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

EXTS EXTS.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 7 D 0 0 0 0

 EXTS.L ERd             1 7 F 0 rd

 EXTS.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 7 F 0 0 0 0

 EXTS.L #2,ERd             1 7 E 0 rd

 EXTS.L #2,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 E 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

EXTS EXTS.L #2,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 7 E 0 0 0 0

 EXTS.L #2,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 7 E 0 0 0 0

EXTU EXTU.W Rd             1 7 5 rd

 EXTU.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 7 5 0 0 0 0

 EXTU.L ERd             1 7 7 0 rd

 EXTU.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 7 7 0 0 0 0

 EXTU.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 7 7 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

EXTU EXTU.L #2,ERd             1 7 6 0 rd

 EXTU.L #2,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 7 6 0 0 0 0

 EXTU.L #2,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 7 6 0 0 0 0

INC INC.B Rd             0 A 0 0 0 0 rd

 INC.W #1,Rd             0 B 0 1 0 1 rd

 INC.W #2,Rd             0 B 1 1 0 1 rd

 INC.L #1,ERd             0 B 0 1 1 1 0 rd

 INC.L #2,ERd             0 B 1 1 1 1 0 rd

JMP JMP @ERn             5 9 0 rn 0 0 0 0

 JMP @aa:24             5 A a a a a a a a a a

 JMP @aa:32             5 9 0 0 0 0 1 0 0 0 a a

 JMP @@aa:8             5 B a a a a a a a a

 JMP @@vec:7             5 9 1 v v v v v v v

JSR JSR @ERn             5 D 0 rn 0 0 0 0

 JSR @aa:24             5 E a a a a a a a a a

 JSR @aa:32             5 D 0 0 0 0 1 0 0 0 a a

 JSR @@aa:8             5 F a a a a a a a a

 JSR @@vec:7             5 D 1 v v v v v v v

LDC LDC.B #xx:8,CCR             0 7 x x x x x x x x

 LDC.B Rs,CCR             0 3 0 0 0 0 r r r r

 LDC.W @ERs,CCR          0 1 4 0 0 0 0   6 9 0 rs 0 0 0 0

 LDC.W @ERs+,CCR          0 1 4 0 0 0 0   6 D 0 rs 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

LDC LDC.W @(d:16,ERs),CCR          0 1 4 0 0 0 0   6 F 0 rs 0 0 0 0 d

 LDC.W @(d:32,ERs),CCR 0 1 4 0 0 0 0 7 8 0 rs 0 0 0 0   6 B 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 LDC.W @aa:16,CCR          0 1 4 0 0 0 0   6 B 0 0 0 0 0 0 0 0 a

 LDC.W @aa:32,CCR          0 1 4 0 0 0 0   6 B 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 LDC.B #xx:8,EXR          0 1 4 0 0 0 1   0 7 x x x x x x x x

 LDC.B Rs,EXR             0 3 0 0 0 1 r r r r

 LDC.W @ERs,EXR          0 1 4 0 0 0 1   6 9 0 rs 0 0 0 0

 LDC.W @ERs+,EXR          0 1 4 0 0 0 1   6 D 0 rs 0 0 0 0

 LDC.W @(d:16,ERs),EXR          0 1 4 0 0 0 1   6 F 0 rs 0 0 0 0 d

 LDC.W @(d:32,ERs),EXR 0 1 4 0 0 0 1 7 8 0 rs 0 0 0 0   6 B 0 0 1 0 0 0 0 0 d d

 LDC.W @aa:16,EXR          0 1 4 0 0 0 1   6 B 0 0 0 0 0 0 0 0 a

 LDC.W @aa:32,EXR          0 1 4 0 0 0 1   6 B 0 0 1 0 0 0 0 0 a a

 LDC.L ERs,SBR             0 3 0 1 1 1 0 rs

 LDC.L ERs,VBR             0 3 0 1 1 0 0 rs

LDM LDM.L @SP+,(ERn-ERn+1)          0 1 1 0 0 0 0   6 D 0 1 1 1 0 rn+1

 LDM.L @SP+,(ERn-ERn+2)          0 1 2 0 0 0 0   6 D 0 1 1 1 0 rn+2

 LDM.L @SP+,(ERn-ERn+3)          0 1 3 0 0 0 0   6 D 0 1 1 1 0 rn+3

LDMAC LDMAC ERs,MACH             0 3 0 0 1 0 0 rs

 LDMAC ERs,MACL             0 3 0 0 1 1 0 rs

MAC MAC @ERn+,@ERm+          0 1 6 0 0 0 0   6 D 0 rn 0 rm

MOV MOV.B #xx:8,Rd             F rd x x x x x x x x

 MOV.B #xx:4,@aa:16             6 A 1 1 0 1 x x x x a

 MOV.B #xx:4,@aa:32             6 A 1 1 1 1 x x x x a a

 MOV.B #xx:8,@ERd          0 1 7 1 1 0 1   0 0 0 0 0 rd x x x x x x x x

 MOV.B #xx:8,@ERd+          0 1 7 1 1 0 1   1 0 0 0 0 rd x x x x x x x x

 MOV.B #xx:8,@ERd-          0 1 7 1 1 0 1   1 0 1 0 0 rd x x x x x x x x

 MOV.B #xx:8,@+ERd          0 1 7 1 1 0 1   1 0 0 1 0 rd x x x x x x x x

 MOV.B #xx:8,@-ERd          0 1 7 1 1 0 1   1 0 1 1 0 rd x x x x x x x x

 MOV.B #xx:8,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 1 0 1   0 0 d d 0 rd x x x x x x x x

 MOV.B #xx:8,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 1 0 1   1 1 0 0 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.B #xx:8,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 1 0 1   1 1 0 0 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.B #xx:8,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 1 0 1   1 1 0 1 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.B #xx:8,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 1 0 1   1 1 1 0 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.B #xx:8,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 1 0 1   1 1 1 1 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.B #xx:8,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 1 0 1   1 1 0 1 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.B #xx:8,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 1 0 1   1 1 1 0 1 rd x x x x x x x x d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.B #xx:8,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 1 0 1   1 1 1 1 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.B #xx:8,@aa:16          0 1 7 1 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 x x x x x x x x a

 MOV.B #xx:8,@aa:32          0 1 7 1 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 x x x x x x x x a a

 MOV.B Rs,Rd             0 C rs rd

 MOV.B Rs,@ERd             6 8 1 rd rs

 MOV.B Rs,@ERd+          0 1 7 0 0 1 1   6 C 1 rd rs

 MOV.B Rs,@ERd-          0 1 7 0 0 0 1   6 C 1 rd rs

 MOV.B Rs,@+ERd          0 1 7 0 0 1 0   6 C 1 rd rs

 MOV.B Rs,@-ERd             6 C 1 rd rs

 MOV.B Rs,@(d:2,ERd)          0 1 7 0 0 d d   6 8 1 rd rs

 MOV.B Rs,@(d:16,ERd)             6 E 1 rd rs d

 MOV.B Rs,@(d:32,ERd)          7 8 0 rd 0 0 0 0   6 A 1 0 1 0 rs d d

 MOV.B Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 0 0 0 1   6 E 1 rd rs d

 MOV.B Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 0 0 1 0   6 E 1 rd rs d

 MOV.B Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 0 0 1 1   6 E 1 rd rs d

 MOV.B Rs,@(d:32,Rd.B)          7 8 0 rd 0 0 0 1   6 A 1 0 1 0 rs d d

 MOV.B Rs,@(d:32,Rd.W)          7 8 0 rd 0 0 1 0   6 A 1 0 1 0 rs d d

 MOV.B Rs,@(d:32,ERd.L)          7 8 0 rd 0 0 1 1   6 A 1 0 1 0 rs d d

 MOV.B Rs,@aa:8             3 rs a a a a a a a a

 MOV.B Rs,@aa:16             6 A 1 0 0 0 rs a

 MOV.B Rs,@aa:32             6 A 1 0 1 0 rs a a

 MOV.B @ERs,Rd             6 8 0 rs rd

 MOV.B @ERs+,Rd             6 C 0 rs rd

 MOV.B @ERs-,Rd          0 1 7 0 0 1 0   6 C 0 rs rd

 MOV.B @+ERs,Rd          0 1 7 0 0 0 1   6 C 0 rs rd

 MOV.B @-ERs,Rd          0 1 7 0 0 1 1   6 C 0 rs rd

 MOV.B @(d:2,ERs),Rd          0 1 7 0 0 d d   6 8 0 rs rd

 MOV.B @(d:16,ERs),Rd             6 E 0 rs rd d

 MOV.B @(d:32,ERs),Rd          7 8 0 rs 0 0 0 0   6 A 0 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 7 0 0 0 1   6 E 0 rs rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 7 0 0 1 0   6 E 0 rs rd d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 7 0 0 1 1   6 E 0 rs rd d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),Rd          7 8 0 rs 0 0 0 1   6 A 0 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),Rd          7 8 0 rs 0 0 1 0   6 A 0 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),Rd          7 8 0 rs 0 0 1 1   6 A 0 0 1 0 rd d d

 MOV.B @aa:8,Rd             2 rd a a a a a a a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.B @aa:16,Rd             6 A 0 0 0 0 rd a

 MOV.B @aa:32,Rd             6 A 0 0 1 0 rd a a

 MOV.B @ERs,@ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.B @ERs,@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.B @ERs,@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.B @ERs,@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.B @ERs,@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.B @ERs,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.B @ERs,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.B @ERs,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.B @ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.B @ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.B @ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.B @ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.B @ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.B @ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.B @ERs,@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.B @ERs,@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.B @ERs+,@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.B @ERs+,@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.B @ERs+,@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.B @ERs+,@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.B @ERs+,@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.B @ERs+,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.B @ERs+,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.B @ERs+,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.B @ERs+,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.B @ERs+,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.B @ERs+,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.B @ERs+,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.B @ERs+,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.B @ERs+,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.B @ERs+,@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.B @ERs+,@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.B @ERs-,@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.B @ERs-,@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.B @ERs-,@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.B @ERs-,@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.B @ERs-,@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.B @ERs-,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.B @ERs-,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.B @ERs-,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.B @ERs-,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.B @ERs-,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.B @ERs-,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.B @ERs-,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.B @ERs-,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.B @ERs-,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.B @ERs-,@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.B @ERs-,@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.B @+ERs,@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.B @+ERs,@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.B @+ERs,@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.B @+ERs,@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.B @+ERs,@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.B @+ERs,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.B @+ERs,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.B @+ERs,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.B @+ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.B @+ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.B @+ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.B @+ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.B @+ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.B @+ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.B @+ERs,@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.B @+ERs,@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.B @-ERs,@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.B @-ERs,@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.B @-ERs,@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.B @-ERs,@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.B @-ERs,@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.B @-ERs,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 d d 0 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.B @-ERs,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.B @-ERs,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.B @-ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.B @-ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.B @-ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.B @-ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.B @-ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.B @-ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.B @-ERs,@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.B @-ERs,@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.B @(d:2,ERs),@ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.B @(d:2,ERs),@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.B @(d:2,ERs),@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.B @(d:2,ERs),@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.B @(d:2,ERs),@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.B @(d:2,ERs),@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.B @(d:2,ERs),@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.B @(d:16,ERs),@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs),@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs),@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs),@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs),@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,ERs),@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.B @(d:16,ERs),@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.B @(d:32,ERs),@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,ERs),@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.B @(d:32,ERs),@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.B @(d:16,Rs.B),@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.B @(d:16,Rs.B),@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.B @(d:16,Rs.W),@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.B @(d:16,ERs.L),@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.B @(d:32,Rs.B),@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.B @(d:32,Rs.B),@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.B @(d:32,Rs.W),@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.B @(d:32,ERs.L),@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.B @aa:16,@ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 rd a

 MOV.B @aa:16,@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 rd a

 MOV.B @aa:16,@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 rd a

 MOV.B @aa:16,@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 rd a

 MOV.B @aa:16,@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 rd a

 MOV.B @aa:16,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 d d 0 rd a

 MOV.B @aa:16,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 rd a d

 MOV.B @aa:16,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 rd a d d

 MOV.B @aa:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 rd a d

 MOV.B @aa:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 rd a d

 MOV.B @aa:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 rd a d

 MOV.B @aa:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 rd a d d

 MOV.B @aa:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 rd a d d

 MOV.B @aa:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 rd a d d

 MOV.B @aa:16,@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 MOV.B @aa:16,@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 a a a

 MOV.B @aa:32,@ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 rd a a

 MOV.B @aa:32,@ERd+          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 rd a a

 MOV.B @aa:32,@ERd-          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 rd a a

 MOV.B @aa:32,@+ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 rd a a

 MOV.B @aa:32,@-ERd          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 rd a a

 MOV.B @aa:32,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 d d 0 rd a a

 MOV.B @aa:32,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 rd a a d

 MOV.B @aa:32,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 rd a a d d

 MOV.B @aa:32,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 rd a a d

 MOV.B @aa:32,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 rd a a d

 MOV.B @aa:32,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 rd a a d

 MOV.B @aa:32,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 rd a a d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.B @aa:32,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 rd a a d d

 MOV.B @aa:32,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 1 rd a a d d

 MOV.B @aa:32,@aa:16          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a a

 MOV.B @aa:32,@aa:32          0 1 7 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 a a a a

 MOV.W #xx:3,Rd             0 F 0 x x x rd

 MOV.W #xx:16,Rd             7 9 0 rd x

 MOV.W #xx:4,@aa:16             6 B 1 1 0 1 x x x x a

 MOV.W #xx:4,@aa:32             6 B 1 1 1 1 x x x x a a

 MOV.W #xx:8,@ERd          0 1 5 1 1 0 1   0 0 0 0 0 rd x x x x x x x x

 MOV.W #xx:8,@ERd+          0 1 5 1 1 0 1   1 0 0 0 0 rd x x x x x x x x

 MOV.W #xx:8,@ERd-          0 1 5 1 1 0 1   1 0 1 0 0 rd x x x x x x x x

 MOV.W #xx:8,@+ERd          0 1 5 1 1 0 1   1 0 0 1 0 rd x x x x x x x x

 MOV.W #xx:8,@-ERd          0 1 5 1 1 0 1   1 0 1 1 0 rd x x x x x x x x

 MOV.W #xx:8,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 1 0 1   0 0 d d 0 rd x x x x x x x x

 MOV.W #xx:8,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 1 0 1   1 1 0 0 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.W #xx:8,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 1 0 1   1 1 0 0 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.W #xx:8,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 1 0 1   1 1 0 1 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.W #xx:8,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 1 0 1   1 1 1 0 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.W #xx:8,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 1 0 1   1 1 1 1 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.W #xx:8,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 1 0 1   1 1 0 1 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.W #xx:8,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 1 0 1   1 1 1 0 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.W #xx:8,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 1 0 1   1 1 1 1 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.W #xx:8,@aa:16          0 1 5 1 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 x x x x x x x x a

 MOV.W #xx:8,@aa:32          0 1 5 1 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 x x x x x x x x a a

 MOV.W #xx:16,@ERd          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.W #xx:16,@ERd+          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.W #xx:16,@ERd-          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.W #xx:16,@+ERd          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.W #xx:16,@-ERd          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.W #xx:16,@(d:2,ERd)          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  0 0 d d 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.W #xx:16,@(d:16,ERd)          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.W #xx:16,@(d:32,ERd)          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.W #xx:16,@(d:16,Rd.B)          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.W #xx:16,@(d:16,Rd.W)          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.W #xx:16,@(d:16,ERd.L)          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.W #xx:16,@(d:32,Rd.B)          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.W #xx:16,@(d:32,Rd.W)          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.W #xx:16,@(d:32,ERd.L)          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.W #xx:16,@aa:16          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.W #xx:16,@aa:32          7 9 0 1 1 1 0 1 0 0 x  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 a a

 MOV.W Rs,Rd             0 D rs rd

 MOV.W Rs,@ERd             6 9 1 rd rs

 MOV.W Rs,@ERd+          0 1 5 0 0 1 1   6 D 1 rd rs

 MOV.W Rs,@ERd-          0 1 5 0 0 0 1   6 D 1 rd rs

 MOV.W Rs,@+ERd          0 1 5 0 0 1 0   6 D 1 rd rs

 MOV.W Rs,@-ERd             6 D 1 rd rs

 MOV.W Rs,@(d:2,ERd)          0 1 5 0 0 d d   6 9 1 rd rs

 MOV.W Rs,@(d:16,ERd)             6 F 1 rd rs d

 MOV.W Rs,@(d:32,ERd)          7 8 0 rd 0 0 0 0   6 B 1 0 1 0 rs d d

 MOV.W Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 0 0 0 1   6 F 1 rd rs d

 MOV.W Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 0 0 1 0   6 F 1 rd rs d

 MOV.W Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 0 0 1 1   6 F 1 rd rs d

 MOV.W Rs,@(d:32,Rd.B)          7 8 0 rd 0 0 0 1   6 B 1 0 1 0 rs d d

 MOV.W Rs,@(d:32,Rd.W)          7 8 0 rd 0 0 1 0   6 B 1 0 1 0 rs d d

 MOV.W Rs,@(d:32,ERd.L)          7 8 0 rd 0 0 1 1   6 B 1 0 1 0 rs d d

 MOV.W Rs,@aa:16             6 B 1 0 0 0 rs a

 MOV.W Rs,@aa:32             6 B 1 0 1 0 rs a a

 MOV.W @ERs,Rd             6 9 0 rs rd

 MOV.W @ERs+,Rd             6 D 0 rs rd

 MOV.W @ERs-,Rd          0 1 5 0 0 1 0   6 D 0 rs rd

 MOV.W @+ERs,Rd          0 1 5 0 0 0 1   6 D 0 rs rd

 MOV.W @-ERs,Rd          0 1 5 0 0 1 1   6 D 0 rs rd

 MOV.W @(d:2,ERs),Rd          0 1 5 0 0 d d   6 9 0 rs rd

 MOV.W @(d:16,ERs),Rd             6 F 0 rs rd d

 MOV.W @(d:32,ERs),Rd          7 8 0 rs 0 0 0 0   6 B 0 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 5 0 0 0 1   6 F 0 rs rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 5 0 0 1 0   6 F 0 rs rd d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 5 0 0 1 1   6 F 0 rs rd d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),Rd          7 8 0 rs 0 0 0 1   6 B 0 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),Rd          7 8 0 rs 0 0 1 0   6 B 0 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),Rd          7 8 0 rs 0 0 1 1   6 B 0 0 1 0 rd d d

 MOV.W @aa:16,Rd             6 B 0 0 0 0 rd a

 MOV.W @aa:32,Rd             6 B 0 0 1 0 rd a a

 MOV.W @ERs,@ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.W @ERs,@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.W @ERs,@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.W @ERs,@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.W @ERs,@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.W @ERs,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.W @ERs,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.W @ERs,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.W @ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.W @ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.W @ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.W @ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.W @ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.W @ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.W @ERs,@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.W @ERs,@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.W @ERs+,@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.W @ERs+,@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.W @ERs+,@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.W @ERs+,@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.W @ERs+,@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.W @ERs+,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.W @ERs+,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.W @ERs+,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.W @ERs+,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.W @ERs+,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.W @ERs+,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.W @ERs+,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.W @ERs+,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.W @ERs+,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.W @ERs+,@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.W @ERs+,@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.W @ERs-,@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.W @ERs-,@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.W @ERs-,@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.W @ERs-,@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.W @ERs-,@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.W @ERs-,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 d d 0 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.W @ERs-,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.W @ERs-,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.W @ERs-,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.W @ERs-,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.W @ERs-,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.W @ERs-,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.W @ERs-,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.W @ERs-,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.W @ERs-,@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.W @ERs-,@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.W @+ERs,@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.W @+ERs,@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.W @+ERs,@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.W @+ERs,@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.W @+ERs,@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.W @+ERs,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.W @+ERs,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.W @+ERs,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.W @+ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.W @+ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.W @+ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.W @+ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.W @+ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.W @+ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.W @+ERs,@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.W @+ERs,@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.W @-ERs,@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.W @-ERs,@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.W @-ERs,@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.W @-ERs,@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.W @-ERs,@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.W @-ERs,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.W @-ERs,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.W @-ERs,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.W @-ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.W @-ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.W @-ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.W @-ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.W @-ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.W @-ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.W @-ERs,@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.W @-ERs,@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.W @(d:2,ERs),@ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.W @(d:2,ERs),@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.W @(d:2,ERs),@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.W @(d:2,ERs),@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.W @(d:2,ERs),@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.W @(d:2,ERs),@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.W @(d:2,ERs),@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.W @(d:16,ERs),@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs),@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs),@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs),@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs),@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,ERs),@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.W @(d:16,ERs),@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.W @(d:32,ERs),@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,ERs),@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.W @(d:32,ERs),@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.W @(d:16,Rs.B),@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.W @(d:16,Rs.W),@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.W @(d:16,ERs.L),@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.W @(d:32,Rs.B),@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.W @(d:32,Rs.W),@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.W @(d:32,ERs.L),@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.W @(d:32,ERs.L),@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.W @aa:16,@ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 rd a

 MOV.W @aa:16,@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 rd a

 MOV.W @aa:16,@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 rd a

 MOV.W @aa:16,@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 rd a

 MOV.W @aa:16,@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 rd a

 MOV.W @aa:16,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 d d 0 rd a

 MOV.W @aa:16,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 rd a d

 MOV.W @aa:16,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 rd a d d

 MOV.W @aa:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 rd a d

 MOV.W @aa:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 rd a d

 MOV.W @aa:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 rd a d

 MOV.W @aa:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 rd a d d

 MOV.W @aa:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 rd a d d

 MOV.W @aa:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 rd a d d

 MOV.W @aa:16,@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 MOV.W @aa:16,@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 a a a

 MOV.W @aa:32,@ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 rd a a

 MOV.W @aa:32,@ERd+          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 rd a a

 MOV.W @aa:32,@ERd-          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 rd a a

 MOV.W @aa:32,@+ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 rd a a

 MOV.W @aa:32,@-ERd          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 rd a a

 MOV.W @aa:32,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 d d 0 rd a a

 MOV.W @aa:32,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 rd a a d

 MOV.W @aa:32,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 rd a a d d

 MOV.W @aa:32,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 rd a a d

 MOV.W @aa:32,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 rd a a d

 MOV.W @aa:32,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 rd a a d

 MOV.W @aa:32,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 rd a a d d

 MOV.W @aa:32,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 rd a a d d

 MOV.W @aa:32,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 1 rd a a d d

 MOV.W @aa:32,@aa:16          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a a

 MOV.W @aa:32,@aa:32          0 1 5 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 a a a a

 MOV.L #xx:3,ERd             0 F 1 x x x 1 rd

 MOV.L #xx:16,ERd             7 A 0 0 0 0 1 rd x

 MOV.L #xx:32,ERd             7 A 0 0 0 0 0 rd x x

 MOV.L #xx:8,@ERd          0 1 0 1 1 0 1   0 0 0 0 0 rd x x x x x x x x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.L #xx:8,@ERd+          0 1 0 1 1 0 1   1 0 0 0 0 rd x x x x x x x x

 MOV.L #xx:8,@ERd-          0 1 0 1 1 0 1   1 0 1 0 0 rd x x x x x x x x

 MOV.L #xx:8,@+ERd          0 1 0 1 1 0 1   1 0 0 1 0 rd x x x x x x x x

 MOV.L #xx:8,@-ERd          0 1 0 1 1 0 1   1 0 1 1 0 rd x x x x x x x x

 MOV.L #xx:8,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 0 1   0 0 d d 0 rd x x x x x x x x

 MOV.L #xx:8,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 0 1   1 1 0 0 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.L #xx:8,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 0 1   1 1 0 0 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.L #xx:8,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 0 1   1 1 0 1 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.L #xx:8,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 0 1   1 1 1 0 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.L #xx:8,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 0 1   1 1 1 1 0 rd x x x x x x x x d

 MOV.L #xx:8,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 0 1   1 1 0 1 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.L #xx:8,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 0 1   1 1 1 0 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.L #xx:8,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 0 1   1 1 1 1 1 rd x x x x x x x x d d

 MOV.L #xx:8,@aa:16          0 1 0 1 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 x x x x x x x x a

 MOV.L #xx:8,@aa:32          0 1 0 1 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 x x x x x x x x a a

 MOV.L #xx:16,@ERd          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  0 0 0 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:16,@ERd+          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 0 0 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:16,@ERd-          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 0 1 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:16,@+ERd          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 0 0 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:16,@-ERd          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 0 1 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:16,@(d:2,ERd)          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  0 0 d d 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:16,@(d:16,ERd)          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 1 0 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.L #xx:16,@(d:32,ERd)          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 1 0 0 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.L #xx:16,@(d:16,Rd.B)          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 1 0 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.L #xx:16,@(d:16,Rd.W)          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 1 1 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.L #xx:16,@(d:16,ERd.L)          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 1 1 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.L #xx:16,@(d:32,Rd.B)          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 1 0 1 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.L #xx:16,@(d:32,Rd.W)          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 1 1 0 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.L #xx:16,@(d:32,ERd.L)          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  1 1 1 1 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.L #xx:16,@aa:16          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.L #xx:16,@aa:32          7 A 0 1 1 1 1 1 0 0 x  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 a a

 MOV.L #xx:32,@ERd          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 0 0 0 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:32,@ERd+          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 0 0 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:32,@ERd-          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 0 1 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:32,@+ERd          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 0 0 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:32,@-ERd          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 0 1 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0

 MOV.L #xx:32,@(d:2,ERd)          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 0 0 d d 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.L #xx:32,@(d:16,ERd)          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 1 0 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.L #xx:32,@(d:32,ERd)          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 1 0 0 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.L #xx:32,@(d:16,Rd.B)          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 1 0 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.L #xx:32,@(d:16,Rd.W)          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 1 1 0 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.L #xx:32,@(d:16,ERd.L)          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 1 1 1 0 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d

 MOV.L #xx:32,@(d:32,Rd.B)          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 1 0 1 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.L #xx:32,@(d:32,Rd.W)          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 1 1 0 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.L #xx:32,@(d:32,ERd.L)          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 1 1 1 1 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 d d

 MOV.L #xx:32,@aa:16          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.L #xx:32,@aa:32          7 A 0 1 1 1 0 1 0 0 x x 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 a a

 MOV.L ERs,ERd             0 F 1 rs 0 rd

 MOV.L ERs,@ERd          0 1 0 0   6 9 1 rd 0 rs

 MOV.L ERs,@ERd+          0 1 0 0 0 1 1   6 D 1 rd 0 rs

 MOV.L ERs,@ERd-          0 1 0 0 0 0 1   6 D 1 rd 0 rs

 MOV.L ERs,@+ERd          0 1 0 0 0 1 0   6 D 1 rd 0 rs

 MOV.L ERs,@-ERd          0 1 0 0   6 D 1 rd 0 rs

 MOV.L ERs,@(d:2,ERd)          0 1 0 0 0 d d   6 9 1 rd 0 rs

 MOV.L ERs,@(d:16,ERd)          0 1 0 0   6 F 1 rd 0 rs d

 MOV.L ERs,@(d:32,ERd)*          7 8 1 rd 0 0 0 0   6 B 1 0 1 0 0 rs d d

 MOV.L ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 0 0 0 1   6 F 1 rd 0 rs d

 MOV.L ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 0 0 1 0   6 F 1 rd 0 rs d

 MOV.L ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 0 0 1 1   6 F 1 rd 0 rs d

 MOV.L ERs,@(d:32,Rd.B)          7 8 1 rd 0 0 0 1   6 B 1 0 1 0 0 rs d d

 MOV.L ERs,@(d:32,Rd.W)          7 8 1 rd 0 0 1 0   6 B 1 0 1 0 0 rs d d

 MOV.L ERs,@(d:32,ERd.L)          7 8 1 rd 0 0 1 1   6 B 1 0 1 0 0 rs d d

 MOV.L ERs,@aa:16          0 1 0 0   6 B 1 0 0 0 0 rs a

 MOV.L ERs,@aa:32          0 1 0 0   6 B 1 0 1 0 0 rs a a

 MOV.L @ERs,ERd          0 1 0 0   6 9 0 rs 0 rd

 MOV.L @ERs+,ERd          0 1 0 0   6 D 0 rs 0 rd

 MOV.L @ERs-,ERd          0 1 0 0 0 1 0   6 D 0 rs 0 rd

 MOV.L @+ERs,ERd          0 1 0 0 0 0 1   6 D 0 rs 0 rd

 MOV.L @-ERs,ERd          0 1 0 0 0 1 1   6 D 0 rs 0 rd

 MOV.L @(d:2,ERs),ERd          0 1 0 0 0 d d   6 9 0 rs 0 rd

 MOV.L @(d:16,ERs),ERd          0 1 0 0   6 F 0 rs 0 rd d

 MOV.L @(d:32,ERs),ERd*          7 8 1 rs 0 0 0 0   6 B 0 0 1 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),ERd          0 1 0 0 0 0 1   6 F 0 rs 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),ERd          0 1 0 0 0 1 0   6 F 0 rs 0 rd d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.L @(d:16,ERs.L),ERd          0 1 0 0 0 1 1   6 F 0 rs 0 rd d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),ERd          7 8 1 rs 0 0 0 1   6 B 0 0 1 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),ERd          7 8 1 rs 0 0 1 0   6 B 0 0 1 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),ERd          7 8 1 rs 0 0 1 1   6 B 0 0 1 0 0 rd d d

 MOV.L @aa:16,ERd          0 1 0 0   6 B 0 0 0 0 0 rd a

 MOV.L @aa:32,ERd          0 1 0 0   6 B 0 0 1 0 0 rd a a

 MOV.L @ERs,@ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.L @ERs,@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.L @ERs,@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.L @ERs,@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.L @ERs,@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.L @ERs,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.L @ERs,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.L @ERs,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.L @ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.L @ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.L @ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.L @ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.L @ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.L @ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.L @ERs,@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.L @ERs,@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   0 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.L @ERs+,@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.L @ERs+,@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.L @ERs+,@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.L @ERs+,@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.L @ERs+,@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.L @ERs+,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.L @ERs+,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.L @ERs+,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.L @ERs+,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.L @ERs+,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.L @ERs+,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.L @ERs+,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.L @ERs+,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.L @ERs+,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.L @ERs+,@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-616 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.L @ERs+,@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.L @ERs-,@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.L @ERs-,@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.L @ERs-,@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.L @ERs-,@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.L @ERs-,@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.L @ERs-,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.L @ERs-,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.L @ERs-,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.L @ERs-,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.L @ERs-,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.L @ERs-,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.L @ERs-,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.L @ERs-,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.L @ERs-,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.L @ERs-,@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.L @ERs-,@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.L @+ERs,@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.L @+ERs,@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.L @+ERs,@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.L @+ERs,@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.L @+ERs,@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.L @+ERs,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.L @+ERs,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.L @+ERs,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.L @+ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.L @+ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.L @+ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.L @+ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.L @+ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.L @+ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.L @+ERs,@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.L @+ERs,@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.L @-ERs,@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.L @-ERs,@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.L @-ERs,@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.L @-ERs,@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.L @-ERs,@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.L @-ERs,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.L @-ERs,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.L @-ERs,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.L @-ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.L @-ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.L @-ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.L @-ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.L @-ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.L @-ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.L @-ERs,@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.L @-ERs,@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.L @(d:2,ERs),@ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 0 0 0 0 rd

 MOV.L @(d:2,ERs),@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 0 0 0 rd

 MOV.L @(d:2,ERs),@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 1 0 0 rd

 MOV.L @(d:2,ERs),@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 0 1 0 rd

 MOV.L @(d:2,ERs),@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 0 1 1 0 rd

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 0 d d 0 rd

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 0 0 rd d

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 1 0 rd d

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d

 MOV.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d

 MOV.L @(d:2,ERs),@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 MOV.L @(d:2,ERs),@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 a a

 MOV.L @(d:16,ERs),@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs),@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs),@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs),@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs),@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,ERs),@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.L @(d:16,ERs),@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.L @(d:32,ERs),@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,ERs),@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.L @(d:32,ERs),@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.L @(d:16,Rs.B),@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.L @(d:16,Rs.B),@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.L @(d:16,Rs.W),@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 0 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 d d 0 rd d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 0 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 1 1 1 1 1 rd d d d

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d a

 MOV.L @(d:16,ERs.L),@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d a a

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.L @(d:32,Rs.B),@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.L @(d:32,Rs.B),@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.L @(d:32,Rs.W),@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 d d 0 rd d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 0 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 1 0 rd d d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 0 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 1 1 1 1 1 rd d d d d

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 0 0 0 0 0 d d a

 MOV.L @(d:32,ERs.L),@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 0 1 0 0 0 d d a a

 MOV.L @aa:16,@ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 rd a

 MOV.L @aa:16,@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 rd a

 MOV.L @aa:16,@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 rd a

 MOV.L @aa:16,@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 rd a

 MOV.L @aa:16,@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 rd a

 MOV.L @aa:16,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 d d 0 rd a

 MOV.L @aa:16,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 rd a d

 MOV.L @aa:16,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 rd a d d

 MOV.L @aa:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 rd a d

 MOV.L @aa:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 rd a d

 MOV.L @aa:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 rd a d

 MOV.L @aa:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 rd a d d

 MOV.L @aa:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 rd a d d

 MOV.L @aa:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 rd a d d

 MOV.L @aa:16,@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 MOV.L @aa:16,@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 a a a

 MOV.L @aa:32,@ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 rd a a

 MOV.L @aa:32,@ERd+          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 rd a a

 MOV.L @aa:32,@ERd-          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 rd a a

 MOV.L @aa:32,@+ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 rd a a

 MOV.L @aa:32,@-ERd          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 rd a a

 MOV.L @aa:32,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 d d 0 rd a a

 MOV.L @aa:32,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 rd a a d

 MOV.L @aa:32,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 rd a a d d

 MOV.L @aa:32,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 rd a a d

 MOV.L @aa:32,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 rd a a d

 MOV.L @aa:32,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 rd a a d

 MOV.L @aa:32,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 rd a a d d

 MOV.L @aa:32,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 rd a a d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOV MOV.L @aa:32,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 1 rd a a d d

 MOV.L @aa:32,@aa:16          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a a

 MOV.L @aa:32,@aa:32          0 1 0 1 0 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 a a a a

MOVA MOVA/B.L @(d:16,Rn.B),ERn             7 A 1 0 0 0 1 rn d

 MOVA/B.L @(d:16,Rn.W),ERn             7 A 1 0 0 1 1 rn d

 MOVA/W.L @(d:16,Rn.B),ERn             7 A 1 0 1 0 1 rn d

 MOVA/W.L @(d:16,Rn.W),ERn             7 A 1 0 1 1 1 rn d

 MOVA/L.L @(d:16,Rn.B),ERn             7 A 1 1 0 0 1 rn d

 MOVA/L.L @(d:16,Rn.W),ERn             7 A 1 1 0 1 1 rn d

 MOVA/B.L @(d:32,Rn.B),ERn             7 A 1 0 0 0 0 rn d d

 MOVA/B.L @(d:32,Rn.W),ERn             7 A 1 0 0 1 0 rn d d

 MOVA/W.L @(d:32,Rn.B),ERn             7 A 1 0 1 0 0 rn d d

 MOVA/W.L @(d:32,Rn.W),ERn             7 A 1 0 1 1 0 rn d d

 MOVA/L.L @(d:32,Rn.B),ERn             7 A 1 1 0 0 0 rn d d

 MOVA/L.L @(d:32,Rn.W),ERn             7 A 1 1 0 1 0 rn d d

 MOVA/B.L @(d:16,Rs.B),ERd          7 8 rs 1 0 0 0   7 A 1 0 0 0 1 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,Rs.W),ERd          7 8 rs 1 0 0 1   7 A 1 0 0 1 1 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,Rs.B),ERd          7 8 rs 1 0 0 0   7 A 1 0 1 0 1 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,Rs.W),ERd          7 8 rs 1 0 0 1   7 A 1 0 1 1 1 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,Rs.B),ERd          7 8 rs 1 0 0 0   7 A 1 1 0 0 1 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,Rs.W),ERd          7 8 rs 1 0 0 1   7 A 1 1 0 1 1 rd d

 MOVA/B.L @(d:32,Rs.B),ERd          7 8 rs 1 0 0 0   7 A 1 0 0 0 0 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,Rs.W),ERd          7 8 rs 1 0 0 1   7 A 1 0 0 1 0 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,Rs.B),ERd          7 8 rs 1 0 0 0   7 A 1 0 1 0 0 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,Rs.W),ERd          7 8 rs 1 0 0 1   7 A 1 0 1 1 0 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,Rs.B),ERd          7 8 rs 1 0 0 0   7 A 1 1 0 0 0 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,Rs.W),ERd          7 8 rs 1 0 0 1   7 A 1 1 0 1 0 rd d d

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs+.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs-.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@+ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@-ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:2,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 0 0 0 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:16,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:32,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d d

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:16,Rs.B).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOVA MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.W).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 0 0 0 0 rd d d

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:32,Rs.B).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d d

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.W).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d d

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 0 0 0 0 rd d d d

 MOVA/B.L @(d:16,@aa:16.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 rd a d

 MOVA/B.L @(d:16,@aa:32.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 rd a a d

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs+.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@ERs-.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@+ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@-ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:2,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 0 0 1 0 rd d

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:16,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOVA/B.L @(d:16,@(d:32,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d d

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.B).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 0 0 1 0 rd d d

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.B).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d d

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d d

 MOVA/B.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 0 0 1 0 rd d d d

 MOVA/B.L @(d:16,@aa:16.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 rd a d

 MOVA/B.L @(d:16,@aa:32.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 rd a a d

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs+.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOVA MOVA/W.L @(d:16,@ERs-.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,@+ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,@-ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,@(d:2,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 0 1 0 0 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,@(d:16,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOVA/W.L @(d:16,@(d:32,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.B).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.W).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 0 1 0 0 rd d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.B).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d d

 MOVA/W.L 

@(d:16,@(d:32,Rs.W).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 0 1 0 0 rd d d d

 MOVA/W.L @(d:16,@aa:16.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 rd a d

 MOVA/W.L @(d:16,@aa:32.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 rd a a d

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs+.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,@ERs-.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,@+ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,@-ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOVA/W.L @(d:16,@(d:2,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 0 1 1 0 rd d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,ERs).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,ERs).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.B).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 0 1 1 0 rd d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOVA MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 0 1 1 0 rd d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.B).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 0 1 1 0 rd d d d

 MOVA/W.L @(d:16,@aa:16.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 rd a d

 MOVA/W.L @(d:16,@aa:32.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 rd a a d

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs+.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs-.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@+ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@-ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:2,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 1 0 0 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:16,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:32,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:16,Rs.B).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:16,Rs.W).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 0 0 rd d d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:32,Rs.B).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:32,Rs.W).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 0 0 rd d d d

 MOVA/L.L @(d:16,@aa:16.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 rd a d

 MOVA/L.L @(d:16,@aa:32.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 rd a a d

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs+.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@ERs-.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@+ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@-ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:2,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 1 0 1 0 rd d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:16,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOVA MOVA/L.L @(d:16,@(d:32,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:16,Rs.B).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 1 0 rd d d

 MOVA/L.L @(d:16,@(d:32,Rs.B).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOVA/L.L  

@(d:16,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 1 0 rd d d d

 MOVA/L.L @(d:16,@aa:16.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 rd a d

 MOVA/L.L @(d:16,@aa:32.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 rd a a d

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 0 0 0 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs+.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 0 0 0 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs-.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 0 0 0 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@+ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 0 0 0 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@-ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 0 0 0 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:2,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 0 0 0 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:16,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 0 0 0 1 rd d d d

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:32,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 0 0 0 1 rd d d d d

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:16,Rs.B).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 0 0 0 1 rd d d d

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 0 0 0 1 rd d d d

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 0 0 0 1 rd d d d

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:32,Rs.B).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 0 0 0 1 rd d d d d

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 0 0 0 1 rd d d d d

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 0 0 0 1 rd d d d d

 MOVA/B.L @(d:32,@aa:16.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 rd a d d

 MOVA/B.L @(d:32,@aa:32.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 rd a a d d

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 0 0 1 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@ERs+.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 0 0 1 1 rd d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOVA MOVA/B.L @(d:32,@ERs-.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 0 0 1 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@+ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 0 0 1 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@-ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 0 0 1 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:2,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 0 0 1 1 rd d d

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:16,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 0 0 1 1 rd d d d

 MOVA/B.L @(d:32,@(d:32,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 0 0 1 1 rd d d d d

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.B).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 0 0 1 1 rd d d d

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 0 0 1 1 rd d d d

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 0 0 1 1 rd d d d

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.B).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 0 0 1 1 rd d d d d

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 0 0 1 1 rd d d d d

 MOVA/B.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 0 0 1 1 rd d d d d

 MOVA/B.L @(d:32,@aa:16.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 rd a d d

 MOVA/B.L @(d:32,@aa:32.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 rd a a d d

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 0 1 0 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs+.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 0 1 0 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs-.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 0 1 0 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@+ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 0 1 0 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@-ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 0 1 0 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@(d:2,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 0 1 0 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@(d:16,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 0 1 0 1 rd d d d

 MOVA/W.L @(d:32,@(d:32,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 0 1 0 1 rd d d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.B).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 0 1 0 1 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 0 1 0 1 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 0 1 0 1 rd d d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOVA MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.B).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 0 1 0 1 rd d d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 0 1 0 1 rd d d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 0 1 0 1 rd d d d d

 MOVA/W.L @(d:32,@aa:16.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 rd a d d

 MOVA/W.L @(d:32,@aa:32.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 rd a a d d

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 0 1 1 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs+.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 0 1 1 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@ERs-.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 0 1 1 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@+ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 0 1 1 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@-ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 0 1 1 1 rd d d

 MOVA/W.L @(d:32,@(d:2,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 0 1 1 1 rd d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,ERs).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 0 1 1 1 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,ERs).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 0 1 1 1 rd d d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.B).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 0 1 1 1 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 0 1 1 1 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 0 1 1 1 rd d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.B).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 0 1 1 1 rd d d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 0 1 1 1 rd d d d d

 MOVA/W.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 0 1 1 1 rd d d d d

 MOVA/W.L @(d:32,@aa:16.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 rd a d d

 MOVA/W.L @(d:32,@aa:32.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 1 rd a a d d

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs+.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs-.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOVA MOVA/L.L @(d:32,@+ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@-ERs.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:2,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:16,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:32,ERs).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:16,Rs.B).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:16,Rs.W).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 0 1 rd d d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:32,Rs.B).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:32,Rs.W).B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).B),ERd 

         0 1 7 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 0 1 rd d d d d

 MOVA/L.L @(d:32,@aa:16.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 rd a d d

 MOVA/L.L @(d:32,@aa:32.B),ERd          0 1 7 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 rd a a d d

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs+.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@ERs-.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@+ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 0 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@-ERs.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 0 1 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:2,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 0 d d 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:16,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:32,ERs).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 0 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:16,Rs.B).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:16,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:16,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 0 rs 1 1 0 1 1 rd d d d

 MOVA/L.L @(d:32,@(d:32,Rs.B).W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   1 1 0 1 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:32,Rs.W).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 0 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOVA/L.L  

@(d:32,@(d:32,ERs.L).W),ERd 

         0 1 5 1 1 1 1   1 1 1 1 1 rs 1 1 0 1 1 rd d d d d

 MOVA/L.L @(d:32,@aa:16.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 rd a d d

 MOVA/L.L @(d:32,@aa:32.W),ERd          0 1 5 1 1 1 1   0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 rd a a d d

MOVFPE MOVFPE @aa:16,Rd             6 A 0 1 0 0 rd a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

MOVMD MOVMD.B             7 B 1 0 0 1 0 1 0 0

 MOVMD.W             7 B 1 0 1 0 0 1 0 0

 MOVMD.L             7 B 1 0 1 1 0 1 0 0

MOVSD MOVSD.B d:16             7 B 1 0 0 0 0 1 0 0 d

MOVTPE MOVTPE Rs,@aa:16             6 A 1 1 0 0 rs a

MULS MULS.W #xx:4,Rd          0 1 C 0 1 1 0   5 0 x x x x rd

 MULS.W Rs,Rd          0 1 C 0 0 1 0   5 0 rs rd

 MULS.L #xx:4,ERd          0 1 C 0 1 1 0   5 2 x x x x 0 rd

 MULS.L ERs,ERd          0 1 C 0 0 1 0   5 2 0 rs 0 rd

MULU MULU.W #xx:4,Rd          0 1 C 1 1 1 0   5 0 x x x x rd

 MULU.W Rs,Rd          0 1 C 1 0 1 0   5 0 rs rd

 MULU.L #xx:4,ERd          0 1 C 1 1 1 0   5 2 x x x x 0 rd

 MULU.L ERs,ERd          0 1 C 1 0 1 0   5 2 0 rs 0 rd

MULS/U MULS/U.L #xx:4,ERd          0 1 C 0 1 1 1   5 2 x x x x 0 rd

 MULS/U.L ERs,ERd          0 1 C 0 0 1 1   5 2 0 rs 0 rd

MULU/U MULU/U.L #xx:4,ERd          0 1 C 1 1 1 1   5 2 x x x x 0 rd

 MULU/U.L ERs,ERd          0 1 C 1 0 1 1   5 2 0 rs 0 rd

MULXS MULXS.B #xx:4,Rd          0 1 C 0 1 0 0   5 0 x x x x rd

 MULXS.B Rs,Rd          0 1 C 0 0 0 0   5 0 rs rd

 MULXS.W #xx:4,ERd          0 1 C 0 1 0 0   5 2 x x x x 0 rd

 MULXS.W Rs,ERd          0 1 C 0 0 0 0   5 2 rs 0 rd

MULXU MULXU.B #xx:4,Rd          0 1 C 1 1 0 0   5 0 x x x x rd

 MULXU.B Rs,Rd             5 0 rs rd

 MULXU.W #xx:4,ERd          0 1 C 1 1 0 0   5 2 x x x x 0 rd

 MULXU.W Rs,ERd             5 2 rs 0 rd

NEG NEG.B Rd             1 7 8 rd

 NEG.B @ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 8 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

NEG NEG.B @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @aa:8          7 F a a a a a a a a   1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 7 8 0 0 0 0

 NEG.B @aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 7 8 0 0 0 0

 NEG.W Rd             1 7 9 rd

 NEG.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 7 9 0 0 0 0

 NEG.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 7 9 0 0 0 0

 NEG.L ERd             1 7 B 0 rd

 NEG.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 B 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

NEG NEG.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 7 B 0 0 0 0

 NEG.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 7 B 0 0 0 0

NOP NOP             0 0 0 0

NOT NOT.B Rd             1 7 0 rd

 NOT.B @ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @aa:8          7 F a a a a a a a a   1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 7 0 0 0 0 0

 NOT.B @aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 7 0 0 0 0 0

 NOT.W Rd             1 7 1 rd

 NOT.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

NOT NOT.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 7 1 0 0 0 0

 NOT.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 7 1 0 0 0 0

 NOT.L ERd             1 7 3 0 rd

 NOT.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 7 3 0 0 0 0

 NOT.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 7 3 0 0 0 0

OR OR.B #xx:8,Rd             C rd x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@aa:8          7 F a a a a a a a a   C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  C 0 0 0 0 x x x x x x x x

 OR.B #xx:8,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a C 0 0 0 0 x x x x x x x x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.B Rs,Rd             1 4 rs rd

 OR.B Rs,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 4 rs 0 0 0 0

 OR.B Rs,@ERd+          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 rs

 OR.B Rs,@ERd-          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 rs

 OR.B Rs,@+ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 rs

 OR.B Rs,@-ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 rs

 OR.B Rs,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 rs

 OR.B Rs,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 rs d

 OR.B Rs,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 rs d d

 OR.B Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 rs d

 OR.B Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 rs d

 OR.B Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 rs d

 OR.B Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 rs d d

 OR.B Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 rs d d

 OR.B Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 rs d d

 OR.B Rs,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 4 rs 0 0 0 0

 OR.B Rs,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 4 rs 0 0 0 0

 OR.B Rs,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 4 rs 0 0 0 0

 OR.B @ERs,Rd          7 C 0 rs 0 0 0 0   1 4 0 0 0 0 rd

 OR.B @ERs+,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 rd

 OR.B @ERs-,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 0 rd

 OR.B @+ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 0 rd

 OR.B @-ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 0 rd

 OR.B @(d:2,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 0 rd

 OR.B @(d:16,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 0 rd d

 OR.B @(d:32,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 0 rd d d

 OR.B @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 0 rd d

 OR.B @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 0 rd d

 OR.B @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 0 rd d

 OR.B @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 0 rd d d

 OR.B @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 0 rd d d

 OR.B @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 0 rd d d

 OR.B @aa:8,Rd          7 E a a a a a a a a   1 4 0 0 0 0 rd

 OR.B @aa:16,Rd          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  1 4 0 0 0 0 rd

 OR.B @aa:32,Rd          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 1 4 0 0 0 0 rd

 OR.B @ERs,@ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.B @ERs,@ERd+          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs,@ERd-          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs,@+ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs,@-ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs,@aa:16          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @ERs,@aa:32          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @ERs+,@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs+,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs+,@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs+,@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs+,@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs+,@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @ERs+,@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @ERs-,@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs-,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs-,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs-,@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs-,@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-636 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.B @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @ERs-,@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @ERs-,@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @+ERs,@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @+ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @+ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @+ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @+ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @+ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @+ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @-ERs,@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @-ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @-ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @-ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @-ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @-ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @-ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @(d:2,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @(d:16,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-641

 
 

R
JJ09B

0048-0400

2. 
各
命
令
の
説
明

命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @aa:16,@ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:16,@ERd+          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:16,@ERd-          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:16,@+ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:16,@-ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:16,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:16,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @aa:16,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @aa:16,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @aa:16,@aa:32          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.B @aa:32,@ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:32,@ERd+          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:32,@ERd-          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:32,@+ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:32,@-ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:32,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.B @aa:32,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @aa:32,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.B @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.B @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.B @aa:32,@aa:16          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.B @aa:32,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W #xx:16,Rd             7 9 0 1 0 0 rd x

 OR.W #xx:16,@ERd          0 1 5 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.W #xx:16,@ERd+          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.W #xx:16,@ERd-          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.W #xx:16,@+ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.W #xx:16,@-ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.W #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.W #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d x

 OR.W #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d x

 OR.W #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d x

 OR.W #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d x

 OR.W #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d x

 OR.W #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d x

 OR.W #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d x

 OR.W #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d x

 OR.W #xx:16,@aa:16          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a x

 OR.W #xx:16,@aa:32          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a x

 OR.W Rs,Rd             6 4 rs rd

 OR.W Rs,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   6 4 rs 0 0 0 0

 OR.W Rs,@ERd+          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 rs

 OR.W Rs,@ERd-          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 rs

 OR.W Rs,@+ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 rs

 OR.W Rs,@-ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 rs

 OR.W Rs,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 rs

 OR.W Rs,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 rs d

 OR.W Rs,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 rs d d

 OR.W Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 rs d

 OR.W Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 rs d

 OR.W Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 rs d

 OR.W Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 rs d d

 OR.W Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 rs d d

 OR.W Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 rs d d

 OR.W Rs,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 4 rs 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.W Rs,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 4 rs 0 0 0 0

 OR.W @ERs,Rd          7 C 1 rs 0 0 0 0   6 4 0 0 0 0 rd

 OR.W @ERs+,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 rd

 OR.W @ERs-,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 0 rd

 OR.W @+ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 0 rd

 OR.W @-ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 0 rd

 OR.W @(d:2,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 0 rd

 OR.W @(d:16,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 0 rd d

 OR.W @(d:32,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 0 rd d d

 OR.W @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 0 rd d

 OR.W @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 0 rd d

 OR.W @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 0 rd d

 OR.W @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 0 rd d d

 OR.W @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 0 rd d d

 OR.W @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 0 rd d d

 OR.W @aa:16,Rd          6 B 0 0 0 1 0 0 0 0 a  6 4 0 0 0 0 rd

 OR.W @aa:32,Rd          6 B 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 6 4 0 0 0 0 rd

 OR.W @ERs,@ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs,@ERd+          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs,@ERd-          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs,@+ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs,@-ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs,@aa:16          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @ERs,@aa:32          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @ERs+,@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs+,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs+,@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.W @ERs+,@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs+,@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs+,@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @ERs+,@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @ERs-,@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs-,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs-,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs-,@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs-,@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @ERs-,@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @ERs-,@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @+ERs,@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @+ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @+ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @+ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @+ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.W @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @+ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @+ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @-ERs,@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @-ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @-ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @-ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @-ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @-ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @-ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @(d:2,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @(d:16,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.W @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.W @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @aa:16,@ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:16,@ERd+          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:16,@ERd-          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:16,@+ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:16,@-ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:16,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:16,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @aa:16,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.W @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @aa:16,@aa:16          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @aa:16,@aa:32          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.W @aa:32,@ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:32,@ERd+          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:32,@ERd-          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:32,@+ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:32,@-ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:32,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.W @aa:32,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @aa:32,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.W @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.W @aa:32,@aa:16          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.W @aa:32,@aa:32          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L #xx:16,ERd             7 A 0 1 0 0 1 rd x

 OR.L #xx:32,ERd             7 A 0 1 0 0 0 rd x x

 OR.L #xx:16,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.L #xx:16,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.L #xx:16,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.L #xx:16,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.L #xx:16,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.L #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 x

 OR.L #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d x

 OR.L #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d x

 OR.L #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d x

 OR.L #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d x

 OR.L #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d x

 OR.L #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d x

 OR.L #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.L #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d x

 OR.L #xx:16,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a x

 OR.L #xx:16,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a x

 OR.L #xx:32,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 x x

 OR.L #xx:32,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 x x

 OR.L #xx:32,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 x x

 OR.L #xx:32,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 x x

 OR.L #xx:32,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 x x

 OR.L #xx:32,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 x x

 OR.L #xx:32,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 d x x

 OR.L #xx:32,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 d d x x

 OR.L #xx:32,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 d x x

 OR.L #xx:32,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 d x x

 OR.L #xx:32,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 d x x

 OR.L #xx:32,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 d d x x

 OR.L #xx:32,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 d d x x

 OR.L #xx:32,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 1 0 0 0 d d x x

 OR.L #xx:32,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 a x x

 OR.L #xx:32,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 a a x x

 OR.L ERs,ERd          0 1 F 0 0 0 0   6 4 0 rs 0 rd

 OR.L ERs,@ERd          0 1 0 1 0 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 rs

 OR.L ERs,@ERd+          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 rs

 OR.L ERs,@ERd-          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 rs

 OR.L ERs,@+ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 rs

 OR.L ERs,@-ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 rs

 OR.L ERs,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 rs

 OR.L ERs,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 rs d

 OR.L ERs,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 rs d d

 OR.L ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 rs d

 OR.L ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 rs d

 OR.L ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 rs d

 OR.L ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 rs d d

 OR.L ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 rs d d

 OR.L ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 rs d d

 OR.L ERs,@aa:16          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 rs a

 OR.L ERs,@aa:32          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 rs a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.L @ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 rd

 OR.L @ERs+,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 rd

 OR.L @ERs-,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 0 0 rd

 OR.L @+ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 0 0 rd

 OR.L @-ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 0 0 rd

 OR.L @(d:2,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 0 0 rd

 OR.L @(d:16,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 0 0 rd d

 OR.L @(d:32,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 0 0 rd d d

 OR.L @(d:16,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 0 0 rd d

 OR.L @(d:16,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 0 0 rd d

 OR.L @(d:16,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 0 0 rd d

 OR.L @(d:32,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 0 0 rd d d

 OR.L @(d:32,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 0 0 rd d d

 OR.L @(d:32,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 0 0 rd d d

 OR.L @aa:16,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 rd a

 OR.L @aa:32,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 rd a a

 OR.L @ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @ERs+,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs+,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs+,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs+,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.L @ERs+,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs+,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @ERs+,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @ERs-,@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs-,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs-,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs-,@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs-,@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @ERs-,@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @ERs-,@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @+ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @+ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @+ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @+ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @+ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @+ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @+ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @-ERs,@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @-ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @-ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @-ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @-ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @-ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @-ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @(d:2,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @(d:16,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @(d:32,ERs),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.L @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.L @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @aa:16,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:16,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:16,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:16,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:16,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:16,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:16,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @aa:16,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

OR OR.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @aa:16,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @aa:16,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

 OR.L @aa:32,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:32,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:32,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:32,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:32,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:32,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 d d 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0

 OR.L @aa:32,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @aa:32,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d

 OR.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 0 0 0 0 0 d d

 OR.L @aa:32,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a

 OR.L @aa:32,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 a a

ORC ORC #xx:8,CCR             0 4 x x x x x x x x

 ORC #xx:8,EXR          0 1 4 0 0 0 1   0 4 x x x x x x x x

POP POP.W Rn             6 D 0 1 1 1 rn

 POP.L ERn          0 1 0 0   6 D 0 1 1 1 0 rn

PUSH PUSH.W Rn             6 D 1 1 1 1 rn

 PUSH.L ERn          0 1 0 0   6 D 1 1 1 1 0 rn

ROTL ROTL.B Rd             1 2 1 0 0 0 rd

 ROTL.B @ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTL ROTL.B @(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @aa:8          7 F a a a a a a a a   1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B @aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,Rd             1 2 1 1 0 0 rd

 ROTL.B #2,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.B #2,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTL.W Rd             1 2 1 0 0 1 rd

 ROTL.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTL ROTL.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 2 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,Rd             1 2 1 1 0 1 rd

 ROTL.W #2,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.W #2,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTL.L ERd             1 2 1 0 1 1 0 rd

 ROTL.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTL ROTL.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 2 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,ERd             1 2 1 1 1 1 0 rd

 ROTL.L #2,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTL.L #2,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 2 1 1 1 1 0 0 0 0

ROTR ROTR.B Rd             1 3 1 0 0 0 rd

 ROTR.B @ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTR ROTR.B @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @aa:8          7 F a a a a a a a a   1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B @aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,Rd             1 3 1 1 0 0 rd

 ROTR.B #2,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.B #2,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 3 1 1 0 0 0 0 0 0

 ROTR.W Rd             1 3 1 0 0 1 rd

 ROTR.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTR ROTR.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 3 1 0 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,Rd             1 3 1 1 0 1 rd

 ROTR.W #2,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.W #2,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 3 1 1 0 1 0 0 0 0

 ROTR.L ERd             1 3 1 0 1 1 0 rd

 ROTR.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 3 1 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTR ROTR.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 3 1 0 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,ERd             1 3 1 1 1 1 0 rd

 ROTR.L #2,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

 ROTR.L #2,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 3 1 1 1 1 0 0 0 0

ROTXL ROTXL.B Rd             1 2 0 0 0 0 rd

 ROTXL.B @ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @aa:8          7 F a a a a a a a a   1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B @aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTXL ROTXL.B #2,Rd             1 2 0 1 0 0 rd

 ROTXL.B #2,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.B #2,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXL.W Rd             1 2 0 0 0 1 rd

 ROTXL.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 2 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,Rd             1 2 0 1 0 1 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTXL ROTXL.W #2,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.W #2,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 2 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXL.L ERd             1 2 0 0 1 1 0 rd

 ROTXL.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,ERd             1 2 0 1 1 1 0 rd

 ROTXL.L #2,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTXL ROTXL.L #2,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXL.L #2,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 2 0 1 1 1 0 0 0 0

ROTXR ROTXR.B Rd             1 3 0 0 0 0 rd

 ROTXR.B @ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @aa:8          7 F a a a a a a a a   1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B @aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,Rd             1 3 0 1 0 0 rd

 ROTXR.B #2,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTXR ROTXR.B #2,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.B #2,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0

 ROTXR.W Rd             1 3 0 0 0 1 rd

 ROTXR.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,Rd             1 3 0 1 0 1 rd

 ROTXR.W #2,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTXR ROTXR.W #2,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.W #2,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 3 0 1 0 1 0 0 0 0

 ROTXR.L ERd             1 3 0 0 1 1 0 rd

 ROTXR.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 3 0 0 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,ERd             1 3 0 1 1 1 0 rd

 ROTXR.L #2,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 3 0 1 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

ROTXR ROTXR.L #2,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

 ROTXR.L #2,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 3 0 1 1 1 0 0 0 0

RTE RTE             5 6 0 1 1 1 0 0 0 0

RTE/L RTE/L ERn             5 6 0 0 0 0 0 rn

 RTE/L (ERn-ERn+1)             5 6 0 0 0 1 0 rn+1

 RTE/L (ERn-ERn+2)             5 6 0 0 1 0 0 rn+2

 RTE/L (ERn-ERn+3)             5 6 0 0 1 1 0 rn+3

RTS RTS             5 4 0 1 1 1 0 0 0 0

RTS/L RTS/L ERn             5 4 0 0 0 0 0 rn

 RTS/L (ERn-ERn+1)             5 4 0 0 0 1 0 rn+1

 RTS/L (ERn-ERn+2)             5 4 0 0 1 0 0 rn+2

 RTS/L (ERn-ERn+3)             5 4 0 0 1 1 0 rn+3

SHAL SHAL.B Rd             1 0 1 0 0 0 rd

 SHAL.B @ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @aa:8          7 F a a a a a a a a   1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHAL SHAL.B @aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B @aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,Rd             1 0 1 1 0 0 rd

 SHAL.B #2,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.B #2,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAL.W Rd             1 0 1 0 0 1 rd

 SHAL.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 1 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHAL SHAL.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,Rd             1 0 1 1 0 1 rd

 SHAL.W #2,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.W #2,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAL.L ERd             1 0 1 0 1 1 0 rd

 SHAL.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,ERd             1 0 1 1 1 1 0 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHAL SHAL.L #2,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAL.L #2,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0

SHAR SHAR.B Rd             1 1 1 0 0 0 rd

 SHAR.B @ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @aa:8          7 F a a a a a a a a   1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B @aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,Rd             1 1 1 1 0 0 rd

 SHAR.B #2,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHAR SHAR.B #2,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.B #2,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

 SHAR.W Rd             1 1 1 0 0 1 rd

 SHAR.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,Rd             1 1 1 1 0 1 rd

 SHAR.W #2,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHAR SHAR.W #2,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.W #2,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0

 SHAR.L ERd             1 1 1 0 1 1 0 rd

 SHAR.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,ERd             1 1 1 1 1 1 0 rd

 SHAR.L #2,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHAR SHAR.L #2,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

 SHAR.L #2,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

SHLL SHLL.B #xx:5,Rd          0 3 1 0 0 x x x x x   1 0 0 0 0 0 rd

 SHLL.B Rn,Rd          7 8 rn 1 0 0 0   1 0 0 0 0 0 rd

 SHLL.B Rd             1 0 0 0 0 0 rd

 SHLL.B @ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @aa:8          7 F a a a a a a a a   1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B @aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,Rd             1 0 0 1 0 0 rd

 SHLL.B #2,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLL SHLL.B #2,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #2,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,Rd             1 0 1 0 1 0 rd

 SHLL.B #4,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.B #4,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #xx:5,Rd          0 3 1 0 0 x x x x x   1 0 0 0 0 1 rd

 SHLL.W Rn,Rd          7 8 rn 1 0 0 0   1 0 0 0 0 1 rd

 SHLL.W Rd             1 0 0 0 0 1 rd

 SHLL.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLL SHLL.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,Rd             1 0 0 1 0 1 rd

 SHLL.W #2,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #2,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLL.W #4,Rd             1 0 0 0 1 0 rd

 SHLL.W #4,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLL SHLL.W #4,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #4,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,Rd             1 0 0 1 1 0 rd

 SHLL.W #8,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.W #8,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLL.L #xx:5,ERd          0 3 1 0 0 x x x x x   1 0 0 0 1 1 0 rd

 SHLL.L Rn,ERd          7 8 rn 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 0 rd

 SHLL.L ERd             1 0 0 0 1 1 0 rd

 SHLL.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLL SHLL.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,ERd             1 0 0 1 1 1 0 rd

 SHLL.L #2,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #2,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLL.L #4,ERd             1 0 0 0 1 1 1 rd

 SHLL.L #4,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 1 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLL SHLL.L #4,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #4,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,ERd             1 0 0 1 1 1 1 rd

 SHLL.L #8,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #8,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,ERd             1 0 1 1 1 1 1 rd

 SHLL.L #16,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 1 1 1 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLL SHLL.L #16,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLL.L #16,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

SHLR SHLR.B #xx:5,Rd          0 3 1 0 0 x x x x x   1 1 0 0 0 0 rd

 SHLR.B Rn,Rd          7 8 rn 1 0 0 0   1 1 0 0 0 0 rd

 SHLR.B Rd             1 1 0 0 0 0 rd

 SHLR.B @ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @aa:8          7 F a a a a a a a a   1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B @aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,Rd             1 1 0 1 0 0 rd

 SHLR.B #2,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 0 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLR SHLR.B #2,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #2,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,Rd             1 1 1 0 1 0 rd

 SHLR.B #4,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.B #4,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #xx:5,Rd          0 3 1 0 0 x x x x x   1 1 0 0 0 1 rd

 SHLR.W Rn,Rd          7 8 rn 1 0 0 0   1 1 0 0 0 1 rd

 SHLR.W Rd             1 1 0 0 0 1 rd

 SHLR.W @ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLR SHLR.W @-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W @aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,Rd             1 1 0 1 0 1 rd

 SHLR.W #2,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #2,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0

 SHLR.W #4,Rd             1 1 0 0 1 0 rd

 SHLR.W #4,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 0 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLR SHLR.W #4,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #4,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,Rd             1 1 0 1 1 0 rd

 SHLR.W #8,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.W #8,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

 SHLR.L #xx:5,ERd          0 3 1 0 0 x x x x x   1 1 0 0 1 1 0 rd

 SHLR.L Rn,ERd          7 8 rn 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 0 rd

 SHLR.L ERd             1 1 0 0 1 1 0 rd

 SHLR.L @ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLR SHLR.L @(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L @aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,ERd             1 1 0 1 1 1 0 rd

 SHLR.L #2,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #2,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0

 SHLR.L #4,ERd             1 1 0 0 1 1 1 rd

 SHLR.L #4,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLR SHLR.L #4,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #4,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,ERd             1 1 0 1 1 1 1 rd

 SHLR.L #8,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #8,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,ERd             1 1 1 1 1 1 1 rd

 SHLR.L #16,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rd 1 0 0 0   1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@(d:32,ERd) 7 8 1 rd 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 1 1 1 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SHLR SHLR.L #16,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rd 1 0 0 0 d  1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rd 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rd 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rd 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 d d 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 0 0 0 a  1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

 SHLR.L #16,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 0 0 0 a a 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

SLEEP SLEEP             0 1 8 0 0 0 0

STC STC.B CCR,Rd             0 2 0 0 0 0 rd

 STC.W CCR,@ERd          0 1 4 0 0 0 0   6 9 1 rd 0 0 0 0

 STC.W CCR,@-ERd          0 1 4 0 0 0 0   6 D 1 rd 0 0 0 0

 STC.W CCR,@(d:16,ERd)          0 1 4 0 0 0 0   6 F 1 rd 0 0 0 0 d

 STC.W CCR,@(d:32,ERd) 0 1 4 0 0 0 0 7 8 0 rd 0 0 0 0   6 B 1 0 1 0 0 0 0 0 d d

 STC.W CCR,@aa:16          0 1 4 0 0 0 0   6 B 1 0 0 0 0 0 0 0 a

 STC.W CCR,@aa:32          0 1 4 0 0 0 0   6 B 1 0 1 0 0 0 0 0 a a

 STC.B EXR,Rd             0 2 0 0 0 1 rd

 STC.W EXR,@ERd          0 1 4 0 0 0 1   6 9 1 rd 0 0 0 0

 STC.W EXR,@-ERd          0 1 4 0 0 0 1   6 D 1 rd 0 0 0 0

 STC.W EXR,@(d:16,ERd)          0 1 4 0 0 0 1   6 F 1 rd 0 0 0 0 d

 STC.W EXR,@(d:32,ERd) 0 1 4 0 0 0 1 7 8 0 rd 0 0 0 0   6 B 1 0 1 0 0 0 0 0 d d

 STC.W EXR,@aa:16          0 1 4 0 0 0 1   6 B 1 0 0 0 0 0 0 0 a

 STC.W EXR,@aa:32          0 1 4 0 0 0 1   6 B 1 0 1 0 0 0 0 0 a a

 STC.L SBR,ERd             0 2 0 1 1 1 0 rd

 STC.L VBR,ERd             0 2 0 1 1 0 0 rd

STM STM.L (ERn-ERn+1),@-SP          0 1 1 0 0 0 0   6 D 1 1 1 1 0 rn

 STM.L (ERn-ERn+2),@-SP          0 1 2 0 0 0 0   6 D 1 1 1 1 0 rn

 STM.L (ERn-ERn+3),@-SP          0 1 3 0 0 0 0   6 D 1 1 1 1 0 rn

STMAC STMAC MACH,ERd             0 2 0 0 1 0 0 rd

 STMAC MACL,ERd             0 2 0 0 1 1 0 rd

SUB SUB.B #xx:8,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d A 0 0 0 1 x x x x x x x x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@aa:8          7 F a a a a a a a a   A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B #xx:8,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a A 0 0 0 1 x x x x x x x x

 SUB.B Rs,Rd             1 8 rs rd

 SUB.B Rs,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 8 rs 0 0 0 0

 SUB.B Rs,@ERd+          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 rs

 SUB.B Rs,@ERd-          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 rs

 SUB.B Rs,@+ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 rs

 SUB.B Rs,@-ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 rs

 SUB.B Rs,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 rs

 SUB.B Rs,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 rs d

 SUB.B Rs,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 rs d d

 SUB.B Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 rs d

 SUB.B Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 rs d

 SUB.B Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 rs d

 SUB.B Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 rs d d

 SUB.B Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 rs d d

 SUB.B Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 rs d d

 SUB.B Rs,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 8 rs 0 0 0 0

 SUB.B Rs,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 8 rs 0 0 0 0

 SUB.B Rs,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 8 rs 0 0 0 0

 SUB.B @ERs,Rd          7 C 0 rs 0 0 0 0   1 8 0 0 0 0 rd

 SUB.B @ERs+,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 1 1 rd

 SUB.B @ERs-,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 1 1 rd

 SUB.B @+ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 1 1 rd

 SUB.B @-ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 1 1 rd

 SUB.B @(d:2,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 0 1 1 rd

 SUB.B @(d:16,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 1 1 rd d

 SUB.B @(d:32,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 1 1 rd d d

 SUB.B @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 1 1 rd d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.B @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 1 1 rd d

 SUB.B @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 1 1 rd d

 SUB.B @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 1 1 rd d d

 SUB.B @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 1 1 rd d d

 SUB.B @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 1 1 rd d d

 SUB.B @aa:8,Rd          7 E a a a a a a a a   1 8 0 0 0 0 rd

 SUB.B @aa:16,Rd          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  1 8 0 0 0 0 rd

 SUB.B @aa:32,Rd          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 1 8 0 0 0 0 rd

 SUB.B @ERs,@ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs,@ERd+          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs,@ERd-          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs,@+ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs,@-ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs,@aa:16          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @ERs,@aa:32          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @ERs+,@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs+,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs+,@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs+,@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs+,@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs+,@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @ERs+,@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @ERs-,@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs-,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs-,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs-,@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs-,@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @ERs-,@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @ERs-,@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @+ERs,@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @+ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @+ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @+ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @+ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @+ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @+ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.B @-ERs,@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @-ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @-ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @-ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @-ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @-ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @-ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @(d:2,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @(d:16,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.B @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.B @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @aa:16,@ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:16,@ERd+          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:16,@ERd-          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:16,@+ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:16,@-ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:16,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:16,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @aa:16,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @aa:16,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @aa:16,@aa:32          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.B @aa:32,@ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:32,@ERd+          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:32,@ERd-          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:32,@+ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.B @aa:32,@-ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:32,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.B @aa:32,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @aa:32,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.B @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.B @aa:32,@aa:16          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.B @aa:32,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W #xx:3,Rd             1 A 0 x x x rd

 SUB.W #xx:16,Rd             7 9 0 0 1 1 rd x

 SUB.W #xx:3,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 A 0 x x x 0 0 0 0

 SUB.W #xx:3,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 A 0 x x x 0 0 0 0

 SUB.W #xx:3,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 A 0 x x x 0 0 0 0

 SUB.W #xx:16,@ERd          0 1 5 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.W #xx:16,@ERd+          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.W #xx:16,@ERd-          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.W #xx:16,@+ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.W #xx:16,@-ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.W #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.W #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d x

 SUB.W #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d x

 SUB.W #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d x

 SUB.W #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d x

 SUB.W #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d x

 SUB.W #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d x

 SUB.W #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d x

 SUB.W #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d x

 SUB.W #xx:16,@aa:16          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a x

 SUB.W #xx:16,@aa:32          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a x

 SUB.W Rs,Rd             1 9 rs rd

 SUB.W Rs,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   1 9 rs 0 0 0 0

 SUB.W Rs,@ERd+          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 rs
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.W Rs,@ERd-          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 rs

 SUB.W Rs,@+ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 rs

 SUB.W Rs,@-ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 rs

 SUB.W Rs,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 rs

 SUB.W Rs,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 rs d

 SUB.W Rs,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 rs d d

 SUB.W Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 rs d

 SUB.W Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 rs d

 SUB.W Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 rs d

 SUB.W Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 rs d d

 SUB.W Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 rs d d

 SUB.W Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 rs d d

 SUB.W Rs,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 9 rs 0 0 0 0

 SUB.W Rs,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 9 rs 0 0 0 0

 SUB.W @ERs,Rd          7 C 1 rs 0 0 0 0   1 9 0 0 0 0 rd

 SUB.W @ERs+,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 1 1 rd

 SUB.W @ERs-,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 1 1 rd

 SUB.W @+ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 1 1 rd

 SUB.W @-ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 1 1 rd

 SUB.W @(d:2,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 0 1 1 rd

 SUB.W @(d:16,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 1 1 rd d

 SUB.W @(d:32,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 1 1 rd d d

 SUB.W @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 1 1 rd d

 SUB.W @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 1 1 rd d

 SUB.W @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 1 1 rd d

 SUB.W @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 1 1 rd d d

 SUB.W @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 1 1 rd d d

 SUB.W @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 1 1 rd d d

 SUB.W @aa:16,Rd          6 B 0 0 0 1 0 0 0 0 a  1 9 0 0 0 0 rd

 SUB.W @aa:32,Rd          6 B 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 1 9 0 0 0 0 rd

 SUB.W @ERs,@ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs,@ERd+          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs,@ERd-          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs,@+ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs,@-ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-700 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.W @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs,@aa:16          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @ERs,@aa:32          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @ERs+,@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs+,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs+,@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs+,@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs+,@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs+,@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @ERs+,@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @ERs-,@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs-,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs-,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs-,@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs-,@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @ERs-,@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @ERs-,@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @+ERs,@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @+ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @+ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @+ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @+ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @+ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @+ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @-ERs,@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @-ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @-ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @-ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @-ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.W @-ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @-ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @(d:2,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @(d:16,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.W @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @aa:16,@ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:16,@ERd+          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:16,@ERd-          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:16,@+ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:16,@-ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:16,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:16,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @aa:16,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @aa:16,@aa:16          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @aa:16,@aa:32          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.W @aa:32,@ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:32,@ERd+          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:32,@ERd-          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:32,@+ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:32,@-ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:32,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.W @aa:32,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @aa:32,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.W @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.W @aa:32,@aa:16          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.W @aa:32,@aa:32          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L #xx:3,ERd             1 A 1 x x x 1 rd

 SUB.L #xx:16,ERd             7 A 0 0 1 1 1 rd x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.L #xx:32,ERd             7 A 0 0 1 1 0 rd x x

 SUB.L #xx:16,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.L #xx:16,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.L #xx:16,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.L #xx:16,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.L #xx:16,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.L #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUB.L #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d x

 SUB.L #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d x

 SUB.L #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d x

 SUB.L #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d x

 SUB.L #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d x

 SUB.L #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d x

 SUB.L #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d x

 SUB.L #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d x

 SUB.L #xx:16,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a x

 SUB.L #xx:16,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a x

 SUB.L #xx:32,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 x x

 SUB.L #xx:32,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 x x

 SUB.L #xx:32,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 x x

 SUB.L #xx:32,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 x x

 SUB.L #xx:32,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 x x

 SUB.L #xx:32,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 x x

 SUB.L #xx:32,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 d x x

 SUB.L #xx:32,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 d d x x

 SUB.L #xx:32,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 d x x

 SUB.L #xx:32,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 d x x

 SUB.L #xx:32,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 d x x

 SUB.L #xx:32,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 d d x x

 SUB.L #xx:32,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 d d x x

 SUB.L #xx:32,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 1 0 0 0 d d x x

 SUB.L #xx:32,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 a x x

 SUB.L #xx:32,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 a a x x

 SUB.L ERs,ERd             1 A 1 rs 0 rd

 SUB.L ERs,@ERd          0 1 0 1 0 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 rs

 SUB.L ERs,@ERd+          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 rs
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.L ERs,@ERd-          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 rs

 SUB.L ERs,@+ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 rs

 SUB.L ERs,@-ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 rs

 SUB.L ERs,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 rs

 SUB.L ERs,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 rs d

 SUB.L ERs,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 rs d d

 SUB.L ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 rs d

 SUB.L ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 rs d

 SUB.L ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 rs d

 SUB.L ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 rs d d

 SUB.L ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 rs d d

 SUB.L ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 rs d d

 SUB.L ERs,@aa:16          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 rs a

 SUB.L ERs,@aa:32          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 rs a a

 SUB.L @ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 0 0 0 rs 0 0 1 1 0 rd

 SUB.L @ERs+,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 0 1 1 0 rd

 SUB.L @ERs-,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 0 1 1 0 rd

 SUB.L @+ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 0 1 1 0 rd

 SUB.L @-ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 0 1 1 0 rd

 SUB.L @(d:2,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 0 1 1 0 rd

 SUB.L @(d:16,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 0 1 1 0 rd d

 SUB.L @(d:32,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 0 1 1 0 rd d d

 SUB.L @(d:16,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 0 1 1 0 rd d

 SUB.L @(d:16,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 0 1 1 0 rd d

 SUB.L @(d:16,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 0 1 1 0 rd d

 SUB.L @(d:32,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 0 1 1 0 rd d d

 SUB.L @(d:32,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 0 1 1 0 rd d d

 SUB.L @(d:32,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 0 1 1 0 rd d d

 SUB.L @aa:16,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 rd a

 SUB.L @aa:32,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 rd a a

 SUB.L @ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.L @ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @ERs+,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs+,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs+,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs+,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs+,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs+,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @ERs+,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @ERs-,@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs-,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs-,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs-,@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs-,@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 



 

 

R
ev.4.00  2008.09.02  2-710 

R
JJ09B

0048-0400 

2. 
各
命
令
の
説
明

 
命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @ERs-,@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @ERs-,@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @+ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @+ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @+ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @+ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @+ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @+ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @+ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @-ERs,@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @-ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @-ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @-ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @-ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.L @-ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @-ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @(d:2,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @(d:16,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @(d:32,ERs),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.L @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUB SUB.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @aa:16,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:16,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:16,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:16,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:16,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:16,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:16,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @aa:16,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @aa:16,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @aa:16,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

 SUB.L @aa:32,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:32,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:32,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:32,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:32,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:32,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 d d 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUB.L @aa:32,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @aa:32,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d

 SUB.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 1 rd 0 0 1 1 0 0 0 0 d d

 SUB.L @aa:32,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a

 SUB.L @aa:32,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 a a

SUBS SUBS #1,ERd             1 B 0 0 0 0 0 rd

 SUBS #2,ERd             1 B 1 0 0 0 0 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

SUBS SUBS #4,ERd             1 B 1 0 0 1 0 rd

SUBX SUBX.B #xx:8,Rd             B rd x x x x x x x x

 SUBX.B #xx:8,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   B 0 0 0 0 x x x x x x x x

 SUBX.B #xx:8,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   B 0 0 0 0 x x x x x x x x

 SUBX.B Rs,Rd             1 E rs rd

 SUBX.B Rs,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 E rs 0 0 0 0

 SUBX.B Rs,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   1 E rs 0 0 0 0

 SUBX.B @ERs,Rd          7 C 0 rs 0 0 0 0   1 E 0 0 0 0 rd

 SUBX.B @ERs-,Rd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 0 0 0 0   1 E 0 0 0 0 rd

 SUBX.B @ERs,@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 8 0 rs 1 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUBX.B @ERs-,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUBX.W #xx:16,Rd          0 1 5 0 0 0 1   7 9 0 0 1 1 rd x

 SUBX.W #xx:16,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 1   7 9 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUBX.W #xx:16,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 1   7 9 0 0 1 1 0 0 0 0 x

 SUBX.W Rs,Rd          0 1 5 0 0 0 1   1 9 rs rd

 SUBX.W Rs,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 1   1 9 rs 0 0 0 0

 SUBX.W Rs,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 1   1 9 rs 0 0 0 0

 SUBX.W @ERs,Rd          7 C 1 rs 0 0 0 1   1 9 0 0 0 0 rd

 SUBX.W @ERs-,Rd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 0 0 0 1   1 9 0 0 0 0 rd

 SUBX.W @ERs,@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUBX.W @ERs-,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUBX.L #xx:32,ERd          0 1 0 0 0 0 1   7 A 0 0 1 1 0 rd x x

 SUBX.L #xx:32,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 1   7 A 0 0 1 1 0 0 0 0 x x

 SUBX.L #xx:32,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 1   7 A 0 0 1 1 0 0 0 0 x x

 SUBX.L ERs,ERd          0 1 0 0 0 0 1   1 A 1 rs 0 rd

 SUBX.L ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rd 1 0 0 1   1 A 1 rs 0 0 0 0

 SUBX.L ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rd 1 0 0 1   1 A 1 rs 0 0 0 0

 SUBX.L @ERs,ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 0 0 0 1   1 A 1 0 0 0 0 rd

 SUBX.L @ERs-,ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 0 0 0 1   1 A 1 0 0 0 0 rd

 SUBX.L @ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

 SUBX.L @ERs-,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 0 1 1 0 0 0 0

TAS TAS @ERd          0 1 E 0 0 0 0   7 B 0 rd 1 1 0 0

TRAPA TRAPA #x:2             5 7 0 0 x x 0 0 0 0

XOR XOR.B #xx:8,Rd             D rd x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   D 0 0 0 0 x x x x x x x x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.B #xx:8,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rd 1 0 0 0   D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rd 1 0 0 0   D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rd 1 0 0 0   D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@(d:32,ERd) 7 8 0 rd 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rd 1 0 0 0 d  D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rd 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rd 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rd 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 0 0 0 d d D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@aa:8          7 F a a a a a a a a   D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B #xx:8,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a D 0 0 0 0 x x x x x x x x

 XOR.B Rs,Rd             1 5 rs rd

 XOR.B Rs,@ERd          7 D 0 rd 0 0 0 0   1 5 rs 0 0 0 0

 XOR.B Rs,@ERd+          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 rs

 XOR.B Rs,@ERd-          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 rs

 XOR.B Rs,@+ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 rs

 XOR.B Rs,@-ERd          0 1 7 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 rs

 XOR.B Rs,@(d:2,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 rs

 XOR.B Rs,@(d:16,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 rs d

 XOR.B Rs,@(d:32,ERd)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 rs d d

 XOR.B Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 rs d

 XOR.B Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 rs d

 XOR.B Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 rs d

 XOR.B Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 rs d d

 XOR.B Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 rs d d

 XOR.B Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 7 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 rs d d

 XOR.B Rs,@aa:8          7 F a a a a a a a a   1 5 rs 0 0 0 0

 XOR.B Rs,@aa:16          6 A 0 0 0 1 1 0 0 0 a  1 5 rs 0 0 0 0

 XOR.B Rs,@aa:32          6 A 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 1 5 rs 0 0 0 0

 XOR.B @ERs,Rd          7 C 0 rs 0 0 0 0   1 5 0 0 0 0 rd

 XOR.B @ERs+,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 1 rd

 XOR.B @ERs-,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 1 rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.B @+ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 1 rd

 XOR.B @-ERs,Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 1 rd

 XOR.B @(d:2,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 1 rd

 XOR.B @(d:16,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 1 rd d

 XOR.B @(d:32,ERs),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 1 rd d d

 XOR.B @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 1 rd d

 XOR.B @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 1 rd d

 XOR.B @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 1 rd d

 XOR.B @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 1 rd d d

 XOR.B @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 1 rd d d

 XOR.B @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 7 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 1 rd d d

 XOR.B @aa:8,Rd          7 E a a a a a a a a   1 5 0 0 0 0 rd

 XOR.B @aa:16,Rd          6 A 0 0 0 1 0 0 0 0 a  1 5 0 0 0 0 rd

 XOR.B @aa:32,Rd          6 A 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 1 5 0 0 0 0 rd

 XOR.B @ERs,@ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs,@ERd+          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs,@ERd-          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs,@+ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs,@-ERd          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 0 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs,@aa:16          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @ERs,@aa:32          7 C 0 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @ERs+,@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs+,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs+,@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs+,@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs+,@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.B @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs+,@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @ERs+,@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @ERs-,@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs-,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs-,@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs-,@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs-,@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @ERs-,@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @ERs-,@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @+ERs,@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @+ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @+ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @+ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @+ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.B @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @+ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @+ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @-ERs,@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @-ERs,@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @-ERs,@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @-ERs,@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @-ERs,@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @-ERs,@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @-ERs,@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 C 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @(d:2,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.B @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 d d 6 8 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @(d:16,ERs),@ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 7 0 1 0 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.B @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 7 0 1 0 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 7 0 1 1 0 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 7 0 1 1 1 6 E 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 A 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @aa:16,@ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:16,@ERd+          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:16,@ERd-          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:16,@+ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:16,@-ERd          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:16,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:16,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @aa:16,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.B @aa:16,@aa:16          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @aa:16,@aa:32          6 A 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.B @aa:32,@ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:32,@ERd+          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:32,@ERd-          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:32,@+ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:32,@-ERd          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:32,@(d:2,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.B @aa:32,@(d:16,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @aa:32,@(d:32,ERd)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.B @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.B @aa:32,@aa:16          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.B @aa:32,@aa:32          6 A 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W #xx:16,Rd             7 9 0 1 0 1 rd x

 XOR.W #xx:16,@ERd          0 1 5 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.W #xx:16,@ERd+          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.W #xx:16,@ERd-          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.W #xx:16,@+ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.W #xx:16,@-ERd          0 1 5 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.W #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.W #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d x

 XOR.W #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d x

 XOR.W #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d x

 XOR.W #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d x

 XOR.W #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d x

 XOR.W #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d x

 XOR.W #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d x

 XOR.W #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d x

 XOR.W #xx:16,@aa:16          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a x

 XOR.W #xx:16,@aa:32          0 1 5 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a x

 XOR.W Rs,Rd             6 5 rs rd
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.W Rs,@ERd          7 D 1 rd 0 0 0 0   6 5 rs 0 0 0 0

 XOR.W Rs,@ERd+          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 rs

 XOR.W Rs,@ERd-          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 rs

 XOR.W Rs,@+ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 rs

 XOR.W Rs,@-ERd          0 1 5 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 rs

 XOR.W Rs,@(d:2,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 rs

 XOR.W Rs,@(d:16,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 rs d

 XOR.W Rs,@(d:32,ERd)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 rs d d

 XOR.W Rs,@(d:16,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 rs d

 XOR.W Rs,@(d:16,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 rs d

 XOR.W Rs,@(d:16,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 rs d

 XOR.W Rs,@(d:32,Rd.B)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 rs d d

 XOR.W Rs,@(d:32,Rd.W)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 rs d d

 XOR.W Rs,@(d:32,ERd.L)          0 1 5 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 rs d d

 XOR.W Rs,@aa:16          6 B 0 0 0 1 1 0 0 0 a  6 5 rs 0 0 0 0

 XOR.W Rs,@aa:32          6 B 0 0 1 1 1 0 0 0 a a 6 5 rs 0 0 0 0

 XOR.W @ERs,Rd          7 C 1 rs 0 0 0 0   6 5 0 0 0 0 rd

 XOR.W @ERs+,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 1 rd

 XOR.W @ERs-,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 1 rd

 XOR.W @+ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 1 rd

 XOR.W @-ERs,Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 1 rd

 XOR.W @(d:2,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 1 rd

 XOR.W @(d:16,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 1 rd d

 XOR.W @(d:32,ERs),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 1 rd d d

 XOR.W @(d:16,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 1 rd d

 XOR.W @(d:16,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 1 rd d

 XOR.W @(d:16,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 1 rd d

 XOR.W @(d:32,Rs.B),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 1 rd d d

 XOR.W @(d:32,Rs.W),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 1 rd d d

 XOR.W @(d:32,ERs.L),Rd          0 1 5 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 1 rd d d

 XOR.W @aa:16,Rd          6 B 0 0 0 1 0 0 0 0 a  6 5 0 0 0 0 rd

 XOR.W @aa:32,Rd          6 B 0 0 1 1 0 0 0 0 a a 6 5 0 0 0 0 rd

 XOR.W @ERs,@ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs,@ERd+          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs,@ERd-          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs,@+ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.W @ERs,@-ERd          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs,@(d:2,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs,@(d:16,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs,@(d:32,ERd)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs,@(d:16,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs,@(d:16,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs,@(d:16,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs,@(d:32,Rd.B)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs,@(d:32,Rd.W)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs,@(d:32,ERd.L)          7 C 1 rs 0 1 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs,@aa:16          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @ERs,@aa:32          7 C 1 rs 0 1 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @ERs+,@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs+,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs+,@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs+,@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs+,@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs+,@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @ERs+,@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @ERs-,@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs-,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs-,@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs-,@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs-,@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.W @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @ERs-,@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @ERs-,@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @+ERs,@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @+ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @+ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @+ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @+ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @+ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @+ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @-ERs,@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @-ERs,@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @-ERs,@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @-ERs,@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @-ERs,@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.W @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @-ERs,@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @-ERs,@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @(d:2,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @(d:16,ERs),@ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 5 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.W @(d:32,ERs),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 5 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.W @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 5 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 5 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 0 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @aa:16,@ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:16,@ERd+          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:16,@ERd-          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:16,@+ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:16,@-ERd          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:16,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:16,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @aa:16,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @aa:16,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @aa:16,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @aa:16,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @aa:16,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @aa:16,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @aa:16,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @aa:16,@aa:16          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @aa:16,@aa:32          6 B 0 0 0 1 0 1 0 1 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.W @aa:32,@ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:32,@ERd+          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:32,@ERd-          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:32,@+ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:32,@-ERd          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:32,@(d:2,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.W @aa:32,@(d:16,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @aa:32,@(d:32,ERd)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @aa:32,@(d:16,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @aa:32,@(d:16,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @aa:32,@(d:16,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.W @aa:32,@(d:32,Rd.B)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @aa:32,@(d:32,Rd.W)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @aa:32,@(d:32,ERd.L)          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.W @aa:32,@aa:16          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.W @aa:32,@aa:32          6 B 0 0 1 1 0 1 0 1 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.L #xx:16,ERd             7 A 0 1 0 1 1 rd x

 XOR.L #xx:32,ERd             7 A 0 1 0 1 0 rd x x

 XOR.L #xx:16,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.L #xx:16,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.L #xx:16,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.L #xx:16,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.L #xx:16,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.L #xx:16,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 x

 XOR.L #xx:16,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d x

 XOR.L #xx:16,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d x

 XOR.L #xx:16,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d x

 XOR.L #xx:16,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d x

 XOR.L #xx:16,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d x

 XOR.L #xx:16,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d x

 XOR.L #xx:16,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d x

 XOR.L #xx:16,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d x

 XOR.L #xx:16,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a x

 XOR.L #xx:16,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a x

 XOR.L #xx:32,@ERd          0 1 0 1 1 1 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 x x

 XOR.L #xx:32,@ERd+          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 x x

 XOR.L #xx:32,@ERd-          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 x x

 XOR.L #xx:32,@+ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 x x

 XOR.L #xx:32,@-ERd          0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 x x

 XOR.L #xx:32,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 x x

 XOR.L #xx:32,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 d x x

 XOR.L #xx:32,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 d d x x

 XOR.L #xx:32,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 d x x

 XOR.L #xx:32,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 d x x

 XOR.L #xx:32,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 d x x

 XOR.L #xx:32,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 d d x x

 XOR.L #xx:32,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 d d x x

 XOR.L #xx:32,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 1 1 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 1 0 0 0 d d x x

 XOR.L #xx:32,@aa:16          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 a x x

 XOR.L #xx:32,@aa:32          0 1 0 1 1 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 a a x x

 XOR.L ERs,ERd          0 1 F 0 0 0 0   6 5 0 rs 0 rd

 XOR.L ERs,@ERd          0 1 0 1 0 0 1   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 rs
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.L ERs,@ERd+          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 rs

 XOR.L ERs,@ERd-          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 rs

 XOR.L ERs,@+ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 rs

 XOR.L ERs,@-ERd          0 1 0 1 0 0 1   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 rs

 XOR.L ERs,@(d:2,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 rs

 XOR.L ERs,@(d:16,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 rs d

 XOR.L ERs,@(d:32,ERd)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 rs d d

 XOR.L ERs,@(d:16,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 rs d

 XOR.L ERs,@(d:16,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 rs d

 XOR.L ERs,@(d:16,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 rs d

 XOR.L ERs,@(d:32,Rd.B)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 rs d d

 XOR.L ERs,@(d:32,Rd.W)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 rs d d

 XOR.L ERs,@(d:32,ERd.L)          0 1 0 1 0 0 1   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 rs d d

 XOR.L ERs,@aa:16          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 rs a

 XOR.L ERs,@aa:32          0 1 0 1 0 0 1   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 rs a a

 XOR.L @ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 0 0 0 rs 0 1 0 1 0 rd

 XOR.L @ERs+,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 0 0 rs 0 1 0 1 0 rd

 XOR.L @ERs-,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 0 0 rs 0 1 0 1 0 rd

 XOR.L @+ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 0 1 0 rs 0 1 0 1 0 rd

 XOR.L @-ERs,ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 0 1 1 0 rs 0 1 0 1 0 rd

 XOR.L @(d:2,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 0 d d 0 rs 0 1 0 1 0 rd

 XOR.L @(d:16,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 0 rs 0 1 0 1 0 rd d

 XOR.L @(d:32,ERs),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 0 1 rs 0 1 0 1 0 rd d d

 XOR.L @(d:16,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 0 rs 0 1 0 1 0 rd d

 XOR.L @(d:16,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 0 rs 0 1 0 1 0 rd d

 XOR.L @(d:16,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 0 rs 0 1 0 1 0 rd d

 XOR.L @(d:32,Rs.B),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 0 1 1 rs 0 1 0 1 0 rd d d

 XOR.L @(d:32,Rs.W),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 0 1 rs 0 1 0 1 0 rd d d

 XOR.L @(d:32,ERs.L),ERd          0 1 0 1 0 1 0   1 1 1 1 1 rs 0 1 0 1 0 rd d d

 XOR.L @aa:16,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 rd a

 XOR.L @aa:32,ERd          0 1 0 1 0 1 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 rd a a

 XOR.L @ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.L @ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @ERs+,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs+,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs+,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs+,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs+,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs+,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs+,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs+,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs+,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs+,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs+,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs+,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs+,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs+,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs+,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @ERs+,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @ERs-,@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs-,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs-,@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs-,@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs-,@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs-,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @ERs-,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs-,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs-,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.L @ERs-,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs-,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @ERs-,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs-,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs-,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @ERs-,@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @ERs-,@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @+ERs,@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @+ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @+ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @+ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @+ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @+ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @+ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @+ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @+ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @+ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @+ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @+ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @+ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @+ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @+ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @+ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @-ERs,@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @-ERs,@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @-ERs,@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @-ERs,@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @-ERs,@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @-ERs,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @-ERs,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @-ERs,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @-ERs,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @-ERs,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @-ERs,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @-ERs,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @-ERs,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.L @-ERs,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @-ERs,@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @-ERs,@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 D 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @(d:2,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:2,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:2,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:2,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:2,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:2,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:2,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @(d:2,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 d d 6 9 0 rs 1 1 0 0   0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @(d:16,ERs),@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs),@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs),@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs),@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,ERs),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,ERs),@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @(d:16,ERs),@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @(d:32,ERs),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.L @(d:32,ERs),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,ERs),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,ERs),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @(d:32,ERs),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@ERd+ 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@ERd- 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@+ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@-ERd 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@aa:16 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @(d:16,Rs.B),@aa:32 0 1 0 0 1 0 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@ERd- 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@+ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@-ERd 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@aa:16 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @(d:16,Rs.W),@aa:32 0 1 0 0 1 1 0 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@ERd+ 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@ERd- 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@+ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@-ERd 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@aa:16 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @(d:16,ERs.L),@aa:32 0 1 0 0 1 1 1 6 F 0 rs 1 1 0 0 d  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @(d:32,Rs.B),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 0 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @(d:32,Rs.W),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@ERd+ 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@ERd- 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@+ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@-ERd 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:2,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:16,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.B) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,Rd.W) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XOR XOR.L @(d:32,ERs.L),@(d:32,ERd.L) 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@aa:16 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @(d:32,ERs.L),@aa:32 7 8 1 rs 0 1 1 1 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 d d 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @aa:16,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:16,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:16,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:16,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:16,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:16,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:16,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @aa:16,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @aa:16,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @aa:16,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @aa:16,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @aa:16,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @aa:16,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @aa:16,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @aa:16,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @aa:16,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 0 0 1 1 0 0 a  0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

 XOR.L @aa:32,@ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:32,@ERd+ 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:32,@ERd- 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:32,@+ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:32,@-ERd 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 0 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:32,@(d:2,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 0 d d 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0

 XOR.L @aa:32,@(d:16,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @aa:32,@(d:32,ERd) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @aa:32,@(d:16,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @aa:32,@(d:16,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @aa:32,@(d:16,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 0 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d

 XOR.L @aa:32,@(d:32,Rd.B) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 0 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @aa:32,@(d:32,Rd.W) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 0 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @aa:32,@(d:32,ERd.L) 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 1 1 1 1 1 rd 0 1 0 1 0 0 0 0 d d

 XOR.L @aa:32,@aa:16 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a

 XOR.L @aa:32,@aa:32 0 1 0 0 1 0 0 6 B 0 0 1 0 1 1 0 0 a a 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 a a

XORC XORC #xx:8,CCR             0 5 x x x x x x x x
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命令 ニーモニック opcode opcode EA opcode EA拡張部

  15       8 7 0 15 8 7 0 拡張部 15    8 7 0

XORC XORC #xx:8,EXR          0 1 4 0 0 0 1   0 5 x x x x x x x x

【注】 EA拡張部はワード（16ビット）単位です。 

 レジスタの指定方法は以下の通りです。 

 * H8S/2600、H8S/2000 CPUの命令コードも動作可能です。 

 

アドレスレジスタ 

32ビットインデックスレジスタ 

32ビットレジスタ 

16ビットインデックスレジスタ 

16ビットレジスタ 

8ビットインデックスレジスタ 

8ビットレジスタ 

レジスタフィールド 汎用レジスタ レジスタフィールド 汎用レジスタ レジスタフィールド 汎用レジスタ 

000 ER0 0000 R0 0000 R0H 

001 ER1 0001 R1 0001 R1H 

： ： ： ： ： ： 

111 ER7 0111 R7 0111 R7H 

  1000 E0 1000 R0L 

  1001 E1 1001 R1L 

  ： ： ： ： 

  1111 E7 1111 R7L 
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2.5 コンディションコードの変化 

表 2.3に H8SX CPUの各命令について、命令実行後のコンディションコードの変化を示します。以下に表中で

使用されている記号を示します。 

m＝ 31 ：ロングワードサイズのとき 

 15 ：ワードサイズのとき 

 7 ：バイトサイズのとき 

Si  ：ソースオペランドのビットi 

Di  ：デスティネーションオペランドのビットi 

Ri  ：結果のビットi 

Dn  ：デスティネーションオペランドの指定されたビット 

―  ：影響なし 

  ：実行結果に応じて変化（定義参照） 

0  ：常に0にクリア 

1  ：常に1にセット 

*  ：値を保証しません 

Z'  ：実行前のZフラグ 

C'  ：実行前のCフラグ 

 

表 2.3 コンディションコードの変化 

命  令 H N Z V C 定   義 

ADD      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

ADDS ― ― ― ― ―  

ADDX      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Z'・Rm・……・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

AND ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

ANDC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 
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命  令 H N Z V C 定   義 

BAND ― ― ― ― 
 

C＝C'・Dn 

Bcc ― ― ― ― ―  

BCLR ― ― ― ― ―  

BCLR/EQ ― ― ― ― ―  

BCLR/NE ― ― ― ― ―  

BFLD ― ― ― ― ―  

BFST ― ― ― ― ―  

BIAND ― ― ― ― 
 

C＝C'・Dn 

BILD ― ― ― ― 
 

C＝Dn 

BIOR ― ― ― ― 
 

C＝C' + Dn 

BIST ― ― ― ― ―  

BISTZ ― ― ― ― ―  

BIXOR ― ― ― ― 
 

C＝C'・Dn + C'・Dn 

BLD ― ― ― ― 
 

C＝Dn 

BNOT ― ― ― ― ―  

BOR ― ― ― ― 
 

C＝C' + Dn 

BRA ― ― ― ― ―  

BRA/S ― ― ― ― ―  

BRA/BC ― ― ― ― ―  

BRA/BS ― ― ― ― ―  

BSET ― ― ― ― ―  

BSET/EQ ― ― ― ― ―  

BSET/NE ― ― ― ― ―  

BSR ― ― ― ― ―  

BSR/BC ― ― ― ― ―  

BSR/BS ― ― ― ― ―  

BST ― ― ― ― ―  

BSTZ ― ― ― ― ―  

BTST ― ―  ― ― Z＝Dn 

BXOR ― ― ― ―  C＝C'・Dn + C'・Dn 

CLRMAC* ― ― ― ― ―  
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命  令 H N Z V C 定   義 

CMP      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

DAA *   *  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

C＝10進加算のキャリ 

DAS *   * ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

C＝10進減算のボロー 

DEC ―    ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

V＝Dm・Rm 

DIVS ―   ― ― N＝Sm・Dm+ Sm・Dm 

Z＝Sm・Sm-1・……・S0 

DIVU ―   ― ― N＝Sm 

Z＝Sm・Sm-1・……・S0 

DIVXS ―   ― ― N＝Sm・Dm+ Sm・Dm 

Z＝Sm・Sm-1・……・S0 

DIVXU ―   ― ― N＝Sm 

Z＝Sm・Sm-1・……・S0 

EEPMOV ― ― ― ― ―  

EXTS ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

EXTU ― 0  0 ― Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

INC ―    ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

V＝Dm・Rm 

JMP ― ― ― ― ―  

JSR ― ― ― ― ―  

LDC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 

LDM ― ― ― ― ―  

LDMAC* ― ― ― ― ―  

MAC* ― ― ― ― ―  
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命  令 H N Z V C 定   義 

MOV ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

MOVA ― ― ― ― ―  

MOVFPE ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

MOVMD ― ― ― ― ―  

MOVSD ― ― ― ― ―  

MOVTPE ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

MULS ―   ― ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

MULS/U* ―   ― ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

MULU ― ― ― ― ―  

MULU/U* ― ― ― ― ―  

MULXS ―   ― ― N＝R2m 

Z＝R2m・R2m-1・……・R0 

MULXU ― ― ― ― ―  

NEG      H＝Dm-4 + Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

V＝Dm・Rm 

C＝Dm・Rm 

NOP ― ― ― ― ―  

NOT ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

OR ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

ORC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 

POP ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

PUSH ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

ROTL －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 
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命  令 H N Z V C 定   義 

ROTR ―   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

ROTXL ―   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

ROTXR ―   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

RTE      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

RTE/L      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

RTS ― ― ― ― ―  

RTS/L ― ― ― ― ―  

SHAL ―     N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

V＝Dm・Dm-1 + Dm・Dm-1（1ビットのとき） 

V＝Dm・Dm-1・Dm-2 + Dm・Dm-1・Dm-2（2ビットのとき） 

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

SHAR ―   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

SHLL ―   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-n+1（nビットのとき） 

SHLR ―   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝Dn-1（nビットのとき） 

SLEEP ― ― ― ― ―  

STC ― ― ― ― ―  

STM ― ― ― ― ―  

STMAC* ―    ― N＝MAC命令の結果、MACレジスタが負のとき 

Z＝MAC命令の結果、MACレジスタが 0のとき 

V＝MAC命令の結果、オーバフローが発生したとき 
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命  令 H N Z V C 定   義 

SUB      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

SUBS ― ― ― ― ―  

SUBX      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Z'・Rm・……・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

TAS ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

TRAPA ― ― ― ― ―  

XOR ―   0 ― N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・……・R0 

XORC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 

【注】 * 乗算器サポート時のみ 
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3. 処理状態 

3.1 概要 

本 LSIの処理状態には、リセット状態、例外処理状態、プログラム実行状態、バス権解放状態および低消費電

力状態の 5種類があります。 

処理状態の分類を図 3.1に、処理状態間の遷移を図 3.2に示します。 
 

処理状態

リセット状態

CPUおよび内蔵周辺モジュールがすべて初期化され、停止している状態

低消費電力状態には、このほかに中速モード、モジュールストップモード、
サブアクティブモード、サブスリープモード、ウォッチモードがあります。

【注】 *

リセット、割り込み、トラップ命令の例外処理要因によって、通常の処理状態の
流れを変える過渡的な状態

CPUがプログラムを順次実行している状態

CPUの動作を停止し、
消費電力を低下させた
状態*

例外処理状態

プログラム実行状態

低消費電力状態

スリープモード

ハードウェアスタンバイモード

ソフトウェアスタンバイモード

CPU以外のバスマスタからのバス権要求信号により、バスを解放している状態

バス権解放状態

 

図 3.1 処理状態の分類 
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リセット状態*1

例外処理状態

バス権解放状態

ハードウェアスタンバイモード*2

ソフトウェアスタンバイモード

スリープモード

低消費電力状態

プログラム実行状態

バス権要求終了

バス権要求発生

割り
込み
要求
発生

外部割り込み要求発生

R
E
S

=
H

ig
h

例
外
処
理
要
求
発
生

STBY=High, RES=Low

バ
ス
権
要
求
終
了

バ
ス
権
要
求
発
生

S
S

B
Y

=1 ,

S
LE

E
P
命
令

【注】*1 ハードウェアスタンバイモードを除くすべての状態において、RES端子が Lowレベルになる

 とリセット状態に遷移します。また、ウォッチドッグタイマのオーバフローによっても、リ

 セット状態に遷移させることができます。

　　　*2 すべての状態においてSTBY端子がLowレベルになると、ハードウェアスタンバイモードに

 遷移します。

例
外
処
理
終
了

SSBY=0,

SLEEP命
令

 

図 3.2 状態遷移図 

3.2 リセット状態 

RES端子が Lowレベルになると、実行中の処理はすべて中止され、CPUはリセット状態になります。リセット

状態ではすべての割り込みが禁止されます。 

RES端子を Lowレベルから Highレベルにすると、リセット例外処理を開始します。 

ウォッチドッグタイマのオーバフローによって、リセット状態とすることもできます。詳細は当該製品のハー

ドウェアマニュアルを参照してください。 

3.3 例外処理状態 

例外処理状態は、リセット、割り込み、またはトラップ命令の例外処理要因によって起動され、CPUが通常の

処理状態の流れを変え、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）を取り出し、そのスタートア

ドレスに分岐する過渡的な状態です。 



3. 処理状態 

Rev.4.00  2008.09.02  3-3 

  RJJ09B0048-0400 

3.3.1 例外処理の種類と優先度 

例外処理要因には、リセット、トレース、割り込み、およびトラップ命令があります。例外処理の種類と優先

度を表 3.1に示します。トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付けられます。 

SYSCRで設定される割り込み制御モードによって、例外処理要因やスタックの構造が異なります。詳細は当該

製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
 

表 3.1 例外処理の種類と優先度 

優先度 例外処理要因 例外処理検出タイミング 例外処理開始タイミング 

高 リセット クロック同期 RES端子の Lowレベルから Highレベルへの遷移時、またはウォ

ッチドックタイマのオーバフローにより例外処理を開始します。 

 不当命令 不当命令検出時 不当命令を検出した時点で処理を打ち切り、例外処理を開始しま

す。 

 トレース 命令実行終了時または 

例外処理終了時 

Tビット=1の状態で、命令または例外処理の実行終了時開始しま

す。 

 割り込み 命令実行終了時または 

例外処理終了時*1 

割り込み要求が発生すると、命令実行終了時または例外処理終了時

に例外処理を開始します。 

低 トラップ命令 TRAPA命令実行時 TRAPA命令を実行すると、例外処理を開始します。*2 

【注】 *1 ANDC、ORC、XORC、LDC命令の実行終了時点、またはリセット例外処理の終了時点では割り込みの検出を行

いません。 

 *2 トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付けられます。 

 

3.3.2 リセット例外処理 

RES端子を Lowレベルにしてリセット状態にした後、RES端子を Highレベルにすると、リセット例外処理を

開始します。 

リセット例外処理が起動されると、CPUは例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）を取り出

し、そのスタートアドレスからプログラムの実行を開始します。 

リセット例外処理実行中、および終了後は、NMIを含めたすべての割り込みが禁止されます。 
 

3.3.3 不当命令 

不当命令には、一般不当命令とスロット不当命令があります。これらの不当命令は、実行しないでください。 

CPUが定義されていない命令の実行を検出すると、一般不当命令例外処理を開始します。このとき、EA拡張部

やレジスタフィールドなど、命令の定義に影響しないフィールドについては検出しません。また、複数ワードで

構成されている命令は、不当命令が実行中（第 2ワード以降）で検出される場合があります。このため、定義さ

れていない命令の実行内容は保証されません。 

遅延スロットの命令（遅延分岐命令の直後の命令）として、2ワード以上の命令、または PCを書き換える命令

（分岐命令、ビット条件分岐命令、TRAPA命令、RTE命令）を実行したとき、スロット不当命令例外処理を開始

します。 

不当命令例外処理、およびスロット不当命令例外処理が起動されると、CPUは SP（ER7）を参照して、PCと
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CCRをスタックに退避します。次に例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）を取り出し、その

スタートアドレスからプログラムの実行を開始します。退避される PCの内容は、実行状態によって異なります。 

不当命令の実行、不当命令例外処理の実行後の汎用レジスタの内容（SPを含む）は保証されません。不当命令

例外処理ルーチンからのリターンは行わないでください。 
 

3.3.4 トレース 

EXRの Tビットを 1にセットすると、トレースモードになります。トレースモードに設定すると、1命令の実

行を終了するたびにトレース例外処理を開始します。 

トレース例外処理実行後、Tビットが 0にクリアされ、トレースモードが解除されます。スタックに退避され

た Tビットは 1を保持しており、RTE命令を実行してトレース例外処理ルーチンから復帰した後は、再びトレー

スモードになります。RTE命令実行後は、トレース例外処理を行いません。 
 

3.3.5 割り込み例外処理およびトラップ命令例外処理 

割り込み例外処理、およびトラップ命令例外処理が起動されると、CPUは SP（ER7）を参照して、PCと CCR

をスタックに退避します。そして、CPUは CCRの Iビットを再設定します。次に、例外処理ベクタテーブルから

スタートアドレス（ベクタ）を取り出し、そのスタートアドレスからプログラムの実行を開始します。 

例外処理終了後のスタックの状態を図 3.3に示します。 

CCR CCR

CCR

PC
（16ビット）

PC
（24ビット）

SP SP

ノーマルモード

【注】 * リターン時には無視されます。

*

アドバンストモード

 

図 3.3 例外処理終了後のスタックの状態（例） 

3.4 プログラム実行状態 

CPUがプログラムを順次実行している状態です。 
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3.5 バス権解放状態 

CPU以外のバスマスタによるバス権要求に対して、バス権を解放した状態です。バス権解放状態では、CPUは

内部動作を除き動作を停止します。 

3.6 低消費電力状態 

低消費電力状態には、CPUの動作を停止した状態と、CPUの動作を停止しない状態があります。CPUの動作を

停止した低消費電力状態には、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、ハードウェアスタンバイモー

ドがあります。 

また、その他の低消費電力状態には、中速モード、モジュールストップモードなどがあります。中速モードで

は、CPUが中速クロックで動作します。モジュールストップモードでは、モジュール単位で CPU以外の内蔵周辺

モジュールの動作を停止します。詳細は当該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
 

3.6.1 スリープモード 

スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）の SSBYビット＝0の状態で SLEEP命令を実行すると、スリープ

モードに遷移します。スリープモードでは、CPUの動作は SLEEP命令実行直後で停止します。CPUの内部レジ

スタの内容は保持されます。 
 

3.6.2 ソフトウェアスタンバイモード 

SBYCRの SSBYビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、ソフトウェアスタンバイモードに遷移します。

ソフトウェアスタンバイモードでは、CPU、クロック発振器、および内蔵周辺モジュールのすべての動作が停止

します。ただし、規定の電圧が与えられている限り、CPUの内部レジスタの内容および内蔵 RAMのデータは保

持されます。また、I/Oポートの状態も保持されます。 
 

3.6.3 ハードウェアスタンバイモード 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。ハードウェアスタンバイモ

ードでは、すべての機能がリセット状態になり、動作が停止します。規定の電圧が与えられている限り、内蔵 RAM

のデータは保持されます。 
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4. 基本動作タイミング 

H8SX CPUは、システムクロック（φ）を基準に動作しています。φの立ち上がりから、次の立ち上がりまで

の 1単位をステートと呼びます。メモリサイクルまたはバスサイクルは、1または 2ステートで構成され、内蔵メ

モリ、内蔵周辺モジュール、または外部アドレス空間によってそれぞれ異なるアクセスを行います。詳細は、当

該製品のハードウェアマニュアルを参照してください。 
 

4.1 内蔵メモリアクセスタイミング（ROM、RAM） 

内蔵メモリのアクセスは、1ステートアクセスを行います。このとき、データバス幅は 32ビットで、バイト、

ワード、およびロングワードサイズのアクセスが可能です。内蔵メモリアクセスサイクルを図 4.1に示します。 
 

内部アドレスバス

バスサイクル

アドレス

T1

φ

リード時

内部リード信号

内部データバス

ライト時

内部ライト信号

内部データバス

リードデータ

ライトデータ

 

図 4.1 内蔵メモリアクセスサイクル 

4.2 内蔵周辺モジュールアクセスタイミング 

内蔵周辺モジュールのアクセスは、2ステートで行います。このとき、データバス幅は 8ビット、または 16ビ

ットで、内部 I/Oレジスタにより異なります。内蔵周辺モジュールアクセスタイミングを図 4.2に示します。 
 



4. 基本動作タイミング 
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内部アドレスバス

バスサイクル

T1

φ

リード時

内部リード信号

内部データバス

ライト時

内部ライト信号

内部データバス

T2

リードデータ

ライトデータ

アドレス

 

図 4.2 内蔵周辺モジュールアクセスサイクル 

4.3 外部アドレス空間アクセスタイミング 

外部アドレス空間のアクセスを行うときのデータバス幅は、8ビット、16ビットまたは 32ビットです。バスサ

イクルは、2ステートまたは 3ステートがあります。3ステートアクセスでは、ウェイトステートを挿入すること

ができます。 

4.4 バス権移行タイミング 

他のバスマスタからバス権要求があると、CPUのバス権は移行されます。バス権が移行するのは、バスの切れ

目です。スリープモード中は、クロックに同期してバス権を移行します。 

以下の場合は、バス権の移行を禁止しています。 

• ワード、ロングワードサイズのアクセスを分割して実行しているとき。 

• スタック操作を複数バスサイクルで実行しているとき。 

• メモリ間転送命令、ブロック転送命令およびTAS命令で、転送データをリードしてからライトするまでの期

間 

なお、ブロック転送命令では、ライトと次の転送データのリードの期間はバス権を移行することができます。 

• ビット操作命令などのメモリに対する演算命令で、対象データをリードしてからライトするまでの期間 

BSET/EQ命令やCMP命令でライトを行わないときも、ライトに相当するステートまでの期間が該当します。 

 

バス権の移行を行わない実行ステートが最大となるのは、ADDX/SUBX.L #xx=32, <ea>の場合です。実行アド

レスが奇数番地、16ビット命令フェッチモードのときでバス権の移行を行わない期間は 9バスサイクルです。 

 

 



 

本版で修正または追加された箇所 

 

項   目 ページ 修正箇所 

1.5.2 プログラムカウンタ（PC） 1-13 削除 

PCは 32ビットのカウンタで、CPUが次に実行する命令のアドレスを示

しています。CPUの命令は、すべて 2バイト（ワード）を単位としてい

るため、最下位ビットは無効です（命令コードのリード時には最下位ビッ

トは 0とみなされます） 

1.8.5 プリ/ポストインクリメント/デ

クリメントレジスタ間接 @ERn+/ 

@-ERn/@+ERn/@ERn- 

1-36 追加 

例 3  XOR.B R0L, @ER0+ 

実行前の ER0が H'00001234のとき H'00001234番地をリードし、リー

ドデータと H'35の排他的論理和をとり、結果を H'00001234番地へライ

トします。 

実行後の ER0は H'00001235です。 

2.2.12 BFLD Bit Field LoaD ビッ

トフィールド転送 

(8) 注意事項 

2-27 追加 

ビットフィールドを指定するイミディエイトデータは、1が連続するもの

に限定します。 

2.2.13 BFST Bit Field STore ビッ

トフィールド転送 

(8) 注意事項 

2-29 追加 

ビットフィールドを指定するイミディエイトデータは、1が連続するもの

に限定します。 

2.2.25 BRA/BC BRAnch if Bit Clear 

ビット条件分岐 

(4) 説明 

2-50 修正 

ソースオペランドの指定された 1ビットが 0にクリアされているとき、

PCにディスプレースメントを加えたアドレスに分岐し、1にセットされ

ているとき、次の命令を実行します。アドレス計算に用いられる PCの値

は本命令の直後の命令の先頭アドレスです。ディスプレースメントは符号

付 8ビットまたは 16ビットデータで、分岐できる範囲は本命令の次のア

ドレスに対して-128～+126バイト、-32768～+32766バイトです。 

2.2.26 BRA/BS BRAnch if Bit Set 

ビット条件分岐 

(4) 説明 

2-52 修正 

ソースオペランドの指定された 1ビットが 1にセットされているとき、

PCにディスプレースメントを加えたアドレスに分岐し、0にクリアされ

ているとき、次の命令を実行します。アドレス計算に用いられる PCの値

は本命令の直後の命令の先頭アドレスです。ディスプレースメントは符号

付 8ビットまたは 16ビットデータで、分岐できる範囲は本命令の次のア

ドレスに対して-128～+126バイト、-32768～+32766バイトです 
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項   目 ページ 修正箇所 

2.2.39 DAA Decimal Adjust Add 

10進補正 

(4) 説明 

2-77 修正 

補正前の 

Cフラグ 

補正前の 

上位４ビット 

1 0～2 

1 0～2 

1 0～3 
 

2.2.44 DIVS DIVide as Signed 符

号付き除算 

2-85 追加 

(8) 注意事項 

Nフラグは、被除数と除数の符号が異なるとき 1にセットされ、符号が同

じとき 0にクリアされます。したがって、商が 0（ゼロ）で Nフラグが 1

にセットされる場合があります。 

2.2.45 DIVU DIVide as Unsigned 

符号なし除算 

2-87 追加 

(8) 注意事項 

Nフラグは、被除数と除数の符号が異なるとき 1にセットされ、符号が同

じとき 0にクリアされます。したがって、商が 0（ゼロ）で Nフラグが 1

にセットされる場合があります。 

2.2.46 DIVXS DIVide eXtend as 

Signed 符号付き除算 

(4) 説明 

2-88 修正 

デスティネーションレジスタRdの内容の下位 16ビットまたは 32ビット

とソースオペランドを符号付き除算し、結果（16または 32ビット）をデ

スティネーションレジスタに格納します。 

2.2.47 DIVXU DIVide eXtend as 

Unsigned 除算 

2-90 修正 

デスティネーションレジスタRdの内容の下位 16ビットまたは 32ビット

とソースオペランドを符号なし除算し、結果（16または 32ビット）をデ

スティネーションレジスタに格納します。 

2.2.66  MOVA MOVe effective 

Address 実効アドレス転送 

(4) 説明 

2-117 修正 

[使用例] 

  MOVA/L@(H'FFFFFF00,R0L.B), ER1 

： 

[例] 

： 

  MOVA/L@(H'FFFFFF00,R1L.B),ER1 

(8) 注意事項 2-118 修正 

[例] MOVA/W@(H'FFFF8000,R1L.B),ER1 

2.2.77 MULXS MULtiply eXtend as 

Signed 符号付き乗算 

(6) 使用可能な汎用レジスタ 

2-134 修正 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース バイト R0L～R7L、R0H～R7H 
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項   目 ページ 修正箇所 

2.2.78 MULXU MULtiply eXtend as 

Unsigned 符号なし乗算 

(6) 使用可能な汎用レジスタ 

2-136 修正 

使用方法 汎用レジスタ 

ソース バイト R0L～R7L、R0H～R7H 
 

2.2.98 SHAR SHift Arithmetic Right 

算術シフト 

(5) コンディションコード 

2-166 修正 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

H：実行前の値が保持されます。 

N：実行結果が負のとき 1にセットされ、それ以外のときは 0にクリア

されます。 

Z：実行結果がゼロのとき 1にセットされ、それ以外のときは 0にクリ

アされます。 

V：常に 0にクリアされます。 

C：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 

2.2.99 SHLL（1） SHift Logical Left

（1） アセンブラフォーマット 

（4） 説明 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 

2-168 修正 

（1）SHLL.Sz Rn,Rd 

（4）･･･シフトビット数は、イミディエイトデータまたは汎用レジスタ

Rnの内容で指定され、下位 5ビットが有効です。シフトビット数を

汎用レジスタ Rnで指定する場合、8ビットレジスタとして指定しま

す。 

（6） 

使用方法 汎用レジスタ 

シフトビット数指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

： ： 
 

2.2.100 SHLL（2） SHift Logical 

Left 論理シフト 

(5) コンディションコード 

2-170 修正 

I UI H U N Z V C 

－ － － － ↔
 

↔
 

0 ↔
 

H：実行前の値が保持されます。 

N：実行結果が負のとき 1にセットされ、それ以外のときは 0にクリア

されます。 

Z：実行結果がゼロのとき 1にセットされ、それ以外のときは 0にクリ

アされます。 

V：常に 0にクリアされます。 

C：最後にシフトアウトしたビットが格納されます。 
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項   目 ページ 修正箇所 

2.2.101 SHLR（1）  SHift Logical 

Right 論理シフト 

（1） アセンブラフォーマット 

（4） 説明 

（6） 使用可能な汎用レジスタ 

2-172 修正 

（1）SHLR.Sz Rn,Rd 

（4）･･･シフトビット数は、イミディエイトデータまたは汎用レジスタ

Rnの内容で指定され、下位 5ビットが有効です。シフトビット数を

汎用レジスタ Rnで指定する場合、8ビットレジスタとして指定しま

す。 

（6） 

使用方法 汎用レジスタ 

シフトビット数指定 R0L～R7L、R0H～R7H 

： ： 
 

2.3 命令セット一覧 

表 2.1 命令セット一覧 

2-504 修正 

【注】*1 実行ステート数は、以下の条件のときの値を示します。命令実

行ステート数は、命令の実行状態によって変わります。また、製

品によって短縮する場合があります。 

算術演算命令（59） 2-303 修正 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  

命令 ニーモニック 

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

CMP CMP.L @-ERs,@(d:16,ERd) L 4 6 7 
 

算術命令（79） 2-323 修正 

実
行

 

ス
テ
ー
ト
数

*1  命令 ニーモニック 

サ
イ
ズ

 

命
令
長

 

最
小
値

 

16
ビ
ッ
ト
命
令
フ
ェ
ッ
チ

 

SUB SUB.W @ERs-,@(d:16,ERd) W 4 6 7 
 

シフト命令（1） 2-456 追加 

命令 ニーモニック ・・・ 

SHLL SHLL.B @ERd- ・・・ 
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項   目 ページ 修正箇所 

分岐命令（4） 2-501 追加 

命令 ニーモニック ・・・ 

RTS/L (ERn-ERn+2) 
・・・ RTS/L 

RTS/L (ERn-ERn+3) 
・・・ 
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項   目 ページ 修正箇所 

2.4 命令コード一覧 2-505 • 命令 BRA、BRA/BC BRA/BS、BRA/S を BORの次に移動。 

命令MOV/MD、MOVSD を、MOVTPEの前に移動。 

• ニーモニック 

ADD.B @ERs+,Rd、 

ADD.B @ERs-,Rd、 

ADD.B @+ERs,Rd、 

ADD.B @-ERs,Rd、 

ADD.B @(d:2,ERs),Rd、 

ADD.B @(d:16,ERs),Rd、 

ADD.B @(d:32,ERs),Rd、 

ADD.B @(d:16,Rs.B),Rd、 

ADD.B @(d:16,Rs.W),Rd、 

ADD.B @(d:16,ERs.L),Rd、 

ADD.B @(d:32,Rs.B),Rd、 

ADD.B @(d:32,Rs.W),Rd、 

ADD.B @(d:32,ERs.L),Rd 

の opcode（3～0）の記述 rsを rdに修正 

• ニーモニック 

BAND #xx:3,@ERd、 

BIAND #xx:3,@ERd、 

BILD #xx:3,@ERd、 

BIOR #xx:3,@ERd、 

BIXOR #xx:3,@Erd、 

BLD #xx:3,@Erd、 

BOR #xx:3,@ERd、 

BTST #xx:3,@ERd、 

BTST Rn,@ERd、 

BXOR #xx:3,@ERd、 

STC.W CCR,@(d:32,ERd)、 

STC.W EXR,@(d:32,ERd) 

の opcode（6～4）の記述 rsを rdに修正 

• MOV.L #xx:16,@aa:16 

削除 

EA拡張部 

a s  

• MOVA/B.L @(d:16,@(d:16,ERs.L).B),ERd 

修正 

EA拡張部 

d  d  
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項   目 ページ 修正箇所 

2.5 コンディションコードの変化 2-748 修正 

命  令 H N Z V C 

SHAR ―   0   

4.4 バス権移行タイミング 4-2 追加 

バス権の移行を行わない実行ステートが最大となるのは、ADDX/SUBX.L 

#xx=32, <ea>の場合です。実行アドレスが奇数番地 16ビット命令フェッ

チモードのときでバス権の移行を行わない期間は 9バスサイクルです。 
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